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発刊の辞

ʰ͖Β·ʔʢؒྑܚʣ͕͍͠ݟɺ·ͪ͛ʔʢᛁໟʣ͍ݟΒΜʱ
ʢ౮୆Լ҉͠ʣ

　ここ沖縄は֤஍でࡇࡩりが開͞࠵れ、ϓロ野球のΩϟンϓインと合わͤて೐わいをͤݟ
ていますが、օ༷におかれましてもますます݈ޚউのこととおܚͼ申し上げます。
　๯಄のฉきなれないタイトϧにށ࿭いをӅͤないํが多いかもしれまͤΜが、ʮ沖縄のԫ
いߴʯです。௚༁いたしますとಹ೼からटཬにかけてのখݴ༿（くがにくと͎͹）ɿ格ݴۚ
ٰ（Ϗϧ）から੢のւをݟ౉した৔合、ܚ良間（けらま）ॾౡはݟえるが、ࣗ分ࣗ਎のᛁ
ໟはݟることはできないとのことですが、ࣗ਎のこと΍਎ۙなことにはҙ外と気がͭかな
いものͩとのҙຯです。ʮ౮୆Լ҉しʯに૬当します。本年の当院のݸਓ目ඪ・職৔目ඪの
ਓのୡ成目ඪ΍職৔目ඪはͦݸ。げͤ͞ていたͩきましたܝ༿をݴ਑として上記のԫۚࢦ
れͧれ異なります。୹期目ඪなͲにおいての目ඪઃ定߲目は࣌間をかけてղܾするもので
はなく、しかも確࣮にୡ成できるものが๬まれます。ͦれはҙ外に਎ۙにଘࡏすることが
あります。　
　医師もまた一ਓの職員として࣮஍臨床、研究՝୊、あるいは医療安શなͲにおいて目ඪ
をઃ定するわけですが、研究՝୊΍症例報告はҙ外に਎ۙにଘࡏするものです。また、後
ਐにࢦಋ・医療ٕज़を఻ঝするには先ୡの考え、ٕज़を理ղできてॳめてग़དྷるものです。
すなわち、h Թނ஌新ʱにͭながります。
　本誌も発刊 35 年目をܴえました。研究発ද、報告がまた診療Ϩϕϧの޲上に݁ͼ෇くの
も事࣮です。職員のօ༷には本誌を研究者のग़発఺としてのݸਓ目ඪの一ͭに活༻して頂
けれ͹޾いであります。

（2015 年２月記）

国立病院機構沖縄病院             

院長　川　畑　　勉
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　2015 年の年࢝はશ国的に͞פがݫしく、
Թかい沖縄でもౙらしい日が続きました。
ͦしてશ国で一൪早࡙きのࡩが࡙き࢝め、
୹いౙにผれを告げてय़౸དྷです。沖縄で
ʯࡩפʯを͞します。ʮ඀ࡩ඀פえ͹ʮݴとࡩ

（ώΧンβクϥ）ともݴいますがʮ൴ࡩ؛ʯ
（ώΨンβクϥ）とࠞಉ͞れるために、ʮפ
඀ࡩʯ（Χンώβクϥ）と呼͹れることが
多いといわれています。元ʑ、த国ೆ部か
ら୆湾にかけてࣗ生するࡩで、௼り৊ঢ়の
ՖがԼ޲きに࡙くಛ௃があり、த国ޠでʮ৊
ՖᓎՖʯ、୆湾ではʮࢁᓎՖʯと呼͹れて
いるͦうです。沖縄でݟられるפ඀ࡩは野
生化していて、໌ るくೱいϐンク৭のՖは、
日本の୅ද的なιメイϤシϊのણࡉなࡩと
はझを異にします。פくならないと࡙かな
いため、沖縄では本౔とはٯに๺からサク
ϥલ線が߱りてきます。
　なͥפくならないと࡙かないのかという
と、いわΏるʮٳ຾෺࣭ʯがؔわͬている
からです。ٳ຾෺࣭とはͦの名の௨り、ࡩ
のժਧきを຾らͤるಇきをする෺࣭のこと
です。Ֆがࢄり༿ࡩになる࣌期にଠཅޫの
り、ͭ΅みがժ࡞຾෺࣭をٳみを受けてܙ
ਧくとこΖにͦれをためࠐΜで、༿がམち
た後はͭ΅みの部分にたくわえます。ౙに
なͬてפくなるとٳ຾෺࣭はঃʑにݮ少し

て΍がてなくなり、大きくなͬてきたͭ΅
みは開Ֆの४備が੔います。ͦして、ஆか
くなる΍ࡩは一気に開Ֆするということで
す。ですから、ࡩが開Ֆするためにはౙの
しい年΄Ͳஆかくݫが͞פ、が必要で͞פ
なるとすぐに開Ֆするとݴわれています。
この開Ֆの࢓૊みはʮٳ຾ଧഁʯと呼͹れ
ていますが、࣮ࡍには຾ͬているようで
຾ͬておらͣ、開Ֆのための४備をしてい
ることになります。
　今、ےジス新病౩のݐてସえ޻事ݱ৔に、
઱΍かなפ඀ࡩがจࣈͲおりʠՖをఴえてʡ
࡙いています。ࡩの໦をݟ上げると、Լ޲
きに࡙いてるՖはこちらをਖ਼໘にݟてくれ
て、Ԡԉしている気がします。生໋ମにとͬ
てਭ຾΍ٳଉは大いに必要であること、ま
た開Ֆするためにはౙの͞פが必要である
ということ、͞らに͞פがݫしけれ͹ݫし
い΄Ͳ一気にՖ開くということは、ࢲたち
の生きํにもࣔࠦをあたえྭみになるݱ৅
ͩとࢥいます。
　第 35 巻沖縄病院雑誌は、臨床でݧܦし
たوॏな症例を集ੵして臨床研究の࣮りを
͞らに臨床ݱ৔にؐ元する目的をもͬて刊
行͞れます。פ඀ࡩのように臨床の成Ռを
஝えてՖ開くようにとئいます。

（2015 年２月記）

ʮפ඀ࡩʯ

国立病院機構沖縄病院             

෭院長　大　湾　ࢠ　ۈ
　

ݴɹ಄ɹר
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ɿ63ऀ　ױ ࠽ �　உੑɽ職業ɿ会社Ӧ業
ओ　ૌɿ֏、ଉ切れ
ԟྺɿ58ط ѹ݂ߴ、࠹ߎے心　ࡀ
ੜ׆ ɿྺ٤Ԏ 15 本 / 日ʷ 35 年（22 ʙ 57 ҿञ、（ࡀ ɿྺ
　　　 ๐੝１−２合　ຖ日
Ո଒ྺɿಛ記事߲なし
౉ྺߤɿなし
ΞϨϧΪʔྺɿなし
පݱ ɿྺ平成 26 年̐月上०より֏、୶ԫ৭のᙹあり。
５月上०からଉ切れもग़ݱ。ۙ医にてᄶଉのༀ΍߅
生ࡎ（クϥリスロϚイシン）をॲํ͞れたが、վળ
無く 6 月 6 日当院受診。.R$ (SBEF ̐ɽ
ॳ਍࣌ݱ঱ɿ਎長 170�4DN、ମॏ 62�3LH
݂ѹ 126/87NNHH、຺ഥ 120/ 分、ମԹ 36�3ˆ、呼
吸਺ 24/ 分
球݁ບにශ݂・ԫᙬなく、ܱ部異ৗなし。ௌ診で؟

྆ଆԼ肺野にܰඍな吸気ऴ຤期ϥԻをௌ取。心Ի異
ৗなし。දࡏリンύઅ৮஌ͤͣ。͹ちঢ়ࢦなし。
部̭線ࣸਅɿਖ਼໘ࣸਅ（ਤ１）でӈ肺門からதԼڳ
肺野のத間ଳにͻΖがるスリΨϥスঢ়ӄӨを認め
る。ࠨԼ肺野心外ଆにもൗঢ়のスリΨϥスঢ়Өを認
める。
෦̘̩ɿӈத༿̨̐、Լ༿̨̔ʙ̨ڳ 10 Ҭを༏Ґに
ൗঢ়のスリΨϥスঢ়ӄӨが認められ、Ϟβイクύター
ンをఄしていた（ਤ２）。ӈ上༿̨１ʙ̨２、̨̐ࠨ、
̨ 10、̨̕Ҭにもಉ༷所ݟを認めた。一部にখ༿த心
ੑのཻঢ়Өも認められた。
一ൠࠪݕॴ͓ݟΑͼܦաɿ
　 ओ な ݂ ӷ ݕ ࠪ で は W#$10
1408 Ж M（NFV71�5

LZN16�5
.POP8�2
EPT3�2
#BTP 0�6

ESR29NN/
I
$RP2�09NH/EM とԌ症൓Ԡのߴ஋を認めた。Ϛ
イコϓϥズϚ߅ମՁ、クϥϛドϑΟϥ߅ମはӄ

໨ͰΈΔڳ෦࣬ױʢ���ʣ

ՆܕաහੑഏԌ

国立沖縄医誌　35 巻
J� NBU� OLJ� HPT� 7PM�35

ਤ ɿ̍ڳ෦̭ઢࣸਅʢॳ਍ ɿ࣌̎ ̌̍̐೥݄̒̒೔ʣ�
ӈ্தԼഏ໺͓ΑͼࠨԼഏ໺ʹ൝ঢ়ͷ͢ΓΨϥεঢ়ӄӨΛೝΊΔ
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ੑであͬた。動຺݂Ψス分ੳでは̥̝ 7�41
PO2 
61NNHH
PB$O2 39NNHH
H$O3 23�7NER/L
SBO2 
92�4 � と ௿ ࢎ ૉ ݂ 症 を 認 め、 呼 吸 機 ೳ ݕ ࠪ で
7$ 2770NL
 � 7$ 77�2 � 
FE71�0 � 49�0 � 
 FE71�0 
1330NL
 %LDP 118�6� とࠞ合ੑ׵気ো֐を認めた。
臨床所ݟ、画像所ݟから感છ症（΢Οϧス、ඇ定ܕ
肺Ԍ）、間࣭ੑ肺Ԍ、աහੑ肺Ԍ、ༀੑࡎ肺Ԍ౳が
考えられ、まͣ߅生ࡎアジスロϚイシンを౤༩した
が、ޮՌなく、ͦの後外஫ࠪݕのトリコスϙロン・
アサώ߅ମがཅੑと൑໌した。ॅډはコントローϧ
りのアύート࡞ 2 ֊で 15 年લからॅډしているが、
日当たり、׵気がѱく床Լにਫがたまͬており、࣪
気がͻͲく、࿝ٺ化しておりۙ日ղମ༧定との事で
あͬた。
　気管ࢧ鏡ࠪݕでӈத༿ࢧで行ͬた気管ࢧચড়ӷで
は総ࡉ๔਺ 5�7 ʷ 105/NM と૿Ճを認め、ࡉ๔分画
では大৯ࡉ๔ த球޷、ˋ65 30ˋ、リンύ球５ˋと
を認めەで༗ҙࠪݕەࡉ。த球が૿Ճしていた޷
ͣ、$%4/8 ൺは 0�20 と௿Լしていた。T#L# の૊
৫所ݟでは肺๔๔ִนにリンύ球、ࡉ࣭ܗ๔をओମ
としたԌ症ࡉ๔ਁ५がみられる๔ִԌの像をఄして
いた。ೖ院後、֏、ଉ切れのվળがݟられ第̐病
日の SQO2 は 96�΁上ঢした。第 9 病日に行ͬた肺
機ೳࠪݕで 7$3350NM
� 7$95�4� 
 FE71�0� 64�4� 
 
FE71�0 1790NL
 %LDP 113�4�と肺気ྔの໌らかなվ
ળを認めた。第 11 病日にؼ୐༠発ݧࢼを行ͬた。
16�00 にؼ୐したが 22ɿ00 ڧから֏、ଉۤし͞がࠒ
度になり、ਭ຾がとれͣ、このためཌ日 18ɿ00 ࠒ
院༧定のとこΖを切り上げؼ 13ɿ00 にؼ院した。
院௚後の呼吸਺はؼ 26 ճ / 分、SQO2 は 93�に௿Լ
していた。ް生লաහੑ肺Ԍのख引きと診断ج४

（ද１）のうちᶗɽ臨床像でڳ部̭線ࣸਅ上、ͼຫ
෍ੑཻঢ়ӄӨは認めなかͬたが、̘̩でաහੑࢄੑ
肺Ԍに合கする所ݟを認め、͞らにᶘɽ発症ڥ؀、
ᶙɽ໔Ӹ学的所ݟ、ᶚɽ吸ೖ༠発ݧࢼ、がཅੑであ
り、Նܕաහੑ肺Ԍと診断した。ؼ୐ݧࢼ後ؼ院
にて症ঢ়վળし、本ਓのر๬で第 15 病日にୀ院し
た。ॅڥ؀ډが症ঢ়発ݱにؔ༩している事からॅډ
のվળ΍సډをקめたとこΖۙ日、ಉ͡アύートで
はあるが日当たりがよく࣪気のない３֊の部԰にҠ
動するとの事であͬた。しかし、すぐにはҠ動でき
ない事からϓϨドニン 20 ̶̼ / 日を開࢝しୀ院と

した。ୀ院後、ঃʑに֏、ଉ切れのվળがみられ、
ϓϨドニン઴9、ݮ 月Լ०సډ後はվળがՃ଎し、
10 月上०には症ঢ়΄΅消ࣦ、11 月 7 日 SQO2 97�、
$T 上ӄӨは΄΅消ୀ（ਤ３）、肺機ೳࠪݕで 7$ 
3530NM � 7$ 101�1 �、 FE71�0 � 62�74 �、 FE71�0  
2270NL、とด׵ੑ࠹気ো֐は࢒ଘするものの肺気
ྔは著໌にվળしており、ϓϨドニンऴྃとした。
ͦの２ϲ月後࠶ࡏݱ発なくܦա良޷である。

Ҋ　ߟ

　Նܕաහੑ肺Ԍ 1
 は TSJDIPTQPSPO （T�BTBIJJ お
よͼ T� NVDPJEFT
 を߅原としてऒىするաහੑ肺
Ԍである。本症はߴԹ多࣪のॅڥ؀ډで発生し、我
が国のաහੑ肺Ԍの 75ˋを઎めると͞れる。臨床
症ঢ়は、֏、発೤、呼吸ࠔ೉を３大ओ௃とし、Ն（５

Նܕաහੑ肺Ԍ

ਤ ���$5ʢ���� ೥ ��݄ �೔ʣ�
ӈத༿ʹܰ౓ͷೱ౓্ঢΛ͢࢒ଞ͸΄΅ਖ਼ৗʹ෮͍ͯ͠Δ

ਤ���$5ʢ����೥�݄�೔ʣ�
ӈத༿͓ΑͼԼ༿̨�ʙ̨�ൗঢ়ͷ͢ΓΨϥεঢ়ӄӨ
͓Αͼӈ4̔຤ধҬʹখ༿த৺ੑͷཻঢ়ӨΛೝΊΔ
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月ʙ 10 月）に発症しౙには消ୀする。ͦのॅ؀ډ
はڥ TPSJDIPTQPSPO の૿৩をきたし΍すい、࣪気が
多く日র、׵気のѱい৚݅Լであり、多くは໦଄Ո
԰にみられங後平ۉ年਺は 20�5 年と͞れるが、約
10ˋはࣗݧ例のようなඇ໦଄Ո԰でͦのங後年਺は
５ʙ 30 年平ۉ 12�3 年という。
　発症の໔Ӹ学的機ংとしてはᶙܕおよͼᶚܕアϨ
ϧΪーがؔ༩し、ᶙܕのূڌとして気管ࢧચড়ӷத
の TSJDIPTQPSJO にಛ異的に൓Ԡする IHA ମおよ߅
ͼ IH( ମの૿Ճ、TSJDIPTQPSJOิ、ࡏମのଘ߅ ߅
原にରする吸ೖ༠発ݧࢼで߅原吸ೖ後̒ʙ̔࣌間で
症ঢ়のϐークがみられ、24 ࣌間後の #ALF தに޷
த球が著໌に૿Ճする事があげれらている。ࣗݧ例
#ALF では޷த球が૿Ճしていたが、気管ࢧ鏡ݕ
ࠪはࣗ୐からग़立後約２࣌間後にࢪ行しており、߅
原๫࿐後ੑٸ期の所ݟとしてଊえる事ができるかと
肺૊৫の多くݕとしては、生ݟの所ܕわれた。ᶚࢥ
に೑ժजがみられる事、#ALF でリンύ球が૿Ճし、
このリンύ球は TSJDIPTQPSJO で༮ए化൓ܹࢗ原߅
Ԡをఄする事౳があげられている。#ALF リンύ球
は̘̙̔ࡉ๔がຆͲで̘̙̐/$%8 ൺは௿Լする。
　画像所ݟとしてはڳ部̭線ࣸਅでᖫອੑスリΨϥ
スঢ়ཻঢ়Ө、̘̩ではখ༿த心ੑの୶いཻঢ়Өをయܕ
とするが、肺野ೱ度の上ঢを൐うϞβイクύターン、
あるいはͦれらの༥合ӄӨといͬた৔合もみられる。
աහੑ肺Ԍの画像所ݟは߅原の๫࿐ྔ΍๫࿐後の࣌
間的ܦաにより多࠼な所ݟをఄし、ߴೱ度๫࿐のٸ
ੑ期においてはཻঢ়Өはめͩたͣ、௿ೱ度の߅原の
間ܽ的あるいは持続吸ೖでཻঢ়Өがओମになると͞
れている。ࣗݧ例ではڳ部̭線ࣸਅでӈத肺野༏Ґ
のスリΨϥスঢ়ӄӨ、̘̩で྆肺野にスリΨϥスঢ়
ӄӨによるϞβイクύターンをఄしおり、#ALF で
の޷த球の૿Ճとซͤ、ੑٸ期のաහੑ肺Ԍに合க
する所２ݟ）と考えてໃ६しないものとࢥわれた。
　一ൠࠪݕ所ݟではന݂球、̘ ̧̥、݂ ௜の上ঢが、
呼吸機ೳࠪݕでは肺活ྔݮ少、֦ࢄೳ力௿Լ、動຺
。ૉ分ѹ௿Լがみられるࢎ݂
४（ද１）にج例をް生লաහੑ肺Ԍの診断ݧࣗ　
রらしてみると、ᶗ -1ɽ臨床所ݟɿ֏、ଉ切れ、೧
൅Իのௌ取、ᶗ -2 PBO2、ݟɿ画像所ݟ所ࠪݕ の௿Լ、

੺௜・$RP・޷த球の૿Ճ、T-SPOT ӄੑ、ᶘɽ発
症ڥ؀、ᶙɽ໔Ӹ学的所ݟɿ߅原にରするಛ異߅ମ
ཅੑ、ᶚɽ吸ೖ༠発所ݟɿڥ؀๫࿐による臨床像の
աහੑ肺Ԍとܕと߲̐目をຬたしており、Ն、ݱ࠶
診断した。ࣗݧ例の呼吸機ೳࠪݕでは当ॳより１ඵ
཰の௿Լがみられ、これは症ঢ়、画像が消ୀした࣌
఺でもճ෮はみられるもののਖ਼ৗҬにはճ෮してい
なかͬた。ٶ川ら 3
 はࡉ気管ࢧ病มをఄしたՆܕա
හੑ肺Ԍを報告しているが、ࣗݧ例もࡉ気管ࢧに病
มをఄした、あるいはൺֱ的長期の٤Ԏྺがある事
から元ʑดੑ࠹病มを༗し、この上にաහੑ肺Ԍを
きたした、といͬたՄೳੑが考えられた。この఺に
ͭいては今後も஫ҙਂい࡯؍がॏ要と考える。
　本症の治療は、まͣ第一に߅原からのִ཭である。
ೖ院によりվળするが、病ঢ়がॏಞな৔合΍、Ͳう
してもࣗ୐に໭ら͟るをಘない৔合はॅڥ؀ډのվ
ળとڞにスςロイドが必要となる。ࣗݧ例はϓϨド
ニン 20 ̶̼ / 日開࢝で症ঢ়վળし、͞らにసډで
ܰշした。֏΍ଉ切れをきたす例では本症のՄೳੑ
も考え、まͣقઅੑ、ॅڥ؀ډ౳にͭいてのৄࡉな
໰診がॏ要と考えられた。

ݙจߟࢀ

1）安౻ਖ਼޾、ੁ　कོ、த川和ࢠɽ԰内ڥ؀Ԛછと
　աහੑ肺Ԍ � アϨϧΪーの臨床　1996�16	11
�34-36
2）খ஑ޗݐ、ؔ୩ॆߊ、ീށහ࢙、ଞɽௗࣂ病と
　のؑผを要したՆܕաහੑ肺ԌのՈ଒内発症の２
　症例ɽ日呼吸会誌　2009ʀ47	10
�947-952
๬月٢࿠、த原อ໶、ଞ、ࢠ川ྙٶ（3 � 著໌なࡉ気
　管ࢧ病มをఄしたՆܕաහੑ肺Ԍの２例ɽ日呼吸
　会誌　2009�47	2
�145-150

国立病院機構 沖縄病院呼吸器内科
、治ݡ஥本　ರ、஌Ֆ、ࢠۈ৔ກ෉、大湾ٱ　
　౻ా߳৫、Ҵྮ੝࢙
　ಉ・放射線科
　大৓߁ೋ

琉球大学जᙾ病理
　新֞和໵ 
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৔　ກ　෉　ٱ

ද ���աහੑഏԌ਍அͷखҾͱ਍அج४

（ް生লಛ定疾患ʮͼまΜੑ肺疾患ʯௐࠪ研究൝　1990 年 


< ख引き >
ᶗɽ臨床像（臨床症ঢ়・所ݟ 1
 ʙ 4
 のうちいͣれか 2 ͭ以上とɼࠪݕ所ݟ 1
 ʙ 6
 のうち 1
 をؚΉ 2 ͭ以上
　　の྆者をಉ࣌にຬ଍するもの）
　　　1� 臨床症ঢ়・所ݟ
　　　　1
 ͤき　2
 ଉ切れ　3
 発೤　4
 ೧൅Իないしখਫ๐ੑϥԻ
　　　2� ݟ 所 ࠪ ݕ
　　　　1
 ෍ੑཻঢ়ӄӨ（஫ࢄ部̭線像にてͼまΜੑڳ � 病ॳ期には異ৗӨを認めないことがある 

　　　　2
 ֐気機ೳো׵ଋੑ߆
　　　　3
PBO2 の௿Լ
　　　　4
 ੺௜஋ଅਐ 
 த球૿Ճ޷ 
$RP ཅੑのいͣれか 1 ͭ
　　　　5
 気管ࢧ肺๔ચড়ӷのリンύ球の૿Ճ
　　　　6
 πϕϧクリン൓Ԡのӄੑ化
ᶘɽ発症1）ڥ؀ ʙ 5 のいͣれか 1 ͭをຬ଍するもの 

　　　　1� Նܕաහੑ肺ԌはՆ期（4 ʙ 10 月 
 に 
 こるىԹ多࣪のॅ୐で ߴ
　　　　2� ௗࣂ病はௗのࣂҭ΍Ӌໟとؔ࿈してىこる
　　　　3� ೶෉病はΧϏたރれ૲の取りѻいとؔ࿈してىこる
　　　　4� ۭௐ病 
 Ճ࣪器肺はこれらの機器の࢖༻とؔ࿈してىこる
　　　　5� ༗機ਖѫ߅原に๫࿐͞れるڥ؀での生活ྺ
　　　　　஫ � 症ঢ়は߅原๫࿐ 4 ʙ 8 ࣌間してىこることが多く 
 から཭れるとࣗવにܰշするڥ؀
ᶙɽ໔Ӹ学的所1）ݟ

2
 のうち 1 ͭ以上をຬ଍するもの 

　　　　1
 ମཅੑ߅原にରするಛ異߅
　　　　2
 ಛ異߅原によるリンύ球༮ए൓Ԡཅੑ
　　　　　஫ � 症ঢ়は߅原๫࿐ 4 ʙ 8 間してىこることが多く 
 から཭れるとനવにܰշするڥ؀
ᶚɽ吸ೖ༠発1）ݧࢼ

2
 のうち 1 ͭ以上をຬ଍するもの 

　　　　1
 ಛ異߅原吸ೖによる臨床像のݱ࠶
　　　　2
 ݱ࠶๫࿐による臨床像のڥ؀
ᶛɽ病理学的所1）ݟ
 ʙ 3
 のうちいͣれか 2 ͭ以上をຬ଍するもの 

　　　　1
 ೑ժजܗ成
　　　　2
 ๔ִԌ
　　　　3
.BTTPO ମ

< 診断ج४ >
確　　࣮　�　ᶗ 
 ᶘ 
 ᶚまたはᶗ 
 ᶘ 
 ᶙ 
 ᶛをຬたすもの
いٙい　�　ᶗをؚΉڧ 3 ߲᠘をຬたすもの
ٙ　　い　�　ᶗをؚΉ 2 ߲目をຬたすもの
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໨ͰΈΔڳ෦࣬ױʢ���ʣ

ഏ๔ग़݂Λఄͨ͠"/$"ؔ࿈݂؅Ԍ

ʲ঱　ྫʳ76 உੑ　ࡀ
ʲओ　ૌʳ࿑࣌࡞呼吸ࠔ೉、発೤
ʲݱපྺʳ３ि間લから࿑࣌࡞呼吸ࠔ೉がग़ݱして
いた。2 日લから 38ˆ୆の発೤が持続したためલ日
にۙ医受診しڳ部Ϩントήンࣸਅにて異ৗӄӨࢦఠ
͞れਫ਼ࠪՃ療目的に当院呼吸器内科受診となͬた。
ʲطԟྺʳ大腸ࣨܜ、胆೯ఠग़
ʲՈ଒ྺʳಛ記事߲なし
ʲੜྺ׆ʳ٤ԎɿOFWFS TNPLFS
ʲ಺෰ྺʳアスϐリン、リϐトーϧ内෰த
めた内෰ༀ΍サϓリメントなͲ無し࢝ۙ࠷

ʲೖӃ࣌ݱ঱ʳ

਎長、ମॏ
ମԹ 37�1ˆ、݂ѹ 122/66NNHH、຺ഥ 91 ճ / 分、
呼吸ճ਺ 24 ճ / 分
SPO2�87�（SPPN BJS
、ҙࣝਗ਼໌

肺ɿӈԼ肺野に DPBSTF DSBLMF ʴ、྆ଆ肺野എଆに
WFSDMP SBMF ʴ
ʲೖӃ࣌ࠪݕʳ

（݂ӷࠪݕ）
W#$ 8930/ Ж M	NFVU 74�6�、LZNQ 18�3�、.POP 
4�3�、EPTJ 2�7�、#BTP 0�1� 

R#$487 ʷ 104/ЖM　HC 15�1H/EM  PLT 23�1 ʷ 104/ЖM
L%H 227IU/L  $RP 5�55NH/EM  KL-6 583U/NM  
ESR １࣌間஋ 55NN

（೘所ݟ）೘જ݂ ཅੑ
྆、ӈ上த肺野にൗঢ়ӄӨ（部Ϩントήンࣸਅڳ）
ଆԼ肺野に໢ঢ়Өあり。肺野຤ধ༏Ґに上肺野か
らԼ肺野までൗঢ়ӄӨを認めた（ਤ１）。

部ڳ） $T）྆ଆ肺野のڳບԼをओମにೱ度のߴい
すりΨϥスӨ΍໢ঢ়Өがݟられた。ӈ肺ఈ部では
気管֦ࢧு、খ೯๔構଄も認め間࣭ੑ病มがٙわ

国立沖縄医誌　35 巻
J� NBU� OLJ� HPT� 7PM�35

ਤ̍　ڳ෦Ϩϯτήϯࣸਅ
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れた。

ʲܦաʳॳ診࣌は外དྷにて࿑࣌࡞呼吸ࠔ೉がݟられ
た。ಉ日の 6.% ではࣨ内気でࠪݕ SQO2�86 �まで
௿Լしたが 400N はา行できていた。
　5 日後には 38ˆ୆の発೤とੑס֏ᅉ、安੩࣌でも
ࣨ内気で SQO2�85�ఔ度まで௿Լし、ڳ部Ϩントή
ンࣸਅ、ڳ部 $T でも肺野のਁ५Өがٸ଎にѱ化し
ていた（ਤ２）。ೖ院後、ࢎૉ౤༩を開࢝して、ཌ
日気管ࠪݕࢧを࣮ࢪした。#AL ӷは୶݂ੑで肺๔
ग़݂がٙわれ、ͦの後、PR3-AN$A 37 IU/L（�3�5

が൑໌し、AN$A ؔ࿈疾患による肺๔ग़݂の診断
となͬた。気管ࢧ鏡ࠪݕ௚後よりスςロイドύϧス
療๏（NPSL1H 3 日間）を開࢝したがスςロイドύ
ϧス療๏３日目よりࢎૉ化のѱ化を認め、ཌ日から
PSL60NH ੩஫とซ༻してΤンドΩサンύϧス療๏
を࣮ࢪしたが、呼吸不શはѱ化޲܏にあり P.9 な
ͲのదԠもあると൑断して、琉球大学医学部෇属病
院第一内科΁స院となͬた。
 
　　　　（ॳ診࣌）　　　　　　　（５日後）

 
　　　　（ॳ診࣌）　　　　　　　（５日後）

  

ʲ࡯ߟʳ

　本症例は３ि間とѥੑٸに࿑࣌࡞呼吸ࠔ೉がग़ݱ
していたが、当院受診以߱ٸ଎に呼吸不શがਐ行し
た。診断のために気管ࢧ鏡ࠪݕを行ͬてॳめて肺๔
ग़݂のଘࡏを確認できた。
　肺๔ग़݂は肺๔ໟ݂ࡉ管Ԍによりໟ݂ࡉ管นが断
྾することでىこると考えられており、೑؟的には

肺๔ग़݂をఄした AN$A ؔ࿈݂管Ԍ

肺࣮࣭のͼまΜੑग़݂であり、ݦඍ鏡的には肺๔ग़
݂をഎܠにして޷த球ਁ५がࡏࢄするൗঢ়病มとし
てଘࡏする。
部Ϩントήンでは྆ଆに内૚༏ҐのͼまΜੑڳ　
ӄӨ、ཻঢ়Өをདྷすが、ยଆੑのこともある。ڳ
部 $T では気道をத心にしてઔঢ়に޿がるコンιリ
σーシϣンʙすりΨϥスӨをདྷす。
　肺๔ग़݂をఄする疾患のؑผ診断としては、
AN$A ؔ࿈疾患、SLE のような᡼原病をؚめた݂
管Ԍ、(PPEQBTUVSF 症ީ܈、ಛ発ੑ肺๔ग़݂、ༀࡎ
ੑ、アϛロイドーシスなͲがあげられるが、本症例
では PR3-AN$A がཅੑであͬた。生ݕが行われて
おらͣまた診断ج४をຬた͞ないが、AN$A ؔ࿈
݂管ԌであͬたՄೳੑが考えられた。
　AN$A ؔ࿈݂管Ԍの肺๔ग़݂は଎΍かに呼吸不
શにਐ行し、༧後不良とݴわれࢮ๢཰ 31ˋとの報
告もある。治療としてはスςロイドύϧス療๏΍໔
Ӹ཈੍ࡎなͲのༀ෺療๏があり、ۙ年݂ᕶަ׵の༗
ޮੑも報告͞れていている。
　本症例のようにܹٸにਐ行する呼吸不શをఄし画
像上すりΨϥスӨを൐うͼまΜੑ肺疾患では、肺๔
ग़݂のՄೳੑを考ྀしてੵۃ的に気管ࠪݕࢧを行う
ことが๬ましいとࢥわれた。

ʢߟࢀจݙʣ

1）AN$A ؔ࿈݂管Ԍの診療Ψイドϥイン
2）᡼原病診療ϊート　第２൛
部のڳ（3 $T　第３൛

国立病院機構沖縄病院　内科
　Ҵྮ੝࢙、஌Ֆݡ治、౻ా߳৫、஥本　ರ、
　大湾ٱ、ࢠۈ৔ກ෉

ਤ̎
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໨ͰΈΔڳ෦࣬ױʢ���ʣ

ٷΛೝΊͨӈଆେಈ຺ݟ؅ͷѹഉॴؾ

঱　ྫɿ20 。୅、உੑࡀ
ओ　ૌɿڳ部異ৗӄӨ
Ո଒ྺɿಛ記す΂きことなし
。期にᄶଉの治療を受けたࣇԟྺɿ༮খط
約１年લに肺Ԍにてೖ院治療を受けた。
٤Ԏྺɿ５（本 / 日）ʷ２（年）
部Ϩントήンࣸਅ上の異ৗڳපྺɿ職৔݈診にてݱ
ӄӨをࢦఠ͞れた。
をٙわͤるٷɿӈଆ大動຺ݟ෦୯७Ϩϯτήϯॴڳ
大動຺の૸行異ৗを認める。肺野には異ৗ所ݟを認
めない（ਤ１）。
がӈଆにみられ、Լ行大動ٷɿ大動຺ݟ෦̘̩ॴڳ
຺もӈଆをԼ行している。内ଁٯҐはみられない。
にಥग़してい༷ࣨܜ部の大動຺は࢝ىԼ動຺ࠎ࠯ࠨ
る（ਤ２）。ࠨ総ܱ動຺、ӈ総ܱ動຺、ӈࠎ࠯Լ動຺、
している（ਤذから分ٷԼ動຺のॱに大動຺ࠎ࠯ࠨ
３）。気管のѹഉ所ݟを認める（ਤ̐）。

成は、଻生３ʙ̐ܗのذとͦの分ٷɿ大動຺࡯　ߟ
िみ̒ରの原࢝大動຺ٷがॱを௥ͬてݱれ、消ࣦす
るものがあり、࢒ଘしたものが大動຺ٷをܗ成する
と͞れている１）２）。
　大動຺ٷ部の分ܗذଶは、（１）ॏෳ大動຺（２）、ٷ
ࠎ࠯ɿ異ৗӈ#、ذAɿਖ਼ৗ動຺分）ٷଆ大動຺ࠨ
Լ動຺）、（３）ӈଆ大動຺ٷ（Aɿ２− A と鏡像を
ࣔす分ܗذଶ、#ɿ異ৗࠎ࠯ࠨԼ動຺）に分ྨ͞れ
ている。
　本症例は、ӈଆ大動຺ٷのதでも࠷もී௨にみら
れるܗଶであり、ࠨ大動຺ٷの຤ধ部が࢒ଘ、֦大
した部Ґにࠎ࠯ࠨԼ動຺の࢝ى部が分ذしている３）

̐）。
　֮ࣗ症ঢ়は認めていないが、ڼթҐでの $T 所ݟ
では著໌な気管のѹഉがあり、༮খࣇ期のᄶଉの治
療ྺ、ۙ࠷の肺Ԍは本症となΜらかのؔ࿈を༗して
いたものと考えられる。࿑࣌࡞の呼吸ۤ౳のૌえは
ないため、立Ґでの気管のѹഉはվળ͞れるか、わ

国立沖縄医誌　35 巻
J� NBU� OLJ� HPT� 7PM�35

ʢਤ̍ʣॳ਍࣌ڳ෦୯७̭ઢॴݟ
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ͣかであるものとਪଌ͞れる。
　本症例のような分ܗذଶは、ͦの΄とΜͲが治療
のର৅とはならないが、動຺ߗ化のਐ行に൐い気管・
৯道のѹഉがͲのような臨床症ঢ়をఄするか௥੻を
要する。

ݙจߟࢀ

１）Լ஍ٱ、ܓࠀ৔ກ෉、஥फࠜܙढ़΄かɿ　
　ॎִजᙾおよͼॎִリンύઅज்とؑผを要した
　݂管ྠの１例、国療沖縄病院医学雑誌　
　1985� 6	1
� 57-65�
２）໦શ心一、門間和෉、Ҫ上߁෉ɿ
　心ଁ大݂管଄Өʙ大動຺と動຺管のܗح、医学ॻ
　院、౦1981　ژ
３）原ాਅޗ、தଜՅ৳、ؙ本໌ල΄かɿ
　ӈଆ大動຺ٷに൐う KPNNFSFMM の１例、日ࣨܜ
　本心ଁ݂管学会雑誌　2009� 38	6
� 368-71�
൏ਓ΄かɿࢁࣉ、ণ、内౻फ和޹໦ٶ（̐
　ӈ大動຺ٷの１例、第 14 ճ臨床ղ๤研究会記録
　2010� 11� 38-9�

国立病院機構沖縄病院外科　
   石川ਗ਼࢘、平良ঘ޿、古ݎஐଇ、伊஍ོ੖
一࿕、᰸平名஌࢙、河崎英範、川畑　勉ࢤٱ　
   ಉ  放射線科
　大৓߁ೋ 

 

気管のѹഉ所ݟを認めたӈଆ大動຺ٷ

�ʢਤ̐ʣ؅ؾ�ͷѹഉॴݟ

ʢਤ �ʣࠎ࠯ࠨԼಈ຺

-T

ʢਤ �ʣࠨ大ಈ຺࢒ٷଘ෦
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໨ͰΈΔڳ෦࣬ױʢ���ʣ

྆ଆೕឧڳΛൃ঱ͨ͠ॎִ೯ঢ়Ϧϯύ؅ज

঱　ྫɿ70 ୅、உੑࡀ
ओ　ૌɿڳ部ѹഭ感
ѹ症݂ߴԟྺɿط
පྺɿ2010ݱ 年 11 月上०よりڳ部ѹഭ感を֮ࣗして
いた。ͦの後、症ঢ়が૿ڧしてきたため 11 月 18 日に
ۙ医を受診した。྆ଆڳਫを൐うॎִजᙾの診断で
11 月 22 日に当科঺հೖ院となͬた。
ೖӃ࣌ݱ঱ɿ169�8 ̲̼、62LH 、݂ ѹ 111/56 ̼̼ HH 、
リンύઅज大も認めなかͬࡏᛐ݁ບにශ݂なくද؟
た。
部ڳ 9 線ਖ਼໘像（ਤ１）ɿ྆ଆ࿤ࠎԣִບ֯のಷ化と
྆ओ肺動຺の֦ுを認めた。
部ڳ $T（ਤ 2B
2C）ɿ気管分ذԼとԼ行大動຺の間に
ଘࡏし、当院ೖ院࣌のजᙾܘは 44 ʷ 22ᶱ大であͬた
が、લ医での࠷大जᙾܘは 76 ʷ 34ᶱであり、ࠨ๪と

৯道をڧくѹഉし、一部にはִนも認めた（ਤ 2B
 ਤ
2C）。このことがڳ部ѹഭ症ঢ়の原Ҽと考えられた。
(B シンνɿ集ੵは認めなかͬた。
したとこΖࢗਫのੑঢ়をௐ΂るためઠڳաɿӈܦྍ࣏
ೕന৭ࠞ୙であͬた。ΏͬくりとドϨφージしたഉ
ӷྔは約 1900NM であͬた。ڳਫの T( ஋は 2198NM/EM
とߴい஋をࣔした。ܦաと画像所ٴݟͼڳਫの生化学
からॎִ（೯ঢ়）リンύ管जઠഁによる྆ଆೕឧࠪݕ
ਫはڳࠨ。と診断したڳ 2 日後にドϨφージした。ੑ
ঢ়もӈଆڳਫとಉ一であͬた。2 ि間をઈҿ৯とし、
I7H 管理とした。ͦの後ࢷ๱੍ݶ৯を開࢝したが、
。ஷཹも認められなかͬたためୀ院となͬた࠶ਫのڳ
　治療後̔Χ月目のڳ部 $T（ਤ 3B
3C）でもೕឧڳの
発はなかͬた。治療後࠶ 4 年ܦաのࡏݱも無࠶発のま
まである（ਤ̐）。

国立沖縄医誌　35 巻
J� NBU� OLJ� HPT� 7PM�35

ʢਤ̍ʣɿڳ෦୯७9ઢਖ਼໘૾
　྆ଆ࿤ԣִບ֯ͷಷԽΛೝΊɺڳਫஷཹ͕ٙΘΕΔɻ
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྆ଆೕឧڳを発症したॎִ೯ঢ়リンύ管ज

な疾患でશॎִजᙾのكɿॎִリンύ管जは࡯　ߟ
１ˋ以Լである１）。ܗଶ上୯७・೯ঢ়・ւ໖ঢ়リン
ύ管जに分ྨ͞れ、೯ঢ়が࠷も多い。成Ҽはॾઆが
多いத、原࢝リンύ೯の異ৗとするઆが༗力である。
一ൠに֮ࣗ症ঢ়のないことが多いが、本症のように
ೕឧڳ΍ೕឧ心೯を認めた報告もある２）。治療はอ
ଘ療๏が無ޮな症例にରしてはखज़が行われている。
しかし、不׬શ切আͩと࠶発΍ೕឧが持続すること
も多い。ೕឧڳを発症した症例のதには༧後不良な
աをたͲͬた報告もあり２）、治療に೉ौすることがܦ
ある。
　本症は༊ண療๏も行わないอଘ的治療のみで治༊
したكなέースとࢥわれた。

จ　ݙ

１）ਖ਼Ԭ　ত 
 口ః෉ࢁ 
 ৿　ོ΄か � ॎִ外科શ国集
ܭ　 � 日本ڳ部外会誌 1971�　19ɿ1289-1300�
２）ळࢁത඙ 
 ೋߒԼࢁ 
 ੢ଜਔࢤ΄か � ೕͼڳ・ೕ　
　ͼ心೯で発症したॎִリンύ管जの 1 例 � 日医大誌 
　1999�　66	5
�346-349�

国立病院機構沖縄病院外科　川畑　勉、平良ঘ޿、　
　古ݎஐଇ、ࢤٱ一࿕、伊஍ོ੖、᰸平名஌࢙、
　河崎英範、石川ਗ਼࢘ 

ਤ �Bɿॎִ৚݅�
����������Ϧϯύ؅ज͸΄΅ফࣦͨ͠ɻ

ਤ �Cɿഏ໺৚݅� �
ਫ΋΄΅ফࣦͨ͠ɻڳ����������

ʢਤ̐ʣɿڳ෦୯७9ઢ૾
ޙྍ࣏���������　 �೥ɺڳਫͷ࠶ஷཹΛೝΊͳ͍ɻ

ਤ �Bɿॎִ৚݅��
৯ಓͱࠨ๪Λѹഉ͠ɺ一෦ʹִนΛೝΊΔɻ

ਤ �Cɿഏ໺৚݅
　　　�྆ଆڳਫஷཹΛೝΊΔɻ
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国立沖縄医誌　35 巻
J� NBU� OLJ� HPT� 7PM�35

ɿ18ऀ　ױ உੑ 、ࡀ
ओ　ૌɿڳࠨ部痛
。ԟྺɿಛ記事߲なしط
Ո଒ྺɿಛ記事߲なし。
٤ԎྺɿNFWFS-TNPLFS
පྺɿ2013ݱ 年 2 月 12 日、 安੩࣌にಥવ、 ڳ部
痛がग़ݱしۙ医受診。 ڳ部Ϩントήンࠪݕでࠨ肺
部ڳ 、ఠ͞れࢦ୤がڏ $T 上༿とӈ上ࠨにてࠪݕ
༿にϒϥが認められた。 ಉ日、 ߢڳドϨφージが
行われ、 ͦの後、 ଎΍かにリークは消ࣦし、 肺ڏ
୤のվળが認められた。 2 月 14 日にϒϥ切আ目的
で当院స院となͬた。

໨ͰΈΔڳ෦࣬ױʢ���ʣ

൒ح੩຺༿͕ٙΘΕͨ �ྫ

ਤ ��B� Өࡱঢ়அף
༿ͷॎִଆʹա෼༿͕ೝΊΒΕΔɻ্ࠨ��������

ਤ ��C� લֹஅࡱӨ
༿ͷॎִଆʹա෼༿͕ೝΊΒΕΔɻ্ࠨ��������

ਤ �B��൒ح੩຺ͷԼԑΛೖ口෦ʹͯ͠಄ଆʹ͕޿Δڳບ�
���������ؕԜ͕ೝΊΒΕΔ ��

ਤ �C��ഏڏ୤࣌ͷ্ࠨ༿ഏઑ෦ϒϥͱ൒ح੩຺༿�

ਤ �D� ഏ๲ு࣌ͷ൒ح੩຺༿�
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൒ح੩຺༿がٙわれた 1 例

理ֶॴݟɿ݂ѹ 120/ 68  NNHH、 ຺ഥ 96/ 分、 
ମԹ 36�6ˆ、 ਎長  162 DN、 ମॏ 55�4LH
ը૾ॴݟɿڳ部 $T 上༿のॎִଆにա分ࠨにてࠪݕ
༿が認められた（ਤ 1B
 C
。 また、྆ଆ肺ઑ部にϒ
ϥが認められる。 
਍அɾ࣏ྍํ਑ɿ画像所ܦ 、ݟաからϒϥを൐う
ࣗવ気ڳと診断͞れ、 ߢڳ鏡Լϒϥ切আを行うํ
਑となͬた。 また、 $T ࣸਅ上、 ࠨ上༿のॎִଆ
のա分༿は、൒ح੩຺෇ۙにଘࡏしており、 ൒ح
੩຺༿がٙわれた。 
खज़ॴݟɿߢڳ鏡Լアϓローνでखज़開࢝。ڳບม
化を൐うϒϥが、 ࠨ上༿肺ઑ部に 2 ϲ所、 ࠨ上༿
外ଆ部に 1 ϲ所認められた。 また、 上ॎִには大
動຺ٷ部からࠎ࠯ࠨᜰ動຺が分ࢬするϨϕϧで൒ح
੩຺が໌ྎに確認でき、 ͦの൒ح੩຺のԼԑとԼ
行大動຺นの間をೖ口部として、 ൒ح੩຺間ບと
大動຺の間にڳບؕԜ（QMFVSBM SFDFTT
 が認められ
た（ਤ 2B
੩຺༿حΜでいる൒ࠐບؕԜにೖりڳ 。
はݟられなかͬたが、 ࠨ肺上༿എଆには、 ۠Ҭ間
に一கしないա分༿（ਤ 2C
 D
 がଘࡏし、 気ڳ発
生࣌にڳບؕೖからҳ୤したと考えられた。 3 ϲ
所のϒϥをࣗ動๓合器で切আしखज़をऴྃした。 

࡯　ߟ

੩຺༿はղ๤ඪ本で約ح　 ݕ部Ϩントήンڳ 、�1
ࠪでは 0�4�に認められ 1
、 肺のܗ成աఔでح੩຺
がӈ上༿にೖりࠐみくͼれが生͡る事によͬてܗ成
͞れたա分༿肺૊৫である。 ͦのح 、ࡍ੩຺はน
ଆڳບごと肺をԡしࠐΜでおり、 肺にԡしࠐまれ
た 2 ຕのนଆڳບは、 ح੩຺間ບとしてӈ上༿と
ա分༿肺૊৫（ح੩຺༿ 
 をִてている。 ڳ部Ϩ
ントήン、 $T ࣸਅでは、 ͦのくͼれた部分は線
ঢ়Өとして౤Ө͞れ、 ڳບ 4 ຕ分（นଆڳບ、 ଁ
ଆڳບ 
 からなるح੩຺༿間྾としてඳग़͞れる。 
೑؟的には、 ح੩຺はߢڳ頂からΧーςンのよう
なح੩຺間ບを൐いߢڳ内΁Լ߱しており、 ح੩
຺Լԑをೖ口部として、 ح੩຺間ບと気管の間に
する事になるࡏບؕԜが಄ଆ΁৳ͼるようにଘڳ

（ここ΁ೖりࠐΜͩա分༿肺૊৫がح੩຺༿ 
。
　本症例は、 ज़લ $T 所ݟでࠨ上༿のॎִଆにա
分༿はݟられるものの、 యܕ的なح੩຺（ࠨଆな
ので൒ح੩຺ 
 を൐ͬたح੩຺༿間྾（ࠨଆなので
൒ح੩຺༿間྾ 
 は認められなかͬた。 しかし 
 ज़
த所ݟでは上Ґॎִに௨ৗより発ୡした൒ح੩຺が
໌ྎに確認でき、 ͦの൒ح੩຺のԼԑとԼ行大動
຺นの間をೖ口部とする、 ಄ଆ΁৳ͼるϙέット
༷のۭ間が認められた。 また、 ಉ部のۙ๣でࠨ上
༿ॎִʙഎଆには $T 画像で認められた۠Ҭ間に一
கしないա分༿がଘࡏしていることもؑみると、 
元はڳບؕԜにቕりࠐΜでいたࠨ上༿のա分༿૊৫
が、 気ڳ発生࣌にߢڳ内΁ҳ୤したՄೳੑもे分
に考えられた。 
੩຺༿ح　 4
 にରして、 ൒ح੩຺༿の報告はࡧݕ
できͣ、 もし、 ଘࡏするなら͹大ม、 وॏな症例
になると考え報告した。 いͣれも病的ҙٛはない
が、 ؑผ診断にࡍしてはͦのଘࡏを೦಄にஔくこ
とが大切であると考える。

ݙจߟࢀ

1）FFMTPO #� TIF MPCFT� IO� $IFTU RPFOUPHFOPMPHZ
 
　W�#� SBVOEFST $PNQBOZ� PIJMBEFMQIJB� QQ71-142
 
　1973�
2）WFJTTNBO JL
 AVTUJO JH.� POFVNPUIPSBY BOE 
　BO B[ZHPT MPCF� J TIPSBD INBHJOH 1989� 4� 6-9�
3）ATBJ K
 USBCF N
 TBLFJDIJ H� SQPOUBOFPVT QOFV   
  NPUIPSBY BOE DPFYJTUFOU B[ZHPT MPCF� JQO J TIP 
  SBD $BSEJPWBTD SVSH 2005� 53� 604-6�  
4）石川ਗ਼࢘、 ౦　ே޾、 ౡା　߶ � 
　目でݟるڳ部疾患 	42
੩຺༿ح  �　国療沖縄医誌 
　1993� 14� 6-8�

国立病院機構沖縄病院  外科
　᰸平名஌࢙、平良ঘ޿、伊஍ོ੖、ࢤٱ一࿕、
　河崎英範、石川ਗ਼࢘、川畑　勉
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໨ͰΈΔڳ෦࣬ױʢ���ʣ

੒ܗથաڳೳဏਐ঱ʹ߹ซͨ͠ػঢ়થߕ

঱　ྫɿ39 ੑঁ、ࡀ
ओ　ૌɿڳ部異ৗӄӨ
ԟྺɿಛ記事߲なしط
ఠ͞れ当院外ࢦ部̭線異ৗӄӨをڳ診でݕපྺɿݱ
དྷを受診した
঱ɿ ਎長　ݱ 159 DN、ମॏ 43 LH、݂ѹ 124/82 
NNHH、຺ഥ 129/NJO� ੔、؟球ಥग़は認め無痛ੑ
。ঢ়થ種大を৮஌したߕ
෦ڳ 9 ઢը૾ � ࠨ 第 2 ٷ に ॎ ִ ӄ Ө を 認 め た
	FJHVSF1
。
一な౳吸ऩҬを認ۉཪ໘に内部ࠎڳ෦$5ը૾ɿڳ
めた（FJHVSF2
。ܱ部にはͼອੑߕঢ়થज大を認め
た（FJHVSF3
。
݂ӷࠪݕॴݟɿF-T4�16 OH/EM（ਖ਼ৗ஋ɿ0�9 ʙ 1�7）、
TSH�0�003 OU/NM（ਖ਼ৗ஋ɿ0�5 ʙ 5�0）とߕঢ়થ機

ೳဏਐを認めたɽ߅アηνϧコリンϨηϓター߅ମ、
I$(、AFP、$:FLA、$EA はਖ਼ৗ範ғ内であͬた。

	'JHVSF�


	'JHVSF�
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成ܗથաڳঢ়થ機ೳဏਐ症に合ซしたߕ

ڳঢ়થ機ೳဏਐ症に合ซしたߕ、աɿ以上より　ܦ
થաܗ成がٙわれ、まͣߕ߅ঢ়થༀによる治療を開
࢝した。

࡯　ߟ

ঢ়થ機ೳဏਐ症のߕ　 32 ʙ 64ˋ 1）2）にڳથաܗ成が
合ซすることが஌られており、ͦのස度はߴ཰であ
る。しかし画像上ࢦఠできるఔڳથがज大した症例
はඇৗに少ない 3）4）。ͦの病ଶははͬきりしてはいな
いが、ա৒なߕঢ়થϗϧϞンと໔Ӹ異ৗによるೋ࣍
ੑม化と考えられる 成の多くは、治療ܗથաڳ。（3
によるߕঢ়થ機ೳのਖ਼ৗ化とڞにॖখすると͞れて
おり、ڳથఠग़の必要はないと͞れている 5）6）。本例
では、本ਓの֮ࣗ症ঢ়はなくݕ診でのڳ部異ৗӄӨ
で当院を受診していた。$T 画像所ݟでڳથとࢥわ
れるલॎִजᚅӨ種大からڳથաܗ成をٙい、དྷ院
຺࣌ഥが早く、病ྺௌ取でମॏݮ少があͬたことか
らߕঢ়થࠪݕをࢪ行し診断にͬࢸた。呼吸器外科医
も஌ͬておく΂き病ଶの一ͭであると考えられた。

	'JHVSF�


	'JHVSF�


จ　ݙ

1）(VOO A
 .JDIJF W
 ISWJOF WJ� TIF UIZNVT JO 　
　UIZSPJE EJTFBTF� LBODFU 1964�10�776-8�
2）.VSBLBNJ .
 HPTPJ :
 NFHJTIJ T
FU BM� TIZNJD 
　IZQFSQMBTJB JO QBUJFOUT XJUI (SBWFTʟEJTFBTF�  
   IEFOUJpDBUJPO PG UIZSPUSPQJO SFDFQUPST JO IVNBO 
   UIZNVT� J $MJO  IOWFTU 1996�98�2228-34�
（ߴ3 ాণ඙、ٶ本良จ � ঢ়થ機ೳဏਐ症に合ซしߕ
　たڳથաܗ成の１例 � 日呼外会誌 24�69-73
2010�
4）ۚ య、生ాٛ໌޿原ా༸໌、খྛ、޾ོࢠ � 　
　#BTFEPX 病に合ซしたڳથաܗ成の 1 खज़例 �
　日呼外会誌 14�49-55
2000�
5）野क༟໌ɿバηド΢病に合ซしたڳથաܗ成の
　2 例 � 日ڳ疾会誌 28ɿ1372 − 1375
1990ɽ
6）大野ت୅ࢤɿ ߕঢ়થ機ೳဏਐ症に合ซしたڳથ
　ज大の 1 例 � 日ڳ疾会誌　33ɿ785 − 788
1995 ɽ

国立病院機構沖縄病院　外科
　平良ঘ޿、古ݎஐଇ、伊஍ོ੖、ࢤٱ一࿕、
　᰸平名஌࢙、河崎英範、石川ਗ਼࢘、川畑　勉
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໨ͰΈΔڳ෦࣬ױʢ���ʣ

ඇखज़ྫͷ̍ࣗવ࢙ࡥڱࢧ؅ؾΑΔʹ֩݁ࢧ؅ؾ

঱　ྫɿ40 。ੑঁ、୅ࡀ
ओ　ૌɿ発೤、֏。
Ո଒ྺɿ෕਌に݁֩の治療ྺあり。
ԟྺɿ1988ط 年に̒か月間、肺݁֩の治療を受け
た（20 。（୅ࡀ
පྺɿ2002ݱ 年、発೤・֏をૌえてۙ医を受診し、
肺Ԍの診断で治療を受けた。臨床症ঢ়はվળしたも
ののϨントήンࣸਅ上のӄӨが消ࣦしないため気管
を認ࡥڱのશ長にࢧओ気管ࠨ、行͞れࢪがࠪݕ鏡ࢧ

めたため当院を঺հ͞れた。
���� ೥ �� ɿ݄肺機ೳࠪݕでは、7$ 1320（48�9� 
、
FE71�0 1030（79�2� 
 であり、肺の׵気݂ྲྀシンν
所ݟは݂ ʀྲྀӈ（87�）ࠨ、 、気ʀӈ（94�0�）׵、（�12�4）
肺は΄とΜͲ機ೳしていないࠨ、であり（�6）ࠨ
病ଶにあͬた。気管ࢧ鏡ࠪݕ所ݟは、ࠨओ気管ࢧೖ
口部よりᚄࠟࡥڱを認め３ʙ̒NN で、気ߢの内ܘ
管ࢧ鏡のૠೖは不Մೳであͬた。

ʢਤ �ʣ　　
����ʢݟ෦୯७9ઢॴڳ ೥݄̐ʣ

ʢਤ �ʣ　　
ʣࡏݱʢ����೥��݄ݟ෦୯७̭ઢॴڳ

ʢਤ �ʣ　　
ॳ਍࣌ڳ෦୯७̭ઢॴݟʢ����೥��݄ʣ

ʢਤ�ʣ　　
Ԍ঱૿ѱ̭࣌ઢॴݟʢ����೥��݄ʣ

ʢਤ �ʣ　ڳ෦̘̩ॴݟʢ���� ೥ࡏݱʣ

ʢਤ �ʣ　ڳ෦̘̩ॴݟʢ���� ೥ɿࠨഏ࣭ثԽਐߦʣ
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気管֩݁ࢧによる気管ࡥڱࢧඇखज़例の１ࣗવ࢙

���� ೥݄̎ɿ発೤あり、ۙ医受診しࠨ肺の׬શ無
気肺をࢦఠ͞れた。バϧーン֦ுज़をఏҊしたがಉ
ҙがಘられなかͬた。以後、ڈᙹ߅、ࡎ生ࡎの౤༩
がద宜行われ、外དྷにてܦա࡯؍となͬた。2004 年、
2008 年にೖ院、肺Ԍの治療が行われたがॏಞな肺
Ԍを合ซすることはなかͬた。
ը૾ॴݟͷਪҠɿ2002 年ॳ診࣌、ڳ部୯७̭線ࣸ
ਅでࠨ肺にؚ気がݟられた（ਤ 1）。2007 年̐月、
少し、ӈ肺上༿が௣ମを৐りӽえてݮ肺のؚ気がࠨ
ա๲ுのঢ়ଶにある（ਤ 2）。2007 年、Ԍ症が೾ٴ
しڳਫのஷཹがみられた（ਤ 3）。઴࣍、ࠨ肺の無
気肺はਐ行し、2008 年のڳ部 $T 所ݟではࠨ肺の
器࣭化がみられた（ਤ 4）。2014 年̒月、ӈ肺がࠨ
ている（ਤͬࢸの２分の１以上を઎めるにߢڳ 5）。
2014 年 12 月、気管のมҠが著໌、ؚ気はશてӈ肺
であるが呼吸器症ঢ়のૌえは無く、日ৗ生活にはશ
くࢧোをきたしていない（ਤ 6）。

病มࢧは、化学療๏により気管֩݁ࢧɿ気管࡯　ߟ
が治༊した݁Ռとして気管ࢧのࡥڱ΍ด࠹をىこし
てくる病ଶである。無気肺΍肺Ԍをくりかえし、ؤ
೉なͲの症ঢ়をࠔな֏・発೤・ᄶ໐・݂ᙹ・呼吸ݻ
きたし、肺機ೳো֐をটく１）。
　݁֩のຮԆした࣌୅に本症の分ྨがࢼみられ、খ
野分ྨから࢝まり、いくͭかのݕ౼がな͞れたが、
ۙ年ߥҪの分ྨが޿く༻いられている２）３）̐）。ߥ
Ҫ分ྨの内༁は TZQF ᶗɿ発੺ංްܕ、TZQF ᶘɿ
೪ບ内݁અܕ、TZQF ᶙɿ௵ᙾܕ、TZQF ᶚɿ೑ժ
TZQF、ܕ ᶛɿᚄࠟܕがあり、ᚄࠟܕにࡥڱを൐う
TZQF をᶛ C に分ྨしている５）。ࣗݧ例は TZQF ᶛ
C に૬当する。
　本症にରする外科治療は肺切আを൐わない気管ࢧ
成、肺શఠज़があるܗࢧ成、肺༿切আを൐う気管ܗ
がՄೳなݶり肺機ೳのԹଘをਤるज़式がબ୒͞れ
る。ࡥڱ部の長͞と無気肺のվળがಘられるかで൑
断がな͞れる１）̒）。
　ඇखज़例においてはバϧーン、ߴप೾φイϑ、ア

ϧΰンϓϥズϚݻڽ๏による֦ுज़によͬてվળを
ಘたۙ࠷の報告がある３）。本症例においては、バϧー
ンによる֦ுज़をఏҊしたが、ಉҙがಘられなかͬ
た。ࡥڱ部Ґの長͞を考ྀするとվળがಘられる確
཰は௿く、臨床ܦաから൓লするとӈ肺શఠज़を早
期にࢪ行することによͬて൓෮する肺Ԍの༧๷、ӈ
肺のա๲ுによる肺機ೳの௿Լをճආし、2OL の
。上がਤられたものと考えられる޲
　しかし、݁֩発症から 27 年、気管ࡥڱࢧ症ঢ়を
ఄしてから 13 年、ࡏݱのとこΖ日ৗ生活にはશく
োをきたしていないため、本ਓとの合ҙのもとにࢧ
ࣗવ࢙を治療ํ਑としてબ୒することもありಘるこ
とࣔࠦする症例であͬた。

ݙจߟࢀ

１）安野　ത、ؔ口　一༤、ٶԼ　ᡨ΄かɿ気管ࢧ
　の݁֩ੑดࡥڱ・࠹例にରする外科療๏、日本ڳ
　部臨床　40（10）ɿ817 − 825、　1981
２）খ୔　ࠀ良、和ా　ໜൺ古、޿੉　๕थ΄かɿ
　気管֩݁ࢧʙ 26 症例の臨床的ݕ౼ʙ、日本ڳ部
　臨床　1981� 40	1
� 42-50�
３）খ松　խӉ、安ඌ　ক๏、ᖛ　ๆ޾΄かɿ気管
をきたࡥڱࢧて気管ܦաをܦՃ療後、長期֩݁ࢧ　
　した１例、気管ࢧ学　2015� 37	1
� 28-32�
̐）ా ଜ　ްٱɿ気管֩݁ࢧ、呼吸　2009� 28	2
� 　
　161-5�
鏡ࢧの新しい気管֩݁ࢧҪ　ଞՅ࢘ɿ気管ߥ（５
　所ݟ分ྨの༗༻ੑにͭいて、気管ࢧ学　2001� 23� 
　352-60�
̒）౻ଜ　ॏจ、ۙ౻　ٰ、ࢁ内　ಞ΄かɿ気管　
にରする֩݁ࢧ　 SMFFWF LPCFDUPNZ、外科　1981� 
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国立病院機構沖縄病院　外科　石川ਗ਼࢘、
　平良ঘ޿、古ݎஐଇ、伊஍ོ੖、᰸平名஌࢙、
　一࿕、河崎英範、川畑　勉ࢤٱ　
　ಉ・内科　ٱ৔ກ෉

　　　



− 19 −
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沖縄病院緩和医療科１）、呼吸器内科２）　呼吸器外科３）

大湾ࢠۈ 12）、෱ాࢠڿ 一࿕ࢤٱ、（1 1）、石川ਗ਼࢘３）

国立沖縄医誌　35 巻
J� NBU� OLJ� HPT� 7PM�35

SFSVN DBMDJUPOJO MFWFM BOE BOUJCJPUJDT UIFSBQZ JO FOE-TUBHF DBODFS QBUJFOUT BU B
PBMMJBUJWF DBSF VOJU�

%JWJTJPO PG PBMMJBUJWF NFEJDJOF1）
 %JWJTJPO PG IOUFSOBM NFEJDJOF2）
 %JWJTJPO PG SVSHFSZ3）NHO OLJOBXB NBUJPOBM IPTQJUBM�
ITPLP OXBO1）2）
 ALJLP FVLVEB1）
 KB[VBLJ KVTIJ1）
 KJZPTIJ ITIJLBXB3）

"#453"$5
#BDLHSPVOE� PSPDBMDJUPOJO JT B QSPNJTJOH NBSLFS GPS JEFOUJpDBUJPO PG CBDUFSJBM JOGFDUJPOT� WF BTTFTTFE UIF DMJOJDBM WBMVF 
PG VTJOH QSPDBMDJUPOJO	P$T
 MFWFM JO EJBHOPTJT BOE EFUFSNJOJOH USFBUNFOU PG CBDUFSJBM JOGFDUJPOT JO FOE-TUBHF DBODFS QB-
UJFOUT� PBUJFOUT BOE .FUIPET� WF SFUSPTQFDUJWFMZ SFWJFXFE QBMMJUWJWF DBSF VOJU JO-QBUJFOU SFDPSET JO DBTFT XIFSF CBDUFSJBM 
JOGFDUJPO XJUI GFWFS BOE/PS EFMJSJVN CFUXFFO ODUPCFS 2012 BOE .BZ 2014 XBT TVTQFDUFE� WF DIFDLFE P$T
 WIJUF #MPPE 
$FMM DPVOU	W#$
 BOE $-RFBDUJWF PSPUFJO	$RP
 MFWFMT PO UIF EBZ TZNQUPNT BQQFBSFE�  AOUJCJPUJD VTBHF JO UIFTF DBTFT 
XBT BMTP FYBNJOFE� RFTVMUT� P$T MFWFMT XFSF EFUFDUFE JO 17 QBUJFOUT PO 20 PDDBTJPOT� TIFSF XFSF 15 JODJEFOUT PG GFWFS 
BOE 11 JODJEFOUT PG EFMJSJVN� .FBO P$T MFWFM PG 20 DBTFT XBT 3�64 ʶ 8�78 OH/NM（SBOHF�0�07-37�3）� TIFSF XBT OP DPSSF-
MBUJPO CFUXFFO W#$ BOE P$T MFWFMT
 $RP BOE P$T MFWFMT	S�-0�057 BOE S�0�476（Q�0�238）SFTQFDUJWFMZ
� TIPVHI JU XBT 
EJ⒏DVMU UP EJBHOPTF UIF CBDUFSJBM JOGFDUJPO JO 8 PG 20 DBTFT BU UIF UJNF PG TZNQUPNT BQQFBSFE
 GPVS PG UIFN XFSF USFBUFE 
XJUI BOUJCJPUJDT CBTFE PO UIF P$T SFGFSFODF WBMVF 	NFBO P$T PG 4 DBTFT� 2�37 ʶ 2�30OH/NM
� IO UISFF DBTFT
 QBUJFOUT FY-
IJCJUJOH MPX P$T MFWFMT 	.FBO P$T� 0�09 ʶ 0�02OH/NM
 XFSF BMTP USFBUFE XJUI BOUJCJPUJDT� SZNQUPNT XFSF BTTVNFE UP CF 
UIF SFTVMU PG MPDBM JOGFDUJPO� TIF MFWFM PG P$T XBT TJHOJpDBOUMZ IJHI 	NFBO P$T PG 4 DBTFT�16�15 ʶ 15�03OH/NM
 JO UIF SF-
OBM GBJMVSF QBUJFOUT 	F(FR�30NM/NJO 
� $PODMVTJPO� P$T GPS EJBHOPTJT BOE USFBUNFOU PG CBDUFSJBM　JOGFDUJPOT　XBT VTFGVM 
JO FOE-TUBHF DBODFS QBUJFOUT� AQQSPQSJBUF BOUJCJPUJD TUFXBSETIJQ JO QBMMJBUJWF DBSF VOJU JODMVEFT OPU POMZ SBQJE EJBHOPTJT 
BOE PQUJNBM USFBUNFOU PG CBDUFSJBM JOGFDUJPOT JO UIFTF JMM QBUJFOUT
 CVU BMTP BWPJEBODF BENJOJTUFSJOH VOOFDFTTBSZ BOUJCJPU-
JDT BOE TIPSUFOJOH UIF EVSBUJPO PG UIFJS BENJOJTUSBUJPO�

ཁ　ࢫ
໨తɿѱੑजᙾの患者において、病ঢ়のਐ行にともない発೤、またはͤΜໝの症ঢ়がग़ݱしたࡍにͦの原Ҽのؑผにྀۤ
することが少なからͣある。݂ਗ਼ϓロΧϧシトニン（P$T）はഊ݂症、ॏ症ەࡉ感છ症で上ঢすると͞れඇੑەࡉの病ଶ
とのؑผに༗༻とݴわれている。当院緩和έア病౩患者の P$T ஋と治療内容にͭいてݕ౼を行ͬた。
݁Ռɿ2012 年 10 月から 2014 年 5 月の期間、緩和έアର৅患者で P$T をଌ定したஉ 10 例、ঁ 7 例、20 ଌ定஋をݕ౼し
た。疾患は肺癌 6 例、ٶࢠᰍ癌、৯道癌֤ 2 例、肝ࡉ๔癌、ཛ૥癌、胃癌、成ਓ T ঢ়થ癌、原ߕ、๱೑जࢷ、๔ന݂病ࡉ
発不໌癌֤ 1 例。P$T ଌ定動機は発೤ 15 例、ҙࣝো֐ 11 例、᷎ $RP 上ঢ 16 例（ॏෳあり）であͬた。P$T 平ۉ஋ 3�64
ʶ 8�78OH/NM（0�07-37�3）でશ例ਖ਼ৗ஋ 0�05OH/NM を௒えていた。ಉ࣌にଌ定した W#$、$RP との૬ؔは認めなかͬた。
20 ଌ定のうち 8 例は感છ症かजᙾੑか臨床診断がࠔ೉であͬたが、うち 4 例は P$T ஋（平ۉ 2�37 ʶ 2�30OH/NM）をࢀ考
にە߅ༀを࢖༻して治療した。一ํ P$T ஋はܰ度上ঢであͬても臨床的にەࡉ感છ症がڧくٙわれた 3 例（平ۉ 0�09 ʶ
0�02OH/NM）はە߅ༀ࢖༻でվળした。著໌ߴ஋をఄした 2 例はਛ機ೳো֐を合ซしていた。考࡯ɿP$T はەࡉ感છ症か
जᙾ೤のؑผにิॿ診断として༗༻であるとࢥわれたが、治療にはਛ機ೳো֐のある症例もؚめて総合的な൑断が必要で
ある。ಛに病ঢ়がਐ行した৔合には、P$T ஋をࢀ考に不要なە߅ༀ౤༩がݮ少できるՄೳੑがあるとࢥわれた。

͸͡Ίʹ

݂ਗ਼ϓロΧϧシトニン（PSPDBMDJUPOJO ʀP$T）は、

Χϧシトニンのલۦମでഊ݂症΍ॏ症ەࡉ感છ症の
の病ଶとのؑผに༗ੑەࡉに上ঢすると͞れ、ඇࡍ
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緩和病౩ೖ院患者における݂ਗ਼ϓロΧϧシトニン஋のݕ౼

༻と͞れている 1
。
　ѱੑजᙾの患者において、病ঢ়のਐ行に൐い、発
೤、またはͤΜໝの症ঢ়がग़ݱすることが少なくな
い。これらの症ঢ়が、ەࡉ感છ症に༝དྷするもの
か、またはजᙾͦのものによるものか、または治療
に൐ͬてग़ݱしたものかؑผがࠔ೉な৔合がある。 
ͦこで、緩和病౩において発೤、ͤΜໝの症ঢ়がग़
したਐ行がΜ患者にݱ P$T ଌ定を行い、ͦの༗༻
ੑにͭいてݕ౼を行ͬた。 

໨　త

　当院緩和病౩で P$T ஋をଌ定した患者の臨床എ
を行い、P$T౼ݕならͼに治療内容にͭいてܠ ஋
が治療ํ਑΁Ͳのように൓ө͞れていたかにͭいて
報告する。 

ର৅ͱํ๏

　2012 年 10 月ʙ 2014 年 5 月の期間、緩和έアの
ର৅患者で、P$T をଌ定した 17 例、20 ଌ定஋に
ͭいて臨床像と治療内容を診療録よりϨトロスペク
ςΟϒにݕ౼した。なおσータのར༻にؔしては、
ಗ名化しྙ理的഑ྀを行ͬた。 
　݂ਗ਼ P$T のଌ定は、SRL に外部ࠪݕҕୗを行ͬ
た。ਖ਼ৗ஋は 0�05OH/NM ະຬとઃ定͞れていた。 
͞らにԌ症ϚーΧーとしての຤ধ݂ന݂球਺、݂ਗ਼
$ SFBDUJWF QSPUFJO（$RP）をଌ定し、P$T との૬
਺を܎ؔ FYDFM　のࢉܭιϑトを༻いてࢉग़した。

݁　Ռ

ᾜ）患者എܠ
　2012 年 10 月ʙ 2014 年 5 月の期間、緩和έアの
ର৅患者で、P$T をଌ定した 17 例の内༁は、உੑ
10例、ঁ ੑ7例で、年ྸ分෍は46ࡀʙ83ࡀであͬた。
原疾患は肺癌 6 例、ٶࢠᰍ癌、৯道癌が֤ 2 例、以Լ、
肝ࡉ๔癌、ཛ૥癌、ߕঢ়થ癌、成ਓ T 、๔ന݂病ࡉ
 。๱೑ज 、胃癌、原発不໌癌が֤１例であͬたࢷ

ᾝ）ଌ定の動機
　ଌ定の理༝としては、発೤΍ͤΜໝがग़ݱした患
者において、ͦの原Ҽがەࡉ感છ症によるものか、
またはඇەࡉ感છ症、ඇ感છ症かにͭいてਫ਼ࠪする
目的でଌ定͞れていた。

　ଌ定は 20 Τϐιードで、3 ਓは 2 ճଌ定͞れて
いた。ଌ定の動機は、症ঢ়として発೤（15 例）、ҙ
ࣝো11）֐ 例）のग़ݱによるものであͬた。ࠪݕ
஋では $RP ஋の上ঢ（16 例）をみとめたことによ
るものであͬた。ѱੑजᙾࣗମが $RP ஋をࣔすߴ
こともあるため、$RP のઈର஋ではなくܦաより
֤症例のैདྷのૅج஋から 2NH/EM 以上上ঢしてい
る例を᷎ $RP 上ঢと定ٛした。 またこれらはॏෳ
例をみとめた（ਤ１）。   

ᾞ）݂ਗ਼ P$T とԌ症ϚーΧーとの૬ؔ 
　ଌ定͞れた݂ਗ਼ P$T の平ۉ஋は 3�64 ʶ 8�78OH/
NM（0�07 ʙ 37�3）であͬた。ਤ１にࣔ͞れた発೤、
ҙࣝো֐、᷎ $RP 上ঢをಉ࣌に合ซした 7 例の
P$T の 平 ۉ ஋ は 9�01 ʶ 13�63OH/NM（0�73 ʙ 37�3）
とશମの平ۉ஋とൺֱしてߴ஋であͬた。݂ਗ਼バ
イオϚーΧーとしてԌ症のࡍに上ঢするന݂球਺、
$RP ஋と P$T のؔ࿈ੑにͭいてݕ౼した（ਤ 2、3）。
ന݂球਺と P$T の૬ؔ܎਺は− 0�057 で૬ؔはな
かͬた。また、$RP ஋と P$T の૬ؔ܎਺は 0�476
で૬ؔはなかͬた（̿ʹ 0�238）。
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ᾟ）P$T と F(FR 
　ਛ機ೳো֐と P$T ஋のؔ܎にͭいてݕ౼を行ͬ
た（ਤ 4）。ਛ機ೳがѱ化している F(FR�30NM/NJO
の 4 症例では P$T ஋がߴ஋であͬた（平ۉ஋ 16�15
ʶ 15�03）。

ᾠ）P$T ஋と治療（ද 1）
　P$T がଌ定͞れた 20 Τϐιードのうち、ە߅ༀ
が࢖༻͞れたのは 16 例であͬた。16 例த、臨床的
に感છ症と診断してە߅ༀを࢖༻したのは 8 例、࢒
りの 8 例はશ例発೤があり 5 例は᷎ $RP 上ঢがあͬ
たため、感છ症をٙいͭͭもजᙾ೤も൱定できない
まま FNQFSJDBM にە߅ༀを開࢝していた。感છ症を
ٙͬていた 8 例の平ۉ P$T ஋は 2�97 ʶ 5�58 OH/NM
で、感છ症かͲうか໎ͬた 8 例の平ۉ P$T ஋は 1�36
ʶ 2�25 OH/NM であͬた。後者のうち 4 例は P$T ஋
をࢀ考にە߅ༀを࢖༻してվળした。ە߅ༀを࢖༻
したશ 16 例のうち P$T ஋をࢀ考に࢖༻期間を୹
ॖしたものは 1 例、ٯに࢖༻期間をԆ長したのは 2
例であͬた。

　臨床的にە߅ༀが༗ޮで、症ঢ়΍ࠪݕ஋のվળが
ಘられたと൑断した 14 症例を、感છ症合ซと࠷ऴ
診断した。臨床ܦաで࠷ऴ的に感છ症ではないと൑
断͞れた 5 例の症ঢ়ग़࣌ݱの P$T ஋は平ۉ 0�16 ʶ
0�11OH/NM であͬた。ͦの 5 例தە߅ༀが࢖༻͞れ
ていたのは 3 例で、1 例は 1 ճのみの࢖༻後、जᙾ
೤をٙい P$T ஋が 0�07OH/NM と௿஋であͬたため
ༀの௥Ճ౤༩はしていなかͬた。ଞのە߅ 2 例は߅
࢖開࢝後一࣌ղ೤したため感છ症をٙͬて༺࢖ༀە
༻を継続したが、͞らなる᷎ $RP 上ঢと不نଇな
発೤がみとめられ、जᙾؔ࿈症ঢ়と൑断するまでに
ༀが֤ە߅ 6 日、7 日࢖༻͞れていた。
ऴ的に感છ症と診断͞れた࠷　 14 症例தでҙࣝো
を合ซしていた֐ 10 例の平ۉ P$T ஋は、7�03 ʶ
11�7OH/NM であͬた。ͦのうち 1 例（P$Tʀ1�09OH/
NM）はە߅ༀを開࢝したが 2 日後にࢮ๢した。ଞ
１例は症ঢ়ग़࣌ݱには、癌がかなりਐ行していたた
めە߅ༀの開࢝࣌期を P$T ஋をࢀ考にݕ౼する༧
定であͬたが、2 日後に 37�3OH/NM と著໌ߴ஋と൑
໌し病੎コントローϧが不Մೳと൑断してە߅ༀは
後ݱしなかͬた。本症例は症ঢ়ग़༺࢖ 6 日目にࢮ๢
͞れた。
　1 例はە߅ༀ࢖༻ 8 日後に P$T をଌ定しܦաが
௥えた（ਤ 1� ա症例）。4�19OH/NMܦ から 0�29OH/NM
に௿Լして、治療が༗ޮと൑断しە߅ༀの࢖༻をத
感છ症のニューϞシスνス肺Ԍەࡉした。またඇࢭ
と診断͞れた 1 例の P$T は 0�47OH/NM でܰ度上ঢ
していた。本症例は ST 合ࡎの࢖༻で臨床症ঢ়はվ
ળした。

࡯　ߟ

　ϓロΧϧシトニン（P$T）はアϛϊࢎ よݸ 116

大　湾　ࢠ　ۈ
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りなる分ྔࢠ約 13L%B のϙリペϓνドで、Χϧシ
トニンのલۦ୿നとしてߕঢ়થの $ ๔においてࡉ
生成͞れている。ਖ਼ৗな୅謝ঢ়ଶでは構成成分であ
るΧϧシトニン、ΧタΧϧシン、N ຤୺ྖ࠯Ҭの 3
ͭのྖҬに分ղ͞れ、P$T としては݂தには放ग़
͞れない。しかし、ഊ݂症΍ॏ症ەࡉ感છ症におい
ては、TNF- ЋなͲのԌ症ੑサイトΧインにより༠
ಋ͞れ、શ਎ॾଁ器で産生͞れて݂தに分ൻ͞れ
る。一ํ、΢イϧス感છでは IFN- Ѝ産生が૿Ճす
ることで P$T の産生の཈੍がىこり、݂தೱ度は
上ঢしにくくなる。΢イϧスのଞ、݁֩、ࣗݾ໔Ӹ
疾患でも૿Ճしにくいと͞れ、P$T はੑەࡉとඇ
ەࡉまたはඇ感છੑのԌ症ੑ疾患をؑผするੑەࡉ
感છ症のิॿ診断として༗༻なϚーΧーと͞れてい
る 2
3
。
　Ԍ症ੑϚーΧーとして຤ধ݂ന݂球਺΍݂ਗ਼
$RP のଌ定は、؆ศで安Ձでありൟ༻͞れている
が、ѱੑजᙾではजᙾの病੎を൓өすることがあ
り、また治療でスςロイドを࢖༻する৔合には、こ
れらの਺஋がम০͞れ感છ症の診断がࠔ೉なこと
もある。ͦの఺ P$T ஋はەࡉ感છ症の診断とআ外
診断に༗༻であることは多਺の報告がある 4
5
。た
ͩし、ہ所のەࡉ感છ症のようにܹࢗが໔Ӹܥの
活ੑ化に必要なᮢ஋を௒えない৔合は、P$T が༠
ಋ͞れないこともある。݂ਗ਼ P$T ஋は݈ৗਓでは
0�05OH/NM ະຬと͞れているが、治療に൓ө͞れる
Χットオϑ஋のઃ定にͭいては、SDIVUF[ の報告 6


では 0�25OH/NM が目安になͬている。
　0�5OH/NM を௒えた৔合にはە߅ༀの࢖༻がڧく
ਪ঑͞れ、2OH/NM を௒えるとॏ症感છ症として治
療にあたることをਪ঑している。ਛ機ೳো֐がある
৔合には݂தೱ度が上ঢするとの報告 7
 があり、ਛ
ো֐のある症例では、Χットオϑ஋のઃ定はਛো֐
のない症例とಉ༷にはධՁできない 8
 が、臨床症ঢ়
と合わͤて൑断はՄೳと考える。これらのಛ௃をࢀ
考に、緩和病౩ೖ院患者で、݂ਗ਼ P$T ஋をଌ定し
た臨床എܠとͦの治療にͭいて後ํ視的にݕ౼を
行ͬた。
　ѱੑजᙾのਐ行期では、発೤΍ͤΜໝなͲのҙࣝ
ো֐はよくみられる症ঢ়で、ͦの原Ҽとしてەࡉ感
છ症であることが少なからͣある。今ճ感છ症をٙ
うかまたはͦのআ外が必要と൑断した患者において

݂ਗ਼ P$T がଌ定͞れていた。症ঢ়は発೤が 20 Τ
ϐιードのうち 15 例と多かͬたが、ͦのうち 3 例
は࠷ऴ的にजᙾ೤と൑断した。感છ症にؔ࿈した発
೤例は 12 例となるが、ͦのうちҙࣝো֐もಉ࣌に
൐ͬていたものは 9 例であͬた。P$T ஋と症ঢ়に
ؔしてݴえ͹、発೤とҙࣝো֐の྆者が合ซしてい
た感છ症例では 7�78 ʶ 12�OH/NM（0�1 ʙ 37�3）とߴ
஋であͬた。ҙࣝো֐を൐う感છ症であれ͹おのͣ
とॏ症感છ症であることは理ղでき、P$T ஋の上
ঢはͦのཪ෇けとなͬていた。
　຤ধ݂ന݂球਺、݂ਗ਼ $RP ஋は今ճଌ定した症
例では、P$T ஋との૬ؔは認めなかͬた。先ड़し
たようにѱੑजᙾのために $RP ஋をࣔすこともߴ
あるため、$RP のઈର஋ではなくૅج஋より 2NH/
EM 以上上ঢしている例を᷎ $RP 上ঢと定ٛして、
Ԍ症におけるҙຯͮけを考えた。᷎ $RP 上ঢをみ
とめた 16 症例のうち感છ症でないと൑断したのは
3 例で、2 例はजᙾの૿大、1 例はༀ࢖ࡎ༻が原Ҽ
と考えられた。
　発೤、ҙࣝো֐の症ঢ়と᷎ $RP 上ঢがす΂てみ
とめられた感છ症例 7 例の平ۉ P$T ஋は、9�01 ʶ
12�63OH/NM ときわめてߴく、このうちॏ症と考え
られている 2OH/NM 以上であͬた 5 例はす΂てਛ機
ೳো֐を合ซしていた。臨床的にこれらの症例はॏ
症であͬたが、ਛ機ೳのѱ化が P$T 上ঢにӨڹを
༩えているՄೳੑはあるとࢥわれた。
　今ճの症例で P$T が 0�25OH/NM ະຬは 7 例であͬ
たが、ͦのうち感છ症と診断͞れたのは 3 例で、1
例は $RP が 8NH/EM とߴいが、᷎ $RP 上ঢはなく
画像上気管ࢧ肺Ԍがٙわれܦ口ە߅ༀでӄӨはվળ
した。P$T ஋は 0�07OH/NM と௿くہ所感છであͬ
たとࢥわれた。ଞの２症例は、いͣれも P$T ஋は
0�1OH/NM で֤ʑ肺Ԍ、胆道感છであͬたが、後者
はͦの後症ঢ়がѱ化したので、感છॳ期をݟていた
と൑断した。
　症ঢ়がग़ݱしたࡍに、感છ症をٙいە߅ༀを࢖༻
することが多いが、感છ症をڧくٙい࢖༻した 8 例
と、感છ症かͲうか໌確ではないが൱定できないた
めに࢖༻した 8 例の P$T ஋をൺֱした。感છ症を
ٙͬた΄うがߴ஋であͬたが、༗ҙなࠩとはݴえな
かͬた。ە߅ༀを FNQFSJDBM に開࢝後、P$T ஋が
0�07OH/NM と௿いことを考ྀしてە߅ༀの࢖༻をத
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したのがࢭ 1 例あͬた。また感છ症と൑断はしてい
たが P$T ஋がߴ஋で࢖༻期間Ԇ長を考ྀしたのは
2 例（֤ 1�29OH/N、6�81OH/NM）あͬた。このよう
に臨床ܦաより感છ症をٙうが໎うような症例の治
療ํ਑には݂ਗ਼ P$T ஋がࢀ考になるとࢥわれた。
　感છ症合ซ症例 14 例、ඇ合ซ症例 5 例にͭいて、
症ঢ়とࠪݕ஋の૊み合わͤでより診断཰をあげるこ
とができないかͲうかݕ౼した（ද 2）。発೤、ҙ
ࣝো֐、݂ਗ਼᷎ $RP ஋の上ঢのいͣれか一ͭがཅ
ੑであͬた৔合のൺֱでは、ҙࣝো֐があͬた例が
P$T はߴかͬた。2 ͭがཅੑであͬた৔合は、ҙ
ࣝো֐ʴ᷎ $RP 上ঢ、ҙࣝো֐ʴ発೤、発೤ʴ᷎
$RP のॱに P$T ஋がߴかͬた。͞らにこの３ͭを
༗した例は、いͣれの平ۉ஋よりも࠷もߴ஋をࣔし
ていた。これらの݁Ռより、緩和病౩におけるॏ症
感છ症の合ซのٙいには、発೤、ͤΜໝなͲのҙࣝ
ো֐の症ঢ়がग़ݱし、᷎ $RP の上ঢがみられた৔
合には総合的な൑断のもとە߅ༀの࢖༻を考ྀして
もよいとࢥわれた。

·ͱΊ

　ѱੑजᙾのऴ຤期に、発೤΍ͤΜໝなͲのҙࣝো
したときに、ͦの原Ҽが感છ症に༝དྷするݱがग़֐
のか、जᙾに༝དྷするのかをؑผするのに、P$T

のଌ定はࢀ考になるとࢥわれた。ਛ機ೳো֐がある
৔合には P$T はߴ஋になることがあり、臨床症ঢ়
もՃຯして൑断する必要がある。P$T ஋をࢀ考に
することで、ە߅ༀの౤༩期間をదਖ਼に管理できる
とࢥわれた。

ݙจߟࢀ

1）ATTJDU .
 FU BM�� HJHI TFSVN QSPDBMDJUPOJO DPO-
　DFOUSBUJPOT JO QBUJFOUT XJUI TFQTJT BOE JOGFDUJPO� 
　LBODFU 341 �515-518
1993
2）٢川　࢘ߊɿەࡉ感છ症の新しいϚーΧーϓロ
　Χϧシトニン、臨床ಁੳ　2008� 24（12）� 92-4�
3）.BSUJOJ A�
 FU BM�ɿPSPDBMDJUPOJO MFWFMT JO TVSHJDBM 
　QBUJFOUT BU SJTL PG DBOEJEFNJB�  J IOGFDU� 2010� 
　60（6
 � 425-30� 
4）AJLBXB N
 FU BM�ɿ.VMUJDFOUFS QSPTQFDUJWF TUVEZ 
　PG QSPDBMDJUPOJO BT BO JOEJDBUPS PG TFQTJT� J IOGFDU 
　$IFNPUIFS 2005� 11（3
� 152-9�  
5）EOEP S�
 FU BM�� UTFGVMOFTT PG QSPDBMDJUPOJO TFSVN 
　MFWFM GPS UIF EJTDSJNJOBUJPO PG TFQTJT GSPN TFQTJT� 
　B NVMUJDFOUFS QSPTQFDUJWF TUVEZ�J IOGFDU $IF-
　NPUIFS 2008� 14（3
� 244-9�
6）SDIVFU[ P�
 FU BM��PSPDBMDJUPOJO BMHPSJUINT GPS BO
　UJCJPUJD UIFSBQZ EFDJTJPOT� B TZTUFNBUJD SFWJFX PG 
　SBOEPNJ[FE DPOUSPMMFE USJBMT BOE SFDPNNFOEB
　UJPOT GPS DMJOJDBM BMHPSJUINT� ASDI IOUFSO .FE� 
　2011� 171（15
� 1322-31�  
7）OQBUSOÂ S�
 FU BM�� PSPDBMDJUPOJO MFWFMT JO QFSJUPOF
　BM EJBMZTJT QBUJFOUT� PFSJU %JBM IOU� 2005� 25（5
� 
　470-2� 
8）ANPVS J�
FU BM�� IOq VFODF PG SFOBM EZTGVODUJPO PO 
　UIF BDDVSBDZ PG QSPDBMDJUPOJO GPS UIF EJBHOPTJT PG 
　QPTUPQFSBUJWF JOGFDUJPO BGUFS WBTDVMBS TVSHFSZ� 
　$SJU $BSF .FE� 2008� 36（4
 � 1147-54� 
 

もよいとࢥわれた。
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౰Ӄ؇࿨έΞප౩ʹ͓͚ΔೖӃऀױͷݕ౼

国立沖縄医誌　35 巻
J� NBU� OLJ� HPT� 7PM�35

国立病院機構　沖縄病院　緩和医療科 1）、外科 2）、呼吸器内科 3）

一࿕ࢤٱ 1、2）、෱ాࢠڿ 1）、大湾ࢠۈ 1、3）、石川ਗ਼࢘ 2）

ཁ　ࢫ
　2009 年 1 月から 2013 年 12 月までに当院緩和έア病౩ೖ院となͬたશ患者 615 症例の患者എܠ、疾患ผのೖ院期間にؔ
してݕ౼した。内༁は、உੑ 394 ਓ、ঁੑ 221 ਓで疾患ผには肺जᙾ、಄ᰍ部जᙾ、膵ଁजᙾ、݁腸जᙾ、ٶࢠ・ཛ૥ज
ᙾのॱで多かͬた。平ۉೖ院日਺は 61�1 日で 60 日以上の長期ೖ院患者਺が多いためશ国平ۉより 20 日長かͬた。長期間
ೖ院の理༝のͻとͭとしてհޢ力不଍΍ಠډ、Ո଒のر๬なͲの社会的な要Ҽも 22ˋଘࡏしており緩和έアの必要ੑのߴ
い患者΁の഑ྀためにもೖ院దԠج४のॱक΍ೖ院患者の一定期間ごとの病ঢ়ධՁもॏ要と考えられた。

໨　త

　当院の緩和έア病౩にೖ院となͬた患者എܠ、疾
患ผのೖ院期間にؔしてݕ౼した。

ํ　๏

　2009 年 1 月から 2013 年 12 月までに当院緩和έ
ア病౩ೖ院となͬたશ患者 615 症例をର৅として後
Ζ޲きにݕ౼を行ͬた。

݁　Ռ

　患者എܠは、உੑ 394 ਓ、ঁੑ 221 ਓ、உঁൺは
1�8ɿ1�0（ਤ 1）。

　平ۉ年ྸはஉੑ 72�2 21）ࡀ ʙ 94 ੑঁ、（ࡀ 73�1
37）ࡀ ʙ 100 であͬた。年ྸผでは、70（ࡀ 、୆ࡀ
80 ୆、60ࡀ 。୆のॱで多かͬたࡀ
　緩和έア病౩ೖ院患者のओな疾患は、肺जᙾ 242
例、಄ᰍ部जᙾ 49 例、膵ଁजᙾ 35 例、݁ 腸जᙾ 34 例、
ཛ૥जᙾ・ٶࢠ 34 例であͬた（ਤ 2）。
　શ患者の平ۉೖ院日਺は61�1日。平ۉೖ院期間は、
೴जᙾ 128�3 日（தԝ஋ 69�5 日）、લ立થजᙾ 86�9

日（தԝ஋ 51�5 日）、৯道जᙾ 71�2 日（தԝ஋ 55 日）
と長く、肝ଁजᙾ 30 日（தԝ஋ 27 日）、膵ଁजᙾ
31 日（தԝ஋ 15 日）、ൽෘजᙾ 34�3 日（தԝ஋ 37 日）
と୹い޲܏にあͬた（ਤ 3、4）。
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　ର৅期間年ผでの緩和έア病౩ೖ院日਺は、
7 日 以 内 7�4 ʙ 12�1 ˋ、8 ʙ 30 日 24�1 ʙ 38�5 ˋ、
31 日ʙ 60 日 17�6ˋʙ 30�8ˋ、61 日以上は 29�9 ʙ
43�5ˋであͬた（ਤ 5）。

೉となͬている要Ҽを໌らかにするたࠔ୐療ཆࡏ　
め、2011 年から 2013 年で 61 日以上の長期ೖ院と
なͬたೖ院患者 138 症例த、ࡧݕしえた 119 例をର
৅とてݕ౼したとこΖ、ࡏ୐療ཆࠔ೉となる要Ҽと
しては呼吸ࠔ೉、೴・ࠎసҠ、疼痛૿ڧなͲ病ঢ়ਐ
行による A%L の௿Լがओな理༝であͬた。
　また、հޢ力不଍、ಠډ、Ո଒のر๬なͲの社会
的な理༝も 22ˋ（26/119 例）に認めた（ද 1）。

　ೖ院 61 日以上の長期ೖ院例もશମの 3 ׂ以上ଘ
し、病ঢ়ਐ行によるA%Lの௿Լがओな理༝であͬࡏ
た。しかし、հޢ力不଍΍ಠډ、Ո଒のر๬なͲの
社会的な理༝も 22ˋ認め、ੵۃ的な社会資ݯ活༻
によるࡏ୐療ཆなͲもݕ౼する༨஍があるとࢥわれ
た。

࡯　ߟ

　沖縄県では、ত和 56 年以߱がΜによるࢮ๢が第
1 Ґとなͬている 1）。沖縄県における平成 24 年ѱ
ੑ新生෺によるࢮ๢݅਺は、年ྸผで 80 ࠷୆がࡀ
も多く࣍いで 70 ୆であるが、当院緩和έアではࡀ

当院緩和έア病౩におけるೖ院患者のݕ౼

70 も多い。ੑผでは、உੑ࠷๢例がࢮ୆のࡀ 1727
名、ঁੑ 1186 名で部Ґผࢮ๢਺では、உੑは気管
も多く࠷肺がΜが・ࢧ 419 名、࣍いで大腸がΜ 278
名、胃がΜ 153 名であͬた。ঁੑでは、気管ࢧ・肺
がΜ 177 名、大腸がΜ 185 名、ೕがΜ 106 名のॱと
報告͞れている 2）。当院のಛ௃としては、಄ܱ部ज
ᙾが 2 ൪目に多くみられるが、これはۙྡの総合病
院からの঺հが大多਺を઎めており஍Ҭੑによるも
のとࢥわれる。
　2009 年 1 月から 2013 年 12 月における当院緩和
έア病౩શೖ院患者の平ۉೖ院日਺は 61�1 日であ
るが、ϗスϐス・緩和έアനॻによるとશ国平ۉは
40 日લ後であり 20 日以上多かͬた 3）。これらは、
60 日以上のࡏ院日਺がશ国平ۉでは 8 ʙ 20ˋであ
るのにରし当院では 29�9 ʙ 43�5ˋを઎めている事
が要Ҽと考える 4）。今ճ、当院で長期間ೖ院となͬ
ている患者എܠとして呼吸ࠔ೉、೴సҠ、ࠎసҠ、
疼痛૿ڧなͲの病ঢ়ਐ行による A%L の௿Լがओな
原Ҽであるが、今ճのݕ౼によりհޢ力不଍΍ಠډ、
Ո଒のر๬なͲの社会的な理༝が 22ˋଘࡏしてい
る事が൑໌した。今後は、ೖ院ج४のݟ௚し΍一定
期間ごとに病ঢ়をධՁしશ਎ঢ়ଶが安定している患
者にରしては、一ൠ病౩΁のస床΍患者Ո଒΁のࡏ
୐療ཆ΁のಇきかけもՄೳなݶりݕ౼しなけれ͹な
らない。不རӹが生͡ないように、ৗに଴機患者の
ঢ়ଶも೺Ѳしながら緩和έアの必要ੑのߴい患者΁
の഑ྀも大切である。

ݙจߟࢀ

1）沖縄県がΜରࡦਪਐܭ画（第 2 ࣍）ʀ平成 25 年　  
　4 月発刊
2）沖縄県平成 24 年Ӵ生౷ܭ年報
3）佐౻和थɽ緩和έア病౩の動޲とݱঢ়ɽϗスϐス・
　緩和έアനॻ 2012ɿ（ެࡒ）日本ϗスϐス・緩和
　έア研究ৼஂࡒڵ
ɽσータでみるࢠԼޫྩ、今Ҫྋ生、౉ᬑ૗ٶ（̐
　日本の緩和έアのݱঢ়ɽϗスϐス・緩和έアനॻ
　2013ɿ（ެࡒ）日本ϗスϐス・緩和έア研究ৼڵ
ஂࡒ　
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౰Ӄʹ͓͚Δ OBC�QBDMJUBYFMʢΞϒϥΩαϯ�ʣͷݧܦ༺࢖

国立沖縄医誌　35 巻
J� NBU� OLJ� HPT� 7PM�35

国立病院機構沖縄病院　呼吸器内科 1
、　国立病院機構沖縄病院　呼吸器外科 2


஌Ֆݡ治 1
、Ҵྮ੝࢙ 1
、౻ా߳৫ 1
 、஥本　ರ 1
৔ກ෉ٱ、  1
 、平良ঘ޿ 2
、
古ݎஐଇ 2
、伊஍ོ੖ 2
、᰸平名஌࢙ 2
、河崎英範 2
、大湾ࢠۈ 1
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ཁ　ࢫ
　OBC-QBDMJUBYFM（アϒϥΩサン�）はώト݂ਗ਼アϧϒϛンに QBDMJUBYFM を݁合ͤ͞φϊཻࢠ化した੡ࡎである。ͦのため
QBDMJUBYFM とൺֱしてաහ൓Ԡをىこすස度が௿Լし、アϧコーϧաහ症患者΁の౤༩もՄೳとなͬた。当院で 25 例にର
して౤༩しており、૗ޮ཰は 11/25�44�、病ଶ੍ޚ཰は 21/25�84ˋと良޷な݁Ռであͬた。また、݂ӷಟੑなͲの෭࡞
༻はあるも、຤ধਆܦো֐が΄とΜͲなく今後期଴͞れるༀࡎとࢥわれる。

໨　త

　2013 年 3 月から 2014 年 7 月までに当院の 25 例
にରして౤༩した OBC-QBDMJUBYFM（アϒϥΩサン�）
にͭいてݕ౼した。

݁　Ռ

（１）患者എܠ
　25 例தஉੑ 18 例、ঁੑ 7 例と 70ˋ以上がஉੑ
であͬた。年ྸはதԝ஋が 68 であり（49-82ࡀ （ࡀ
50 以Լがࡀ 1 例、51-60 がࡀ 7 例、61-70 がࡀ 8 例、
71-80 がࡀ 7 例、81 以上がࡀ 3 例であͬた。ͦのう
ち 75 以上はࡀ 4 例と 16ˋの症例に౤༩͞れていた。
　PS（QFSGPSNBODF TUBUVT）は 22 例が 0 で、PS 1 
が 2 例、PS2 が 1 例であͬた。
　TUBHF はᶗが 1 例、ᶘが 3 例、ᶙ A が 4 例、ᶙ #
が 2 例、ᶚが 15 例と൒਺以上が TUBHF ᶚであͬた。
　૊৫ܕはથ癌が 8 例、ፏ平上ൽ癌が 12 例、大ࡉ
๔癌が 1 例、খࡉ๔癌が 2 例、ඇখࡉ๔癌が 1 例、
不໌が 1 例であり、൒਺ۙくがፏ平上ൽ癌の症例で
あͬた。
　ज़後症例は 5 例であͬた。
　٤Ԏྺでは、DVSSFOU TNPLFS が 5 例、FY-TNPLFS
が 19 例、OFWFS TNPLFS が 1 例であͬた。
　#SJOLNBOO IOEFY（#I）は 400以Լが 4例、
401-1000 が 11 例、1001 以上が 10 例であͬた。
　ओなૅج疾患は $OP% が 4 例、間࣭ੑ肺Ԍが̐例、
௠ੑچ肺݁֩が 2 例ߴ、 ݂ѹ症が 5 例、౶೘病が 6 例、
ຫੑਛ不શが 2 例であͬた。

　લ治療ྺは、ॳճ౤༩が 9 例、1 Ϩジメンが 9 例、
2 Ϩジメンが 4 例、3 Ϩジメンが 3 例であͬた。લ
治療のओな治療Ϩジメンは $#%$A�PE. が 6 例、
$#%$A�PT9 が 4 例、$#%$A�7P-16 が 2 例であͬ
た。

（２）治療
　治療は $#%$A� OBC-QBDMJUBYFM を౤༩した症例
が 22 例、OBC-QBDMJUBYFM の୯ࡎ౤༩が 5 例であり、
ͦの 5 例த $#%$A� OBC-QBDMJUBYFM ౤༩後の୯ࡎ
౤༩が 2 例であͬた。౤༩コースは $#%$A� OBC-
QBDMJUBYFM ౤༩܈で EBZ1 のみの౤༩が 2 例、1 コー
スが 3 例、2 コースが 5 例、3 コースが 1 例、4 コー
スが 1 例、5 コースが 3 例、6 コースが 7 例であͬた。
OBC-QBDMJUBYFM の୯ࡎ౤༩܈では 1 コースが 1 例、4
コースが 2 例、6 コースが 1 例、8 コースが 1 例であͬ
た。
　治療期間に OBC-QBDMJUBYFM のྔݮを行ͬたのは 8
例、ٳༀを行ͬたのは 18 例であͬた。
　治療ޮՌは、$R が 1 例、PR が 9 例、S% が 11
例、P% が 2 例、൑定不Մが 2 例であͬた。૗ޮ཰
は 11/25�44�、病ଶ੍ޚ཰は 21/25�84ˋと良޷な
݁Ռであͬた。ද 1 に૊৫ผの૗ޭ཰をࣔすが、ፏ
平上ൽ癌では 12 例શ例とも S% 以上の治療ޮՌが
ಘられ、$R 症例もみられた。

（３）෭࡞༻
　ओな෭࡞༻をද 2 にࣔす。ന݂球ݮ少は 13 例、
少はݮத球޷ 17 例、ශ݂は 11 例、݂ খ൘ݮ少は 9 例、
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肝ো֐は 3 例にみられた。HSBEF3 以上の෭࡞༻に
ͭいては、ന݂球ݮ少は൒਺以上の 7 例、޷த球ݮ
少は൒਺以上の13例でうち1例はHSBEF4であͬた。
݂খ൘ݮ少は 3 例が HSBEF3 であͬた。ͦのଞの෭
として୤ໟが༺࡞ 3 例、৯ཉ௿Լが 3 例、ుき気、
݇ଵ感が֤1例、຤ধਆܦো֐が1例であͬた。ୠし、
຤ধਆܦো֐にͭいては、લϨジメンでの PT9 ࢖
༻࣌からみられている症例が 2 例あͬた。ͦの症例
は 2 例とも OBC-QBDMJUBYFM 治療後も࢒ଘしていたが、
ܰշ޲܏であり、෭࡞༻としてはؚめなかͬた。

࡯　ߟ

　OBC-QBDMJUBYFM はώト݂ਗ਼アϧϒϛンに QBDMJUBYFM
を݁合ͤ͞φϊཻࢠ化した੡ࡎである。ͦのた
め、QBDMJUBYFM はਫにඇৗに೉༹ੑをࣔすが、OBC-
QBDMJUBYFM はैདྷの QBDMJUBYFM ੡ࡎで࢖༻͞れてい
るϙリオΩシΤνϨンώϚシ༉（クϨϞϗーϧ）
、౤༩できる。͞らにͣͤ༺࢖ͼΤタϊーϧをٴ
QBDMJUBYFM の౤༩でみられたաහ൓Ԡをىこすස度
が௿Լし、݁Ռとして QBDMJUBYFM のલ౤ༀとして࢖
༻していた߅ώスタϛンࡎの࢖༻が必ਢでなくな
り、スςロイドࡎの౤༩ྔもྔݮすることがग़དྷる
ようになͬた。ଞには、఺ణ࣌間が 30 分と୹ॖでき、

アϧコーϧաහ症患者΁の౤༩もՄೳとなͬた。
　OBC-QBDMJUBYFM は本๜で 2010 年にೕ癌にରしての
ঝ認がಘられ、ͦの約 3 年後の 2013 年にඇখࡉ๔
肺癌にもదԠ௥Ճとなͬた。
　 ౤ ༩ ํ ๏ に ͭ い て で あ る が、 ௨ ৗ 1 日 1 ճ
100NH/ᶷ（ମද໘ੵ）を఺ణ੩஫し、ि 1 ճ౤༩
を 3 ि間࿈続し、これを 1 コースとして౤༩を܁り
ฦすํ๏である。
　OBC-QBDMJUBYFM にؔするจݙ報告はまͩ少ない
が、ະ治療のਐ行ੑඇখࡉ๔肺癌患者をର৅とし
た $#%$A� OBC-QBDMJUBYFM ซ༻療๏（OBC-Q と（܈
$#%$A� QBDMJUBYFM（Q でݧࢼซ༻療๏のൺֱ（܈
ある国ڞࡍಉ第ᶙ૬ݧࢼ（$A031 ݧࢼ 
 がある。૗
ޮ཰は OBC-Q が܈ 33ˋ、Q が܈ 25ˋと༗ҙに OBC-Q
であるという݁Ռがಘられている޷が良܈ 1
。当
院の OBC-QBDMJUBYFM での૗ޮ཰は༺࢖ 44ˋであり、
ະ治療症例では 9 例と少ないが 6 例が PR 以上で
૗ޮ཰は約 67ˋとඇৗに良޷な成績であͬた。ま
た、$A031 のサϒηットղੳでݧࢼ 70 ߴ以上のࡀ
ྸ者ਐ行ੑඇখࡉ๔肺癌患者を OBC-Q と܈ Q で܈
༗ޮੑをݕ౼したとこΖ、無૿ѱ生ଘ期間（PFS）
で OBC-Q があり、શ生ଘ期間では޲܏な޷が良܈
OBC-Q が܈ 19�9 か月にରして Q が܈ 10�4 か月と約
2 ഒに༗ҙにԆ長しているとの報告があり 2
ྸߴ、
者での治療ޮՌも期଴できるとࢥわれた。͞らに、
$A031 の૊৫ผのサϒηットղੳでは૗ޮ཰ݧࢼ
において、ፏ平上ൽ癌が 41ˋ、થ癌が 24ˋとፏ平
上ൽ癌で༗ҙに良޷であるという݁Ռがでた 3
。ঘ、
当院でのፏ平上ൽ癌にରしてϑΝーストϥイン治療
としての $#%$A� OBC-QBDMJUBYFM ซ༻療๏を行ͬ
た症例は 5 例と少なかͬたが、うち 3 例は PR 以上
の૗ޮを認めた。
　෭࡞༻にؔしては、$#%$A� OBC-QBDMJUBYFM ซ༻
療๏（OBC-Q ܈ 
 の安શੑをݕ౼した SBUPVDIJ らの
報告がある 4
。OBC-Q の݂ӷಟੑにおける܈ HSBEF3
以上の෭࡞༻は޷த球ݮ少が 69ˋ、ශ݂が 32ˋ、
݂খ൘ݮ少が 14ˋであり、޷த球ݮ少は日本ਓに
多い޲܏がある。また OBC-Q は܈ Q とൺֱしてශ܈
݂、݂খ൘ݮ少がߴස度であͬた。しかし、PT9
੡ࡎの෭࡞༻としてಛ௃的な຤ধਆܦো֐は、ά
Ϩ ー ド 2 以 上 の ස 度 は OBC-Q ܈ で 18 ˋ、Q ܈ で
39ˋと OBC-Q がܰ度であることがわかͬた。຤ধ܈

当院における OBC-QBDMJUBYFM（アϒϥΩサン �）のݧܦ༺࢖

表1

表2
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ਆܦো֐は持続し、治療ऴྃ後も長࣌間続くことが
多く、QBDMJUBYFM をຖि౤༩、ִि౤༩にしたとこ
Ζਆܦಟੑが௿Լしたという報告がある 5

6
。、ຖि
౤༩がඪ४である OBC-QBDMJUBYFM は今後、݂ӷಟੑ
なͲに஫ҙしながら࢖༻すれ͹、安શੑの఺からも
期଴できるༀࡎといえる。当院では、ಛに内෰なͲ
のରࡦは行わなかͬたが、຤ধਆܦো֐のग़ݱが΄
とΜͲなかͬた。理༝は不໌ͩがಛੑとしてલड़し
たように、఺ణ࣌間が୹く、ମ内に長くஷཹしない
ためといわれている。

·ͱΊ

　OBC-QBDMJUBYFM のݧܦ༺࢖のݕ౼を行ͬた。ፏ平
上ൽ癌の症例ではશ例に S% 以上のޮՌがಘられ、
1 例は $R であͬた。ፏ平上ൽ癌の治療ༀとして
OBC-QBDMJUBYFM は治療ༀの一ͭとしてݕ౼してよい
とࢥわれる。また、෭࡞༻がൺֱ的少なく、タΩサ
ンܥでݒ೦͞れる຤ধਆܦো֐のग़ݱも少ないこと
から෭࡞༻による治療த断をすることがなく࢖༻で
きるༀࡎとࢥわれた。

ݙจߟࢀ

1）SPDJOTLJ .A
 FU BM�WFFLMZ OBC-QBDMJUBYFM JO DPN
CJOBUJPO XJUI DBSCPQMBUJO WFSTVT TPMWFOU-CBTFE 
QBDMJUBYFM QMVT DBSCPQMBUJO BT GJSTU-MJOF UIFSBQZ 
JO QBUJFOUT XJUI BEWBODFE OPO-TNBMM-DFMM MVOH 
DBODFS�pOBM SFTVMUT PG B QIBTF ᶙ USJBM�J $MJO OO-
DPM
30	17
�2055-2062
2012�

஌　Ֆ　ݡ　治

2）SPDJOTLJ .A
 FU BM�SBGFUZ BOE FGGJDBODZ PG 
XFFLMZ OBC-QBDMJUBYFM JO DPNCJOBUJPO XJUI DBS-
CPQMBUJO BT GJSTU-MJOF UIFSBQZ JO FMEFSMZ QBUJFOUT 
XJUI BEWBODFE OPO-TNBMM-DFMM MVOH DBODFS�AOO OO
DPM
24	2
�314-321
2013�

3）SPDJOTLJ .A
 FU BM�SBGFUZ BOE F⒏DBODZ BOBMZTJT 
CZ IJTUPMPHZ PG XFFLMZ OBC-QBDMJUBYFM JO DPN-
CJOBUJPO XJUI DBSCPQMBUJO BT pSTU-MJOF UIFSBQZ JO 
QBUJFOUT XJUI BEWBODFE OPO-TNBMM-DFMM MVOH DBO-
DFS�AOO OODPM
24	9
�2390-2396
2013�

4）SBUPVDIJ .
 FU BM�E⒏DBODZ BOE TBGFUZ PG XFFLMZ 
OBC-QBDMJUBYFM QMVT DBSCPQMBUJO QBUJFOUT XJUI 
BEWBODFE OPO-TNBMM-DFMM MVOH DBODFS�LVOH DBODFS 

81	1
�97-101
2013�

5）#BMBOJ $P
 FU BM�RBOEPNJ[FE QIBTF ᶙ TUVEZ PG 
XFFLMZ QBDMJUBYFM JO DPNCJOBUJPO XJUI DBSCPQMB-  
UJO WFSTVT TUBOEBSE FWFSZ-3-XFFLT BENJOJTUSB-   
UJPO PG DBSCPQMBUJO BOE QBDMJUBYFM GPS QBUJFOUT 
XJUI QSFWJPVTMZ VOUSFBUFE BEWBODFE OPO-TNBMM-
DFMM MVOH DBODFS�J $MJO OODPM 26�468-473
2008�

6）IDIJLJ .
KBXBTBLJ .
TBLBZBNB K FU BM�A NVM-
UJDFOUFS QIBTF ᶘ TUVEZ PG DBSCPQMBUJO BOE  QBDMJ-   
UBYFM XJUI B CJXFFLMZ TDIFEVMF JO QBUJFOUT XJUI  
BEWBODFE OPO-TNBMM-DFMM MVOH DBODFS�KZVTZV UIP- 
SBDJD PODPMPHZ HSPVQ USJBM�$BODFS $IFNPUIFS  
PIBSNBDPM 58�368-373
2006
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ઢೖྗ૷ஔࢹ 5IF�&ZF�5SJCF�5SBDLFS Λ༻͍ͨ
ॏ౓োऀ֐༻ҙࢥ఻ୡ૷ஔͷࢼΈ

国立沖縄医誌　35 巻
J� NBU� OLJ� HPT� 7PM�35

ಠ立行੓๏ਓ国立病院機構沖縄病院　リϋϏリςーシϣン科 1
・ਆܦ内科 2


༝୩　ਔ 1
・ਡ๚Ԃलޗ 2


A DMJOJDBM USBJM PG TIF EZF TSJCF TSBDLFS JO QBUJFOUT XJUI BNZPUSPQIJD MBUFSBM TDMFSPTJT

HJUPTIJ :UTANI1

 SIVHP SUWA;ONO2
 
%JWJTJPO PG RFIBCJMJUBUJPO1

 NHO OLJOBXB NBUJPOBM HPTQJUBM

%JWJTJPO PG NFVSPMPHZ2

 NHO OLJOBXB NBUJPOBM HPTQJUBM

"#453"$5
TIFSF JT B USFNFOEPVT OFFE GPS DPNNVOJDBUJPO BTTJTUBODF JO QBUJFOUT XJUI BNZPUSPQIJD MBUFSBM TDMFSPTJT PS PUIFS OFVSP-
MPHJDBM EJTFBTFT
 FTQFDJBMMZ BU BEWBODFE TUBHFT�  IO UXP QBUJFOUT XJUI BNZPUSPQIJD MBUFSBM TDMFSPTJT
 XF FYBNJOFE DMJOJDBM 
VTFGVMOFTT PG EZFTSJCFTSBDLFS
 B OFX FZF-HB[F JOQVU EFWJDF
 XJUI GFBUVSFT PG OPO-DPOUBDUJOH EFWJDF EFUFDUJOH FZF-HB[F 
WJB JOGSBSFE SBZ SBEJBUJPO
 BOE XJUI FBTF PG JOUSPEVDUJPO EVF UP JUT OPO-FYQFOTJWF QSJDF
 CVU XJUI TPNF EJ⒏DVMUZ SFMBUFE UP 
TFUUJOH VQ BO PQUJNVN PQFSBUJPO FOWJSPONFOU EFQFOEJOH PO FBDI QBUJFOU�  WF QSPQPTF B OFX DMBTTJpDBUJPO PG DPNNVOJ-
DBUJPO BTTJTUJWF EFWJDFT JODMVEJOH EZFTSJCFTSBDLFS BOE OAK�  

KFZ WPSETɿ$PNNVOJDBUJPO %FWJDFT GPS PFPQMF XJUI %JTBCJMJUJFT
 EZF-(B[F IOQVU
 TIF EZF TSJCF TSBDLFS

ཁ　　ࢫ

　ਐ行に൐いコϛュニέーシϣンに໰୊をきたす ALS ౳のਆܦ೉病において、ҙࢥ఻ୡ૷ஔはॏ要である。2013 年຤、
視線ೖ力ํ式によりϚ΢スϙインタを動かͤる新しいσバイス TIF EZF TSJCF TSBDLFS が開発͞れた。これをطにଞのҙ
している༺࢖఻ୡ૷ஔをࢥ ALS 患者 2 名にࢼ༻し、ಉ一の୹จೖ力をطଘ૷ஔによるೖ力と TIF EZF TSJCF TSBDLFS ࢖
༻によるೖ力とでൺֱし༗༻ੑをݕ౼した。ೖ力࣌間は TIF EZF TSJCF TSBDLFS の΄うがطଘのํ๏より଎くຬ଍度も良
こりうる໰୊఺はあるものの、TIF EZF TSJCF TSBDLFSىであり、ೖ力৔所のズϨが޷ は臨床的に༗༻であるՄೳੑがࣔ
͞れた。この機器をؚめたҙࢥ఻ୡ૷ஔの新しい分ྨをఏҊした。

Ωーϫードɿҙࢥ఻ୡ૷ஔ、視線ೖ力、TIF EZF TSJCF TSBDLFS

͸͡Ίʹ

化症（以ԼߗࡧҤॖੑଆے　 ALS
 をは͡めとする
ਆܦ೉病においては、ے力௿Լのਐ行が発੠器׭に
およͼ、コϛュニέーシϣンに大きな໰୊をもたら
す症例が少なくない。またਐ行に൐い௨ৗのスイッ
νがԡͤなくなるなͲのো֐がසൟにありうるた
め、༷ ʑなスイッν΍ॏ度ো֐者༻ҙࢥ఻ୡ૷ஔ（以
Լ、ҙࢥ఻ୡ૷ஔ）を਎ମঢ়گに合わͤてԿ度も܁
ฦしݕ౼しながら、࢖༻しているݱঢ়がある。
　2013 年຤、ύーιφϧコンϐューター（以Լ
P$
 のϚ΢スϙインタを視線でૢ࡞ग़དྷる૷ஔ TIF 

EZF TSJCF TSBDLFS（以Լ EZFTSBDLFS
 が開発͞れ
た。これは੺外線র合シスςϜと݁合したશく新し
いߴղ像度ηンサーにより、Ϣーβーの視線をݕ஌
し઀続した P$ のૢ࡞が視線で行えるようになるσ
バイスで、大き͞はわͣか 20DN ʷ 1�9DN ʷ 1�9DN
である 1
。ಉ༷の視線ೖ力式のҙࢥ఻ୡ૷ஔとして
ϚイトϏー P10 といͬた෱ࢱ機器もࡏݱ発ച͞れ
ているのͩが、ֹۚ的におよͦ 140 ສԁとඇৗにߴ
ֹの機器となͬており、୭でも؆୯にར༻できるよ
うにはなͬていないݱঢ়がある 2
。ͦ れとൺֱして、
EZFTSBDLFS は�99 と௿Ձ格であり、ૢ࡞したい P$
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に઀続してιϑト΢Σアをى動すれ͹࢖༻できると
いͬた؆ศ͞もある。WFC にはこの૷ஔを༻いて
視線௥੻のみで線画をॻいた例΍ήーϜを行ͬた例
も報告͞れている 3
 。ͦこで、この新しいૢ࡞機器
が࣮஍臨床で患者に࢖えるのではないかと考えた。
　これをͲのように臨床Ԡ༻していくかであるが
EZF TSBDLFS により視線ೖ力を行えることで、ύι
コンೖ力が଎くなりೖ力のストϨスが少なからͣղ
消できること΍、ࡏݱ行えているスイッνを動かす
೑が動かなくなͬた৔合でも、視線ೖ力ができれے
͹コϛュニέーシϣンを継続して取れることが考え
られる。また専門の OT ΍ PT がいなくてもՈ଒で
も、؆୯にઃ定できるՄೳੑがあり、これがਆܦ೉
病患者においても༗ޮで、Ո଒なͲスイッν૷ணを
することがग़ݮԉするਓにとͬてもద合ෛ担をܰࢧ
དྷることも考えられる。
　たͩしこの૷ஔはまͩ臨床Ԡ༻としてはੈքதͲ
こからもશく報告がない。ච者をඃݧ者としてࢼし
てみたが、安શかͭ؆ศでありे分に臨床に༻いる
ことがग़དྷるՄೳੑがあると考えている。これが࣮
༻的なϨϕϧでར༻できれ͹、患者にとͬてࡁܦ的
ෛ担も少なく、਎ମに઀৮しないため、਎ମ的ۤ痛
も少ない。またҙࢥ఻ୡ૷ஔとしてબ୒の෯も޿が
るとਪଌ͞れる。

໨　త

　この新しいૢ࡞機器 EZFTSBDLFS がͲのఔ度、࣮
஍臨床で患者に࢖えるものであるかのධՁを࣮ࢪ
することである。今ճ、EZFTSBDLFS を ALS 患者 2
名にࢼ༻し༗༻ੑをݕ౼したので報告する。

ํ　๏

　ର৅者は ALS にてҙࢥ఻ୡ૷ஔを࢖༻している
60 ୅ঁੑࡀ 2 名で、྆者とも A%L શհॿ、ӈ଍ؔ
અఈ۶にてۭ気ѹスイッνをૢ࡞している。
機器は༺࢖　 EZFTSBDLFS（EZF TSJCF 社੡ 
、σΟッ
ϓスϙンジηンサ、EZFTSBDLFS ༻専༻ιϑト΢Σ
アと HFBSUZLBEEFS をインストーϧした P$（OS�
WJOEPXT7
 である。ঘ、ࡏݱは開発者༻になͬて
いるため、ఏ͞ڙれているιϑトのみではϚ΢スϙ
インタの動きのみしかग़དྷないため、クリック࡞業
はผのೖ力が必要である。今ճはͦのクリックೖ力

はσΟッϓスϙンジηンサにて行うこととした。
ઃ定として、#FEڥ؀ のഎ上げ֯度は 15 ʙ 30 、˃アー
Ϝ式 P$ 定۩およͼݻ HFBSUZLBEEFS$% ෇属のϫ
ンタッν୹จೖ力画໘を࢖༻した（ਤ 1）。

　ํ๏はಉ一の୹จೖ力（17 จࣈ 
 をطଘのํ๏と
EZFTSBDLFS した。ධՁとしࢪでのํ๏にて࣮༺࢖
ては、1
 ར༻のద൱、2
 
行した࣌間、3ࢼ ೖ力に要
した࣌間、4
 生͡қいϛス w 
動、5࡞ޡ 患者΁のア
ンέート、6
 ໰୊఺と՝୊とした。
　本研究は当院のྙ理ҕ員会のঝ認（ঝ認൪߸ɿ
26-04
 をಘた上で、ର৅者にରして事લに研究झࢫ
にͭいてे分にઆ໌した後、ॻ໘でのಉҙをಘて࣮
。したࢪ

݁　Ռ

1）྆ 者ともར༻Մೳであͬた。
2）A 氏は 30 分ఔ度、# 氏は１ि間に１度 30 分ఔ度
　を 2 ϲ月ఔ度࣮ࢪ。
3）A 氏はطଘ 2 分 23 ඵ（ޡೖ力 1 ճ 
、EZFTSBDLFS 
　58 ඵ（ޡೖ力 0 ճ 
、# 氏はطଘ 4 分 32 ඵ（ޡ
　ೖ力 5 ճ 
、EZFTSBDLFS 2 分 45 ඵ（ޡೖ力 2 ճ 

　であͬた。
4） P$ と EZF TSBDLFS と目とのҐஔؔ܎が೉しく、
　Ϛ΢スϙインタのೖ力৔所がएׯズϨることによ
　りਖ਼確なೖ力が೉しい。
5）ຬ଍度は A 氏が 10 ఺த 10 ఺、# 氏が 10 ఺த 7
　఺であͬた（ৄしくはද 1 をࢀর）。
6）A 氏は安定してૢ࡞できたが、# 氏はࠔ೉であͬ
　た。ドϥイバーなͲのະ੔備のためもありڥ؀ઃ

視線ೖ力૷ஔ TIF EZF TSJCF TSBDLFS を༻いたॏ度ো֐者༻ҙࢥ఻ୡ૷ஔのࢼみ
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　定に޻෉を要する

࡯　ߟ

　症例 A ではͻとたͼڥ؀ઃ定がग़དྷ上がれ͹容
қにจষ࡞成Մೳであͬたが、症例 # ではՄೳと
なるまでඇৗに多くの࣌間をඅ΍し、安定ૢ࡞をҡ
持することは容қではなかͬた。EZFTSBDLFS を༻
いて視線に上खに௥ैしてϚ΢スを動かすために
は、EZFTSBDLFS から౤射͞れた੺外線が確࣮にಏ
に当たり൓射が޸ EZFTSBDLFS でとらえられるよう
に、P$ と EZFTSBDLFS と目とのҐஔؔ܎をద切に
ઃ定し、EZFTSBDLFS が視線をしͬかり認ࣝできる
ことが必要不Մܽである。ͦのࡍ、ᛐ྾がڱくಏ޸
に上؟ᛐがۙͮきすぎるようなҐஔؔ܎にઃ定して
しまうと、EZFTSBDLFS が視線ม化を上खく認ࣝग़
དྷないことが多い。よͬて࣌ݱ఺での࠷もよいదԠ
としては、ᛐ྾がे分に開いていてιϑト΢Σアが
して༺࢖を容қにಉ定でき、࿈続で޸球およͼಏ؟

も目のർ࿑感が少ない症例であると考えられる。以
上から、症例をద切にબ΂͹ EZFTSBDLFS はҙࢥ఻
ୡ૷ஔとしてۃめて༗༻であることがࣔ͞れた。ݱ
ਓでϓロάϥϛンάすݸいқくするためには࢖、ࡏ
る必要があるため、開発ٕज़を持ͬたਓࡐが਺多く
ؔわるなら͹、上記のదԠ範ғはより֦大できるՄ
ೳੑもे分にある。
　EZFTSBDLFS は、ҙࢥ఻ୡ૷ஔશମのதでͲのよ
うにҐஔͮけられるであΖうか。ALS におけるҙ
೉͞からみた症ঢ়ਐ行にԠ͡て、Ͳのよࠔ఻ୡのࢥ
うなҙࢥ఻ୡ૷ஔが࢖༻͞れているかのมભを、大
まかにまとめたのがද 2 である。発ޠがࠔ೉になͬ
てくるにैい、一൪؆қに༻いられるものはจࣈ൫
である。ͦの後、Ϩッπνϟット΍トーΩンάΤイ
ド、఻の心΍ HFBSUZLBEEFS をར༻していくํ๏が

一ൠ的であΖう。ͦして、࢛
౳がશく動かなくװ΍ମࢶ
なͬた৔合でも؟球ӡ動は࢒
ଘし΍すいため、ϚイトϏー
といͬた視線にてೖ力する૷
ஔが࣍બ୒となる。今ճの
EZFTSBDLFS は࢛ࢶ΍ମװ౳
でのスイッνૢ࡞がՄೳなஈ
֊から、ϚイトϏーಉ༷の࢖
༻がՄೳではないかと期଴͞
れる。

　ʮॏ度ো֐者༻ҙࢥ఻ୡ૷ஔʯಋೖΨイドϥイン 
ʙެਖ਼・ద切な൑定のためにʙ ʲ平成 24-25 年度
վ定൛ʳ4
 によれ͹、ೖ力ํ式のҧいから、ҙࢥ఻
ୡ૷ஔは大きく 3 種ྨに分ྨ͞れている。一ͭ目は

ʮจࣈ౳૸ࠪೖ力ํ式ʯ（ҙࢥ఻ୡ機ೳを༗するιϑ
ト΢Σアが૊みࠐまれた専༻機器）、ೋͭ目はʮ生
ମݱ৅ํ式ʯ（生ମ৴߸のݕग़૷ஔとղੳ૷ஔにて
構成͞れるもの）、ͭࡾ目はʮͦのଞのํ式ʯであ
る。EZFTSBDLFS がͲこに分ྨできるかを考えてみ
ると、この分ྨํ๏では当てቕりにくい。あえてͲ
こかに分ྨするとすれ͹ʮͦのଞのํ式ʯになる
が、ここに分ྨ͞れているものはいͣれも૷ஔとス
イッνが一ମܕとなͬたものであり EZFTSBDLFS と
は大きなࠩがある。ͦこで分ྨの؍఺を大きくมえ
て、ʮ生ମ৴߸をݕग़するためのԿらかの૷ஔを૷
ணすることが必要か൱かʯという؍఺から分ྨする

༝　୩　　ਔ
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と、਎ମ΁の઀৮ܕとඇ઀৮ܕに
大きく分けることができるであΖ
う（この؍఺はՈ଒΍ࢧԉ者が࢖
い΍すいかͲうかをॏ視した視఺
であるともいえる）。EZFTSBDLFS
は患者に௚઀Կらかのϐックアッ
ϓ૷ஔを૷ணすることなく視線を
஌ग़དྷる૷ஔであるためʮඇ઀ݕ
৮ܕʯであり、ͦのதでもԿをೖ
力とするか、という؍఺からʮ視
線ೖ力ํ式ʯとする分ྨがଥ当な
のではないか。これまでʮͦのଞ
のํ式ʯに分ྨ͞れていたϚイト
Ϗーもこのඇ઀৮ܕ視線ೖ力ํ
式のதに分ྨするのがଥ当であΖ
う。またඇ઀৮ܕとしてผのものではあるが、ήー
Ϝ༻に動ݕ࡞ग़を行う目的で開発͞れた KJOFDU と
いうϋード΢Σアに؟球ӡ動をݕग़ͤ͞、શく新
しいΤアスイッνとして࢖うためのιϑト΢Σア

（OAK
 の開発がਐめられている 5）。このシスςϜ
もιϑト΢Σアをインストーϧした P$ に KJOFDU
を઀続するͩけで؆ศに࢖えるようになͬているが
上記Ψイドϥインの分ྨにはؚまれていない新しい
機器である。こちらは EZFTSBDLFS とಉ༷にඇ઀৮
であるが、ೖ力はܕ EZFTSBDLFS と異なͬており、

ʮ動ݕ࡞ग़ํ式ʯと呼Ϳ΂きであΖう。このように
ٕज़のਐาとڞに、਎ମ઀৮ܕからඇ઀৮ܕ΁、૷
ஔ一ମܕから P$ およͼιϑト΢Σアをબ୒する൚
してݱいものがग़޿といͬた؆қでԠ༻範ғがܕ༺
きていると考えられる。一ൠ࿦としては、生ମ৴߸
のϐックアッϓを૷ணする必要のないඇ઀৮ܕの΄
うが؆қであるために、Ո଒΍ࢧԉ者なͲ༷ʑな
ํʑにとͬて૷ண΍ઃ定がし΍すいものに࢓上げら
れるՄೳੑをൿめており、EZFTSBDLFS はま͞にͦ
のようなҐஔͮけにある機器であΖう。よͬて、こ
こでは EZFTSBDLFS は਎ମඇ઀৮ܕの視線ೖ力ํ式
として分ྨすることをఏҊする（ද 3）。

݁　࿦

　EZFTSBDLFS により視線ೖ力をՄೳにすること
で、ߋなる症ঢ়のਐ行にもରԠग़དྷるՄೳੑが޿が
り、コϛュニέーシϣンの継続が期଴できる。よͬ

て EZFTSBDLFS は、臨床での࢖༻に༗༻であるՄೳੑ
がࣔ͞れた。今後症例਺を૿΍しઃ定๏΍࢖༻࣌期な
ͲをؚめたదԠのৄࡉをݕ౼していく必要がある。
　また、ʮॏ度ো֐者༻ҙࢥ఻ୡ૷ஔʯಋೖΨイド
ϥインを元にこの機器をؚめた新しいҙࢥ఻ୡ૷ஔ
の分ྨをఏҊした。

"DLOPXMFEHFNFOUT

1）この研究にؔわるརӹ૬൓はない。
2）本࿦จの要ࢫは第 68 ճ国立病院総合医学会 
　（H26/11/15
 ԣ浜 
 で発දした。
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　ʙެਖ਼・ద切な൑定のためにʙ ʲ平成 24-25 年
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φϒύΫϦλΩηϧɺΧϧϘϓϥνϯซ༻ྍ๏ޙʹ
֎Պ੾আΛͨͬߦਐߦഏ؞ͷ �ྫ

国立沖縄医誌　35 巻
J� NBU� OLJ� HPT� 7PM�35

国立病院機構沖縄病院外科、ಉ内科 �
河崎英範、大湾ࢠۈ �、平良ঘ޿、古ݎஐଇ、伊஍ོ੖、ࢤٱ一࿕、᰸平名஌࢙、石川ਗ਼࢘、川畑　勉

WFFLMZ OBC-PBDMJUBYFM $PNCJOBUJPO XJUI $BSCPQMBUJPO GPMMPXFE CZ SVSHFSZ 
GPS TXP PBUJFOUT XJUI AEWBODFE LVOH $BODFS

HJEFOPSJ KBXBTBLJ
 ITPLP OIXBO�
 NBPIJSP TBJSB
 TPNPOPSJ FVSVHFO
 TBLBIBSV IDIJ
 
KB[VBLJ KVTIJ
 TPNPGVNJ :PIFOB
 KJZPTIJ ITIJLBXB
 TTVUPNV KBXBCBUB�

%FQBSUNFOU PG SVSHFSZ BOE RFTQJSBUPSZ .FEJDJOF�

NBUJPOBM HPTQJUBM OSHBOJ[BUJPO OLJOBXB NBUJPOBM HPTQJUBM

"#453"$5
 NBC-QBDMJUBYFM 	OBC-PT9
 XBT BQQSPWFE GPS UIF USFBUNFOU PG OPO-TNBMM DFMM MVOH DBODFS JO FFCSVBSZ 2013 JO JBQBO� TIF 
F⒎FDUJWFOFTT PG OBC-QBDMJUBYFM JO DPNCJOBUJPO XJUI DBSCPQMBUJO GPS UIF USFBUNFOU PG BEWBODFE PS SFDVSSFOU MVOH DBODFS 
XBT SFQPSUFE� WF SFQPSU IFSF UXP DBTFT PG BEWBODFE MVOH DBODFS UIBU XFSF USFBUFE XJUI B DPNCJOBUJPO PG OBC-PT9 BOE 
$#%$A
 GPMMPXFE CZ TVSHFSZ� $ASE 1� A 54-ZFBS-PME NBO� HF XBT EJBHOPTFE XJUI MVOH BEFOPDBSDJOPNB
 DT3N2.0 SUBHF 
IIIA� HF SFDFJWFE UXP DPVSTFT PG UIF OBC-PT9 / $#%$A UIFSBQZ� AT BEWFSTF FWFOUT
 IF EFWFMPQFE HSBEF 2 OFVUSPQFOJB
 
FNFTJT BOE IBJS MPTT� AGUFS DIFNPUIFSBQZ
 BMUIPVHI UIF MVOH UVNPS TJ[F XBT TMJHIUMZ SFEVDFE
 SFTQPOTF UP DIFNPUIFSBQZ 
XBT EFUFSNJOFE P% EVF UP DFSFCFMMBS NFUBTUBTJT� WF QFSGPSNFE R0 SFTFDUJPO PG UIF QSJNBSZ MFTJPO XJUI WFTTFM QMBTUZ
 
BOE HBNNB LOJGF GPS CSBJO NFUBTUBTJT� PBUIPMPHJDBM EJBHOPTJT XBT QPPSMZ EJ⒎FSFOUJBUFE BEFOPDBSDJOPNB
 QT3N2.1 SUBHF 
I7
 BOE UIF IJTUPMPHJDBM USFBUNFOU F⒎FDU XBT EF1B� HF JT BMJWF XJUI OP SFDVSSFODF GPS 20 NPOUIT BGUFS PQFSBUJPO� 
$ASE 2� A 58-ZFBS-PME XPNBO� SIF XBT EJBHOPTFE XJUI MVOH TRVBNPVT DFMM DBSDJOPNB
 DT3N2.0 SUBHF IIIA� SIF SF-
DFJWFE UXP DPVSTFT PG UIF OBC-PT9 / $#%$A UIFSBQZ� AT BEWFSTF FWFOUT
 TIF EFWFMPQFE HSBEF 3 OFVUSPQFOJB
 HSBEF 2 
FNFTJT BOE IBJS MPTT� AGUFS DIFNPUIFSBQZ
 MVOH UVNPS TJ[F XBT NBSLFEMZ SFEVDFE
 BOE UIF SFTQPOTF UP DIFNPUIFSBQZ 
XBT EFUFSNJOFE BT PR� WF QFSGPSNFE R0 SFTFDUJPO PG UIF QSJNBSZ MFTJPO XJUI TMFFWF VQQFS MPCFDUPNZ� PBUIPMPHJDBM EJBH-
OPTJT XBT QPPSMZ EJ⒎FSFOUJBUFE TRVBNPVT DFMM DBSDJOPNB
 QT0N2.0 SUBHF IIIA
 BOE UIF IJTUPMPHJDBM USFBUNFOU F⒎FDU XBT 
EF2� SIF JT BMJWF XJUI OP SFDVSSFODF GPS 12NPOUIT BGUFS PQFSBUJPO�

ཁ　　ࢫ

　φϒύクリタΩηϧ（OBC-PT9
 （アϒϥΩサン �）は、本๜では 2013 年 2 月にඇখࡉ๔肺がΜにରしঝ認͞れ、ਐ行

発肺癌にରする༗ޮੑが報告͞れている。今ճ、OBC-PT9࠶$#%$A ซ༻療๏後に、खज़を行ͬた症例をݧܦしたので報
告する。 症例 1 は 54 肺上༿のથ癌、DT3N2.0 SUBHFIIIAࠨ。உੑ、ࡀ にରし、OBC-PT9�$#%$A 療๏を 2 コース行ͬた。
༗֐事৅は (SBEF	(
2 の޷த球ݮ少、ѱ心、୤ໟを認めた。化療後、肺ӄӨはܰ度ॖখしたが、খ೴に 6NN のసҠを認
め P% と൑断した。肺動຺ܗ成を൐うࠨ肺上༿切আ、ॎִリンύઅֲਗ਼を行い、病理は௿分化થ癌、QT3N2.1 SUBHFI7、
૊৫学的治療ޮՌは EF1B であͬた。ज़後খ೴సҠにରしΨンϚφイϑ治療を行い、ज़後 20 ϱ月無࠶発生ଘதである。 
症例 2 は 58 ӈ肺Լ༿のፏ平上ൽ癌、DT2CN2.0 SUBHFIIIA。ੑঁ、ࡀ にରし、OBC-PT9�$#%$A 療๏を 2 コース行ͬた。
༗֐事৅は (2 の޷த球ݮ少、݇ଵ感、୤ໟ。画像ධՁは原発૥、リンύઅとも著໌にॖখし、PR と൑断した。खज़はӈ
肺தԼ༿֦大スリーϒ切আ、リンύઅֲਗ਼を行ͬた。病理はፏ平上ൽ癌、QT0N2.0 SUBHFIIIA、૊৫学的治療ޮՌは EF2
で、ज़後 12 ϱ月無࠶発生ଘதである。
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͸͡Ίʹ

　φϒύクリタΩηϧ（OBC-PT9
 はアϧϒϛン݁
合ܕのύクリタΩηϧのφϊཻࢠ੡ࡎで、ք໘活ੑ
ͼアϧコーϧの༹ഔを必要とͤͣ、ͦれによりٴࡎ
ಟੑがܰ͞ݮれ、༗ޮੑが報告͞れているが 1
、प
ज़期౤༩の༗ޮੑ、安શੑは໌らかではない。今ճ
OBC-PT9�$#%$A 療๏後に外科切আとなͬたਐ行
ඇখࡉ๔肺癌 2 症例をݧܦした。臨床およͼ૊৫学
的ޮՌ、༗֐事৅をؚめ報告する。

঱　ྫ

঱　ྫ �ɿ54 。உੑ、ࡀ
ओ　ૌɿݞࠨ痛、֏ᅉ。
٤Ԏྺɿ20 。麻ᙺࣇԟྺɿখط 本 Y34 年 
පྺɿ2013ݱ 年１月、ݞࠨ痛と֏ᅉがありۙ医を
受診。ࠨ上肺野にजᚅӨをࢦఠ͞れ当院΁঺հと
なͬた。
਎ମॴݟɿ਎長 151DN、ମॏ 49LH、ମԹ 36�6 度、
݂ѹ 126/90NNHH、຺ഥ 80/ 分੔、SQO2 98�。心

φϒύクリタΩηϧ、ΧϧϘϓϥνンซ༻療๏後に外科切আを行ͬたਐ行肺癌の 2 例

'JH��"ɿ���� ೥ �݄�ॳ਍࣌ 'JH��#ɿ���� ೥ �݄�Խֶྍ๏ޙ

'JH��"ɿڳ෦$5ɺॳ਍࣌�

'JH��#ɿڳ෦$5���಄෦.3*ɺԽֶྍ๏ޙ
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Ի、呼吸Իに異ৗなし。දࡏリンύઅは৮஌ͤͣ。
を認ݶは外స・外ટ、内స・内ટのܰ度Մ動੍ݞࠨ
め、.RI 。અपғԌと診断したؔݞࠨの݁Ռࠪݕ
݂ӷࠪݕॴݟ（異ৗ஋のみ）ɿ
L%H�522IU/　L$RP�2�29NH/EM　$EA�245�9OH/
NM　$:FRA�16�15OH/NM 
ը૾ॴݟɿڳ部Ϩントήンではࠨ上肺野に 8DN 大
のजᚅӨを認めた（FJH�1A
部ڳ。 $T ではࠨ肺上
༿に 8DN、ॆ࣮ੑのजᙾを認め、ॎִリンύઅが
ज大していた（FJH�2A
。気管ࢧ鏡ࠪݕでは気管ࢧ
内ߢに異ৗを認めͣ、ࠨ上༿気管ࢧより生ݕした。

ੜݕඪຊͷප理ॴݟɿ࠾取૊৫は線ҡੑ間࣭内に
シートঢ়๔૥をܗ成し、管ߢ構଄をఄする異ࡉܕ
๔を認め、໔Ӹછ৭では TTF-1 ཅੑ、Q63 ӄੑ、
$K5/6 ӄੑ、$%56 ӄੑで、௿分化થ癌と診断した

（FJH�3A
。 
シンν、಄部ࠎ　 .RI でԕִసҠは認めͣ DT3N2.0 
SUBHFIIIA と診断した。PT9（180NHN2）$#%$A

（AU$5
 療๏を行ͬたが、຤ধਆܦো֐ 	(SBEF2
、
ͦれに൐う不຾がڧく、またजᙾܘは不มで $EA
஋は 245OH/NM から 418OH/NM ΁上ঢしたため、2
コース以߱は PT9 から OBC-PT9 にมߋし、OBC-
PT9 （100NH/N2

 $#%$A（AU$5
 療๏を 2 コー
ス行ͬた。化学療๏の༗֐事৅は (SBEF	(
2 த球޷

少、ѱ心、୤ໟであͬた（TBCMF1ݮ。
　化学療๏のޮՌとͦの後のํ਑ɿڳ部 $T では、
जᙾܘは 14�ॖখしたが、খ೴に 6NN のసҠを
認め P% と൑断した（FJH�1#
 2#
。また $EA ஋は
418OH/NM から 672OH/NM ΁上ঢした。ଞଁ器にԕ
ִసҠはなく、患者・Ո଒΁े分આ໌の上、原発૥
は外科切আ、೴సҠはΨンϚφイϑ治療のํ਑とな

り、2013 年 6 月にखज़を行ͬた。जᙾはࠨ肺動຺
上༿ࢬ分ذまでਐ展し、肺動຺ܗ成を൐うࠨ肺上༿
切আ、リンύઅֲਗ਼を行ͬた。ज़後 17 日目にখ೴
సҠにରしΨンϚφイϑ治療を行ͬた。
　切আඪ本の病理所ݟでは、जᙾのத心部にյࢮを
認めるが、2/3 以上にजᙾの࢒ଘを認め、૊৫学的
治療ޮՌは EF1B と൑断͞れた（FJH3�#
。病理病期
は QT3N2.1 SUBHFI7 と診断した。
　ज़後 1 年 8 ϱ月無࠶発生ଘதである。

঱　ྫ �ɿ58 。ੑঁ、ࡀ
ओ　ૌɿ֏ᅉ。
٤Ԏྺɿ20　。ԟྺɿಛ記事߲なしط 本 Y32 年 
පྺɿ2013ݱ 年຤より֏ᅉ持続。ۙ医でӈԼ肺野
の異ৗӨをࢦఠ͞れ肺Ԍと診断͞れ߅生ࡎを౤༩͞
れたがӄӨにม化はなく気管ࢧ鏡Լ生ݕが行われ、
ፏ平上ൽ癌と診断͞れ当院΁঺հとなͬた。
ॳ਍࣌ݱ঱ɿ ਎ 長 154DN、 ମ ॏɿ54�6LH、 ݂ ѹ

河　崎　英　範

'JH��"ɿ૊৫ɺੜݕඪຊ 'JH��#ɿ૊৫ɺ੾আඪຊ

5BCMF�　঱ྫ �ͷྟচܦա
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105/71　຺ɿ91/ 分　SQO2ɿ98�　　ମԹɿ36�0 度 
݂ӷࠪݕॴݟ（ 異 ৗ ஋ の み ）ɿ$RP�2�3NH/EM、
$EA�4�4H/NM、$:FRA�9�9OH/NM 
ը૾ॴݟɿڳ部Ϩントήンではӈ肺Լ༿に 9DN のज
ᚅを認めた（FJH�4A
部ڳ。 $T では、த間װ気管ࢧ
຤ধのࡥڱとӈ肺Լ肺に内部௿ೱ度の不੔ӄӨを認
め、肺門、ॎִリンύઅज大を認めた（FJH5�A
。気
管ࢧ鏡ࠪݕでは、ӈ 2OE $BSJOB の発੺、ුज、ಷ֯
化とத間װのजᙾによる不੔ࡥڱを認めた（FJH�
。
　ଞଁ器にసҠはなく、DT2CN2.0 SUBHFIIIA と診
断し、OBCPT9150NH E1�8�15
 $#%$A600NH E1 を
２コースࢪ行した。༗֐事৅は１コース目の EBZ22
に (3 の޷த球ݮ少と、1 コース、2 コース後に (2
の݇ଵ感、ے೑、ؔઅ痛、୤ໟを認めた。画像ධՁ
は原発૥はॖখۭಎ化し、リンύઅも著໌にॖখ

（PR）した（FJH�5#
。
　気管ࢧ鏡ࠪݕでは、気管ࢧ内जᙾは΄΅消ୀし、
ӈத間װ気管ࢧの࠶開௨を認めた。
　௥Ճ治療として放射線治療とखज़を本ਓ、Ո଒
΁ఏࣔし、खज़のํ਑となり、2014 年̐月にखज़、
ӈ肺தԼ༿֦大スリーϒ切আ、リンύઅֲਗ਼を行ͬ
た。ज़தにӈओ気管ࢧと上༿気管ࢧ断୺をਝ଎ࠪݕ
΁ఏग़し、ӄੑを確認後、୺ʑ෽合した。
　病理は、ۭಎนにፏ平上ൽがΜの࢒ଘは認めͣ、
線ҡᚄࠟ化し、リンύઅˌ̓の一部のみにजᙾの
Ҩ࢒を認め、治療ޮՌは EG�2（ʙ 3
 と൑断͞れた。
、ऴ病院診断はፏ平上ൽ癌、QT0N2.0 SUBHFIIIA࠷
૊৫学的治療ޮՌは EF2 であͬた。
　ज़後ิॿ化学療๏ （OBCPT9�$#%$A
 3 コース
行し、ज़後ࢪ 1 年無࠶発生ଘதである。

'JH��"ɿ���� ೥ �݄�ॳ਍࣌ 'JH��#ɿ���� ೥ �݄�Խֶྍ๏ޙ

'JH��"ɿڳ෦$5ɺॳ਍࣌ 'JH��#ɿڳ෦$5ɺԽֶྍ๏ޙ
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'JH��"ɿڸࢧ؅ؾ　ॳ਍࣌ 'JH��#ɿԽֶྍ๏ޙ

'JH��"ɿ૊৫ɺੜݕඪຊ 'JH��#ɿ૊৫ɺ੾আඪຊ�

5BCMF�　঱ྫ �ͷྟচܦա

࡯　ߟ

　φϒύクリタΩηϧ（OBC-PT9
 はਓ݂ਗ਼アϧϒ
ϛンとύクリタΩηϧを݁合ͤ͞φϊཻࢠ化ͤ͞た
ύクリタΩηϧ੡ࡎで、ैདྷのύクリタΩηϧの༹
ഔ（ϙリΤΩシϨンώϚシ༉、Τタϊーϧ 
 を࢖༻

ͤͣ、スςロイド、ώスタϛン੡ࡎのલ౤༩は不要
で఺ణ࣌間が୹ॖ͞れる。ਐ行ඇখࡉ๔肺癌をର
৅とした国ڞࡍಉ第ᶙ૬ݧࢼ（$A031 -ɿOBCݧࢼ
PT9/$#%$A WT PT9/$#%$A）で༗ޮੑが確認
͞れ（૗ޭ཰ � OBC-PT9�33� 
 PT9�25� 
 Q�0�005
、
ಛにፏ平上ൽ癌で良޷であͬた（૗ޭ཰ � OBC-
PT9�41� 
 PT9�24� 
 Q�0�001
。また຤ধਆܦো֐
が少なく、認容ੑは良޷であると報告͞れた 1）。
　今ճ、ਐ行肺がΜ 2 例に OBC-PT9
 $#%$A 療๏
を行いखज़を行ͬた症例をݧܦした。 
　症例１は臨床ᶙ A 期の௿分化થ癌で、OBC-PT9
 
$#%$A 療๏による (SBEF3 以上の༗֐事৅はな
く、先行し౤༩した PT9 にൺ΂຤ধਆܦো֐はܰ
度であͬた。化学療๏後、原発૥は 14�ॖখした
が、খ೴సҠを認めޮՌは P% であͬた。一ൠにᶚ
期ඇখࡉ๔肺癌はखज़దԠとならないが本症例は
PS 良޷であり、またݽ立ੑ೴సҠをہ所コントロー
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ϧՄೳであれ͹、原発૥切আにより長期生ଘする報
告もあり 2�3）、病ঢ়આ໌を行ͬたうえでखज़のํ਑
となͬた。݂管・気管ܗࢧ成を൐う、ࠨ上༿切আを
行ͬたがज़後ܦաは良޷で、ज़後 1 年 6 ϱ月無࠶発
生ଘதである。症例２は臨床ᶙ A 期のத਻ਐ展の
ፏ平上ൽ癌。OBC-PT9
 $#%$A 療๏の༗֐事৅は、
(SBEF3 は 1 コース後の一աੑの޷த球ݮ少のみで
あͬた。ޮՌは画像、૊৫学的にも著ޮした。ӈத
Լ֦大スリーϒ切আを行い、ज़後ิॿ化学療๏と
して OBC-PT9
 $#%$A 療๏を 3 コース行い、ज़後
10 ϱ月無࠶発生ଘதである。
　肺癌のಋೖ化学療๏は 90 年୅に２ͭのൺֱݧࢼ
で༗ޮੑが報告͞れた 4�5）が、いͣれも症例਺が少
なく、ͦの後の臨床ݧࢼで༗ޮੑを௥認͞れていな
い。࣌ݱ఺で࣮஍臨床でਪ঑͞れるඪ४的なಋೖ化
学療๏のϨジメンはないが、切আ不ೳ、࠶発ඇখࡉ
๔癌で༗༻ੑが報告͞れた化学療๏Ϩジメンを༻い
ることが多い 6-8）。
　NBC-PT9/$#%$A ซ༻療๏は、࣌ݱ఺でपज़期
౤༩は認められていないが、ޮՌが期଴͞れಟੑも
ܰ度で今後、पज़期化学療๏のϨジメީิになると
、がありੑݥةするࡏにજࡎわれる。しかし݂ӷ੡ࢥ
पज़期の症例બ୒にͭいては৻ॏに൑断する必要が
あり、臨床ݧࢼ、症例のੵみॏͶで新たな஌ݟの集
ੵが必要とࢥわれる。

ݙจߟࢀ

1）SPDJOTLJ .A
 #POEBSFOLP I
 KBSBTFWB NA
 FU BM� 
WFFLMZ OBC-QBDMJUBYFM JO DPNCJOBUJPO XJUI DBSCP-
QMBUJO WFSTVT TPMWFOU-CBTFE QBDMJUBYFM QMVT DBS-
CPQMBUJO BT GJSTU-MJOF UIFSBQZ JO QBUJFOUT XJUI 
BEWBODFE OPO-TNBMM-DFMM MVOH DBODFS� GJOBM SF
TVMUT PG B QIBTF III USJBM� J $MJO OODPM� 2012 

　�30	17
�2055-62�
2）$PMMBVE S
 SUBIFM R
 IODJ I
 FU BM� SVSWJWBM PG QB

UJFOUT USFBUFE TVSHJDBMMZ GPS TZODISPOPVT TJOHMF-

PSHBO NFUBTUBUJD NS$L$ BOE BEWBODFE QBUIP-
MPHJD TN TUBHF� LVOH $BODFS� 2012 �78	3
�234-8�

3）.PSEBOU P
 ASBNF A
 %F %PNJOJDJT F
 FU BM� 
WIJDI NFUBTUBTJT NBOBHFNFOU BMMPXT MPOH-UFSN 
TVSWJWBM PG TZODISPOPVT TPMJUBSZ .1C OPO-TNBMM 
DFMM MVOH DBODFS  EVS J $BSEJPUIPSBD SVSH� 2012 
�41	3
�617-22�

4）RPTFMM R
 (ÓNF[-$PEJOB J
 $BNQT $
 FU BM� A SBO
EPNJ[FE USJBM DPNQBSJOH QSFPQFSBUJWF DIFNPUI
FS-BQZ QMVT TVSHFSZ XJUI TVSHFSZ BMPOF JO QBUJFOUT 
XJUI OPO-TNBMM-DFMM MVOH DBODFS� N EOHM J .FE� 
1994�330	3
�153-8�

5）RPUI JA
 FPTTFMMB F
 KPNBLJ R
 FU BM� A SBOEPN
J[FE USJBM DPNQBSJOH QFSJPQFSBUJWF DIFNPUIFSBQZ 

　BOE TVSHFSZ XJUI TVSHFSZ BMPOF JO SFTFDUBCMF 
TUBHF IIIA OPO-TNBMM-DFMM MVOH DBODFS� J NBUM $BO-
DFS IOTU� 1994�86	9
�673-80�

6）%FQJFSSF A
 .JMMFSPO #
 .PSP-SJCJMPU %
 FU BM� 
FSFODI TIPSBDJD $PPQFSBUJWF (SPVQ� PSFPQFSB-
UJWF DIFNPUIFSBQZ GPMMPXFE CZ TVSHFSZ DPNQBSFE 
XJUI QSJNBSZ TVSHFSZ JO SFTFDUBCMF TUBHF I 	FY-
DFQU T1N0

 II
 BOE IIIB OPO-TNBMM-DFMM MVOH DBO-
DFS� J $MJO OODPM� 2002�20	1
�247-53�

7）NBHBJ K
 TTVDIJZB R
 .PSJ T
 FU BM� LVOH $BODFS 
SVSHJDBM SUVEZ (SPVQ PG UIF JBQBO $MJOJDBM OODPM-
PHZ (SPVQ� A SBOEPNJ[FE USJBM DPNQBSJOH JOEVD-

　UJPO DIFNPUIFSBQZ GPMMPXFE CZ TVSHFSZ XJUI 
TVSHFSZ BMPOF GPS QBUJFOUT XJUI TUBHF IIIA N2 
OPO-TNBMM DFMM MVOH DBODFS 	J$O( 9209
� J TIPSBD 
$BSEJPWBTD SVSH� 2003 �125	2
�254-60�

8）LW $
 .B :
 WV N
 FU BM� A SFUSPTQFDUJWF TUVEZ� 
QMBUJOVN-CBTFE JOEVDUJPO DIFNPUIFSBQZ DPN-
CJOFE XJUI HFNDJUBCJOF PS QBDMJUBYFM GPS TUBHF 
II#-IIIA DFOUSBM OPO-TNBMM-DFMM MVOH DBODFS� WPSME 
J SVSH OODPM� 2013�11�76-87�
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਍அʹྀۤͨ͠ഏ์ઢە঱ͷ̍ྫ

国立沖縄医誌　35 巻
J� NBU� OLJ� HPT� 7PM�35

国立病院機構沖縄病院　外科
伊஍ོ੖、平良ঘ޿、古ݎஐଇ、ࢤٱ一࿕ 
 ᰸平名஌࢙、河崎英範、石川ਗ਼࢘、川畑　勉

PVMNPOBSZ BDUJOPNZDPTJT XJUI EJ⒏DVMUZ PG QSF-UIFSBQFVUJD EJBHOPTJT�  SFQPSU PG B DBTF

NBUJPOBM HPTQJUBM OSHBOJ[BUJPO OLJOBXB NBUJPOBM HPTQJUBM
%FQBSUNFOU PG SVSHFSZ

TBLBIBSV IDIJ
 NBPIJSP TBJSB
 TPNPOPSJ FVSVHFO
 KB[VBLJ KVTIJ
 TPNPGVNJ :PIFOB
 
HJEFOPSJ KBXBTBLJ
 KJZPTIJ ITIJLBXB BOE TTVUPNV KBXBCBUB

"#453"$5
　A 40-ZFBS-PME NBMF WJTJUFE PVS IPTQJUBM UP UIF DIJFG DPNQMBJOU JO UIF DPVHI GSPN POF NPOUI CFGPSF� HF XBT QPJOUFE PVU 
UIF BCOPSNBM TIBEPX PG B QMBJO DIFTU Y-SBZ CZ UIF NFEJDBM FYBNJOBUJPO CFGPSF 6 NPOUIT BHP� A DPOUSBTUFE-FOIBODFE 
DIFTU $T TIPXFE 5 DN-MBSHF UVNPS XJUI B DBWJUZ BU UIF VQQFS MPCF PG UIF MFGU MVOH� TIF MBCPSBUPSZ EBUB SFWFBMFE OP BC-
OPSNBMJUZ� $T-(VJEFE PFSDVUBOFPVT NFFEMF MVOH CJPQTZ XBT QFSGPSNFE
 CVU OP EFpOJUJWF EJBHOPTJT PG DBODFS XBT NBEF� 
HPXFWFS
 LVOH UVNPS XBT JODSFBTFE JO 6 NPOUIT� TIFSFGPSF
 NBMJHOBODZ XBT TUSPOHMZ TVTQFDUFE
 LFGU MPXFS MPCFDUPNZ 
XBT QFSGPSNFE� TIF NJDSPTDPQJD pOEJOHT JO UIF UJTTVF GSPN UIF SFTFDUFE MPCF TIPXFE CSBODIJOH pMBNFOUPVT CBDUFSJB
 
BOE QVMNPOBSZ BDUJOPNZDPTJT XBT EJBHOPTFE� TIF QBUJFOU IBT CFFO XFMM XJUIPVU BOZ DPNQMBJOUT PS SFDVSSFODF PG BDUJOP-
NZDPTJT GPS 6 NPOUIT BGUFS TVSHFSZ�

KFZ XPSET� QVMNPOBSZ BDUJOPNZDPTJT
 MVOH DBODFS
 LVOH MPCFDUPNZ

ཁ　ࢫ
　40 部଄Өڳ。ఠ͞れていたが൒年放ஔしていたࢦ部異ৗӄӨをڳ診にてݕ୅உੑが֏ᅉをओૌにདྷ院。市ொଜࡀ $T で
はࠨ肺上༿に 5DN 大のۭಎを൐うजᚅੑ病มを認めた。जᙾϚーΧーの上ঢは無く、ᄰᙹࡉ๔診ではӄੑであͬたため
$T ΨイドԼ肺生ࠪݕを行ͬたが異ࡉܕ๔は認められͣ確定診断にはࢸらなかͬた。病มはॳճ発࣌ݟの画像とൺֱして
໌らかに૿大޲܏であͬたため、ѱੑのՄೳੑをڧくٙう診断となり、ॳ診より 1 ϲ月後にखज़（ࠨ肺上༿切আज़ � リン
ύઅֲਗ਼）を行ͬた。切আඪ本はۭಎ内にփന৭の೪ੑ෺࣭をؚ༗する病มであͬたが、病理所ݟではѱੑࡉ๔は認めら
れͣ、जᙾ内ߢのյࢮ෺࣭のݕ鏡にて放線ەを確認したため、肺放線ە症の診断となͬた。ज़後はಛ記す΂き合ซ症のग़
なく、患者はज़後ݱ 21 日目にܰշୀ院となͬた。肺放線ە症が肺༿内にۭಎܗ成するܗଶをとる৔合、ѱੑजᙾとのؑผ
が೉しく、外科खज़による確定診断となͬた。

Ωーϫードɿ肺放線ە症、肺癌、肺༿切আज़

͸͡Ίʹ

　肺放線ە症は放線ەによͬて引きىこ͞れるຫੑ
化೵ੑ೑ժजੑ疾患である。放線ە症は、ओにإ໘
ᰍ部、ڳ部、ෲ部に認められ、ڳ部ܕはશମの 10
ʙ 20ˋ と͞れている。
　今ճ我ʑはज़લ病理診断でѱੑを൱定できなかͬ
たため肺癌に४͡たखज़をࢪ行し、切আඪ本により
肺放線ە症と診断した1 例をݧܦしたので報告する。

঱　ྫɿ40 ୅உੑࡀ
ओ　ૌɿ֏ᅉ
ԟྺɿಛ記事߲なしط
部異ৗӄӨをڳ診にてݕපྺɿ当院受診൒年લにݱ
事のため放ஔ࢓れていたがࣔ͞ࢦఠ͞れ、ਫ਼ࠪをࢦ
していた。当院受診の約 1 か月લより֏ᅉग़ݱ。市
ൢༀを内෰してܦաを࡯؍していたが症ঢ়վળしな
いため当院を受診した。
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。ԟྺ・Ո଒ྺɿಛ記事߲なしط
٤Ԏྺɿなし。
ೖ Ӄ ࣌ ݱ ঱ɿ ਎ 長 170DN、 ମ ॏ 58 LH、 ମ Թ
36�4ˆ、຺ഥ 68/ 分・੔、݂ѹ 110/60 NNHH。ද
上肺ࠨ部ௌ診上ڳ。リンύઅは৮஌͞れなかͬたࡏ
野で呼吸Իのݮऑを認めた。口ߢ内はうࣃは認めら
れなかͬた。
ೖӃ࣌ࠪݕॴݟɿ݂ӷࠪݕでは $RP が 2�27 NH/EM
とԌ症所ݟがみられた以外は異ৗなし。जᙾϚー
Χーである $EA・$A19-9 はともにਖ਼ৗ範ғであͬ
た（TBCMF 1）。ೖ院後のᄰᙹࠪݕではৗەࡏのみで
છ৭ではΨϑΩーەࢎ߅ ๔診もӄੑであͬࡉ、߸ 0
た。
ೖӃ࣌ڳ෦ 9�ઢࣸਅɿࠨ上肺野にजᚅੑ病มを認

める。൒年લの݈診࣌のϨントήンとൺֱしてजᚅ
は૿大していた（FJH�1）。
肺上༿ࠨɿݟॴࠪݕ෦$5ڳ S3 に内部に௿吸ऩҬ
をؚみลԑはリンάঢ়のڧい଄ӨޮՌがݟられる
50NN 大のजᚅӨを認めた。肺門・ॎִの༗ҙなリ
ンύઅज大は認められなかͬた（FJH� 2）。
ೖӃܦޙաɿೖ院後、気管ࢧ鏡ࠪݕをࢪ行し、
T#L#、ࡲաࡉ๔診、気管ࢧચড়を行ͬた。ەࡉ学
的ࠪݕではەࢎ߅は認められͣ、生ݕݕମの૊৫所
ではリンύ球ਁ५をともなう線ҡੑ૊৫で໌らかݟ
な異ࡉܕ๔は確認できなかͬた。ͦの後、$T Ψイ
ドԼ肺生ݕを行ͬたがಉ༷の病理所ݟであͬた。こ
れまでのࠪݕでは異ࡉܕ๔は確認͞れなかͬたもの
の、൒年લとൺֱして૿大޲܏が確認͞れており肺

診断にྀۤした肺放線ە症の１例

'JH��　ڳ෦Ϩϯτήϯࣸਅʢࠨɿ�ϱ݄લɼӈɿ౰Ӄ֎དྷॳ਍࣌　໼ҹɿजᚅ෦Ґʣ

5BCMF���　ೖӃ࣌ྟচࠪݕॴݟ 'JH��　ڳ෦଄Ө$5ࣸਅʢࠨɿॎִ৚݅ʢಈ຺૬ʣɼ
�������������������������������������ӈɿഏ໺৚݅　໼ҹɿजᚅ෦Ґʣ



− 41 −

癌が൱定できないため外科的切আを行う事となͬ
た。
खज़ॴݟɿࠨ後ଆํ切開、第 5 ࿤間で開ڳした。
肺はࠨ肺上༿पғにܰ度の༊ணを認めた。जᙾはࠨ
S3 をத心としたܘ約 5DN のजᙾでนଆڳບ΁のਁ
५は認められなかͬた。
　೑؟所ݟより肺癌のՄೳੑは൱定できなかͬたた
め、ࠨ上༿切আおよͼࠨ肺門・ॎִリンύઅֲਗ਼ 
を行ͬた。ज़தਝ଎病理のఏग़は行わなかͬた。
੾আඪຊॴݟɿ切আඪ本の೑؟像では、病૥の大き
͞は約 5�0 DN ʷ 4�5 DN ʷ 4�0 DN、৮診上ൺֱ的ߗ
くजᚅを切開したとこΖ、内部には௚ܘ約 1�5 DN 
のۭಎがଘࡏし、ۭಎ内にはփന৭の೵ᙾを認めた

（FJH� 3）。
ප理ֶతॴݟɿۭಎपғ૊৫はඍখ೵ᙾ・リンύᖤ
๔を൐ͬたߴ度なԌ症ੑ೑ժ૊৫ܗ成およͼ線ҡ化
を認め、໌らかなѱੑ所ݟは認めらなかͬた。ۭಎ
内の೵ᙾのࠪݕでは分ࢬするϑΟϥメントঢ়のάϥ

Ϝཅੑᑈەを認め、ऑࢎ߅છ৭にてછ৭͞れないこ
とより ADUJOPNZDFT  TQ�（放線܈ە）と൑定（FJH�4）、
。症の診断となͬたەऴ的に肺放線࠷
ज़ܦޙաɿज़後ܦա良޷で߅生ࡎの௥Ճ౤༩は行わ
ͣ、ज़後 14 日目にୀ院となͬた。ज़後 6 Χ月のݱ
。தである࡯؍աܦ著มなくࡏ

࡯　ߟ

　肺放線ە症は放線ە、ओに ADUJOPNZDFT JTSBFMJJ 
によるຫੑ೑ժजੑԌ症疾患である。放線ەは口ߢ
内およͼ消化管にৗࡏするݏ気ੑ、ඇੑࢎ߅、άϥ
Ϝཅੑᑈەである 1
。臨床症ঢ়、病理所ܗ、ݟଶは
ਅەにྨࣅするが、原࢝֩を༗すること΍ࡉ๔นの
ੑঢ়なͲといͬた生෺学的ಛ௃からەࡉに分ྨ͞れ
ている 2
。放線ە症は಄ᰍ部΍إ໘に多くみられ肺
放線ە症は放線ە症શମの 8 ʙ 20ˋを઎めると͞
れているが、口ߢӴ生の޲上、߅生ࡎのਐาしたۙ
年においてはكな疾患である 3）。発症例のݕ౼では

伊　஍　ོ　੖

'JH��　੾আඪຊॴݟʢࠨɿࠨഏ্༿ɼӈɿजᚅ੾։࣌ʣ

'JH��　ֶەࡉతࠪݕʢࠨɿάϥϜછ৭ɼӈɿऑࢎ߅છ৭ʣ
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ੑผはஉੑରঁੑが 2 ʙ 3 ର 1 とஉੑに多く、޷
発年ྸは 40 ʙ ୅と͞れているࡀ 50 4）。感છܦ࿏に
ؔしてはޡᅞによるܦ気道感છが多いと͞れるが、
݂行ੑ೻種感છのՄೳੑも考えられている 5
ૅج。
疾患としては౶೘病なͲとฒΜで口ߢ内病มが多
い。症ঢ়としては݂ᙹ、֏ᅉ、発೤、ڳ痛、ମॏݮ
少なͲが多いが、佐౻らによるとڳ部異ৗӄӨとし
て発͞ݟれた症例も 83 例த 10 例あり、ಛにۙ年
૿Ճ޲܏にあると͞れている 4）。肺放線ە症の画像
所ݟはजᚅঢ়ӄӨ、ਁ५Ө、ۭಎܗ成なͲ༷ʑでಛ
௃的な所ݟはଘࡏしないがਐ行例でみられるࠎບԌ
像、࿤ࠎのഁյ像、ڳน΁の病มの೾ٴ像なͲは
肺放線ە症にಛ௃的と͞れている 6
。जᚅঢ়ӄӨは
あるఔ度ຫੑ化し೑ժजをܗ成したときに多くみ
られ、肺癌なͲとのؑผが໰୊となると͞れる 7-9）。
またۭಎܗ成は報告 83 例த 13 例にみられている
3）。診断にؔしては、ەմのূ໌、ഓཆಉ定、ಛ௃
的な病理૊৫像のいͣれかによる 2
 が、今ճのݕ౼
症例の༷に、気管ࢧ鏡Լ࠾取ݕମ΍ܦൽ的吸引ݕମ
で診断できる症例は൒਺以Լと͞れ 10
、多くは確定
診断がえられないまま、外科的खज़（7ATS をؚΉ）
により診断しているঢ়گで、ͦの理༝として、খڮ
らは肺放線ە症はຫੑ化೵ੑ೑ժजੑ疾患であるこ
とから、ADUJOPNZDFT 属のەմは病มのਂ部にଘ
、することが多く、पғは೑ժ૊৫でғまれておりࡏ
௨ৗの生ݕ਑では೑ժ૊৫を௨աできͣ、ەմの部
Ґをద切に࠾取できていないためと考࡯している
11
。治療๏としては、߅生ࡎによる治療は一ൠ的に
はペニシリン ( 1 日 1、000 ສʙ 2、000 ສ୯Ґを
3 ʙ 6 Χ月、ͦの後ܦ口ペニシリンを 3 ʙ 6 Χ月と
いͬた長期大ྔ౤༩が必要と͞れていた 2
 が、ڳ
นਁ५΍ڧい線ҡ化をきたしていない早期例では 2
ʙ 3 ि間の߅生ࡎ౤༩でे分とする報告 12
 もあり、
ղは一定ݟおよͼ౤༩期間にͭいてのࡎༀ༺࢖ࡏݱ
していない 11）外科切আ後の治療にͭいても、ज़後
೵ڳの発生報告もありە߅ༀ౤༩をקめるҙݟもあ
るが、今ճの症例は೵ᙾをपғのਖ਼ৗ肺૊৫ごと׬
શ切আग़དྷたため、ࡎە߅౤༩は行ͬていないがज़
後 3 ϱ月での発生は認めていないものの外དྷにて定
期࡯؍を続ける༧定である。
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ज़લධՁʹ#SFBUIJOH�EZOBNJD�.3* Λ༻͍Լ༿ഏ؞ͷ
େಈ຺ਁ५Λ൱ఆͰ͖ͨ �खज़ྫ

国立沖縄医誌　35 巻
J� NBU� OLJ� HPT� 7PM�35

国立病院機構沖縄病院外科、　琉球大学大学院ڳ部心ଁ݂管外科学࠲ߨˎ

古ݎஐଇ、平良ঘ޿、伊஍ོ੖、᰸平名஌࢙、ࢤٱ一࿕、河崎英範、石川ਗ਼࢘、川畑　勉、
佐ʑ໦ߴ৴ˎ、র԰޹෉ˎ、ᅳ޾٢உˎ

"#453"$5
　TIF QBUJFOU XBT 74-ZFBS-PME XPNBO XBT SFGFSSFE UP PVS IPTQJUBM GPS FWBMVBUJPO PG BO BCOPSNBM TIBEPX PO B DIFTU 
SPFOUHFOPHSBN� $IFTU DPNQVUFE UPNPHSBQIZ TIPXFE B 4-DN NBTT JO UIF MFGU MPXFS MPCF� TSBOTCSPODIJBM UVNPS CJPQTZ 
SFWFBMFE BEFOPDBSDJOPNB� TIF UVNPS MPDBUFE BSPVOE UIF EFTDFOEJOH UIPSBDJD BPSUB
 BOE JU XBT TVTQFDUFE JOWBTJPO UP UIF 
BPSUB� IU XBT EFNPOTUSBUFE UIBU OP JOWBTJPO UP UIF BPSUB XBT TIPXFE XJUI GSFF NPWFNFOU PG UIF UVNPS BMPOH UIF BPSUB 
PO CSFBUIJOH EZOBNJD .RI
 JU XBT DBMMFE ʞTMJEJOH TJHOʟ� WF IBE TVTQFDUFE DT2BN0.0 BEFOPDBSDJOPNB
 BOE QFSGPSNFE 
UIF PQFSBUJPO� OO UIF PQFSBUJOH pOEJOHT
 OP UVNPS XBT JOWBEFE UP UIF BPSUB
 BOE XF QFSGPSNFE UIF WJEFP-BTTJTUFE MFGU 
MPXFS MPCFDUPNZ BOE MZNQI OPEF EJTTFDUJPO� PPTUPQFSBUJWF DPVSTF XBT VOFWFOUGVM� #SFBUIJOH EZOBNJD .RI UFDIOJRVF 
XBT VTFGVM GPS FWBMVBUJPO PG BPSUJD JOWBTJPO QSFPQFSBUJWFMZ� 

ཁ　ࢫ
　74 ঁ、ࡀ 部ڳ。ఠ͞れ、લ医受診となͬたࢦ部異ৗӄӨをڳ診でݕ。ੑ $T でࠨ S6 にܘ 4�0 ʷ 3�8 ʷ 3�5DN の݁અӨを認め、
していたため、जᙾの大動຺ਁ५がٙわれࡏでથ癌の診断をಘた。जᙾはԼ行大動຺を取りғΉようにଘݕ肺生ࢧ気管ܦ
た。ͦこで #SFBUIJOH EZOBNJD .RI を༻いてධՁしたとこΖ、जᙾとԼ行大動຺がผʑに動くこと（TMJEJOH TJHO
 が確認
͞れた。このため大動຺ਁ५は൱定的と考え、DT2BN0.0 と൑断しखज़をࢪ行した。ज़த所ݟではजᙾとԼ行大動຺の༊
ணはなく、7ATS Լ༿切আज़ʴࠨ N%2B-2 をࢪ行した。ज़後ܦաはಛに໰୊なく、ࡏݱ外དྷ௨院தである。
ज़લに肺癌大動຺ਁ५を൱定するために、本ࠪݕは༗༻と考える。

͸͡Ίʹ

　肺癌大動຺ਁ५のज़લධՁは、これまでのとこΖ
 ঢ়である。われわれは、#SFBUIJOHݱքがあるのがݶ
EZOBNJD .RI を༻い、Լ༿肺癌の大動຺ਁ५を൱定
できた 1 खज़例をݧܦしたので報告する。

঱　ྫ

74 。ੑঁ、ࡀ
。ԟྺɿಛ記す΂きことなしط
٤Ԏྺɿなし
部ڳ診のݕපྺɿॅຽݱ 9 線でڳ部異ৗӄӨをࢦ
ఠ͞れ、લ医受診となͬた。
ೖӃ࣌ࠪݕॴݟɿ݂ӷࠪݕでは異ৗ所ݟは認めな
かͬた。जᙾϚーΧーは $EA 39�2OH/NM（ਖ਼ৗ 10
以Լ）とߴ஋をࣔしていた。
部୯७ڳ 9 線ࣸਅ所ݟɿࠨத肺野ॎִଆにԼ行大
動຺に઀してลԑ不੔な݁અӨを認める（FJH�1
。 	'JH��
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ज़લධՁに #SFBUIJOH EZOBNJD .RI を༻いԼ༿肺癌の大動຺ਁ५を൱定できた 1 खज़例

ࠨɿݟ෦$5ࣸਅॴڳ S6 にܘ 4�0DN 大のजᚅੑ病
มがみられ、ڳ部Լ行大動຺を取りғΜでいる所ݟ
を認める。ڳนにも一部઀している（FJH�2
。
ݕڸࢧ؅ؾ ɿࠪՄ視範ғに異ৗは認められなかͬた。
ࠨ #6B よりܦ気管ࢧ肺生ݕを行い、೪ӷ産生ܕの
થ癌の診断をಘた。
1&5�$5 ɿजᙾ部分にࠪݕ F%( の取りࠐみがݟら
れ SU7NBY�20�37 とߴ஋をࣔした。ଞの部Ґにԕ
ִసҠをٙわͤる集ੵはみられなかͬた。
಄෦଄Ө.3* は認ݟɿ಄֖内にసҠをٙう所ࠪݕ
めなかͬた。
　以上より原発ੑ肺થ癌で、ڳ部Լ行大動຺΁のਁ
५がٙわれた（DT4N0.0 PS DT2BN0.0）。
　治療ํ਑として DT4 であれ͹一期的に大動຺合
ซ切আ、またはスςントάϥάト内ૠज़後にೋ期的
にਁ५した大動຺นを切আすることもݕ౼͞れた。
ͦこで大動຺ਁ५のज़લධՁとして、#SFBUIJOH 
EZOBNJD .RI をࢪ行することとした。
#SFBUIJOH�EZOBNJD�.3* ॴݟɿલֹ断でजᙾとԼ行
大動຺がผʑに動くこと（TMJEJOH TJHO
 が確認͞れ
た（FJH�3
。
　このため大動຺ਁ५は൱定的と考え、DT2BN0.0
と൑断しखज़をࢪ行した。
खज़ॴݟɿશ਎麻酔Լ、分཭肺׵気Լにखज़を行ͬ
た。第 7 ࿤間தᡫᜰ線にΧメϥϙートをૠೖし、ڳ
したとこΖजᙾとԼ行大動຺の༊ணは認࡯؍内をߢ
めなかͬた（FJH�4
。このため TT2BN0.0 と൑断し、

	'JH��
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鏡ิॿԼ（以Լ、7ATSߢڳ とུす）ࠨԼ༿切আ
およͼリンύઅ֥ਗ਼ज़を行ͬた。
ප理૊৫ॴݟɿ೪ӷބのதにजᙾࡉ๔がුかͿよう
に૿৩する部分΍、ᝲঢ়構଄をఄする部分、ೕ಄ঢ়
૿৩をࣔす部分なͲથ癌΁の分化をࣔす部分の΄
か、シートঢ়૿৩をࣔし、ࡉ๔間ڮがٙわれるፏ平
上ൽ༷の部分も認め、多࠼な像をఄしていた。໔Ӹ
છ৭で、Q40 ཅੑで、$K7、$BN5�2 が一部ཅੑであͬ
た。ፏ平上ൽ癌の成分がશମの 10�ఔ度にୡして
いると൑断し、થፏ平上ൽ癌と診断͞れた。病理病
期は QT2BN0.0 QSUBHFI# であͬた。
　ज़後ܦաはಛに໰୊なく、ज़後ิॿ療๏は本ਓが
。発生ଘதである࠶無ࡏݱ、๬ͤͣر

࡯　ߟ

　大動຺ਁ५を認める肺癌の治療ํ਑にؔしてはٞ
࿦の༨஍はあるが、׬શ切আՄೳであれ͹༧後は期
଴できるとの報告が͞ݟࢄれる。ज़લ診断で大動຺
΁のਁ५のみでॎִリンύઅసҠとԕִసҠがと
もにӄੑと൑定͞れれ͹、大動຺合ซ切আといͬ
たオϓシϣンも考ྀ͞れる。ಛにۙ࠷ではスςン
トάϥϑト内ૠज़（以Լ TE7ER）の発ୡにより、
TE7ER 後にೋ期的にਁ५した大動຺นを切আする
ことで௿৵ऻにखज़を行うことがՄೳとなͬた。し
かしいͣれのํ๏もࢪ行するࡍにも、ज़લにਖ਼確な
大動຺ਁ५のධՁが必要となる。
　肺癌の大動຺ਁ५をධՁする画像ࠪݕとして、
$T、.RI、I7US、EUS なͲがある。(MB[FS らに
よると、ॎִਁ५のՄೳੑが௿い所ݟとしては、ॎ
ִとの઀৮が 3DN 以Լ、大動຺との઀৮が 90 以˃Լ、
๱૚がอたれている、のࢷ 3 ߲目த 1 ߲目をຬたし
た৔合、97�でखज़Մೳであͬたと報告͞れている
1
。しかしながら、UIJO TMJDF $T ΍ .PR 像を༻い
ても感度 75 ʙ 86� 2

3
 で、੩ࢭ画像のみの診断では、
઀しているかѹഉのみかと、ਁ५とのؑผにはະͩ
。ঢ়であるݱքがあるのがݶ
　CSFBUIJOH EZOBNJD .RI は、ਂ呼吸Լに࿈続ࡱ
Өを行いजᙾとॎִ構଄がผʑに動くこと（TMJEJOH 
TJHO）を確認できるとਁ५はߴい確཰で൱定でき診
断ೳが޲上すると報告͞れている。LFF らの報告で
は、肺癌のॎִまたはڳนਁ५のධՁに #SFBUIJOH 
EZOBNJD .RI を༻い、TMJEJOH TJHO で൑定するとཅ

ੑ的த཰ 45�、ӄੑ的த཰ 97�、L ஋ 0�74 であͬ
た 4
。大動຺ਁ५のධՁにؔして動的৘報をՃえる
ことで、視֮的にもより໌ྎなධՁがՄೳとなると
。われるࢥ
では大動຺ਁ५のධՁにۙ࠷　 EUS、I7US といͬ
た動的৘報を༻いてඇৗに良޷な݁Ռが報告͞れて
いる5

6
。しかしCSFBUIJOH EZOBNJD .RIはより؆ศ、
௿৵ऻであり、本ࠪݕは大動຺ਁ५のධՁにରして
༗༻なධՁ๏であると考える。

ݙจߟࢀ

1）(MB[FS HS 
 KBJTFS LR 
 AOEFSTPO %J 
 FU BM � IO-
EFUFSNJOBUF NFEJBTUJOBM JOWBTJPO JO CSPODIPHFOJD 
DBSDJOPNB � $T FWBMVBUJPO � RBEJPMPHZ � 1989 � 173 
� 37 r 42 �

2）HJHBTIJOP T 
 OIOP : 
 TBLFOBLB % 
 FU BM � TIJO- 
TFDUJPO NVMUJQMBOBS SFGPSNBUT GSPN NVMUJEFUFD-
UPS SPX $T EBUB � UUJMJUZ GPS BTTFTTNFOU PG SF-
HJPOBM UVNPS FYUFOU JO OPO r TNBMM DFMM MVOH DBO-
DFS � EVS 
J RBEJPM � 2005 � 56 � 48 r 55 �

3）TBLBIBTIJ .
 SIJNPZBNB K
 .VSBUB K
 FU BM1� 
HJMBS BOE NFEJBTUJOBM JOWBTJPO PG CSPODIPHFOJD 
DBSDJOPNB � FWBMVBUJPO CZ UIJO r TFDUJPO FMFDUSPO 
r CFBN DPNQVUFE UPNPHSBQIZ � J TIPSBD INBH-

　JOH � 
1997 � 12 � 195 r 9 �

4）LFF $H 
 (PP J. 
 KJN :T 
 FU BM � TIF DMJOJDBM 
GFBTJCJMJUZ PG VTJOH OPO r CSFBUI r IPME SFBM r 
UJNF .R r FDIP JNBHJOH GPS UIF FWBMVBUJPO PG 
NFEJBTUJOBM BOE DIFTU XBMM UVNPS JOWBTJPO � KP
SFBO J RBEJPM � 2010 � 11 � 37 r 45 �


 ࢠయ　ాࢁ（5 Ճ౻　໌ 
ଇ　ଞ � 肺癌の大޾ඌࡔ 
　動຺ਁ५のज़લ診断๏ r ݂管内௒Ի೾ 	 I7US 
 
　の༗༻ੑ � 日呼外会誌 18 � 631 r 636 
 2004 �

 崎ྋ平ٶ（6 Ԭా৾ߒ 
 ኍ݈ڮଠ࿠　ଞ � ज़લのܦ
　৯道心Τコーにて大動຺ਁ५の༗無を診断しಘた 
　1 肺癌खज़例 � 日呼外会誌 26 � 417 -421 
 2012 �
 

古　ݎ　ஐ　ଇ
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�
� .JZBHJ�5
�,PHB�.
�:BNBHBNJ�)
�0LVEB�4
�0LBEB�:
�,JNVSB�,
�4IJPLBXB�:
�/BLBHBXBSB�+
�'VSVJ�&
�

)BTFHBXB�:
�,BSJP�,
�"SJIJSP�4
�4BUP�4
�.JOFNBUTV�,
�5PZPEB�,�

� � �3FEVDFE�&TUJNBUFE�(MPNFSVMBS�'JMUSBUJPO�3BUF�"⒎FDUT�0VUDPNFT���.POUIT�BGUFS� *OUSBDFSFCSBM�)FNPS�

SIBHF��5IF�4USPLF�"DVUF�.BOBHFNFOU�XJUI�6SHFOU�3JTL�GBDUPS�"TTFTTNFOU�BOE�*NQSPWFNFOU�*OUSBDFSF�

CSBM�)FNPSSIBHF�4UVEZ���

����+PVSOBM�PG�4USPLF�BOE�$FSFCSPWBTDVMBS�%JTFBTFT������+BO����	�
���������

  ʲ"CTUSBDUʳ #A$K(ROUN%� TIF F⒎FDU PG SFOBM EZTGVODUJPO PO JOUSBDFSFCSBM IFNPSSIBHF 	I$H
 SFNBJOT 
VODMFBS� WF JOWFTUJHBUFE BTTPDJBUJPOT PG SFOBM EZTGVODUJPO BTTFTTFE CZ FTUJNBUFE HMPNFSVMBS pMUSBUJPO SBUF 
	F(FR
 XJUI DMJOJDBM DPVSTFT BOE PVUDPNFT JO I$H QBUJFOUT� .ETHO%S� FSPN B QSPTQFDUJWF
 NVMUJDFOUFS
 
PCTFSWBUJPOBM TUVEZ
 203 QBUJFOUT XIP IBE TVQSBUFOUPSJBM I$H XJUIJO 3 IPVST PG POTFU XFSF JODMVEFE� PB-
UJFOUT XFSF DMBTTJpFE JOUP 3 HSPVQT CBTFE PO F(FR� (SPVQ 1 	F(FR �60 NL/NJOVUF/N	2


 (SPVQ 2 	60-89

 
BOE (SPVQ 3 	≥90
� OVUDPNFT JODMVEFE OFVSPMPHJD EFUFSJPSBUJPO XJUIJO 72 IPVST
 IFNBUPNB FYQBOTJPO 
	�33� JO WPMVNF
 BU 24 IPVST
 BOE GBWPSBCMF 	NPEJpFE RBOLJO SDBMF <NRS> ≤ 2
 PS VOGBWPSBCMF 	NRS ≥5
 
PVUDPNF BU 3 NPOUIT� RESULTS� TIJSUZ-TFWFO QBUJFOUT 	16 XPNFO
 74�6 ʶ 13�2 ZFBST
 XFSF BTTJHOFE UP 
(SPVQ 1
 99 	34 XPNFO
 65�2 ʶ 11�4 ZFBST
 UP (SPVQ 2
 BOE 67 	30 XPNFO
 61�3 ʶ 9�4 ZFBST
 UP (SPVQ 3� 
SJHOJpDBOU EJ⒎FSFODFT XFSF GPVOE JO BHF 	P � �001
 BOE JOJUJBM TZTUPMJD CMPPE QSFTTVSF BNPOH UIF HSPVQT 
	208�4 ʶ 18�0
 201�9 ʶ 15�1
 BOE 198�1 ʶ 14�2 NN HH GPS (SPVQ 1
 2
 BOE 3
 SFTQFDUJWFMZ� P � �006
� SJNJ-
MBS SBUFT PG OFVSPMPHJD EFUFSJPSBUJPO 	14� 
 6� 
 BOE 6� 
 BOE IFNBUPNB FYQBOTJPO 	16� 
 14� 
 BOE 18� 
 
XFSF PCTFSWFE BNPOH UIF HSPVQT� HPXFWFS
 JO (SPVQ 1
 GBWPSBCMF PVUDPNF XBT MFTT GSFRVFOU 	17� 
 48� 
 
BOE 42� � P � �002
 BOE VOGBWPSBCMF PVUDPNF XBT NPSF GSFRVFOU 	24� 
 7� 
 BOE 6� � P � �013
 UIBO JO UIF 
PUIFS HSPVQT� AGUFS BEKVTUNFOU GPS DPOGPVOEFST
 F(FR �60 NL/NJOVUF/N	2
 XBT JOEFQFOEFOUMZ BTTPDJ-
BUFE XJUI CPUI GBWPSBCMF PVUDPNF 	PEET SBUJP <OR>
 �21� 95� $I
 �07-�54
 BOE VOGBWPSBCMF PVUDPNF 	OR
 5�64� 
95� $I
 1�80-18�58
� $ON$LUSIONS� RFOBM EZTGVODUJPO 	F(FR �60 NL/NJOVUF/N	2

 XBT BTTPDJBUFE XJUI 
QPPS DMJOJDBM PVUDPNF BGUFS I$H�

�
� 4BLBNPUP�:
�4V[VLJ�3
�0IBSB�5
�.JZBHJ�5
�0TBLJ�.
�/JTIJNVSB�,
�5PZPEB�,

����$PNQMFY�WJTVBM�IBMMVDJOBUJPOT�BT�UIF�TPMF�NBOJGFTUBUJPO�PG�TZNQUPNBUJD�UFNQPSP�PDDJQJUBM�MPCF�FQJMFQTZ�

EVF�UP�PME�JOUSBDFSFCSBM�IFNPSSIBHF�

����4FJ[VSF�������.BS����	�
��������

�
� 5BJSB�/
�,BXBCBUB�5
�*DIJ�5
�,VTIJ�,
�:PIFOB�5
�,BXBTBLJ�)
�*TIJLBXB�,
�,BUP�4�

����4BMWBHF�PQFSBUJPO�GPS�MBUF�SFDVSSFODF�BGUFS�TUFSFPUBDUJD�CPEZ�SBEJPUIFSBQZ�GPS�MVOH�DBODFS��UXP�QBUJFOUT�

XJUI�OP�WJBCMF�DBODFS�DFMMT�

�����5IF�"OOBMT�PG�5IPSBDJD�4VSHFSZ������+VO���	�
���������

��ʲ"CTUSBDU 　rWF SFQPSU UXP QBUJFOUT XIP VOEFSXFOU TBMWBHF MVOH SFTFDUJPO GPS TVTQFDUFE MPDBM SFDVSSFODF 
PO DPNQVUFE UPNPHSBQIZ JNBHF pOEJOHT BGUFS TUFSFPUBDUJD CPEZ SBEJPUIFSBQZ� IPXFWFS
 UIF QBUIPMPHJD 
pOEJOHT JOEJDBUFE OP WJBCMF UVNPS DFMMT� %JTUJOHVJTIJOH CFUXFFO QPTUUSFBUNFOU DIBOHFT BOE UVNPS SFDVS-
SFODF BGUFS TUFSFPUBDUJD CPEZ SBEJPUIFSBQZ PO UIF JNBHF pOEJOHT JT EJ⒏DVMU� UIFSFGPSF
 UIF EFUFSNJOBUJPO 
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PG TVSHJDBM JOEJDBUJPOT SFRVJSFT DPNQSFIFOTJWF FWBMVBUJPOT�

�
� 5BJSB�/
�,BXBCBUB�5
�(BCF�"
�*DIJ�5
�,VTIJ�,
�:PIFOB�5
�,BXBTBLJ�)
�:BNBTIJSP�5
�*TIJLBXB�,�

�����-VOH�DBODFS�NJNJDLJOH�MVOH�BCTDFTT�GPSNBUJPO�PO�$5�JNBHFT�

�����"NFSJDBO�+PVSOBM�PG�$BTF�3FQPSUT������+VO������������

   ʲ"CTUSBDU 　r#A$K(ROUN%� TIF EJBHOPTJT PG MVOH DBODFS JT PGUFO NBEF CBTFE PO DPNQVUFE UPNPHSB-
QIZ 	$T
 JNBHF pOEJOHT JG JU DBOOPU CF DPOpSNFE PO QBUIPMPHJDBM FYBNJOBUJPOT
 TVDI BT CSPODIPTDPQZ� 
HPXFWFS
 UIF $T JNBHF pOEJOHT PG DBODFSPVT MFTJPOT BSF TJNJMBS UP UIPTF PG BCTDFTTFT� WF IFSFJO SFQPSU 
B DBTF PG MVOH DBODFS UIBU SFTFNCMFE B MVOH BCTDFTT PO $T� $ASE REPORT� WF IFSFJO EFTDSJCF UIF DBTF 
PG 64-ZFBS-PME NBMF XIP XBT EJBHOPTFE XJUI MVOH DBODFS VTJOH TVSHFSZ� IO UIJT DBTF
 JU XBT RVJUF EJ⒏DVMU 
UP EJTUJOHVJTI CFUXFFO UIF MVOH DBODFS BOE B MVOH BCTDFTT PO $T JNBHFT
 BOE B MVOH BCTDFTT XBT JOJUJBMMZ 
TVTQFDUFE EVF UP TZNQUPNT
 TVDI BT GFWFS BOE DPVHIJOH
 DPOUSBTU-FOIBODFE $T JNBHF pOEJOHT TIPXJOH 
B SJOH-FOIBODJOH NBTT JO UIF SJHIU VQQFS MPCF BOE UIF QBUJFOU�T MBCPSBUPSZ UFTU SFTVMUT� HPXFWFS
 B QBUIP-
MPHJDBM EJBHOPTJT PG MVOH DBODFS XBT DPOpSNFE BDDPSEJOH UP UIF SFTVMUT PG B SBQJE GSP[FO TFDUJPO CJPQTZ PG 
UIF MFTJPO� $ON$LUSIONS� TIJT DBTF TVHHFTUT UIBU QIZTJDJBOT TIPVME OPU TVTQFDU CPUI B MVOH BCTDFTTFT 
BOE NBMJHOBODZ JO DBTFT JOWPMWJOH NBTTFT QSFTFOUJOH BT SJOH-FOIBODJOH MFTJPOT PO DPOUSBTU-FOIBODFE $T�

�
� 5BJSB�/
�,BXBCBUB�5
�*DIJ�5
�,VTIJ�,
�:PIFOB�5
�,BXBTBLJ�)
�*TIJLBXB�,
�,BUP�4�

����6UJMJUZ�PG�UIF�TFSVN�1SP(31�MFWFM�GPS�GPMMPX�VQ�PG�QVMNPOBSZ�DBSDJOPJE�UVNPST�

����"NFSJDBO�+PVSOBM�PG�$BTF�3FQPSUT������"VH�������������

� �ʲ"CTUSBDU 　r#A$K(ROUN%� AMUIPVHI QVMNPOBSZ DBSDJOPJE UVNPST BSF HFOFSBMMZ DPOTJEFSFE UP SFQSF-
TFOU B MPX-HSBEF NBMJHOBODZ
 BUZQJDBM DBSDJOPJET BSF NPSF BHHSFTTJWF UIBO UZQJDBM DBSDJOPJET
 NFUBTUBTJ[-
JOH NPSF DPNNPOMZ UP CPUI SFHJPOBM MZNQI OPEFT BOE EJTUBOU TJUFT� TIF USFBUNFOU PG DIPJDF GPS MPDBMJ[FE 
EJTFBTF JT TVSHFSZ� IO DBTFT PG BEWBODFE PS NFUBTUBUJD EJTFBTF
 NFEJDBM USFBUNFOUT
 JODMVEJOH DIFNPUIFS-
BQZ
 IBWF OPU CFFO QSPWFO UP CF WFSZ TVDDFTTGVM� TIFSFGPSF
 QSPWJEJOH DBSFGVM GPMMPX-VQ JT FYUSFNFMZ JN-
QPSUBOU� IO HFOFSBM
 UVNPS NBSLFST
 TVDI BT UIF MFWFM PG $:FLA21-1
 BSF PGUFO VTFGVM GPS NPOJUPSJOH MVOH 
DBODFS� HPXFWFS
 UIFSF BSF DVSSFOUMZ OP TFOTJUJWF UVNPS NBSLFST GPS DBSDJOPJE UVNPST� WF IFSFJO SFQPSU 
B SBSF DBTF PG BO BUZQJDBM DBSDJOPJE PG UIF MVOH XJUI UIF FMFWBUJPO PG UIF TFSVN PSP(RP MFWFM� $ASE RE-
PORT� A 67-ZFBS-PME GFNBMF XBT SFGFSSFE UP PVS IPTQJUBM GPS BO BCOPSNBM DIFTU 9-SBZ� $T SFWFBMFE BO 18
ʷ 13 NN OPEVMF JO UIF SJHIU NJEEMF MPCF XJUI OP TJHOJpDBOU NFEJBTUJOBM MZNQIBEFOPQBUIZ� TIF TFSVN 
UVNPS NBSLFS
 UIF PSP(RP MFWFM
 XBT TJHOJpDBOUMZ FMFWBUFE 	161 OH/NM
� WF QFSGPSNFE B SJHIU NJEEMF 
MPCFDUPNZ
 CFDBVTF UIF QBUIPMPHJDBM EJBHOPTJT PG MVOH DBODFS XBT DPOpSNFE BDDPSEJOH UP UIF SFTVMUT PG B 
SBQJE GSP[FO TFDUJPO CJPQTZ PG UIF MFTJPO
 BMUIPVHI UIF QBUIPMPHJDBM UZQF DPVME OPU CF QSFDJTFMZ EFUFSNJOFE 
CZ UIF GSP[FO TFDUJPO BMPOF� TIF pOBM QBUIPMPHJDBM EJBHOPTJT XBT BUZQJDBM DBSDJOPJE� TIF MFWFM PG PSP(RP 
EFDSFBTFE 	69 OH/NM
 XJUIJO 1 NPOUI BGUFS UIF TVSHFSZ� $ON$LUSIONS� TIF PSP(RP MFWFM NBZ CF VTF-
GVM GPS NPOJUPSJOH DBSDJOPJE UVNPST
 BMUIPVHI OP TFSVN UVNPS NBSLFST BSF IJHIMZ TQFDJpD PS TFOTJUJWF GPS 
EFUFDUJOH SFDVSSFODFT BOE/PS EJTUBOU NFUBTUBTJT PG QVMNPOBSZ DBSDJOPJE UVNPST� IO DPODMVTJPO
 PSP(RP 
TIPVME CF GVSUIFS FWBMVBUFE BT CJPNBSLFS JO B MBSHFS TFSJFT PG QBUJFOUT UP EFUFSNJOF XIFUIFS JU EFNPO-
TUSBUFT BOZ TJHOJpDBOU DPSSFMBUJPO XJUI DBODFS SFDVSSFODF�

�
� 5BJSB�/
�,BXBCBUB�5
�*DIJ�5
�:PIFOB�5
�,BXBTBLJ�)
�*TIJLBXB�,�

����"O�BOBMZTJT�PG�BOE�OFX�SJTL�GBDUPST�GPS�SFFYQBOTJPO�QVMNPOBSZ�FEFNB�GPMMPXJOH�TQPOUBOFPVT�QOFVNP�
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UIPSBY�

����+PVSOBM�PG�5IPSBDJD�%JTFBTF������4FQ��	�
���������

� �ʲ"CTUSBDU 　r#A$K(ROUN%� TIF NBKPS SJTL GBDUPS GPS SFFYQBOTJPO QVMNPOBSZ FEFNB 	RPE
 GPMMPXJOH 
UIF USFBUNFOU PG TQPOUBOFPVT QOFVNPUIPSBY JT UIPVHIU UP CF DISPOJD MVOH DPMMBQTF� HPXFWFS
 B MPOH-UFSN 
DPMMBQTFE MVOH EPFT OPU BMXBZT DBVTF RPE� TIF QVSQPTF PG UIJT TUVEZ XBT UP EFpOF PUIFS SJTL GBDUPST GPS 
RPE BNPOH QBUJFOUT VOEFSHPJOH ESBJOBHF GPS UIF USFBUNFOU PG TQPOUBOFPVT QOFVNPUIPSBY� .ETHO%S� 
WF SFUSPTQFDUJWFMZ SFWJFXFE BMM UIF QBUJFOUT XJUI TQPOUBOFPVT QOFVNPUIPSBY XIP IBE CFFO USFBUFE BU 
PVS IPTQJUBM EVSJOH B 5-ZFBS QFSJPE� TIF EVSBUJPO PG TZNQUPNT
 MPDBUJPO BOE TJ[F PG UIF QOFVNPUIPSBY
 
TJ[F PG UIF DIFTU UVCF
 BOE QMFVSBM F⒎VTJPO
 XIJDI DBO PDDVS DPJODJEFOUBMMZ XJUI QOFVNPUIPSBY
 XFSF DPN-
QBSFE JO QBUJFOUT XIP EJE BOE EJE OPU FYQFSJFODF RPE� RESULTS�FPSUZ QBUJFOUT XFSF VOEFSXFOU ESBJO-
BHF GPS UIF USFBUNFOU PG B TQPOUBOFPVT QOFVNPUIPSBY CFUXFFO JBOVBSZ 2007 BOE %FDFNCFS 2012� RPE 
EFWFMPQFE JO 13 PG UIF 40 	32�5� 
 QBUJFOUT� IO UIF NVMUJWBSJBUF BOBMZTJT
 UIF QSFTFODF PG QMFVSBM F⒎VTJPO 
DPJODJEFOU XJUI QOFVNPUIPSBY DPOUSJCVUFE UP UIF SJTL GPS RPE <PEET SBUJPT 	OR

 1�557� 95� DPOpEFODF JO-
UFSWBMT 	$I

 1�290-1�880>� TIF EVSBUJPO PG TZNQUPNT
 MPDBUJPO BOE TJ[F PG UIF QOFVNPUIPSBY BOE TJ[F PG UIF 
DIFTU UVCF XFSF TJNJMBS CFUXFFO UIF HSPVQT� SZNQUPNBUJD RPE XBT BTTPDJBUFE XJUI B MBSHFS QOFVNPUIP-
SBY TJ[F� $ON$LUSIONS� TIF SBUF PG RPE GPMMPXJOH TQPOUBOFPVT QOFVNPUIPSBY JT IJHIFS UIBO XBT QSF-
WJPVTMZ SFQPSUFE� OVS pOEJOHT TVHHFTU UIF QSFTFODF PG QMFVSBM F⒎VTJPO DPJODJEFOUBMMZ XJUI QOFVNPUIPSBY 
NBZ UIFSFGPSF CF B OFX SJTL GBDUPS GPS RPE�

�
� ,BXBTBLJ�)
�5BJSB�/
�*DIJ�5
�:PIFOB�5
�,BXBCBUB�5
�*TIJLBXB�,�

����8FFLMZ�DIFNPUIFSBQZ�XJUI�DJTQMBUJO
�WJODSJTUJOF
�EPYPSVCJDJO
�BOE�FUPQPTJEF�GPMMPXFE�CZ�TVSHFSZ�GPS�UIZ�

NJD�DBSDJOPNB�

�����&VSPQFBO�+PVSOBM�PG�4VSHJDBM�0ODPMPHZ������4FQ���	�
��������

� �ʲ"CTUSBDU 　rOCKFDUJWF� WF QSFTFOU PVS FYQFSJFODF USFBUJOH UIF QBUJFOUT XJUI UIZNJD DBSDJOPNB VTJOH 
JOEVDUJPO DIFNPUIFSBQZ BDDPSEJOH UP XFFLMZ DIFNPUIFSBQZ XJUI DJTQMBUJO
 WJODSJTUJOF
 EPYPSVCJDJO
 BOE 
FUPQPTJEF 	$O%E
 GPMMPXFE CZ TVSHFSZ� PBUJFOUT BOE NFUIPET� FSPN JBOVBSZ 2001 UP %FDFNCFS 2010
 17 
QBUJFOUT XFSF EJBHOPTFE BT IBWJOH UIZNJD DBSDJOPNB BU PVS IPTQJUBM� WF QFSGPSNFE $O%E DIFNPUIFSBQZ 
GPS JOEVDUJPO USFBUNFOU GPMMPXFE CZ TVSHJDBM SFTFDUJPO JO 7 PG UIFTF QBUJFOUT� RFTVMUT� SFWFO QBUJFOUT DPO-
TJTUFE PG 6 NFO BOE 1 XPNBO
 XJUI BO BWFSBHF BHF PG 47�3 ZFBST 	SBOHF 25F67 ZFBST
� FJWF QBUJFOUT XFSF 
DMJOJDBMMZ TUBHFE BT .BTBPLB SUBHF III
 BOE 2 XFSF SUBHF I7B� A QBSUJBM SFTQPOTF XBT JEFOUJpFE JO 5 QB-
UJFOUT
 BOE TUBCMF EJTFBTF XBT PCTFSWFE JO 2 QBUJFOUT� NP DBTFT PG QSPHSFTTJWF EJTFBTF XFSF TFFO� SVSHJDBM 
SFTFDUJPO XBT QFSGPSNFE JO BMM UIF QBUJFOUT� 6 VOEFSXFOU BO R0 SFTFDUJPO BOE 1 VOEFSXFOU BO R1 SFTFD-
UJPO� TIF FTUJNBUFE PWFSBMM TVSWJWBM SBUFT BU 5 BOE 10 ZFBST XFSF CPUI 80� 
 BOE UIF SFMBQTF-GSFF TVSWJWBM 
SBUFT BU 5 BOE 10 ZFBST XFSF 68�6� BOE 53�6� SFTQFDUJWFMZ� $PODMVTJPOT� IOEVDUJPO DIFNPUIFSBQZ VTJOH 
UIF $O%E SFHJNFO
 GPMMPXFE CZ B DPNQMFUF TVSHJDBM SFTFDUJPO DBO CF QFSGPSNFE XJUI B QSPNJTJOH TVS-
WJWBM PVUDPNF GPS QBUJFOUT XJUI UIZNJD DBSDJOPNB XJUI CPSEFSMJOF SFTFDUBCMF MFTJPOT�

�
� 5BJSB�/
�,BXBCBUB�5
�*DIJ�5
�,VTIJ�,
�:PIFOB�5
�,BXBTBLJ�)
�*TIJLBXB�,�

�� � �-POH�UFSN�TVSWJWBM�BGUFS�TVSHJDBM� USFBUNFOU�PG�NFUBDISPOPVT�CJMBUFSBM�BESFOBM�NFUBTUBTFT�PG�OPO�TNBMM�

DFMM�MVOH�DBSDJOPNB�

�����"NFSJDBO�+PVSOBM�PG�$BTF�3FQPSUT������0DU���������������

� �ʲ"CTUSBDU 　r#BDLHSPVOE� AMUIPVHI SFTFDUJPO PG UIF NFUBTUBTFT JT UIF USFBUNFOU PG DIPJDF GPS VOJMBUFSBM 
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TPMJUBSZ BESFOBM NFUBTUBTJT PG OPO-TNBMM DFMM MVOH DBSDJOPNB 	NS$L$

 UIF TVSHJDBM USFBUNFOU GPS CJMBUFSBM 
BESFOBM NFUBTUBTFT JT RVJUF SBSF
 MJLFMZ EVF UP UIF DPFYJTUFODF PG NVMUJQMF TZODISPOPVT NFUBTUBTFT BU PUI-
FS TJUFT BOE/PS QSJNBSZ BESFOBM JOTV⒏DJFODZ GPMMPXJOH CJMBUFSBM BESFOBMFDUPNZ� WF IFSFJO SFQPSU B SBSF 
DBTF PG BTZODISPOPVT NFUBTUBTJT PG NS$L$ UP UIF CJMBUFSBM BESFOBM HMBOET XJUI MPOH-UFSN TVSWJWBM BGUFS 
CJMBUFSBM BESFOBMFDUPNZ� $BTF RFQPSU� A 70-ZFBS-PME NBMF VOEFSXFOU SJHIU VQQFS MPCFDUPNZ GPS MVOH BE-
FOPDBSDJOPNBT2BN2.0
 TUBHFIIIA GPMMPXJOH JOEVDUJPO DIFNPUIFSBQZ� FPSUZ-GPVS NPOUIT MBUFS
 SJHIU BESF-
OBMFDUPNZ PG B SJHIU BESFOBM UVNPS XBT QFSGPSNFE
 XIJDI SFWFBMFE NFUBTUBUJD MVOH DBSDJOPNB� FPMMPXJOH 
UIF BENJOJTUSBUJPO PG BEKVWBOU DIFNPUIFSBQZ
 B NFUBTUBUJD UVNPS XBT EFUFDUFE JO UIF MFGU BESFOBM HMBOE� 
AMUIPVHI UIFSF XFSF OP PUIFS TJHOT PG EJTUBOU NFUBTUBTJT PO SBEJPMPHJDBM FYBNJOBUJPOT
 IF VOEFSXFOU UIF 
DIFNPUIFSBQZ EVF UP UIF SJTL PG BESFOBM JOTV⒏DJFODZ� HPXFWFS
 PO GPMMPX-VQ $T UIF BESFOBM MFTJPO XBT 
GPVOE UP IBWF FOMBSHFE� UIFSFGPSF
 MFGU BESFOBMFDUPNZ XBT QFSGPSNFE� TISFF ZFBST BOE TJY NPOUIT MBUFS
 
IF XBT EPJOH XFMM
 XJUI OP FWJEFODF PG SFDVSSFODF� $PODMVTJPOT� SFMFDUFE QBUJFOUT XJUI TPMJUBSZ BESFOBM 
NFUBTUBTFT PG NS$L$ DBO CFOFpU GSPN BO BHHSFTTJWF USFBUNFOU BQQSPBDI
 FWFO JG TVDI NFUBTUBTFT BSF 
CJMBUFSBM�

�
� :PTIJEB�5
�'VKJTBLJ�/
�/BLBDIJ�3
�4VFZPTIJ�5
�4VXB[POP�4
�4VFIBSB�.�

�����1FSTJTUFOU�IJDDVQT�BOE�WPNJUJOH�XJUI�NVMUJQMF�DSBOJBM�OFSWF�QBMTZ�JO�B�DBTF�PG�[PTUFS�TJOF�IFSQFUF��

�����*OUFSOBM�.FEJDJOF���������	��
����������

���ʲ"CTUSBDUʳ A 76-ZFBS-PME NBO DBNF UP PVS IPTQJUBM DPNQMBJOJOH PG IJDDVQT BOE WPNJUJOH MBTUJOH GPS pWF 
EBZT� A OFVSPMPHJDBM FYBNJOBUJPO TIPXFE EZTGVODUJPO PG DSBOJBM OFSWFT 7
 7II
 7III
 I9 BOE 9 PO UIF MFGU 
TJEF� $FSFCSPTQJOBM qVJE QPMZNFSBTF DIBJO SFBDUJPO GPS WBSJDFMMB [PTUFS WJSVT-%NA XBT QPTJUJWF� TIF QB-
UJFOU SFTQPOEFE XFMM UP USFBUNFOU XJUI JOUSBWFOPVT BDZDMPWJS BOE TUFSPJET� TP UIF CFTU PG PVS LOPXMFEHF
 
UIJT JT UIF pSTU DBTF SFQPSU PG [PTUFS TJOF IFSQFUF QSFTFOUJOH XJUI QFSTJTUFOU IJDDVQT BOE WPNJUJOH� IU JT 
JNQPSUBOU UP LFFQ JO NJOE UIBU IFSQFT [PTUFS DBO QSFTFOU XJUI TZNQUPNT UIBU DMPTFMZ SFTFNCMF UIPTF PG 
JOUSBDUBCMF IJDDVQT BOE OBVTFB PG OFVSPNZFMJUJT PQUJDB� EBSMZ EFUFDUJPO PG UIF WJSVT JT DSJUJDBM GPS NBLJOH 
BQQSPQSJBUF USFBUNFOU EFDJTJPOT� 

��
�4VXB[POP�4��

������$BMMJOH�POF�T�PXO�OBNF��&WFOU�SFMBUFE�QPUFOUJBM�TUVEJFT��

������*OUFSOBUJPOBM�+PVSOBM�PG�1TZDIPQIZTJPMPHZ������/PW����������
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�4VXB[POP�4��

������&31�SFTQPOTFT�UP�VOBUUFOEFE�PXO�OBNFT��&⒎FDUT�PG�FNPUJPO�BOE�FYQFSJNFOUBM�QBSBEJHNT��
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������QSFMJNJOBSZ�EBUB�JO�QBUJFOUT�XJUI�1BSLJOTPOJTN�
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DBSDJOPNB�

�����"NFSJDBO�+PVSOBM�PG�$BTF�3FQPSUT������%FD����������������

��ʲ"CTUSBDU 　r#A$K(ROUN%� RFDFOUMZ
 TZODISPOPVT NVMUJQMF MVOH DBODFS 	S.PL$
 IBT TPNFUJNFT CFFO 
EFUFDUFE BT B SFTVMU PG JNQSPWFE SBEJPMPHJDBM JNBHJOH
 BMUIPVHI UIF PDDVSSFODF PG SP.L$ JT TUJMM SBSF� TP 
UIF CFTU PG PVS LOPXMFEHF
 UIFSF IBWF CFFO OP SFQPSUFE DBTFT PG XJUI TZODISPOPVT EPVCMF QSJNBSZ MVOH 
DBODFS QSFTFOUJOH XJUI QMFPNPSQIJD DBSDJOPNB BOE BEFOPDBSDJOPNB� WF IFSFJO SFQPSU TVDI B DBTF� $ASE 
REPORT� A 64-ZFBS-PME NBMF XBT SFGFSSFE UP PVS JOTUJUVUJPO GPS BO BCOPSNBM TIBEPX JO UIF BQFY PG UIF 
MFGU MVOH JO AQSJM 2012� $T SFWFBMFE 2 OPEVMFT UIBU NFBTVSFE 15 NN JO UIF MFGU S	1�2C
 BOE 20 NN JO UIF 
MFGU S3D� WF TVTQFDUFE UIBU UIF MFTJPOT XFSF NBMJHOBOU
 BMUIPVHI UIF EJBHOPTJT DPVME OPU CF DPOpSNFE CZ 
USBOTCSPODIJBM MVOH CJPQTZ PG UIF MFTJPOT� TIFSFGPSF
 XF QFSGPSNFE UIF MFGU VQQFS MPCFDUPNZ� TIF SFTVMUT 
PG UIF QBUIPMPHJDBM FYBNJOBUJPO PG UIF OPEVMF JO S3D TIPXFE BEFOPDBSDJOPNB PG QT1BN0.0
 TUBHF IA� TIF 
OPEVMF JO S	1�2C
 XBT GPVOE UP CF QMFPNPSQIJD DBSDJOPNB
 QT1BN0.0
 TUBHF IA� IO NPWFNCFS 2012
 UIF 
QBUJFOU VOEFSXFOU BO FTPQIBHPHBTUSPEVPEFOPTDPQZ CFDBVTF PG BOFNJB� TIF JNBHF pOEJOHT TIPXFE B HBT-
USJD VMDFS PO UIF HSFBUFS DVSWBUVSF PG IJT TUPNBDI� TIF QBUIPMPHJDBM FYBNJOBUJPO PG UIF CJPQTZ TQFDJNFO 
GSPN UIF VMDFS SFWFBMFE UIF NFUBTUBUJD DBODFS GSPN QMFPNPSQIJD DBSDJOPNB� IO BEEJUJPO
 BCEPNJOBM $T 
SFWFBMFE CJMBUFSBM BESFOBM NFUBTUBTJT� AMUIPVHI UIF QBUJFOU SFDFJWFE DIFNPUIFSBQZ
 JU XBT OPU F⒎FDUJWF� 
IU XBT EJ⒏DVMU UP DPOUJOVF UIF DIFNPUIFSBQZ CFDBVTF IJT QFSGPSNBODF TUBUVT XPSTFOFE� HF EJFE JO .BZ 
2013� $ON$LUSIONS� TIF QSFTFOU DBTF XBT BTTPDJBUFE XJUI B QPPS QSPHOPTJT
 FWFO UIPVHI UIF QBUIPMPHJ-
DBM TUBHF PG FBDI UVNPS XBT TUBHF IA� TIF QSPHOPTJT PG S.PL$ NBZ CF BTTPDJBUFE XJUI UIF IJTUPMPHJD 
UZQF
 BMUIPVHI UIF QSPHOPTJT PG S.PL$ SFNBJOT VODMFBS EVF UP JUT SBSJUZ�

��
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ʲঞ࿥ʳՄੑٯ೴݂管Ꮐॖ症ީ܈（SFWFSTJCMF　DFSFCSBM　WBTPDPOTUSJDUJPO　TZOESPNFɿR$7S）は、病ॳ
期に܁りฦすཕ໐಄痛をಛ௃とし、೴݂管所ݟとして分અঢ়の多発೴݂管Ꮐॖをఄする症ީ܈で、௨ৗ݂
管ᏀॖはՄੑٯであるのがಛ௃であるが、本報告では産᧘後ཕ໐಄痛で発症し、発症ॳ期の಄部 .RA に
て೴݂管Ꮐॖが目立たなかͬた産᧘期 R$7S の２症例（36 29・ੑঁࡀ 。をఏࣔした（ੑঁࡀ
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 Լଜྯɺ༗ኍঢ࢘ɺ৿࡚༟子ɺٶ城఩࠸ɺ্ݪහ志ɺ๛田一ଇ　
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���ʲঞ࿥ʳւ໖ঢ়݂管ज（DFSFCSBM DBWFSOPVT NBMGPSNBUJPO�$$.）は、 ໟ݂ࡉ管から੩຺にࢸる݂管ܥがւ
໖ঢ়に異ৗ֦ுした݂管異ৗであり、ݽ発ੑの΄かৗછ৭ମ༏ੑҨ఻をࣔすՈ଒ੑもଘࡏし、ए年ੑ೴ग़
݂の原Ҽとなる݂管ܗحであり、಄部 .RI なͲの画像診断のਐาにより、ۙ年ͦのݕग़ස度が૿Ճしてい
る。୹期間に࠶ग़݂をདྷたしՈ଒ੑでの発症がٙわれた $$. の 41 。例を報告したੑঁࡀ
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 ɺ๛田一ଇ࠸城఩ٶ
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ᄶଉʹ߹ซͨ͠ࢧ؅ؾ����� *H(� ؔ࿈ഏ࣬ױͷ �ྫ

�����ΞϨϧΪʔͷྟচ　����ʀ��ʢ��ʣ���������

� �ʲཁࢫʳ症例１は 72 ࢪをݕບ生ڳ鏡Լߢڳਫஷཹを認めਫ਼ࠪ目的でڳஉੑ。࣪ੑ֏ᅉをओૌに受診。ӈࡀ
行。ڳບには IH(4 ཅੑࡉ๔が多਺認められ、݂ਗ਼ IH(4 284NH/EM と上ঢしており IH(4 ؔ࿈肺疾患と診断
した。ܦ口ϓϨドニκロン（PSL）の治療を開࢝しڳਫはݮり、݂ਗ਼ IH(4 はਖ਼ৗ化した。症例２は 76 ࡀ
உੑ。ૅج疾患に気管ࢧᄶଉがあり、2 年લに݁֩ੑڳບԌの治療をऴྃしていた。࠶度ڳਫの૿Ճを認
めߢڳ鏡Լڳບ生ݕをࢪ行。ڳບには IH(4 ཅੑࡉ๔が多਺認められ、݂ ਗ਼ IH(4 は 1430NH/EM とߴ஋であͬ
たため IH(4 ؔ࿈肺疾患と診断した。PSL 内෰を開࢝しڳਫはݮり、݂ਗ਼ IH(4 はਖ਼ৗ化した。IH(4 ؔ࿈
疾患とアϨϧΪーੑ疾患の合ซがൺֱ的多いことから、診断にྀۤする呼吸器疾患は IH(4 ؔ࿈疾患のՄೳ
ੑも視野にೖれながら診療を行う事が肝要である。
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ᅳ஥ਅ理子ɺࢁೖ୺௡༝ɺԞؒΊ͙Έɺᚸت԰࣮ ɺࢁ田౧子ɺਡ๚Ԃलޗɺੴ઒ਗ਼࢘　
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  ʲཁࢫʳ໨తɿೖ院தのےジストロϑΟー患者のओ؍的生活の࣭（RVBMJUZ PG MJGF� 2OL）にͲのような要Ҽ
がؔ࿈しているのかをݕ౼する。

　 ର৅ɿೖ院தのےジストロϑΟー患者 50 名（உੑ 33 名、ঁੑ 17 名）。 
    ํ๏ɿ2OL ධՁई度として WHO-2OL26 を༻いた。ؔ࿈要Ҽとしては、年ྸੑผ、病ܕ、ጶ患年਺、気

管切開の༗無、気管切開からの年਺、呼吸器࢖༻の༗無、Ҡ動ঢ়گ、機ೳ的ࣗ立度、クϥϒ活動ࢀՃස度、
ύιコン࢖༻の༗無、Ո଒のݟ෣いස度を༻いた。

    ݁Ռɿ2OL 平ۉ஋（TUBOEBSE EFWJBUJPO� S%）は 2�96（0�34）、਎ମ的ຬ଍度 3�04（0�40）、心理的ຬ଍度 2�97（0�49）、
社会的ຬ଍度 ຬ଍度ڥ؀、（0�57）3�08 2�89（0�63）であり、一ൠਓ口とൺֱして、2OL 平ۉ஋、਎ମ的、
心理的、ڥ؀的ຬ଍度が༗ҙに௿かͬた（Q�0�01）。ΧςΰリΧϧճؼ分ੳの݁Ռ、ʮύιコン࢖༻の༗無ʯ
ͩけが 2OL 総ܭಘ఺に༗ҙにӨڹしていた（Ќ ��598）。

੔備΍ٕೳ的ԉॿのఏڥえるような؀࢖ジストロϑΟー患者にとͬて、よりύιコンをےɿೖ院தのޠ݁    
。ԉのなかで༏先͞れる΂きであるࢧがڙ
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 樋口大介ɺ久志一朗

����大௎಺ڸࢹͷલॲஔͰܦͨ͠༺࢖口௎؅ચড়ࡎʢϙϦΤνϨϯάϦίʔϧʣʹͯΞφϑΟϥΩγʔγϣο

ΫΛདྷͨ̍͠঱ྫ
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���̡ ཁࢫ 患r者は 75 ԟྺはط。少ݮஉੑでओૌは৯後のෲ部不շ感、ศൿぎみ、ମॏ࠽ 1992 年胃癌にて胃શఠ、
1995 年腸ด࠹にてखज़。ݱ病ྺは 1 年લから৯ཉ௿Լ、৯後のෲ部不շ感ग़ݱ、ഉศは２日に１ճͩがすͬ
きりはしない。２LH ମॏݮ少ありෲ部ਫ਼ࠪのためにೖ院となͬた。これまでいΖΜな内෰ༀ（ৄࡉ不໌）、
いΖΜな߳ਏྉで気分不良となることがあͬた。݂ӷσータでは HC 12�9H/EM、݂খ൘ 11 ສ / Ж L、アϧ
ϒϛン 3�5H/EM なͲܰ度௿Լをࣔした。また AST 74 IU/L、݂౶ 142NH/EM、IHE 175IU/NM、$A19-9 39�1
はܰ度ߴ஋をࣔした。（ද 1�）。臨床ܦաとしてはೖ院ཌ日の 2012 年 4 月 27 日 8�00BN から大腸内視鏡のલ
ॲஔとしてϙリΤνϨンάリコーϧ（঎඼名ʀϜーϕン）をҿみ࢝めて 1Ὑఔ෰༻し਎ମがᙱいとૌえあり。
ମԹ 36�6 度、຺ഥ 67/ 分、݂ѹ 139/73、SPO2�98�上ࢶ、ෲ部に発਄がग़ݱ。ϙリΤνϨンάリコーϧ内
෰தࢭ。診࣌࡯ᅅు、إ໘૵ന、ᄶぎ呼吸をして不Ժঢ়ଶとなͬた。ҙࣝϨϕϧ௿Լ。J$S ᶘ -30、݂ѹ
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53/36、຺ഥ 55/ 分、SPO2�93�ϙリΤνϨンάリコーϧによるアφϑΟϥΩシーシϣックと診断しϥクト
リンήϧશ開఺ణ、ࢎૉϚスク５Ὑ、心ిਤϞニターを開࢝した。11�05BN アドϨφリン 1NH（１DD）ʴ
生৯ 9DD を४備して、まͣ１DD（0�1NH）を੩஫。ώドロコϧνκンコϋクࢎΤスςϧφトリ΢Ϝ 200NH
を੩஫。 バイタϧҙࣝは࣍第にճ෮した。ಛ異的 IHE（.AST アϨϧήン）、࢖༻したϙリΤνϨンάリコー
ϧにରする %LST、ϓリックςストはいͣれもӄੑであͬた。本症例はこれまでアφϑΟϥΩシー༷൓Ԡ
と͞れてきたىҼ෺࣭が IHE をհͣ͞にංຬࡉ๔、޷Ԙج球をܹࢗして OPOBMMFSHJD BOBQIZMBYJT をདྷし
たՄೳੑがߴいと考えられた。ւ外の報告ではϙリΤνϨンάリコーϧによるアφϑΟϥΩシー൓Ԡはこ
れまで５例報告２−̒）があͬた。ͦの５症例す΂てにൽෘ೪ບ症ঢ়があり、VSUJDBSJB
 BSZUFOPJE FEFNB
 
QFSJPSBM FEFNB
 UPOHVF FEFNB
 MPXFS FYUSFNJUZ FEFNB
 HFOFSBMJ[FE QSVSJUVT
 SBTI
 qVTIJOH なͲが生͡、
１例には EZTQOFB
 XIFF[F
 IZQPUFOUJPO が生͡た。本例のようにシϣックにͬࢸた報告は本例がॳめてで
ある。また報告の内容から、ϙリΤνϨンάリコーϧの࢖༻は５ਓの患者ともॳめてであͬたと考えられた。
ͭまりこれらのまれな症例はす΂てॳճ๫࿐で生͡た OPOBMMFSHJD BOBQIZMBYJT であͬたと考えられる。
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� �ʲཁࢫʳް生࿑ಇলでは、ຖ年̕月 24 日から 30 日をʮ݁֩༧๷ि間ʯと定めて、݁֩にؔするਖ਼しい஌ࣝ
のීܒ、ٴ発をਤることとしています。݁֩༧๷会ではϙスター΍ύンϑϨットʮ݁֩のৗࣝʯ౳を࡞成、
഑෍するとともに、ʮશ国一੪ෳेࣈシーϧӡ動Ωϟンペーンʯとしてશ国֤஍で֗಄ืۚ΍無ྉ݁֩ݕ診、
ܒげてܝをޠして、݁֩༧๷の大切͞をお఻えしています。また、ຖ年݁֩༧๷ि間ඪࢪ૬ஊ౳を࣮߁݈
໤活動を行ͬています。2013 年のඪޠʮこの࿹のʠͦれʡͬて、݁֩の༧๷ͩͬたΜͩʯでした。このඪ
。いますࢥにͭいてओに࿩をしていきたいとࠪݕのղઆから݁֩のޠ
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�����ԭೄݝҩࢣձใࢽࡶ　��������	��
����������

��
 Տ࡚ӳൣ

�����ฤूهޙ

�����ԭೄݝҩࢣձใࢽࡶ　��������	��
�������

��
 久৔ກ෉ɺ大࿷ۈ子ɺ஥ຊ　ರɺ஌Ֆ࣏ݡɺ౻田߳৫ɺڮԬ׮恵ɺ大城康二ɺಹ೼　།ɺՃ౻੣໵

��������ʀ��ɿ　ࢽԭೄҩཱࠃ�����

�����໨ͰΈΔڳ෦࣬ױ 	���
　ഏ์ઢە঱
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��
 ɺ౻田߳৫ɺ久৔ກ෉ɺ౻田࣍࿠࣏ݡ子ɺ஥ຊ　ರɺ஌Ֆۈ大యɺ大࿷ݪࣲ

��������ʀ��ɿ　ࢽԭೄҩཱࠃ������

������໨ͰΈΔڳ෦࣬ױʢ���
　χϡʔϞγενεഏԌ

��
 ઒ാ　ษɺฏྑঘ޿ɺ久志一朗ɺҏ஍ོ੖ɺ᰸ฏ໊஌࢙ɺՏ࡚ӳൣɺੴ઒ਗ਼࢘

���������ʀ��ɿ　ࢽԭೄҩཱࠃ������

������໨ͰΈΔڳ෦࣬ױʢ���
　ଟൃۭಎੑখ݁અΛఄͨ͠సҠੑഏजᙾ

��
 ฏྑঘ޿　઒ാ　ษ　ҏ஍ོ੖　久志一朗　᰸ฏ໊஌࢙　Տ࡚ӳൣ　ੴ઒ਗ਼࢘

����������ʀ��ɿ　ࢽԭೄҩཱࠃ������

������໨ͰΈΔڳ෦࣬ױʢ���
　ࣗવߢڳڳؾυϨφʔδޙͷ࠶๲ுੑഏਫज

��
 ஌Ֆ࣏ݡɺ౻田߳৫ɺ஥ຊ　ರɺ大࿷ۈ子ɺ久৔ກ෉ɺ᰸ฏ໊஌࢙ɺՏ࡚ӳൣɺ઒ാ　ษɺੴ઒ਗ਼࢘

�����౰ӃͰͷ௒ऀྸߴഏ؞ʹର͢ΔԽֶྍ๏ͷݕ౼

����������ʀ��ɿ　ࢽԭೄҩཱࠃ�����

� �ʲཁࢫʳ日本でのྸߴ者肺癌患者は૿Ճしており、今後も૿Ճが༧૝͞れる。当院における 80 以上の肺ࡀ
癌と診断͞れた患者のうち、化学療๏（分ࢠඪ的治療ༀをؚΉ）をࢪ行した 42 例のݕ౼をおこなͬた。年
ྸதԝ஋は 82 はથ癌ܕであり、૊৫ࡀ 52ˋ、ፏ平上ൽ癌 14ˋ、大ࡉ๔癌３ˋ、ඇখࡉ๔癌̓ˋ、不໌５ˋ、
খࡉ๔癌 19ˋであͬた。খࡉ๔肺癌の治療૗ޮ཰は 50ˋ、ඇখࡉ๔肺癌の治療૗ޮ཰は 35�2ˋであͬた。
80 以上の症例でࡀ PS 良޷であれ͹、ྐྵ年ྸにとらわれͣ、化学療๏をࢪ行し、治療ޮՌをಘることはՄ
ೳであると考えた。

��
 久志一朗ɺ�福田暁子ɺ�大࿷ۈ子ɺ�ੴ઒ਗ਼࢘ɺݪ�ਅل子ɺ্ݪ஧大

�����؇࿨έΞප౩ʹ͓͚ΔফԽऀױ؞ثͷݕ౼

����������ʀ��ɿ　ࢽԭೄҩཱࠃ�����

� �ʲཁࢫʳ緩和έア目的で 2009 ʙ 2012 年にೖ院した消化器癌患者 60 例をର৅とし、ೖ院࣌఺でのखज़・化
学療๏の༗無ผにみた生ଘ期間にͭいてௐࠪするとともに、ೖ院࣌の PBMMJBUJWF PSPHOPTUJD SDPSF（PBP 
TDPSF）およͼ PBMMJBUJWF PSPHOPTUJD IOEFY（PPI）と༧後とのؔ࿈にͭいてݕ౼した。݁Ռ、खज़・化学療
๏の༗無ผにみた生ଘ期間தԝ஋は、ࠜ治खज़ � 化学療๏܈が 604�5 日、ݼଉ的खज़ � 化学療๏܈が 529
日、ݼଉ的खज़のみ܈が 409 日、化学療๏のみ܈が 546 日、#FTU TVQQPSUJWF DBSF（#S$）܈が 137 日であり、
#S$ にൺ΂て༗ҙに୹かͬた。ೖ院࣌の܈はଞの̐܈ PBP TDPSF ผで 30 日間生ଘ཰をൺֱすると、０ʙ 5�5
఺の܈が 96�0�、5�6 ʙ 11�0 ఺܈が 42�8�、11�1 ʙ 17�5 ఺܈が 14�0�であͬた。PPI による༧後༧ଌのʮ感度ʯ

ʮಛ異度ʯʮཅੑ的த཰ʯʮӄੑ的த཰ʯはͦれͧれ 75�0�、83�3�、87�1�、69�0�であͬた。

��
 大࿷ۈ子ɺ஥ຊ　ರɺ஌Ֆ࣏ݡɺ౻田߳৫ɺ久৔ກ෉ɺ福田暁子ɺ౻࡚ͳͭΈɺਡ๚Ԃलޗɺ຤ݪխਓɺ

�����樋口大介ɺ久志一朗ɺฏྑঘ߂ɺҏ஍ོ੖ɺ᰸ฏ໊஌࢙ɺՏ࡚ӳൣɺ઒ാ　ษɺੴ઒ਗ਼࢘

�����౰Ӄʹ͓͚Δํ׽ༀͷݧܦ༺࢖

����������ʀ��ɿ　ࢽԭೄҩཱࠃ�����

��ʲཁࢫʳ当院のೖ院患者におけるํ׽ༀの࢖༻ঢ়گにͭいてݕ౼を行ͬた。21 ඼目がॲํ͞れ、શମとして
は１大ݐத౬、２ᢴༀ؁૲౬、３ंڇਛ気ؙ・཈肝ࢄのॱでස༻͞れていた。࢖༻目的としては癌治療に
ؔ࿈した症ঢ়緩和が࠷多であͬた。上記ස༻ༀࡎにͭいてはਆܦ疾患΍ѱੑजᙾなͲで腸管ᦥ動が௿Լし
た患者におけるศൿ、化学療๏をؚめたༀ࢖ࡎ༻にともなう෭࡞༻༧๷・ରࡦ、不ԺなͲがओな࢖༻目的
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であͬた。શ਎化学療๏をࢪ行していないѱੑ疾患症例、ਆܦ疾患症例では、ศൿ、不Ժにରする࢖༻が
多かͬた。෭࡞༻として؁૲をؚΉํࡎの࿈༻で௿Χリ΢Ϝ݂症を合ซした症例が約 15�にみとめられ、
定期的な݂ӷࠪݕが必要であるとࢥわれた。

��
 ɺ久志一࿠ɺҏ஍ོ੖ɺ᰸ฏ໊஌࢙ɺՏ࡚ӳൣɺ઒ാ　ษɺੴ઒ਗ਼࢘޿子ɺฏྑঘ໌ݪߴ

ʙ౼ݕͷࡦɺͦͷର޲܏ස౓ͱݱບ֎ຑਲͷ߹ซ঱　ʙग़ߗ෦ڳ�����

����������ʀ��ɿ　ࢽԭೄҩཱࠃ�����

���ʲཁࢫʳज़後௟痛としてڳ部ߗບ外麻酔をࢪ行した症例において、ͦ の合ซ症のग़ݱස度と޲܏をௐࠪした。
ͦの݁Ռ、合ซ症としてはѱ心ᅅు（PON7�QPTU PQFSBUJWF OBVTFB BOE WPNJUJOH）΍೘ดが多いことがわ
かͬた。PON7 をىこし΍すい޲܏としては、オϐオイドఴՃ΍ঁੑであることがリスクҼࢠであること
がわかͬた。また、೘ดはઠࢗ部Ґ΍ੑผにかかわらͣग़ݱし、ྸߴ者に多い޲܏があることがわかͬた。
この݁Ռをಘて、ڳ部ߗບ外麻酔にオϐオイドをఴՃしない、ঁੑは PON7 がىこり΍すいので஫ҙする、
のタイϛンάを考ྀする、なͲのํ਑をたて、今ڈこり΍すいので೘道Χςーςϧのൈى者は೘ดがྸߴ
後のよりよいज़後௟痛ํ๏に活༻していきたい。

��
 ৽ཬ　恵ɺਡ๚ԂलޗɺԞؒΊ͙Έɺத্ึ子ɺ຤ݪխਓ

೉ʹ͢ΔཁҼࠔΛߦ୐ҠࡏͷऀױԽ঱ߗࡧҤॖੑଆے�����

����������ʀ��ɿ　ࢽԭೄҩཱࠃ�����

� �ʲཁࢫʳےҤॖੑଆߗࡧ化症のࡏ୐Ҡ行にࠔ೉を感͡た܈と感͡られなかͬた܈との間でͲのような要Ҽに
ࠩがあるかをݕ౼した。気管切開΍胃ᚈ଄ઃを行ͬているかといͬた医療的έアのೱ度には༗ҙࠩはなく、
本ਓの理ղ力不଍΍Ո଒間で࿩し合いができるか・ΩーύーιンのมߋがىこるかなͲといͬた本ਓおよ
ͼ本ਓを取り巻くՈ଒ڥ؀に༗ҙࠩがあͬた。スϜーズなࡏ୐Ҡ行にͮجくより良い患者およͼՈ଒έア
のためにはこのような要Ҽになる΂く早くからண目した多職種によるサϙートがॏ要である。

��
 ٢田　߶ɺ大ࢁప໵ɺ౻⃻ͳͭΈɺத஍　྄ɺ城ށඒ࿨子ɺਡ๚Ԃलޗɺ຤ݪխਓ

�����.POPTZNQUPNBUJD�USFNPS�BU�SFTU Λॳൃ঱ঢ়ͱ͠ύʔΩϯιϯපͱ͑ߟΒΕͨ �ྫ

����������ʀ��ɿ　ࢽԭೄҩཱࠃ�����

� �ʲཁࢫʳ症例は 77 ࡞உੑ、ӈརきである。３年લにӈखの安੩࣌ৼઓを生͡、１年લに࢟੎࣌およͼ動ࡀ
࣌にもৼઓがՃわͬたが、診࡯ではܰ度のӈ上ࢶのॖݻےを認めるのみで、Չ動およͼ࢟੎൓射ো֐は認
めなかͬた。２年લからᄿ֮௿Լを֮ࣗしているが、ศൿ、RE. ਭ຾行動異ৗはない。Ո଒ྺにಛ記事߲
はなし。.RI はܰ度のຫੑੑ݂ڏม化を認め、.I#( 心ےシンνάϥϑΟーで H/. ൺ௿Լは認めなかͬ
た。L-%OPA ౤༩がৼઓにରして༗ޮであͬた。本症例はύーΩンιン病の #SJUJTI #SBJO #BOL $SJUFSJB 

（###$）をຬた͞ないが、症ঢ়のࠨӈࠩ、ᄿ֮௿Լ、およͼ L-%OPA にରする良޷な൓Ԡより早期のύー
Ωンιン病であるՄೳੑがߴいと考えた。一ํ、ৼઓのみをओ௃とする NPOPTZNQUPNBUJD USFNPS BU SFTU
をఄする患者においては臨床診断がし͹し͹೉しいことが報告͞れており、今後も৻ॏなܦա࡯؍が必要
であると考える。

��
 樋口大介ɺ஥ຊ　ರ

঱ʹੜͨ͡ফԽ؅ەࢎ߅ு঱Λ൐͏ඇ݁֩ੑ֦ࢧ؅ؾ���� ""ΞϛϩΠυʔγεʹΑΔ೉࣏ੑԼཀྵΛվળͰ͖

ͨ̍঱ྫ

����������ʀ��ɿ　ࢽԭೄҩཱࠃ�����

��ʲཁࢫʳ症例は 75  症（QVMNPOBSZەࢎ߅ு症、肺ඇ݁֩ੑ֦ࢧओૌはԼཀྵ、ෲ痛、৯ཉ௿Լ。気管。ੑঁࡀ
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OPOUVCFSDVMPVT NZDPCBDUFSJPTJT� 以Լ PNT.）、H# ΢イϧスΩϟリア、ߕঢ়થज़後ߕঢ়થ機ೳ௿Լ症、
ѹで௨院த。2009݂ߴ 年̐月、̒月に肺Ԍで߅生ࡎ౤༩。５月ごΖから೪ӷศ、̒月ごΖから৯ཉ௿Լ、
̕月からԼཀྵසճ、間ܽ的ෲ痛が生͡た。ਫ਼ࠪの݁Ռ、気管֦ࢧு症を൐う PNT. に生͡た消化管 AA（ア
ϛロイドA）アϛロイドーシスによる೉治ੑԼཀྵと診断した。本疾患はඇৗにكで༧後不良と͞れているが、
සճに܁りฦす肺Ԍにରしてਝ଎でద切な߅生࢖ࡎ༻により݂ਗ਼アϛロイド A （TFSVN BNZMPJE A ʹ以Լ
SAA）は௿Լ޲܏となり݁Ռ的にຫੑԼཀྵを൒年間でվળできたので報告する。

��
 福田暁子ɺ久志一朗ɺ大࿷ۈ子　　　　

������೉࣏ੑͷੑ؞᙭௧ʹϞϧώωͱέλϛϯΛซ༻͠ΦϐΦΠυͷੑٸ଱ੑΛճ෮ͤ͞Δ͜ͱͰྑ޷ͳ঱ঢ়ί���

������ϯτϩʔϧ͕ಘΒΕͨ̍঱ྫ

����������ʀ��ɿ　ࢽԭೄҩཱࠃ������

����ʲཁࢫʳҙࣝো֐のある患者の೉治ੑの癌ੑ疼痛にϞϧώωとέタϛンをซ༻し、良޷な症ঢ়コントローϧをಘ
た。Ϟϧώω୯ಠではޮՌが無かͬたがέタϛンの௥Ճによりすみ΍かに症ঢ়が緩和͞れたことから、έタϛ
ンによりオϐオイドのੑٸ଱ੑがճ෮したと考えられた。έタϛンは麻酔࣌より௿容ྔでޮՌを発شした。

��
 子ɺ久৔ກ෉ɺۈɺ�஥ຊ　ರɺ大࿷࣏ݡ子ɺ᰸ฏ໊஌࢙ɺ౻田߳৫ɺ৽֞࿨໵ɺ஌Ֆلਅݪ恵ɺ׮Ԭڮ

　　Ճ౻੣໵ɺ౻田࣍࿠ɺੴ઒ਗ਼࢘

　　྆ଆ݁અɾਁ५ӨɾۭಎපมΛఄ͕ࠪ͠ݕڸࢧ؅ؾ༗༻Ͱ͋ͬͨ̍ྫ

����������ʀ��ɿ　ࢽԭೄҩཱࠃ������

� � �ʲཁࢫ 　r64 にてۭಎ病มは肺ፏ平ࠪݕ鏡ࢧஉੑ。྆ଆ肺に多発ਁ५Өとۭಎ病มを認め、ॳճの気管、ࡀ
上ൽ癌がٙわれた。PET でもۭಎ病มとଞのਁ५Өに F%( の集ੵを認めたが、શての PET ཅੑ病มにର
してܦ気管ࢧ肺生ݕをࢪ行し、ۭಎ病ม以外の病มをԌ症ੑม化と診断したことでखज़がՄೳとなͬた。 
肺癌と多発ਁ५Өがಉ࣌にみられた৔合、治療ํ਑をܾ定するためにෳ਺の病มにରしてもੵۃ的に気管
 。われたࢥ行することが༗༻とࢪをࠪݕ鏡ࢧ

��
 ᰸ฏ໊஌࢙ɺฏྑঘ߂ɺ�ҏ஍ོ੖ɺ�久志一朗ɺ�Տ࡚ӳൣɺ�઒ാ　ษɺ�ੴ઒ਗ਼࢘

�����੾আෆೳہॴਐߦඇখࡉ๔ഏ؞ʹରͯ͠์ࣹઢԽֶಉ࣌ซ༻ྍ๏Λ͍ߦ௕ظੜଘΛಘͨ̍ྫ

����������ʀ��ɿ　ࢽԭೄҩཱࠃ�����

����̡ ཁࢫ 症r例は61ࡀ、ঁ ੑ。֏ᅉにて医療機ؔを受診したとこΖ、ڳ部$Tでӈ肺門部に56NN大のजᚅ、肺門・
ॎִリンύઅज大が、PET にて SU7NBY�25�7 の F%( 異ৗ集ੵが認められہ所ਐ行ӈ肺癌（ࡉ๔診にて
થ癌）と診断͞れた。当ॳ、臨床病期は DIIIA または DIII#（ࠎ࠯ࠨᜰリンύઅసҠ）と͞れಋೖ化学療๏
を行ͬたが、ࠎ࠯ࠨᜰリンύઅసҠにରするޮՌが認められたため、࠷ऴ的に DIII# と൑断し、放射線化
学ಉ࣌ซ༻療๏、஍ݻめ化学療๏をࢪ行した。治療ޮՌは良޷で（HPPE PR、SU7NBY�2�5）、コントロー
ϧࠔ೉な༗֐事৅も認められͣ、治療開࢝後５年̕ϱ月（治療ऴྃ後 3 年 10 ϱ月）ܦաしたࡏݱ、無૿ѱ
にて外དྷ௨院தである。

��
 ੴ઒ਗ਼࢘

�����ॻධʮ݈康ඦ࿩Ͱؾݩඦഒʯ

�����ԭೄλΠϜε　　　　　̎̌̍̐೥݄̓̎೔
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��
 ੴ઒ਗ਼࢘

�����࿦ஃʮ໋ͷॏ͞ޠΔఉͷࠇ໦ʙλΠ୅理ग़࢈ɾถͷଚࢮݫ໰͏ʙʯ

����ԭೄλΠϜε� 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　���� ೥ �� ݄ �� ೔

���� ೥　口ԋ�ҩہ

ୈ �ճ %ZTUSPQIJOPQBUIZ ͷ $/4োڀݚ֐ձ　　　　　　　　　　　　��౦ژ౎�� ���� ೥ � ݄ �� ೔

�
 લಊ志೫ɺ্田޾඙ɺਡ๚Ԃलޗ　

　�δετϩϑΠϯҟৗ঱ऀױͷೝ஌ػೳͷಛ௃一هԱ՝୊ʹΑΔݕ౼一

�
 ্田޾඙ɺલಊ志೫ɺਡ๚Ԃलޗ　

����δετϩϑΠϯҟৗ঱ऀױͷೝ஌ػೳͷಛ௃ͱ20-ͷؔ࿈

೔ຊ಺Պֶձ　ୈ ���ճ۝भ஍ํձ� � � ����������　　　　�福Ԭݝ�� ���� ೥ � ݄ �� ೔

　஌Ֆ࣏ݡɺ౻田߳৫ɺ஥ຊ　ರɺ大࿷ۈ子ɺ久৔ກ෉ɺ౻田࣍࿠

　ഏ؞ͱͷؑผʹྀۤͨ͠.10�"/$"ཅੑଟൃ݂؅Ԍੑ೑ժज঱ͷ �ྫ

  ʲཁࢫʳ঱ྫɿ78 。೉ࠔ呼吸࣌࡞ओૌɿ発೤、೵ੑᙹ、࿑。ੑঁࡀ
පྺɿ2009ݱ     年 11 月ॳ०にඍ೤、֏ᅉがग़ݱし、ۙ医受診。Ϛクロϥイドॲํ͞れるもվળͤͣ、ͦの

後 38 度以上の発೤とԫ৭೵ੑᙹを認めるようになͬた。また、࿑࣌࡞呼吸ࠔ೉がग़ݱするようになりଞ院
を受診。A#P$ をॲํ͞れるがվળͤͣ。ڳ部 $T で異ৗӄӨを認めたため、ਫ਼ࠪՃ療目的でಉ月Լ०に
当院঺հೖ院。
ではࠪݕաɿ݂ӷܦ W#$ 14230/ Ж M、$RP10�79NH/EM とԌ症൓Ԡは上ঢしており、ڳ部 $T ではӈத༿
。த਻部にजᚅੑ病มと、தԼ༿のਁ५Өを認め、྆肺に多発݁અӨ、ॎִリンύઅज大を認めたװԼ、ࢬ
画像から肺癌とดੑ࠹肺Ԍをٙい IP./$S の߅生ࡎ఺ణ治療を開࢝。ӈதԼ༿のӄӨはվળしたがଞの病
มは不มであͬた。ͦのため気管ࢧ鏡ࠪݕを行い、ܦ気管ࢧ肺生ݕ（T#L#）でओに݂管पғにྨ上ൽࡉ
๔΍ϥンάϋンスࡉڊ๔が͞ݟࢄれ、೑ժ種をܗ成するԌ症病มと診断͞れた。PR3-AN$A ӄੑ、.PO-
AN$A ཅੑであͬたが、ओ要症ঢ়、૊৫所ݟなͲから多発݂管Ԍੑ೑ժजと診断した。治療は PSL30NH
の内෰治療を開࢝し、症ঢ়は消ࣦし、$T でもजᚅੑ病ม΍多発ੑ݁અはܰշし、.PO-AN$A はӄੑ化した。
ɿ多発݂管Ԍੑ೑ժज症はۭಎੑ病ม΍݁અӨをఄする病มが多いと͞れ、本症例のようなத਻ଆに࡯ߟ
जᚅ༷病มをఄする画像はయܕ的でないとࢥわれる。しかし、持続する発೤΍߅生ࡎ治療でӄӨのվળが
๡しい৔合には本疾患もؑผにೖれਫ਼ࠪを行う必要があるとࢥわれた。
঱ྫɿ78 病ྺɿ2009ݱ。ੑঁࡀ 年 11 月ॳ०にඍ೤、֏ᅉがग़ݱし、ͦの後 38 度以上の発೤とԫ৭೵ੑ
ᙹを認めるようになͬた。また、࿑࣌࡞呼吸ࠔ೉がग़ݱするようになりۙ医を受診。A#P$ をॲํ͞れる
がվળͤͣ。ڳ部 $T で異ৗӄӨを認め、ಉ月Լ०に当院঺հೖ院。
でࠪݕաɿ݂ӷܦ W#$ 14230/ Ж M、$RP10�79NH/EM とԌ症൓Ԡは上ঢし、ڳ部 $T でӈத༿ࢬ、Լװத
਻部にजᚅੑ病มと、தԼ༿のਁ५Өを認め、྆肺に多発݁અӨ、ॎִリンύઅज大を認めた。画像から
肺癌とดੑ࠹肺Ԍをٙい IP./$S の߅生ࡎ఺ణ治療を開࢝。ӈதԼ༿のӄӨはվળしたがଞの病มは不ม。
気管ࢧ鏡ࠪݕを行い、ܦ気管ࢧ肺生ݕ（T#L#）でओに݂管पғにྨ上ൽࡉ๔΍ϥンάϋンスࡉڊ๔がࢄ
成するԌ症病มと診断。PR3-AN$Aܗれ、೑ժ種を͞ݟ ӄੑ、.PO-AN$A ཅੑであͬたが、ओ要症ঢ়、
૊৫所ݟなͲから多発݂管Ԍੑ೑ժजと診断した。治療は PSL の内෰治療を開࢝し、症ঢ়は消ࣦ。$T で
जᚅੑ病ม΍多発ੑ݁અはܰշし、.PO-AN$A はӄੑ化した。
ɿ多発݂管Ԍੑ೑ժज症はۭಎੑ病ม΍݁અӨをఄする病มが多いと͞れ、本症例のようなத਻ଆに࡯ߟ
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जᚅ༷病มをఄする画像はయܕ的でないとࢥわれる。しかし、持続する発೤΍߅生ࡎ治療でӄӨのվળが
๡しい৔合には本疾患もؑผにೖれਫ਼ࠪを行う必要があるとࢥわれた。

ୈ �ճ　ػٵݺೳΠϝʔδϯάֶձ� � � ������������๺海ಓ�� ���� ೥ � ݄ �� ೔ʙ �� ೔

　஌Ֆ࣏ݡɺ౻田߳৫ɺ஥ຊ　ರɺ大࿷ۈ子ɺ久৔ກ෉ɺ౻田࣍࿠

　ഏ݁֩ͱͷؑผΛཁͨ͠ബนۭಎΛ൐ͬͨχϡʔϞγενεഏԌͷ̍ྫ

��ʲཁࢫʳ঱ྫɿ30 உੑ。2009ࡀ 年、発೤を認めۙ医受診。ڳ部Ϩントήンで྆ଆ肺野に一部ۭಎを൐う病
มを認めೖ院。肺݁֩をٙい、ᄰᙹ、胃ӷەࢎ߅ృຣࠪݕでӄੑ。気管ࢧ鏡ࠪݕをࢪ行したとこΖ、ܦ気
管ࢧ肺生ݕ（T#L#）で೑ժ種をٙう所ݟがあり、肺݁֩で当院঺հ。ڳ部 $T ではのう๔༷ۭಎӄӨと
খ݁અを認めた。肺݁֩として治療を開࢝したが、݁֩ەがݕग़͞れないため、ଞの疾患もؑผにあげਫ਼
ࠪをすすめた。Ќʕ% άϧΧンཅੑ、ൽෘにࠇ৭ོੑى病มを認め、生ݕを行ͬた݁ՌΧϙジ೑जと診断
͞れ、HI7 でཅੑであると൑໌した。͞らにᄰᙹニューϞシスνスΧリニࠪݕମ߅ P$R がཅੑであり、肺
病มはニューϞシスνス肺Ԍと診断した。ST 合ࡎ౤༩し、ղ೤޲܏となり、画像上でのӄӨはվળした。
ニューϞシスνス肺Ԍのಛ௃的な画像は、ͼまΜੑに޿がるスリΨϥスӄӨが一ൠ的ͩが、本症例のよう
にۭಎӄӨをఄすることがある。ニューϞシスνス肺Ԍとͦの画像にؔしてจݙ的考࡯をؚめ報告する。

ୈ̍�ճԭೄ DMJOJDBM�OFVSPTDJFODF ษڧձ　� � ������������������੢ݪொ� � ���� ೥ � ݄ �� ೔

　ਡ๚Ԃलޗ　

　ύʔΩϯιϯؔ࿈࣬ऀױױʹ͓͚Δݺͼ͔͚ʹର͢Δࣄ৅ؔ࿈ిҐ　

ެ։ϫʔΫγϣοϓࣄ৅ؔ࿈ిҐΛ༻͍ͨޠݴೝ஌೴Պֶతڀݚ　�������福Ԭݝ� � ���� ೥ � ݄ � ೔

　ਡ๚Ԃलޗ

　ύʔΩϯιϯපؔ࿈࣬ױʹ͓͚Δݺͼ͔͚ʹΑΔࣄ৅ؔ࿈ిҐͱޠݴʹΑΔࣄ৅ؔ࿈ిҐͷྟচԠ༻ͷՄೳ

ੑʹ͍ͭͯ　

ୈ ��ճԭೄݝ֎Պձ� � � � � 　　　　　��　ೆ෩ݪொ�� ���� ೥ � ݄ � ೔

　Տ࡚ӳൣɺฏྑঘ޿ɺҏ஍ོ੖ɺ᰸ฏ໊஌࢙ɺ久志一朗ɺ઒ാ　ษɺੴ઒ਗ਼࢘

　ज़લԽֶྍ๏ʹஶޮ͠ӈഏதԼ༿εϦʔϒ੾আΛͨͬߦഏ͕Μͷ一ྫ

　̡ ཁࢫʳ症例は 70 部ڳ。ఠ͞れ当院΁঺հとなͬたࢦ部異ৗӨをڳ೉感ありۙ医でࠔஉੑ。֏ᅉ、呼吸、ࡀ
$T では、ӈத間気管ࢧからӈԼ༿にかけ約 4DN の不੔なजᚅӨを認め、தԼ༿にดੑ࠹肺ԌをٙうӄӨ
を認めた。気管ࢧ鏡ではӈத間װ気管ࢧは不੔जᙾでࡥڱ、ด࠹し、ಉ部の生ݕでፏ平上ൽがΜと診断した。
DT3N2.0 SUBHF IIIA と診断し、ಋೖ化学療๏（シスϓϥνン、ドηタΩηϧ）を２コースࢪ行し、जᙾ
は著໌にॖখ（PR）した。खज़は第 5 ࿤ࠎ床開ڳでアϓローνしڳບ༊ணをണ཭後、上ॎֲִਗ਼を先行した。
த間װ気管ࢧからԼ肺੩຺はजᙾᚄࠟで一մとなりണ཭不Մೳなため心ບを切開した。जᙾは心೯内でԼ
肺੩຺಄ଆ、上肺੩຺എଆ、ӈ肺動຺എଆのᕶບੑ心ບの૚でണ཭した。Լ肺੩຺、த༿肺੩຺を切཭し、
༿間でத間װ肺動຺を切཭した。ӈ上༿気管ࢧೖ口部とӈओ気管ࢧを切཭し、ӈதԼ༿をఠग़し、ਝ଎病
理で気管ࢧ断୺ӄੑを確認後、ӈ上༿気管ࢧとӈओ気管ࢧを 3-0 P%S-II で෽合した。口ࠩܘが大きくӈओ
気管ࢧບ༷部を๓ॖし口ࠩܘௐઅを行ͬた。気管ࢧ෽合部に࿤間ےหをඃ෴しखज़をऴྃした。病理૊৫
ではजᙾの大部分はมੑյࢮし、気管分ذ部リンύઅ内にፏ平上ൽ癌のҨ࢒を認め、T0N2.0 SUBHFIIIA
と診断し、ज़後ิॿ化学療๏を௥Ճした。ಋೖ化学療๏によりӈ肺શఠをճආしスリーϒதԼ༿切আがՄ
ೳとなͬた症例をݧܦしจݙ考࡯をՃえ報告する。
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ୈ �ճԭೄͯΜ͔Μڀݚձ� � � � 　　　　ೆ෩ݪொ� � ���� ೥ � ݄ �� ೔

　ਡ๚Ԃलޗ　

　೴೾� � �ͯΜ͔Μ　

ԭೄײછ঱ڀݚձ� � � � ���������������������������������������������������� ೥ �݄ ��೔ʢ౔ʣ

஥ຊ　ರ　久৔ກ෉　࣏ݡ子　஌Ֆۈ大య　大࿷ݪࣲ　

　྆ଆ͢ΓΨϥεӄӨΛఄͨ͠ٵݺੑٸෆશͷ一ྫ

　 生དྷ݈߁で A%L ࣗ立した 70 உੑ。平成ࡀ 9 年 10 月、２、３日લからの発೤、֏ᅉをओૌにલ医受診。
部ڳ 9 線・$T にて肺Ԍ像を認め、１ि間の߅生ࡎ治療にて症ঢ়ܰշした。しかしͦの後もܰ度の呼吸ࠔ
೉を֮ࣗし、࠶度発೤と֏ᅉがग़ݱしたため約１か月ܦաした 11 月にલ医を࠶受診し、肺Ԍとして࠶度߅
生ࡎ౤༩が行われた。しかし発೤は持続し呼吸ঢ়ଶはѱ化したため。18 日後に当院΁঺հస院となͬた。
དྷ院࣌の画像にて྆ଆにͼまΜੑのすりΨϥスӄӨを認め、原Ҽࡧݕ目的でٸۓ気管ࢧ内視鏡ࢪ行。気管
ચড়ӷよりニューϞシスνスを認め、ニューϞシスνス肺Ԍ（P$P）と診断して治療を開࢝した。呼吸ࢧ
ঢ়ଶはվળするも、ϑΥローのڳ部 $T でのう๔ܗ成を認めた。また、ͦの後のਫ਼ࠪにて成ਓ T ๔ੑനࡉ
݂病の発病がわかり、治療目的に専門病院΁స院となͬた。本症例を௨して、ニューϞシスνス肺Ԍの診
断΍画像ܦաにͭいて学Μͩことを、एׯのจݙ的考࡯をՃえて報告する。

೴ɾਫ਼ਆɾਆܦΧϯϑΝϨϯε　ϛχϨΫνϟ　� � 　　　　੢ݪொ�� ���� ೥ � ݄ �� ೔

　ਡ๚Ԃलޗ� �

�　༺৅ؔ࿈ిҐͷྟচԠࣄ　 ͷ΋͏一ͭͷํ๏࿦ࡧݕೳػ೴࣍ߴ �　

ୈ ��ճ೔ຊഏֶ؞ձ۝भࢧ෦ֶज़ूձɺୈ ��ճ೔ຊثٵݺ಺ֶڸࢹձ۝भࢧ෦૯ձ�

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　福Ԭݝ� � ������������ ೥ �݄ ��೔ʙ �݄ �೔

�
� 子ɺ久৔ກ෉ɺ᰸ฏ໊஌࢙ɺੴ઒ਗ਼࢘ɺۈɺ஥ຊ　ರɺ大࿷࣏ݡ子ɺ౻田߳৫ɺ஌Ֆلਅݪ恵ɺ׮Ԭڮ

　�౻田࣍࿠

　�྆ഏ݁અӨɾਁ५ӨͱۭಎӨΛఄ͕ࠪ͠ݕڸࢧ؅ؾ༗༻Ͱ͋ͬͨ �ྫ


�　ԭೄපӃ಺ՊߏػපӃཱࠃ���� ಉ֎Պ　�
 
�　大ֶҩֶ෦ୈ一಺Պٿླྀ 大ໂ田පӃߏػපӃཱࠃ

   症例は 64 部̘̩では྆肺野に݁અڳ。痛、݂ᙹをओૌにۙ医を受診ڳஉੑ。൒年続く࣪ੑ֏ᅉとӈ、ࡀ
Өおよͼਁ५Ө、ࠨઉ۠にۭಎを൐う݁અӨ、ཻঢ়Өをみとめਫ਼ࠪ目的で当院΁঺հとなͬた。٤Ԏྺ
90QBDL・ZFBS。଱౶ೳো֐、肺Ԍのطԟあり。ॳ診࣌のԌ症൓Ԡがཅੑで画像所ݟもあわͤて、ەࢎ߅感છ症、
肺Ԍ、肺化೵症、肺癌なͲをٙい気管ࢧ鏡ࠪݕをࢪ行。ࠨઉ۠のۭಎӄӨのࡲաࡉ๔診でፏ平上ൽ癌（SR）
ٙいの診断をಘたため、PET ઉ۠のӄӨ以外にも、྆肺野の݁અӨ、ॎִリンύઅࠨ行。݁Ռはࢪをࠪݕ
に異ৗ集ੵがみとめられ、खज़దԠの༗無をݕ౼する目的で࠶度す΂ての異ৗӄӨにରして気管ࢧ鏡ࠪݕ
をࢪ行。ࠨઉ۠の૊৫より SR が確定しଞのӄӨはԌ症ੑม化と診断。臨床病期は DT2CN1.0　ᶙ A でࠨ
上༿切আ、リンύઅֲਗ਼をࢪ行しಘた。

�
� ฏྑঘ޿ɺ�ҏ஍ོ੖ɺ�᰸ฏ໊஌࢙ɺ�Տ࡚ӳൣɺ�઒ാ　ษɺ�ੴ઒ਗ਼࢘

　�ഏඇఆܕΧϧνϊΠυͷ �੾আྫ

　�ʲཁࢫʳ症例は 67 ԟにط、ੑঁࡀ 13 年લࠨೕ癌（ࠨೕ๪切আࢪ行、Q-TUBHF ᶘ A）、ॏ症ے無力症（ܕے؟）。
٤Ԏྺはなし。2013 年̒月の定期ࠪݕでڳ部異ৗӄӨࢦఠ͞れ、当院঺հとなͬた。ڳ部 $T ではӈ肺த
༿に 13NN 大の内部଄ӨޮՌ不良の݁અを認めた。जᙾϚーΧーは PRO(RP がܰ度上ঢしていた。T#L#
で確定診断がಘられͣ、PET ではजᚅに一கして集ੵ（SU74�0）を認めた。ѱੑの৔合、DT1BN0.0
D-
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TUBHF ᶗ A と൑断し診断治療目的にखज़を࣮ࢪした。ज़தਝ଎病理ࠪݕで原発ੑ肺癌の診断がಘられ、ӈ
肺த༿切আٴͼे画リンύֲਗ਼をࢪ行した。࠷ऴ病理診断は BUZQJDBM DBSDJOPJE（Q-T1BN2.0TUBHF ᶙ A）
であͬた。ൺֱ的كな疾患と͞れるඇ定ܕΧϧνϊイドの１切আ例にͭいて、एׯの分ݖ的考࡯をՃえ報
告する。

�
� ᰸ฏ໊஌࢙ɺ�ฏྑঘ޿ɺ�ҏ஍ོ੖ɺ�Տ࡚ӳൣɺ�઒ാ　ษɺ�ੴ઒ਗ਼࢘

　�੾আෆೳہॴਐߦඇখࡉ๔ഏ؞ʹରͯ͠์ࣹઢԽֶಉ࣌ซ༻ྍ๏Λ͍ߦ௕ظੜଘΛಘͨ一ྫ

��ʲཁࢫʳ͸͡Ίʹɿ切আ不ೳہ所ਐ行ඇখࡉ๔肺癌にରして放射線化学ಉ࣌ซ༻療๏を行い長期生ଘをಘた
症例をݧܦしたので報告する。

   ঱�ྫɿ61 部ڳ、ભԆする֏ᕸをओૌにۙ医受診。ੑঁ、ࡀ 9P にてӈத肺野に異ৗӨをࢦఠ͞れた � 部ڳ
$T にてӈԼ༿（S6）から肺門にࢸる 60NN 大のजᚅがݟられ、PET では F%( 集ੵを༗する肺門、ॎִ、
。にてથ癌と診断͞れՃ療目的で当院঺հとなͬたࠪݕ鏡ࢧᜰリンύઅज大が認められた。気管ࠎ࠯ࠨ
࣏ྍɿ臨床病期 DT3N3.0
TUBHFIIIA と診断、खज़不ೳと൑断し化学療๏（$#%$A
AU$�5�TBYPM 180NH/
N2）を２コースࢪ行後、化学放射線ಉ࣌ซ༻療๏（WFFLMZ $#%$A
AU$�2�TBYPM 40NH/N2）（UPUBM 
60(Z）を行ͬた � 治療ޮՌは良޷でධՁは PR、શ਎ঢ়ଶがམちணいた後に化学療๏をܭ 5 コース௥Ճした

（$#%$A
AU$�5�TBYPM 180NH/N2
ʷ2）（$%%P 80NH/N2�TBYPUFSF 60NH/N2
ʷ2）（TBYPUFSF 60NH/
N2
ʷ1）。
は認められͣ、PSݱजᙾ૿大およͼ新病มのग़、ࡏݱたܦաɿ治療開࢝後５年̕ϲ月をܦ 良޷で外དྷϑΥ
ローதである。

)�� ೥౓ୈ �ճ೉පैݚऀࣄम　� � ������������������������ ಹ೼ࢢ� � ������ ೥ �݄ ��೔

　ਡ๚Ԃलޗ�

　"-4ΛͲ͏理ղ͠Ͳ͏ରॲ͢Δ͔　

ୈ ���ճ�೔ຊਆֶܦձ�۝भ஍ํձ� � ������������������������ 福Ԭࢢ� � ������ ೥ �݄ ��೔

�
� த஍　྄ɺ຤٢݈志ɺਡ๚Ԃलޗɺ຤ݪխਓ

　�ܰඍͳ֎ইΛػܖʹෆશ࢛ࢶຑᙺΛདྷͨ͠੒ਓܕΞϨΩαϯμʔපͷ �ྫ

��ʲཁࢫʳ症例１は 50 உੑ。約ࡀ 20 年લからすり଍า行、約５年લから構Իো֐があͬたが、A%L はࣗ立し
ていた。平成 24 年̭日ࣗసंでస౗しۙ医΁ٸٹൖ送͞れた。受ই௚後よりإ໘をؚΉӈย麻ᙺを認めた
が、画像上麻ᙺをઆ໌できる病มは認めなかͬた。ਫ਼ࠪ目的で当院঺հとなͬた。症例２は 74 １。ੑঁࡀ
年લからܰ度のᅞԼো֐、า行ো֐ग़ݱ。平成 25 年̮日า行࣌にస౗後からา行不ೳとなͬた。症例１と
ಉ༷に画像上症ঢ়をઆ໌しうる所ݟがなく、当院঺հとなりਆܦ学的には࢛ࢶᙲੑ、病的൓射ཅੑ、࢛ࢶ
不શ麻ᙲを認めた。྆症例とも .RI 上著しいԆ਷、੸਷のҤॖを認め、(FAP Ҩ఻ࢠม異を確認できたた
め成ਓܕアϨΩサンダー病と診断した。աڈのจݙをࡧݕすると、έースϨϙートで外ই後に症ঢ়ѱ化し
た報告は͞ݟࢄれる。成ਓܕアϨΩサンダー病では、Ԇ਷΍ᰍ਷の著໌なҤॖとともに੬ऑੑがあるとࢥ
われ、ܰඍな外ইをきͬかけに不શ࢛ࢶ麻ᙺがѱ化するՄೳੑがࣔࠦ͞れた。

�
� 大ࢁప໵ɺத஍　྄ɺਡ๚Ԃलޗɺ຤ݪխਓ

���ਆܦϘϨϦΞ঱ʢ/#ʣΛ૝ఆ࣏ͨ͠ྍ͕૗ޮͨ͠ଟൃੑ೴ਆܦো֐ɺ੸਷ɾ຤ধਆܦো֐Λ൐͏਷ບ೴Ԍ

ͷ �ྫ

���ʲཁࢫʳ沖縄県ॅࡏの 35 年̭。ੑঁࡀ 11 月๭日から発೤。約１ि間後にはى立ࠔ೉とഉ೘ো֐がग़ݱし、
લ医ٸۓೖ院Ň ߲部ߗ௚Ŋ ෳ視も認められ、ཌ日当科స院。ܰ度のҙࣝো֐（J$S�20）、߲部ߗ௚、多発
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೴ਆܦো֐（ෳ視、إ໘麻ش、ᅞԼো֐）、࢛ࢶ୤力、೘ดを認め、಄部 .RI で軟ບओମの଄ӨޮՌ、੸
਷ではܰ度のज்感とԁਲ਼पғʙഅඌの଄ӨޮՌを認めた。਷ӷ所ݟɿࡉ๔ 414/ ３（NPOP�87�）、୿ന
244NH/EM、౶ 32NH/EM（݂౶の 30�）から݁֩、ϔϧペス属΢イϧスなͲによる਷ບ೴Ԍʙ EMTCFSH 症
ԌʙܦԌ病原ମはಉ定できͣ。਷ບ೴Ԍʙ೴ਆىでもࡧݕ΢イϧス学的・ەࡉをٙͬたが、పఈした܈ީ
੸਷・ਆࠜܦԌʙ຤ধਆܦという病มの޿がり、਷ӷ所ݟ（IL-6 1090QH/NM、TIL-2R 1410U/NM
 OFPQUFSJO 
185QNPM/NM）、N$S 上の࣠ࡧมੑ所ݟなͲから、N# を૝定した߅生ࡎ（$TR9）౤༩を行い、約１έ月で
治༊した #。CVSHEPSGFSJ
#。HBSJOJ
#。BG[FMJJ なͲの߅ମࡧݕはશてӄੑであͬたが、ѥ೤ଳ஍Ҭにおける
ະ஌の #PSSFMJB 種感છのՄೳੑも考え、จݙ的考࡯をՃえて報告する。

ୈ ��ճ೔ຊثٵݺ಺ֶڸࢹձֶज़ूձ�� ��౎෎ژ����������������������� �������೥�݄��೔ʙ��೔

�
� 大࿷ۈ子ɺ஌Ֆ࣏ݡɺ౻田߳৫ɺ஥ຊ　ರɺ久৔ກ෉　

ͨͬߦεςϯτཹஔΛʹࡥڱ؅ؾ౓ߴ��　 �ྫ　

��̡ ཁࢫʳ気管݁֩後のߴ度気管ࡥڱの症例に、࠷ऴ的に %VNPO UVCF をཹஔしたので報告する。症例は 75 、ࡀ
உੑ。16 年લに݁֩に感છし、後Ҩ症として੠ଳԼ約２DN から̓DN にわたる気管ࡥڱおよͼࠨओ気管ࢧ
を合ซした。以߱当院外དྷ௨院த。15ࡥڱ 年後೴ग़݂を発症しᙲᏀॏੵによるߴ୸ࢎΨス݂症をซ発、ٹ
̒ܘ鏡Լに内ࢧऴ的に気管࠷みࢼ೉となͬた。バϧーンで֦ுをࠔൖ送͞れたલ医で気管内ૠ管࣌ૠ管ٸ
NN� Χϑなし気管νューϒをૠೖして気道確อを行ͬた。ͦの後気管切開がࢪ行͞れ、内̓ܘNN アジϟ
ストϑΟット（AF）をૠೖ後ਓ޻呼吸器཭୤。೴ग़݂発症から 50 日後に当院΁స院となͬた。リϋϏリ
を開࢝し、ࣗ਎による気管内࠾ᙹ܇࿅を行ͬた。ᙹが多くνューϒ内がࡥڱし΍すくなͬたため、νュー
ϒのサイズアッϓを行い、内̕ܘNNAF をૠೖしてୀ院となͬた。ಠډのため๚໰ޢ؃をಋೖして気管
νューϒの管理を行うが、発੠できないため不安がڧく発੠ができるようスςントૠೖをܾ定した。੠ଳ
Լ約２DN から気管切開पғまでߴ度なᚄࠟࡥڱがあり、ੑߗ鏡で֦ுし %VNPO UVCF（ܘ 15NN、長̓͞
DN）をཹஔした。ཹஔ２日後スςント確認のため気管ࢧ鏡ࢪࠪݕ行のࡍ、෾ໄہ麻の࠷தにҙࣝো֐がग़
が原Ҽであͬた。３日後ૠ管νューࡥڱを֦ுした部分のුजঢ়ࡥڱ行。੠ଳԼのᚄࠟࢪඓૠ管ܦٸۓしݱ
ϒをൈ管し以߱ܦա良޷で௨院த。ෳ਺科の協ಇにより気道確อと A%L をճ෮することができたوॏな
症例であͬた。

�
� Տ࡚ӳൣɺ大࿷ۈ子ɺฏྑঘ޿ɺ　ੴ઒ਗ਼࢘ɺ઒ാ　ษ　

࠹ดͨͬߦഏԼ༿੾আज़Λࠨᑹঢ়੾আΛ൐͏ࢧ؅ؾɺޙप೾εωΞͰ੾আߴ಺ʹಥग़ͨ͠जᙾΛࢧ؅ؾओࠨ���

ੑഏԌΛ߹ซͨ͠ഏ؞ͷ一ྫ

�　̡ ཁࢫʳ঱ྫɿ60 球ੑ੸਷ࢎ޷、ঢ়થԌߕঢ়થज、無痛ੑߕԟྺɿط。೉、発೤ࠔ୆、உੑ。ओૌɿ呼吸ࡀ
ԌでϓϨドニン෰༻த。٤Ԏྺɿ20 本 Y44 年。
աɿ2012ܦ 年 12 月より֏持続しۙ医受診、気管ࢧᄶଉٙいで吸ೖスςロイド開࢝となͬたが症ঢ়վળな
く当院呼吸器内科を受診。ڳ部 $T ではࠨ肺Լ༿からࠨओ気管ࢧにಥग़する約̓DN の不੔なजᚅを認め、
肺がΜをٙいਫ਼ࠪをקめたが௨院をத断。2013 年 1 月呼吸ۤ、発೤あり当院΁ೖ院。ࠨ無期肺を認めด࠹
ੑ肺Ԍの診断でࢎૉ吸ೖと߅生ࡎを開࢝した。ԕִసҠはなく、खज़または放射線治療をݕ౼したが、ࠨ
ดੑ࠹肺Ԍがあり肺機ೳのධՁができないこと、ࠨ上༿気管ࢧ内ߢを࡯؍する目的でߴप೾スωアでࠨओ
気管ࢧ内のजᙾを切আするํ਑とした。気管ࢧ鏡ࠪݕではࠨओ気管ࢧにനଽに෴われたजᙾを認め、気管
ݕ΁のਁ५がないことを確認した。生ࢧ上༿気管ࠨ、内のजᙾを切আしࢧओ気管ࠨप೾スωアでߴ鏡Լࢧ
૊৫はፏ平上ൽ癌で、スωア切আ後、呼吸ۤはվળしࢎૉ吸ೖは不要となり、ڳ部 9Q ではࠨ上༿無気肺
のվળを確認した。खज़はࠨ 2OE DBSJOB をؚめた気管ࢧᑹঢ়切আを൐うࠨ肺Լ༿切আ、リンύઅֲਗ਼を
行ͬた。ज़後、気管ࢧ෽合部のมܗと௵ᙾܗ成を認めたが、しͩいにվળした。病理݁Ռはፏ平上ൽ癌
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QT2BN2.0 SUBHFIIIA であͬたが、本ਓのر๬でज़後ิॿ化学療๏は行わͣܦա࡯؍தである。
प೾スωア切আ後、肺機ೳのධՁ、気道病ߴਐ展の肺がΜにରしࢧओ気管ࠨશ無期肺となͬた׬ࠨɿޠ݁
มの確認がՄೳとなりࠨ上༿をԹଘՄೳであͬた症例をݧܦしたので報告する。 

�
� ஌Ֆ࣏ݡɺ౻田߳৫ɺ஥ຊ　ರɺ大࿷ۈ子ɺ久৔ກ෉ɺ౻田࣍࿠　

ഏԌΛ߹ซͨ͠ଟൃ݂؅Ԍੑ೑ժज঱ͷੑ࠹ΛೝΊɺดࡥڱͷஶ໌ͳࢧ؅ؾ�　 �ྫ

��ʲཁࢫʳ঱ྫɿ78 病ྺɿ2009ݱ。೉ࠔ呼吸࣌࡞ओૌɿ発೤、೵ੑᙹ、࿑。ੑঁࡀ 年 11 月ॳ०にඍ೤、֏ᅉ
がग़ݱし、ۙ医受診。Ϛクロϥイドॲํ͞れるもվળͤͣ、ͦの後 38 度以上の発೤とԫ৭೵ੑᙹを認める
ようになͬた。また、࿑࣌࡞呼吸ࠔ೉がग़ݱするようになりଞ院を受診。A#P$ をॲํ͞れるがվળͤͣ。
部ڳ $T で異ৗӄӨを認めたため、ਫ਼ࠪՃ療目的でಉ月Լ०に当院঺հೖ院。ܦաɿ݂ӷࠪݕでは W#$ 
14230/ Ж M、$RP10�79NH/EM とԌ症൓Ԡは上ঢしており、ڳ部 $T ではӈத༿ࢬ、Լװத਻部にजᚅੑ病มと、
தԼ༿のਁ५Өを認め、྆肺に多発݁અӨ、ॎִリンύઅज大を認めた。画像から肺癌とดੑ࠹肺Ԍをٙ
い IP./$S の߅生ࡎ఺ణ治療を開࢝。ӈதԼ༿のӄӨはվળしたがଞの病มは不มであり気管ࢧ鏡ࠪݕを
行ͬた。ӈओ気管ࢧ຤ধから TFDPOE DBSJOB ෇ۙより気管ࢧ೪ບの発੺、ුजがڧくࡥڱしていた。த間気
管װࢧはࡥڱがڧく、気管ࢧ鏡ૠೖࠔ೉であͬた。௚視ԼにӈԼװのํ޲からࡲա、ܦ気管ࢧ肺生ݕ（T#L#）
をࢪ行。T#L# の病理所ݟでは、ओに݂管पғにྨ上ൽࡉ๔΍ϥンάϋンスࡉڊ๔が͞ݟࢄれ、೑ժ種を
成するԌ症病มと診断͞れた。PR3-AN$Aܗ ӄੑ、.PO-AN$A ཅੑであͬたが、ओ要症ঢ়、૊৫所ݟな
Ͳから多発݂管Ԍੑ೑ժजと診断した。治療は PSL30NH の内෰治療を開࢝し、症ঢ়は消ࣦ、$T でもजᚅ
ੑ病ม΍多発ੑ݁અはܰշし、.PO-AN$A はӄੑ化した。考࡯ɿ多発݂管Ԍੑ೑ժज症はۭಎੑ病ม΍
݁અӨをఄする病มが多いと͞れ、本症例のようなத਻ଆにजᚅ༷病มをఄする画像はయܕ的でないとࢥ
われる。しかし、持続する発೤΍߅生ࡎ治療でӄӨのվળが๡しい৔合には本疾患もؑผにೖれਫ਼ࠪを行
う必要があるとࢥわれた。また、当院で AN$A ཅੑの症例で気管ࢧ鏡ࠪݕをࢪ行した症例のݕ౼をؚめ当
日は報告する。

೔ຊଚڠࢮݫձ۝भࢧ෦大ձ� � � ���������������������������ಹ೼ࢢ� � �������೥ �݄��೔

ੴ઒ਗ਼࢘ɿҩऀͷ໨Ͱֶऀױͨݟ　　　　　　

ୈ ��ճ೔ຊֶثٵݺձֶज़� �　　ԋձߨ ���������������������������大ࡕ෎������������ ೥ �݄ ��೔ʙ ��೔

�
� 大࿷ۈ子�

　�"/$"ཅੑ঱ྫʹ͓͚Δഏපมʹ͍ͭͯͷݕ౼

ʲཁࢫʳ໨తɿAN$A ཅੑ症例における肺病มの臨床像をݕ౼する。
ʲํ๏ 当r院で 2005 年から 2013 年の期間にೖ院した AN$A ؔ࿈݂管Ԍと病名ొ録͞れた 16 症例において、
合ซした肺病มを後ํ視的にݕ౼した。
ʲ݁Ռʳஉੑ̕例、ঁੑ̓例。平ۉ年ྸ 71�6 POɿ11.。ࡀ 例、PR3ɿ５例。先行肺病มを༗したのは、
.PO11 例த̕例で、間࣭ੑ肺Ԍ（UIP ύターン̐、ඇ UIP1）5 例、気管֦ࢧு症２例、肺気ज、೑ज、
肺֤݁֩ 1 例（ॏෳあり）。PR3　５例த̐例では肺気ज２例、間࣭ੑ肺Ԍ（ඇ UIP ύターン）２例、ڳບ
ංް１例（ॏෳあり）。٤Ԏྺあり̔例。肺๔ग़݂は̒例（.PO ３例、PR3 ３例）で、先行する間࣭ੑ肺
Ԍ合ซ例は２例。.PO １例をআいて呼吸不શで５例ࢮ๢し、２例は１ि間以内にࢮ๢。AN$A ମՁの߅
ରਖ਼ৗ上ݶ஋５ഒະຬは̐例、５ഒ以上は 11 例、ࢮ๢例のうち̐例は 10 ഒ以上であͬた。᡼原病合ซは
２例（RA、PSS）。ਛো֐合ซ̓例のうち RP(N ２例。શ例スςロイドが౤༩͞れ、̓ 例はύϧス療๏ࢪ行。
̓例に໔Ӹ཈੍ࡎがซ༻͞れていた。

　ʲ࡯ߟʳ当院でのݕ౼では AN$A ཅੑ例は 81�に先行肺病มを༗し、間࣭ੑ肺Ԍが多く、ຫੑ気道Ԍ症例
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もみられた。肺๔ग़݂合ซは༧後不良で߅ମՁのߴい症例が多かͬた。

�
� ஌Ֆ࣏ݡɺ౻田߳৫ɺ஥ຊ　ರɺ大࿷ۈ子ɺ久৔ກ෉ɺ౻田࣍࿠

　��� ౼ݕ঱ྫͷ؞Ҏ্ͷഏࡀ

��ʲཁࢫʳํ๏ɿ2005 年から 2012 年に肺癌と診断した 80 以上のࡀ 188 例をݕ౼した。
݁Ռɿஉੑ / ঁੑʀ138/50。治療内容は化学療๏ / खज़ / 放射線 / ର症療๏ʀ42/62/18/66。年ྸは
80-84/85 以上ʀ154/44。૊৫ܕはથ / ፏ平上ൽ / খࡉ๔ / 大ࡉ๔ / ͦのଞʀ85/60/16/5/16。病期は化学
療๏ϻ / ϻϻ / ϻϻϻ / ϻ 7ʀ1/2/13/26、खज़ϻ / ϻϻ / ϻϻϻ / ϻ 7ʀ45/6/10/1、放射線治療ϻ /
ϻϻ / ϻϻϻ / ϻ 7ʀ5/4/8/1、ର症療๏ϻ / ϻϻ / ϻϻϻ / ϻ 7/ 不໌ʀ8/2/20/28/8。PS は化学療๏
0/1/2/3/4ʀ31/5/3/2/1、खज़ 0/1/2ʀ59/2/1、放射線治療 0/1/2/3/ʀ12/2/1/3、ର症療๏ 0/1/2/3/4/ 不 ʀ໌
15/13/15/6/11/6。治療は病੎੍ޚ཰が化学療๏で 88ˋ、放射線治療で 83ˋであͬた。खज़は 15 例でज़後
合ซ症を認めたがज़ࢮ、ࢮ๢ୀ院は 1 例もなかͬた。༧後を௥੻できた症例で化学療๏は 41 例த 8 例が開
࢝後 2 年以上の生ଘ期間であり、खज़は 43 例த 29 例が生ଘதである。݁ޠɿ80 以上の症例でࡀ PS が良
行していた。一ํର症療๏の症例でもࢪであれ͹病ঢ়にԠ͡て治療を޷ PS 0-2 が約 70ˋであり、15 例が
PS0 であͬたことからԿらかの治療がࢪ行できたՄೳੑがࣔࠦ͞れた。͞らに 188 例の症例をଞのҼࢠ΍
ଆ໘からもݕ౼し௥Ճ報告の༧定である。

�
 ஥ຊ　ರɺ౻田߳৫ɺ஌Ֆ࣏ݡɺ大࿷ۈ子ɺ久৔ກ෉ɺ౻田࣍࿠

　�ॳճ࣏ྍଟࡎ଱ੑഏ݁֩ͷ一ྫ

　�̡ ཁࢫ 症r例は生དྷ݈߁な40ࡀஉੑ。݁ ֩のطԟ΍Ո଒ྺ、઀৮ྺなし。2011年10月ࠒよりੑס֏ᅉが持続し、
2012 年３月に開業医を受診。ࣸڳにてӈ肺門部にजᚅӨを認め、肺癌のٙいにて当院呼吸器外科঺հ。ڳ
部 $T にてӈԼ༿にத心部ۭಎを൐うजᚅӨおよͼਁ५Өを認めた。ᄰᙹが΄とΜͲでないため診断確定
目的に気管ࢧ鏡ࠪݕを࣮ࢪ。気管ࢧચড়およͼ気管ࡲࢧաのࡉ๔診はӄੑ、ەࢎ߅ృຣもӄੑであͬたが、
後に気管ࢧચড়ӷのەࢎ߅ഓཆが３コロニーにཅੑとなり、呼吸器内科΁঺հ。ഓཆ株の݁֩ە P$R はཅ
ੑで肺݁֩と診断。INH、RFP、E#、P;A の̐ࡎで治療を開࢝。しかし感受ੑࠪݕの݁Ռ、多ࡎ଱ੑ݁֩
であることが൑໌。感受ੑༀは、S.、K.、E7.、P;A、$S、TH のみ。ॳ期治療に༻いた HRE; の̐
のうち、感受ੑༀはࡎ P;A の 1 のみで P;Aࡎ の଱ੑ化もةዧ͞れたが、P;A の感受ੑがͬ࢒ていること
を期଴し、S.、P;A、$S、TH の̐ࡎ治療΁มߋした。ͦの後のᄰᙹەࢎ߅ഓཆもす΂てӄੑでܦա。࣍
第にӄӨはվળ޲܏となͬたが、த心部ۭಎを൐う݁֩ज༷ӄӨはॖখがݟられͣ。ӄӨがӈԼ༿にہݶ
していることより、化学療๏開࢝൒年後にӈԼ༿切আज़を࣮ࢪ。खज़ඪ本では、݁֩ज༷ӄӨは、த心部
はסཙյࢮからなり、ͦのपғにリンύ球ਁ५と線ҡ化を൐ͬていた。յࢮ૊৫内には、ەࢎ߅છ৭で多
਺のەࢎ߅が確認͞れた。ज़後も画像上もەࡉ学的にも࠶発所ݟはなく、合２ܭ年間の化学療๏をऴྃ༧
定である。本ੑ例にؔする઀৮者݈診では、これまでのϑΥロー期間の２年間の間には、ೋ࣍発症者はݟ
られていない。当院では、この 10 年間に５例の .%R-T# を診療したが、̐例はط治療࠶発例で、ະ治療
例は本例のみであͬた。５例த、外科療๏をซ༻した者は本例のみであͬたが、޾い５例શ例で、治༊が
ಘられ、࠶ഉەもݟられていない。日本における多ࡎ଱ੑ݁֩のස度は、ະ治療患者では 0�7�と報告͞れ
ているが、集ஂ感છ΍治療ࣦഊ例も多いことなͲ、多くの໰୊をはらΜでいる。

೴ɾਫ਼ਆɾਆܦΧϯϑΝϨϯε　ϛχϨΫνϟ　���������������������� ੢ݪொ� �� ��������೥�݄��೔

　ਡ๚Ԃलޗ

　ྟচਆܦੜ理ֶ֓࿦　� த਻ਆܥܦ �
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ୈ ��ճ೔ຊ݁֩පֶձ૯ձ� � � � ��ݝෞذ　　　　 　　����೥�݄�೔ʙ��೔

�
� Ҵྮ੝࢙ɺ஌Ֆ࣏ݡɺ౻田߳৫ɺ஥ຊ　ರɺ大࿷ۈ子ɺ久৔ກ෉ɺ౻田࣍࿠　

　�྆ഏ໺ʹපมΛೝΊͨ೻छੑ.�BWJVN�DPNQMFY ঱ͷ一ྫ　

��ʲཁࢫʳ͸͡Ίʹɿඇ AI%S 症例の೻種ੑ .ZDPCBDUFSJVN�BWJVN DPNQMFY（以Լ .A$）症では肺とࠎ਷の
༗病཰がߴいと͞れている。一ํ、AI%S 症例の೻種ੑ .A$ 症ではओにܦ腸的に感છし、ͦの後શ਎೻
種すると考えられており、ॎִリンύઅज்は認めても肺野の画像所ݟを認めることは少ないと͞れてい
る。今ճ我ʑは AI%S 症例の೻種ੑ .A$ 症患者において྆肺のਁ५Өを認め 7ATS Լ肺生ݕをࢪ行して
学的およͼ病理学的に೻種ੑەࡉ .A$ 症の肺病มと診断できた症例をݧܦした。
঱ྫɿ症例は 20 ୅のஉੑ。$%4ࡀ ཅੑࡉ๔਺ 7DFMMT/ Ж M と௿஋、HI7 ΢イϧスྔ 1�57 ʷ 10?5 DPQJFT/NM
とߴ஋の HI7 感છ症 /AI%S の症例である。ڳෲ部଄Ө $T ではӈ肺 S5、ࠨ肺 S3 のਁ५Өおよͼॎִリ
ンύઅ、ෲ部リンύઅのज大を認め、݂ӷ、ࠎ਷、ศ、೘のەࢎ߅ഓཆにて .�BWJVN がݕग़͞れ೻種ੑ
.A$ 症の診断となͬた。ᄰᙹەࢎ߅ഓཆはӄੑでΨリ΢Ϝシンνでも肺病มに༗ҙな集ੵは認めなかͬ
たが、Χϙジ೑जのআ外のためࠨ肺 S3 のਁ५Өにରして 7ATS Լ肺生ݕをࢪ行した。肺૊৫ではסཙյ
ࢎ߅。๔がฒͼ、೑ժ૊৫によりඃแ化͞れていたࡉを認め、ͦのपғには๐ລঢ়૊৫球多਺、ྨ上ൽࢮ
腸でന৭ឿໟの所ࢦではेೋࠪݕが認められた。上部消化管内視鏡ەࢎ߅છ৭ではඪ本தに一Χ所ͩけە
しリンύ球ਁ५も൐い、๐ລঢ়ڌ๔が઎ࡉ༗૚、೪ບԼ૚に๐ລঢ়ݻ行したとこΖ、೪ບࢪݕを認め生ݟ
ഓཆにてەࢎ߅ମともにݕ腸૊৫ࢦが多਺認められた。肺૊৫、ेೋەࢎ߅๔の๔ମ内にはࡉ .�BWJVN が
。ग़͞れたݕ
ɿAI%S࡯ߟ 症例の೻種ੑ .A$ 症で分཭͞れるە種は 95ˋ以上が .�BWJVN であり݂ਗ਼ܕでは̐ܕと
が多い。一ํでඇܕ̔ AI%S 症例では̐ܕと̔ܕ以外にも異なる݂ਗ਼ܕが分཭͞れ、஍Ҭによͬては
.�JOUSBDFMMVMBSF の感છも多いと͞れている。AI%S 症例༝དྷの̐ܕ̔、ܕでは腸上ൽࡉ๔΁の઀ணೳ力が
いが、一ํでߴ .�JOUSBDFMMVMBSF では腸上ൽࡉ๔΁の感છೳ力は௿いことが஌られてる。このように೻種ੑ
.A$ 症では॓ओの໔Ӹঢ়ଶ΍ە株のࠩなͲにより感છܦ࿏΍ਐ展༷式が異なると考えられる。طに我ʑ
は೻種ੑ .A$ 症の病ଶ・ਐ展機ংにͭいてݕ౼した࿦จを報告しているが、AI%S 症例における೻種ੑ
.A$ 症の৵ೖ門ށからਐ展機ংをਪ࡯する上で本症例はوॏな症例とࢥわれるため報告する。

�
� ஌Ֆ࣏ݡɺ౻田߳৫ɺ஥ຊ　ರɺ大࿷ۈ子ɺ久৔ກ෉ɺ౻田࣍࿠　

　�౰Ӄͷഏ࣏݁֩ྍʹ͓͚ΔϨϘϑϩΩαγϯͷ࢖༻ঢ়گ　

��ʲཁࢫʳ໨తɿ肺݁֩治療におけるϨϘϑロΩサシン（L7F9）の࢖༻ঢ়گをݕ౼する。
ํ๏ɿ平成 24 年 1 月から 12 月の期間தに当院で肺݁֩の治療を行ͬた症例 114 例のうち、肺݁֩にରし
て L7F9 を࢖༻した 23 例をର৅とし、എܦ、ڌࠜ༺࢖、ܠաなͲのݕ౼を行ͬた。
݁Ռɿஉੑ 15 例、ঁੑ̔例。年ྸは 38 からࡀ 95 はۉで平ࡀ 75�7 、ѹ̐例݂ߴ、合ซ症は心疾患３例。ࡀ
肺疾患３例、౶೘病５例、೴݂管疾患５例、ѱੑजᙾ２例、肝疾患２例。画像所ݟでは྆ଆ病มが 14 例、
ยଆが２例、ཻ҄݁֩が̓例、ڳບ病มが̐例であͬた。L7F9 をॳճから౤༩した症例は 13 例、్தか
ら౤༩した症例は 10 例であͬた。࢖༻理༝はॳճ౤༩܈では、શ਎ঢ়ଶ不良、ܦ口ઁ取ࠔ೉が 10 例、肝
疾患１例、౶೘病 1 例、肺Ԍ合ซ症例 1 例であり、్த౤༩܈は、ༀࡎ଱ੑ２例、݁֩ༀの肝ো֐が̓例、
શ਎ঢ়ଶѱ化 1 例であͬた。L7F9 ॳճ౤༩܈でશ਎ঢ়ଶ不良、ܦ口ઁ取ࠔ೉ 10 例のうち、ͦの後ঢ়ଶが
ճ෮して HR、HRE の内෰΁のมߋもしくは௥Ճした症例は̓例であͬたが、３例は３ि間以内にࢮ๢し
ていた。一ํ、్ த౤༩܈の෭࡞༻例 7 例த５例はࢮ๢していた。L7F9 の౤༩ํ๏は఺ణ 10 例、内෰ 10 例、
఺ణ後に内෰３例であͬた。L7F9 による෭࡞༻はਛো֐が２例にみられ、෭࡞༻ग़࣌ݱ期は２例とも約 1�5
か月であͬた。L7F9 にରするༀࡎ感受ੑは不໌例３例をআく 20 例す΂てに感受ੑをࣔしていた。治療ܦ
աでは 11 例が治療தにࢮ๢ୀ院となͬている。
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ɿL7F9࡯ߟ をॳճで࢖༻している症例は、ೖ院࣌のશ਎ঢ়ଶが不良であり、ඪ४治療がࢪ行できない症
例で౤༩͞れている޲܏がある。ͦのため஫射ༀが約൒਺で࢖༻͞れているとࢥわれる。一ํ、肝ো֐ग़
によるݱ L7F9 ్த౤༩例は、ࢮ๢例が多かͬた。約 30ˋの症例がཻ҄݁֩であること΍約൒਺がࢮ๢ୀ
院である。当院での肺݁֩患者΁の L7F9 の࢖༻ׂ合が約 20ˋであり、今後はे分に࢖༻症例をݕ౼し、
ଞの݁֩ༀとซ༻することで༧後のվળが期଴できるような治療を行うのが๬ましいとࢥわれた。

�
� ஥ຊ　ರ

�঱ͷ਍அەࢎ߅ΑΔ݁֩ɾʹڸࢧ؅ؾ�　 γϯϙδ΢Ϝɿʮഏ݁֩ͷը૾਍அͱ਍அٕज़ͷల๬ʯ

��ʲཁࢫʳ肺݁֩、ඇ݁֩ੑەࢎ߅症の診断にؔし、気管ࢧ鏡ࠪݕがಛにॏ要となるのは、ᶃᄰᙹ、胃ӷࠪݕ
でەがূ໌できない৔合の早期診断のखஈ、ᶄ気管気管֩݁ࢧがٙわれる৔合の確定診断खஈ、ᶅ肺癌な
Ͳଞ疾患のؑผखஈ、なͲが૝定͞れる。͞らにۙ年ٸ଎に޿まͬている௒Ի೾気管ࢧ鏡Լ਑生ݕ（E#US-
T#NA）により診断͞れた肺門・ॎִリンύઅ݁֩の報告も૿えている。当院症例のݕ౼をத心に、݁֩・
した。まͣ、 2008౼ݕ鏡の༗༻ੑにͭいてࢧ症の診断における気管ەࢎ߅ 年 6 月から 2012 年５月までの
̐年間に当院で気管ࢧ鏡ࠪݕをࢪ行した 747 例の内、画像所ݟなͲより肺݁֩またはඇ݁֩ੑەࢎ߅症が
ٙわれるが、ᄰᙹ（胃ӷをؚΉ）ەࢎ߅ృຣӄੑ、またはᄰᙹが࠾取できなかͬたため、気管ࢧ鏡ࠪݕを
したࢪ࣮ 51 例にͭいてݕ౼した。உੑ 32 例、ঁੑ 19 例。年ྸは 16 ʙ 82 ۉ平、ࡀ 56 、ӄӨはࣸڳ。ࡀ
ཻঢ়Ө΍݁અ例が多く、޿がりは 1 ʙ２のہݶ的な症例が多かͬた。ەࡉ学的ࠪݕ所ݟ΍臨床ܦաを総合
した࠷ऴ診断は、活動ੑ肺݁֩が 26 例（51�）、ඇ݁֩ੑەࢎ߅症̓例（14�）、ͦのଞが 18 例（35�）。
ऴ診断が肺݁֩であͬた࠷ 26 例における気管ࢧ鏡ݕମのཅੑ཰は、気管ࡲࢧա 19�（5/26）、気管ࢧચড়
ӷృຣ 23�（6/26）。気管ࢧચড়ӷ P$R は、26 例த 22 例でࠪ͞ݕれておりཅੑ཰は 38�（10/22）。気管
ચড়ӷഓཆࢧ 65�（17/26）。T#L# は 10 例で࣮͞ࢪれໃ६しない૊৫所ݟがಘられたのは 40�（4/10）で
あͬた。ࡲա、気管ࢧચড়ృຣ、気管ࢧચড় P$R のԿれかがཅੑであͬた症例は 42�（11/26）で、これ
らの症例では、気管ࢧ鏡ࠪݕが݁֩の早期診断、早期治療開࢝に寄༩した。またృຣ、P$R ともશてӄੑ
であͬたが T#L# にてྨ上ൽ೑ժजなͲの所ݟがಘられ早期診断に༗༻であͬた症例も３例あͬた。Մೳ
なݶり、ࡲա、気管ࢧચড়ӷృຣ、P$R、T#L# とશてのࠪݕを࣮ࢪすることが早期診断཰の޲上にͭながͬ
ていた。また気管ࢧચড়ӷのەࢎ߅ഓཆཅੑ཰は、65�（17/26）であͬたが、この 17 例த、 ̒例ではす
΂てのᄰᙹەࢎ߅ഓཆがӄੑであり、気管ࢧચড়ӷのみでەがಘられ、ༀࡎ感受ੑࠪݕが࣮ࢪՄೳであͬ
た。続いて࠷ऴ診断が NT. 症であͬた̓例にͭいてݕ౼した。ॳ期のᄰᙹࠪݕەࢎ߅ӄੑの NT. 症例
における気管ࢧ鏡ݕମのཅੑ཰は、ࡲա 14�（1/7）、気管ࢧચড়ృຣ 71�（5/7）、気管ࢧચড়ӷ P$R43�

（3/7）、気管ࢧચড়ӷഓཆ 71�（5/7）。NT. のە種の内༁は .�JOUSBDFMMVMBSF57�（4/7）、.�BWJVN29�（2/7）、
.�LBOTBTJJ14�（1/7）。肺ඇ݁֩ੑەࢎ߅症はۙ年、症例਺の૿Ճがࢦఠ͞れている。しかしඇ݁֩ੑ߅
し、また気道内でのコロニθーシϣンのঢ়ଶをఄすることがあることも஌られてࡏくଘ޿தにڥは؀ەࢎ
おり、ͦの診断には஫ҙが必要である。このようなঢ়گから日本݁֩病学会・日本呼吸器学会の肺ඇ݁֩
४（2008ج症の診断ەࢎ߅ੑ 年վగج४）でも気管ࢧચড়でのഓཆཅੑ΍肺生ݕの૊৫所ݟがॏ要視͞れ
ている。࣍に当院で気管ࢧ鏡にて診断した気管 � 気管֩݁ࢧ症例にؔしݕ౼した。ର৅は 1986 年 1 月から
2011 年 12 月までの期間にݧܦした気管気管֩݁ࢧ症、27 例。年ྸは 22 ʙ 88 ۉ平、ࡀ 51�8 がੑঁ。ࡀ 20
例（74�）と多くを઎め、ܹしい֏ᅉをఄする症例が多く、ैདྷからの報告と一கする޲܏であͬた。ڳ
ࣸ所ݟではඇۭಎܕが多く、また޿がり 1、2 のੑہݶӄӨの症例が多かͬたが、ᄰᙹࠪݕەࢎ߅では 85�
でృຣཅੑであり、(3 以上が 65�、(7 以上の症例も̒例、23�あり感છݯとしてॏ要と考えられた。受
診の஗れは 1 ʙ 12 ϲ月、平ۉ 2�8 ϲ月、診断の஗れは平ۉ 2�3 ϲ月で、診断までに൒年以上ܦաした症例
も 3 例あͬた。気管ࢧ鏡所ݟでは、ߥҪ分ྨのᶙ Cɿོੑى௵ᙾܕが൒਺を઎めていた。治療にؔしては、
શ例で化学療๏により５ϲ月以内にەӄੑ化していたが、3 例では無気肺が࢒ଘし、また 1 例では気管ࢧ
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߅にて、肺݁֩症例、ඇ݁֩ੑ౼ݕ行͞れた。今ճのࢪりฦすため肺༿切আが܁部より຤ধの肺Ԍをࡥڱ
ە、くはないが、これらの疾患においてはߴ例のස度はͦれఔࢪ࣮ࠪݕ鏡ࢧ症例શମのதでは、気管ەࢎ
をূ໌することがۃめてॏ要であり、疾患の༧後にӨڹする৔合もある。早期診断、早期治療のため、Ͳ
うしても気管ࢧ鏡ࠪݕを࣮ࢪしなけれ͹ならない৔合があることがվめて確認͞れた。一ํ、気管ࢧ鏡ݕ
ࠪは患者にとͬて৵ऻがあり、医療ै事者΁の感છのリスク΍内視鏡のԚછのリスクも報告͞れている。
気管ࢧ鏡ࠪݕの必要ੑのఔ度を考ྀし、ॆ分な感છ๷ࢭରࡦを͡ߨた上でࠪݕを࣮ࢪする必要もある。

ୈ ��ճ೔ຊਆֶܦձֶज़大ձ　� � 　　　　福Ԭݝ�� ������　　　����೥�݄��೔ʙ��೔
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� த஍　྄ɺ大ࢁప໵ɺ౻⃻ͳͭΈɺ٢田　߶ɺ城ށඒ࿨子ɺਡ๚Ԃलޗɺ຤٢݈志ɺ຤ݪխਓ

  ��1SFTFOJMJO� มҟՈܥͷ಄෦.3* ը૾ͷݕ౼

  ʲཁࢫʳ症例 1 は 50 உੑ。約ࡀ 20 年લからすり଍า行、約５年લから構Իো֐があͬたが、A%L はࣗ立し
ていた。平成 24 年 9 日ࣗసंでస౗しۙ医΁ٸٹൖ送͞れた。受ই௚後よりإ໘をؚΉӈย麻ᙺを認め
たが、画像上麻ᙺをઆ໌できる病มは認めなかͬた。ਫ਼ࠪ目的で当院঺հとなͬた。症例２は 74 。ੑঁࡀ
1 年લからܰ度のᅞԼো֐、า行ো֐ग़ݱ。平成 25 年 : 日า行࣌にస౗後からา行不ೳとなͬた。症例１
とಉ༷に画像上症ঢ়をઆ໌しうる所ݟがなく、当院঺հとなりਆܦ学的には࢛ࢶᙲੑ、病的൓射ཅੑ、࢛
不શ麻ᙺを認めた。྆症例ともࢶ .RI 上著しいԆ਷、੸਷のҤॖを認め、(FAP Ҩ఻ࢠม異を確認できた
ため成ਓܕアϨΩサンダー病と診断した。աڈのจݙをࡧݕすると、έースϨϙートで外ই後に症ঢ়ѱ化
した報告は͞ݟࢄれる。成ਓܕアϨΩサンダー病では、Ԇ਷΍ᰍ਷の著໌なҤॖとともに੬ऑੑがあると
。麻ᙺがѱ化するՄೳੑがࣔࠦ͞れたࢶわれ、ܰඍな外ইをきͬかけに不શ࢛ࢥ

�
� 大ࢁప໵ɺத஍　྄ɺ٢田　߶ɺ౻⃻ͳͭΈɺਡ๚Ԃलޗɺ຤٢݈志ɺ຤ݪխਓ

������5�.3�OFVSPHSBQIZ Λ༻͍ͨ$*%1຤ধਆܦපมͷධՁ

��ʲཁࢫʳڀݚഎܠɾ໨తɿ$I%P のิॿ診断に .RI がར༻͞れるようになり、຤ধਆܦのಛ௃的なංް所ݟ
はप஌の事࣮となͬたが、今ճ我ʑは発症早期と長期ܦա例の $I%P 例において、よりਫ਼៛な画像がಘら
れる 3T .RI を༻いた OFVSPHSBQIZ をਆܦ૓をத心にࡱӨし、臨床ܦաとのؔ܎をݕ౼した。

　�̡ ର৅ʳ臨床症ঢ়、ి気生理所ݟ、ᡯෲਆܦ生ࠪݕによͬて EFpOJUF$I%P と診断したஉੑ̐症例。શ例、
NPOPDMPOBM HBNNPQBUIZ ౳の EZT-QSPUFJOFNJB は認めͣ、߅Ψンάリオシド߅ମもӄੑ。症例１ɿ33 発）ࡀ
症 14./ 治療開࢝ޠ 8.）。症例２ɿ44 発症）ࡀ 17./ 治療開࢝ޠ 14.）。症例３ɿ53 発症・治療開࢝）ࡀ
ޠ 28:）。症例̐ɿ54 発症・治療開࢝後）ࡀ 25:）Ň OFVSPHSBQIZ Ө࣌、症例ࡱ 1、2 はࢧ持なしでのಠา
不ೳঢ়ଶで、I7IH 療๏౳のためೖ院தŊ 症例３、̐は症ঢ়が΄΅׮ղしࡏ୐ A%L にࢧোのないঢ়ଶŇ
ํ๏ɿશ例、３T .RI を༻いて࿹ਆܦ૓、ࠊਆܦ૓の STIR ͼٴ %WI 画像をݕ౼。長期ܦա例では 1。
5T .RI でશ਎のਆܦ画像も௥ՃࡱӨした。
݁Ռɿ発症 1 年以内の２症例、25 年௒の２症例ともに、.RI STIR 画像において、຤ধਆܦ（લࠜ・後ࠜ
ʙߗບ外ਆࠜܦʙਆܦ૓ʙ຤ধਆܦ）の著しいංް像を઱໌に認めた。%WI 画像とのൺֱから、ුजओମ
の病มではなく、器࣭的૿৩によるංްがࣔࠦ͞れた。症ঢ়が΄΅׮ղঢ়ଶにある長期ܦա例でංްがよ
りߴ度であり、࿤間ਆܦなͲ຤ধ部までਆܦがඳग़͞れた。I7I(、スςロイドࡎ、໔Ӹ཈੍ࡎによる治療த、
໌らかなվળաఔでの࠶ධՁでは、症ঢ়のվળにもؔわらͣਆܦංްはਐ行していた。

   ݁࿦ɿ$I%P では、３T .R-OFVSPHSBQIZ によͬて、ଞ疾患では認められないようなߴ度の຤ধਆܦංްが
病ॳ期から認められඇ৵᧜的ิॿ診断となるが、୹期的治療ޮՌとは૬ؔͤͣ、長期的に׮ղঢ়ଶでも、
。度となる事がࣔࠦ͞れたߴ年ม化でよりංްはܦ
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������5�.3�OFVSPHSQIZ ʹΑΔܱ௣঱ੑਆࠜܦ঱ͱ࿹ਆܦ૓ԌͷධՁ

ʲཁࢫʳ໨తɿۙ年、.R OFVSPHSQIZ（.RN）の報告が૿Ճしており、我ʑも਺年લから多くのྖҬでࡱ
Өを行ͬている。 ܱ௣症ੑਆࠜܦ症（DFSWJDBM TQPOEZMPJD SBEJDVMPQBUIZ� $SR）は .RI Өґཔの多いࡱ
疾患であるが、これまでのධՁは௣間൘΍ੑࠎ構଄をओମとしており、ਆࣗܦମ΁のٴݴは΄とΜͲな͞
れていない。今ճ我ʑは $SR にՃえて、࿹ਆܦ૓Ԍ（CSBDIJBM QMFYJUJT� #P）あるいはਆܦ痛ੑےҤॖ症

（OFVSBMHJD BNZPUSPQIZ� NA）の臨床的ٙい例における .RN 所ݟをݕ౼した。ํ๏ɿ2011 年から 2013 年
までの $SR ٙい 42 例、#P もしくは NA（#P-NA）ٙい 11 例をର৅とした。臨床診断はਆܦ内科医もし
くは੔ܗ外科専門医によるものとし、.RN は 3T 機、STIR ๏にてࡱӨした。ධՁ๏は患ଆࢶとରଆࢶの
৴߸、ज大、Ҥॖとした。以上のߴのܦ४はର৅ਆجӈࠩを༻い、൑定ࠨ .RN 所ݟを、A ݟɿ臨床所܈
と合கするਆࠜܦલࢬ異ৗ、# ɿA܈ $、૓の異ৗܦにՃえて࿹ਆݟ所܈ %、૓のみの異ৗܦɿ࿹ਆ܈ ɿ܈
異ৗ所ݟなし、に分ྨした。
݁Ռɿ$SR ٙい 42 例は A #、例̐܈ ܈ 24 例、$ ܈ 11 例、% ３例、#P-NA܈ ٙい 11 例は A #、０例܈ 、３例܈
$ %、例̓܈ １例となͬた。$SR܈ ٙい例の # と܈ $ をあわͤると܈ 35 例にୡし、.RN 上は࿹ਆܦ૓΁
の病ม೾ٴが 83�でٙわれた。
݁࿦ɿ.RN 上、$SR ٙい例の多くに࿹ਆܦ૓異ৗがٙわれた。ͦの機ং΍ #P-NA とのؔ࿈ੑにͭいてݕ
౼が必要である。
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�����࿹ਆܦ૓Ԍ͓Αͼᰍ௣঱ੑਆࠜܦ঱ʹର͢Δ໔Ӹ介ೖ࣏ྍͷޮՌ

��̡ ཁࢫʳڀݚഎܠɿ ࿹ਆܦ૓Ԍ（CSBDIJBM QMFYJUJT�#P） ʙ ਆܦ痛ੑےҤॖ症（OFVSBMHJD BNZPUSPQIZ�NA）は、
ܾしてكな疾患ではなく、໔Ӹհೖ治療の༗ޮੑがࢦఠ͞れている。ۙ年、3T-.RI による #P-NA での࿹
ਆܦ૓異ৗのݕग़が容қとなͬたが、我ʑはᰍ௣症ੑਆࠜܦ症（DFSWJDBM TQPOEZMPUJD SBEJDVMPQBUIZ�$SR）
と診断͞れる症例でも࿹ਆܦ૓৴߸異ৗのଘࡏを໌らかにし、#P-NA の多くは $SR と࿈続的なスペクト
ϥϜとしてଘࡏするՄೳੑを考えている。
໨తɿ#P-NA SR$、܈ し、治療の立৔から౼ݕにおけるスςロイド治療ޮՌを܈ #P-NA と $SR を࿈続ੑ
とするଥ当ੑをݕ౼する。
ର৅ɾํ๏ɿ2009 年 4 月ʙ 2013 年３月までの間に、ج本的に一ଆ上ࢶの疼痛に続いて、ಉࢶの麻ᙺʙے
Ҥॖをఄした 23 症例。ᰍ௣症ੑม化がある৔合、௣間ࡥڱ޸΍௣間൘มੑ部Ґとਆܦ症ঢ়のߴҐ診断が臨
床・ి気生理学的にも一கした৔合に $SR と、一கしない৔合に #P-NA と診断した。3T-.R OFVSPHSB-
QIZ をݕ౼後、治療ر๬例には N-PSL ύϧス療๏ BOE/PS PSL ઴ݮ内෰療๏を行い、治療ޮՌをධՁ。
݁Ռɿ#P-NA、$RS はଖʑ 10 例、3 例。年ྸは 61�3 とࡀ 55�2 発症ʙ治療までの期間は、ࡀ 4�77. と 4�86.、
౶೘病合ซは 50�と 38�、#P-NA9 例・$RS12 例のスςロイド൓Ԡੑは、લ者で無ޮ 0/9 例、疼痛のվળ
2/3 例、ے力のվળ 8/9 例（2 ि以内 4/8 例）。後者で無ޮ 0/12 例、疼痛のվળ 4/4 例、ے力のվળ 8/10 例（2
ि以内 3/8 例）、.R-OFVSPHSBQIZ での࿹ਆܦ૓異ৗはલ者で 90�、後者で 76�であͬた。

　 ݁࿦ɿ#P-NA SR$、܈ 。間にࠩはなかͬた܈఺からは྆؍ともにスςロイド治療は༗ޮであり、൓Ԡੑの܈
ਆܦ痛ੑےҤॖ症ʙ࿹ਆܦ૓Ԍのみならͣᰍ௣症ੑਆࠜܦ症においても、໔Ӹ学的հೖ治療はࢼみる΂き
治療๏である。

�
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�����࿹ਆܦ૓Ԍͱܱ௣঱ੑਆࠜܦ঱͸࿈ଓత֓೦͔ ��� ঱ྫͷྟচɾը૾ͷݕ౼

��ʲཁࢫʳ໨తɿܱ௣症ੑਆࠜܦ症患者（DFSWJDBM TQPOEZMPUJD SBEJDVMPQBUIZ� $SR）において௣間ࡥڱ޸のߴ
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Ґと合கしない麻ᙺの分෍をとる৔合、ӡ動ニューロン疾患、࿹ਆܦ૓ো֐、੸਷਷અো֐なͲपล疾患
とのؑผを要する。一ํ、ਆܦ痛ੑےҤॖ症（OFVSBMHJD BNZPUSPQIZ� NA）もしくは࿹ਆܦ૓Ԍ（CSBDIJBM 
QMFYJUJT�#P）はओに࿹ਆܦ૓をো֐し、し͹し͹ $SR と۠ผがࠔ೉である。ۙ年、3UFTMB NBHOFUJD SFTP-
OBODF OFVSPHSBQIZ （3T .RN）は࿹ਆܦ૓ো֐をは͡めとする༷ʑな຤ধਆܦ疾患のධՁにおいてͦの
༗༻ੑがࢦఠ͞れている。我ʑのࢪઃにおける $SR 患者の 3T .RN 所ݟでは、画像異ৗはし͹し͹ਆܦ
ࠜを௒えてԕҐの࿹ਆܦ૓までٴͿ。本研究ではこの画像所ݟのҙٛを、臨床およͼਆܦ生理学的ࠪݕの
。する࡯を౿まえて考౼ݕ
ํ๏ɿର৅は 2009 年̐月から 2013 年３月の̐年間に 3T .RN で࿹ਆܦ૓に異ৗをఄした 27 例の $SR ຢ
は NA-#P の患者であり、患者の診療録ٴͼ画像所ݟを後ํ視的にݕ౼した。
݁Ռɿ27 例த 23 例は௣間ࡥڱ޸を༗しており、うち 13 例は௣間ࡥڱ޸と臨床所ݟが合கし、10 例は合க
しなかͬた。લ者では内ଆຢは外ଆલ࿹ൽਆܦの異ৗが 25�、F ೾のજ࣌Ԇ長が 16。67�にݟられる一ํ、
๣੸பےの異ৗは 84。61�にݟられた。後者では、内ଆຢは外ଆલ࿹ൽਆܦの異ৗが 66。67�、F ೾のજ
࣌Ԇ長が 66。67�とߴ཰な一ํ、๣੸பےの異ৗは 30�にཹまͬた。.RN での࿹ਆܦ૓の異ৗはͦれͧ
れ 76。9�、90�とߴ཰に認められたが、લࢬの異ৗにͭいてはͦれͧれ 100�、60�とલ者がߴ཰であͬた。

　　݁ ࿦ɿ௣間ࡥڱ޸と臨床所ݟが合கする܈ではਆࠜܦো֐がࣔࠦ͞れる一ํ、合கしない܈では࿹ਆܦ૓
の異ৗがࣔࠦ͞れた。࿹ਆܦ૓ো֐の成Ҽにͭいては、ܱ௣症のؔ༩をؚめて今後͞らなるݕ౼が必要で
ある。

�
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�����&134 Ҩ఻子ҟৗ͸$.5��)./�4."�BMMFMJD�EJTFBTF ͷ৽ͨͳݪҼͱͳΔ

��ʲཁࢫʳഎܠɾ໨తɿBNJOPBDZM-URNA TZOUIFUBTF（ARS）Ҩ఻ࢠ異ৗによるਆܦ疾患の報告が続く。ͦの
தにਆܦ原ੑےҤॖをఄする BMMFMJD EJTFBTF がଘࡏする事に஫目し、臨床像かが異なる１Ոܥにؔし臨床・
Ҩ఻学的にݕ౼した。
ର৅ɿ症例 1�59 20。ঁ、ࡀ 力௿Լ、30ے༗痛ੑᙲᏀ、Լ଼以ԕࢶ୆からԼࡀ 。力௿ԼےےҐۙࢶ୆から上ࡀ
立・าىҤॖてでے༏Ґのے感֮௿Լと異ৗ感֮。受診࣌、ԕҐࡏ຤ধでܰ度のදࢶ࢛、ᡲ൓射消ࣦࢶ࢛
行不ೳ。ਆܦ఻ಋࠪݕでは࣠ࡧมੑ所ిے、ݟਤではຫੑ୤ਆ࠶・ܦਆࢧܦ഑所ݟ。症例 உ（症、ࡀ 2�38
例 1 の37。（ࢠ 、ᙲᏀなくے、力௿Լを認めるがےଳ・上࿹のߕݞ༏Ґのࠨ、ଳ୤力。受診࣌ߕݞからࡀ
ᡲ൓射・感֮はਖ਼ৗ。ਆܦ఻ಋࠪݕはਖ਼ৗ、ిےਤでは上ۙࢶҐےにຫੑ୤ਆ࠶・ܦਆࢧܦ഑所ݟ。ଈち、
症例１は $.T2/EJBUBM H.N、症例２は S.A/QSPYZNBM H.N とݴう΂きՈܥ。ํ๏ɿ$.T ؔ࿈のط報
告Ҩ఻ٴࢠͼީิҨ఻ࢠとして ARS Ҩ఻܈ࢠをؚΉ合ܭ 60 Ҩ఻ࢠをର৅に࣍ੈ୅シークΤンサー（JMMNJOB
社੡ .JTFR ⡴）を༻いて UBSHFU SFTFRVFODF をࢪ行。݁Ռɿط஌の $.T ؔ࿈Ҩ఻ࢠには異ৗを認めͣ、
したதで།一౼ݕ EPRS（HMVUBNZM-QSPSZM-URNA TZOUIFUBTF）にؔしてのみ症例１、２ともに (445E のม
異を認め、一ൠ集ஂ 779 名、ٴͼ当֘Ոܥ内のະ発症者にはこのม異を認めなかͬた。

    ݁࿦ɿ฼が $.T2 ʗଉࢠが S.A（あるいは฼が EJTUBM H.N ʗଉࢠが QSPYZNBM H.N） の臨床像をఄし
たՈܥで、原ҼҨ఻ࢠとして、EPRS Ҩ఻ࢠ異ৗを確認した。ଞの ARS にؔしても、原Ҽະղ໌のҨ఻ੑ
ਆܦ原ੑےҤॖ症（$.T ʙ H.N ʙ S.A）にؔ༩しているՄೳੑがある。

ୈ ��ճ೔ຊثٵݺ֎Պֶձ૯ձ� � � ���౦ژ౎� � ��������೥�݄��೔ʙ��೔
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�����ಋೖԽֶྍ๏ʹஶޮ͠ӈഏதԼ༿εϦʔϒ੾আΛͨͬߦਐߦഏ͕Μͷ一ྫ

ʲཁࢫʳ঱ྫɿ70 ٤Ԏྺɿ20。೉感ࠔ୆、உੑ。ओૌは֏ᅉ、呼吸ࡀ 本ʷ 10 年。طԟྺɿಛ記事߲なし。
աɿ2012ܦ 年ՆごΖより֏ᅉ持続。ͦの後、呼吸ࠔ೉感あり 2013 年３月ۙ医でڳ部異ৗӨをࢦఠ͞れ当
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院΁঺հとなͬた。ڳ部 $T では、ӈத間気管ࢧからӈԼ༿にかけ約̐DN の不੔なजᚅӨを認め、Լ༿に
無気肺、ดੑ࠹肺ԌをٙうӄӨを認めた。気管ࢧ鏡ではӈத間װ気管ࢧ内ߢの೪ບは不੔でԼ༿気管ࢧ内
でፏ平上ൽがΜと診断した。DT3N2.0 SUBHF IIIAݕし、ಉ部の生࠹ด、ࡥڱはߢ と診断し、ಋೖ化学療
๏（シスϓϥνン、ドηタΩηϧ）を２コースࢪ行し、जᙾは著໌にॖখ（PR）した。खज़は第５࿤ࠎ床
開ڳでアϓローνしڳບ༊ணをണ཭後、上ॎֲִਗ਼を先行した。த間װ気管ࢧからԼ肺੩຺はजᙾᚄࠟで
一մとなりണ཭不Մೳなため心ບを切開した。जᙾは心೯内でԼ肺੩຺಄ଆ、上肺੩຺എଆ、ӈ肺動຺എ
ଆのᕶບੑ心ບの૚でണ཭した。Լ肺੩຺、த༿肺੩຺を切཭し、༿間でத間װ肺動຺を切཭した。ӈ上
༿気管ࢧೖ口部とӈओ気管ࢧを切཭し、ӈதԼ༿をఠग़し、ਝ଎病理で気管ࢧ断୺ӄੑを確認後、ӈ上༿
気管ࢧとӈओ気管ࢧを 3-0 P%S-II で෽合した。口ࠩܘが大きくӈओ気管ࢧບ༷部を๓ॖし口ࠩܘௐઅを行ͬ
た。気管ࢧ෽合部に࿤間ےหをඃ෴しखज़をऴྃした。病理૊৫ではजᙾの大部分はมੑյࢮし、気管分
を認め、T0N2.0 SUBHFIIIA࢒部リンύઅ内にፏ平上ൽ癌のҨذ と診断し、ज़後ิॿ化学療๏を௥Ճした。
ಋೖ化学療๏によりӈ肺શఠをճආしスリーϒதԼ༿切আがՄೳとなͬた症例をݧܦし、画像とखज़खٕ
をఄࣔする。

�
� ฏྑঘ޿ɺҏ஍ོ੖ɺ久志一朗ɺՏ࡚ӳൣɺ઒ാ　ษɺੴ઒ਗ਼࢘

�����((0Λఄͨ͠ഏ."-5 Ϧϯύजͷ �ྫ

   症例は 68 2011、ੑঁࡀ 年̔月のਓ間ドックでのڳ部 $T で྆肺多発 ((O をࢦఠ͞れ当院঺հとなͬた。
Ԍ症のՄೳੑもあり、いͬたΜܦա࡯؍を行ͬたが、ঃʑにӈԼ༿ ((O 病มのೱ度上ঢを認めた。ܦ気
管ࢧ肺生ݕでは診断がͭかͣΨリ΢Ϝシンνでも取りࠐみは認めなかͬたが、画像上ѱੑをٙい確定診断
ののため 2013 年 10 月ߢڳ鏡Լӈ肺Լ༿部分切আをࢪ行した。病理૊৫学的ࠪݕにて .VDPTB-ATTPDJBUFE 
LZNQIPJE TJTTVF（.ALT）リンύजと診͞れたɽࡏݱ、ज़後化学療๏は行わͣ外དྷでܦա࡯؍தである。
画像上 ((O 病มをఄする肺 .ALT リンύजはൺֱ的كでありจݙ的考࡯をՃえ報告する。

೔ຊ಺Պֶձ　ୈ ���ճ۝भ஍ํձ� � ����������������������� ����������������ݝຊ۽� ೥ � ݄ �� ೔

�����஌Ֆ࣏ݡɺࣲݪ大యɺ౻田߳৫ɺ஥ຊ　ರɺ大࿷ۈ子ɺ久৔ກ෉ɺ౻田࣍࿠

�����χϡʔϞγενεഏԌͷ࣏ྍதʹɺ੒ਓܕ ๔ੑന݂පΛൃපͨ͠ࡉ5 �ྫ

��ʲཁࢫʳ঱ྫɿ70 病ྺɿ9ݱ。உੑ。ओૌɿ発೤、֏ᅉࡀ 年 10 月上०に発೤、֏ᅉをओૌに受診。ੑٸ肺
Ԍの診断で߅生ࡎ治療を行いܰշ。しかし、ͦ の後ܰ度の呼吸ࠔ೉を֮ࣗし、࠶度発೤、֏ᅉを認めたため、
11 月上०にલ医を࠶診。肺Ԍとして߅生ࡎ治療を行ͬたが症ঢ়վળͤͣ、ڳ部 9 線でのӄӨѱ化を認めた
ため、11 月 18 日、当院΁঺հೖ院。
部ڳաɿܦ $T でӈ肺野のスリΨϥスӄӨがग़ݱしており、呼吸ঢ়ଶがѱ化していた。ͦのため、ٸۓ
気管ࢧ鏡ࠪݕを行い、気管ࢧચড়ӷでニューϞシスνスを認め、ニューϞシスνス肺Ԍと診断した。治
療は ST 合ࡎとスςロイドの治療を開࢝した。ղ೤し、呼吸ঢ়ଶもঃʑにվળした。しかし、݂ӷࠪݕで
HTL7-1 ܱ、աதに૿Ճܦリンύ球がܕମཅੑ、຤ধ݂ӷで異߅ 部リンύઅज大を認め、リンύઅ生ݕを行ͬ
たとこΖ、成ਓܕ T 。๔ੑന݂病の診断となͬた。ͦのため݂ӷ内科΁治療目的でస院となͬたࡉ
疾患もないと͞れてૅجなͲの治療は行われておらͣ、当ॳはࡎɿ本症例は、スςロイド΍໔Ӹ཈੍࡯ߟ
いたため、ニューϞシスνス肺Ԍの診断にྀۤした。しかし、ܦա΍画像、呼吸ঢ়ଶからニューϞシスν
ス肺Ԍとస院後早期に診断できた。また、ฅ線஬症の治療ྺがあることから HTL7-1 ମ、຤ধ݂ӷ像の߅
ܕを行い、成ਓࠪݕ T ๔ੑന݂病の発病を確認することができた。ニューϞシスνス肺Ԍは診断ͩけでࡉ
なく、ૅج疾患΍発症する原ҼなͲをݕ౼することがॏ要とࢥわれた。
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ୈ ��ճԭೄ DMJOJDBM�OFVSPTDJFODF ษڧձ　� ����������������������� ੢ݪொ� � ��������೥�݄��೔

���ਡ๚Ԃलޗ

���ྟচਆܦੜ理ֶ֓࿦　� த਻ਆܥܦ �　

ୈ ��� ճ　ԭೄݝҩࢣձҩֶձ૯ձ� �� � ��������������������ೆ෩ݪொ�� �������� ೥ �݄ �೔

�
� ҏ஍ོ੖ɺฏྑঘ޿ɺ久志一朗ɺ᰸ฏ໊஌࢙ɺՏ࡚ӳൣɺ઒ാ　ษɺੴ઒ਗ਼࢘

�����೴సҠΛ൐͏ൃݪෆ໌ഏ໳ॎִϦϯύઅ؞ͷ �ྫ

��ʲཁࢫʳ肺門ॎִリンύઅのみに癌を認め原発૥が不໌である病ଶ（原発不໌肺門ॎִリンύઅ癌）は報告
例がൺֱ的少ない。今ճ、೴సҠにより発͞ݟれた原発不໌肺門ॎִリンύઅ癌症例をݧܦしたので報告
する。症例ɿ60 病ྺɿ๭年ݱ、֐の麻ᙺ・構Իোࢦ୅உੑ、ओૌɿӈखࡀ 7 月ࠨ記症ঢ়ग़ݱしたためۙ医
受診。಄部 .RI にてӈલ಄༿にࠪݕ 25NN 大のजᚅੑ病มをࢦఠ͞れ、సҠੑ೴जᙾの診断となりਫ਼ࠪ
行。原発૥ਫ਼ࠪ目的にてࢪ F%(-PET 上ॎִリンύઅのࠨ肺門部およͼࠨ、行したとこΖࢪ F%( 集ੵを認
めた。ͦの΄かڳෲ部ଁ器の画像ࠪݕでも໌らかな原発૥は確認できͣ、೴సҠを൐う原発不໌肺門ॎִ
リンύઅ癌の診断͞れಉ年 8 月当院঺հとなͬた。治療は೴సҠ૥にରしてはΨンϚφイϑর射治療を行ͬ
てہ所コントローϧを行ͬた後、जᙾ૊৫ܕ確定のためಉ年 9 月にߢڳ鏡Լࠨ肺ॎִリンύઅ生ݕを行い、
௿分化થ癌の診断となͬた。ͦの後、ॎִおよͼࠨ肺門部ྖҬに放射線化学療๏（ΧϧϘϓϥνン � ύク
リタΩηϧ � 放射線র射）を行い、ͦ の後化学療๏（ΧϧϘϓϥνン � ύクリタΩηϧซ༻療๏）をܭ 3 コー
スࢪ行した。治療ܦաは放射線化学療๏後、जᙾϚーΧーはਖ਼ৗ化し、಄部సҠ૥もΨンϚφイϑ後著໌
にॖখしたためܦࡏݱա࡯؍தである。ॳ発࣌より೴సҠを൐う原発不໌肺門ॎִリンύઅ癌にରしΨン
Ϛφイϑ治療を෇Ճした放射線化学療๏を行い良޷なܦաをಘたのでจݙ的考࡯をؚめ報告する。

�
� ᰸ฏ໊஌࢙ɺ�ฏྑঘ޿ɺ�ҏ஍ོ੖ɺՏ࡚ӳൣɺ઒ാ　ษɺ�ੴ઒ਗ਼࢘

�����੾আෆೳہॴਐߦඇখࡉ๔ഏ؞ʹରͯ͠์ࣹઢԽֶಉ࣌ซ༻ྍ๏Λ͍ߦ௕ظੜଘΛಘͨ一ྫ

��ʲཁࢫʳ͸͡Ίʹɿ切আ不ೳہ所ਐ行ඇখࡉ๔肺癌にରして放射線化学ಉ࣌ซ༻療๏を行い長期生ଘをಘた
症例をݧܦしたので報告する。
঱ྫɿ61 部ڳ、ભԆする֏ᕸをओૌにۙ医受診。ੑঁ、ࡀ 9P にてӈத肺野に異ৗӨをࢦఠ͞れた。ڳ
部 $T にてӈԼ༿（S6）から肺門にࢸる 60NN 大のजᚅがݟられ、PET では F%( 集ੵを༗する肺門、ॎ
ᜰリンύઅज大が認められたࠎ࠯ࠨ、ִ � 気管ࢧ鏡ࠪݕにてથ癌と診断͞れՃ療目的で当院঺հとなͬ
た。治療ɿ臨床病期 DT3N3.0、TUBHFIIIA と診断、खज़不ೳと൑断し化学療๏（$#%$A
AU$�5�TBYPM 
180NH/N2）を２コースࢪ行後、化学放射線ಉ࣌ซ༻療๏（WFFLMZ $#%$A
AU$�2�TBYPM 40NH/N2）

（UPUBM 60(Z）を行ͬた。治療ޮՌは良޷でධՁは PR、શ਎ঢ়ଶがམちணいた後に化学療๏をܭ 5 コース௥
Ճした（$#%$A
AU$�5�TBYPM 180NH/N2
 ʷ 2）（$%%P 80NH/N2�TBYPUFSF 60NH/N2
 ʷ 2）（TBYPUFSF 
60NH/N2
 ʷ 1）。
աɿ治療開࢝後ܦ 5 年 9 ϲ月をܦたࡏݱ、जᙾ૿大およͼ新病มのग़ݱは認められͣ、PS 良޷で外དྷϑΥ
ローதである。

ୈ �ճϙϯϖපڀݚձ� � 　� 　　　　　　�����������������౦ژ౎� ��������������� ೥ � ݄ �� ೔

�����ਡ๚Ԃलޗɺ຤ݪխਓ　

�����߬ૉิॆྍ๏தʹے೑$5஋ͷਪҠΛݕ౼ͨ͠ϙϯϖපͷ̍ྫ　
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ਆױ࣬ےܦษڧձ　� � � � ������������������������　　　੢ݪொ�� ����� ೥ � ݄ �� ೔

���ਡ๚Ԃलޗ

���ਆܦ೉පޢ؃ͷΩϞ�� � 二ਓͷΤΩεύʔτΛ͓ܴ͑ͯ͠ �

ฏ੒ ��೥౓೉පࢧԉؔݚऀ܎मձ　� � ������������������������� ಹ೼ࢢ� � ����� ೥ � ݄ �� ೔

���ਡ๚Ԃलޗ

���͜ͷ͞ऀױΜ͸φθࢲͷࣄ͏ݴΛฉ͔ͳ͍ͷ͔ʁ�� ਆܦ೉පͷ஌ࣝͱ͜ΕΛ࣮ફʹ݁ͼ͚ͭΔ͜ͱ �　　

ୈ ��ճ೔ຊ؇࿨ҩྍֶձֶज़大ձ　　�� ����������������������� ฌݝݿ� � ������ ೥ �݄ ��೔

�����大࿷ۈ子

�����؇࿨ප౩ೖӃऀױʹ͓͚Δ݂ਗ਼ϓϩΧϧγτχϯ஋ͷݕ౼

  ʲཁࢫʳ໨తɿѱੑजᙾの患者において、病ঢ়のਐ行にともない発೤、またはͤΜໝの症ঢ়がग़ݱしたࡍに
ͦの原Ҽのؑผにྀۤすることが少なからͣある。݂ਗ਼ϓロΧϧシトニン（P$T）はഊ݂症、ॏ症ەࡉ感
છ症で上ঢすると͞れඇੑەࡉの病ଶとのؑผに༗༻とݴわれている。当院緩和έア病౩患者の P$T ஋と
治療内容にͭいてݕ౼を行ͬた。
݁Ռɿ2012 年 10 月から 2013 年 12 月の期間で緩和έアର৅患者で P$T をଌ定したஉ５例、ঁ̒例、13 ଌ
定஋をݕ౼。肺癌５例、肝ࡉ๔癌、ཛ૥癌、胃癌、ٶࢠ癌、ѱੑリンύज、ࢷ๱೑ज֤１例。P$T ଌ定動
機は発೤ 10 例、ҙࣝো̓֐例、᷎ $RP 上ঢ̕例（ॏෳあり）。P$T 平ۉ஋ 2�05 ʶ 4�65OH/NM（0�07-16�3）。
શ例ਖ਼ৗ஋ 0�05OH/NM を௒えていた。ಉ࣌にଌ定した W#$、$RP との૬ؔは認めなかͬた。13 ଌ定のう
ち５例は感છ症かजᙾੑか臨床診断がࠔ೉であͬたが、うち３例は P$T ஋をࢀ考にە߅ༀを࢖༻して治療
した。一ํ P$T ஋はܰ度上ঢであͬても臨床的にەࡉ感છ症がڧくٙわれた３例はە߅ༀ࢖༻でվળした。
著名ߴ஋をఄした２例はਛ機ೳো֐を合ซしていた。

ɿP$T࡯ߟ　　 はەࡉ感છ症かजᙾ೤のؑผにิॿ診断として༗༻であるとࢥわれたが、治療にはਛ機ೳো֐
のある症例もؚめて総合的な൑断が必要である。ಛに病ঢ়がਐ行した৔合には、P$T ஋をࢀ考に不要な߅
。われたࢥ少できるՄೳੑがあるとݮༀ౤༩がە

೔ຊ"-4ڠձԭೄࢧݝ෦૯ձ� � � ���������������������������������੢ݪொ� � ������ ೥ �݄ ��೔

���ਡ๚Ԃलޗ�

ձʹ๬Ή͜ͱऀױ��� ����　�"-4 ͍ͯͭʹ৽ҩྍɾ౰ӃͰͷऔ૊Έɾʮੜ͖͕͍ʯ࠷ �

टཬ城ԼொΫϦχοΫ�ୈ ��� ճ஍Ҭ͚޲ҩྍߨԋձ� � �����������ಹ೼ࢢ� � ������ ೥ �݄ ��೔

���Տ࡚ӳൣ

���ഏ͕Μ࣏ྍͷ�͜Ε·Ͱͱ�͜Ε͔Β

ୈ ��ճ೔ຊֶثٵݺձɾ೔ຊ݁֩පֶձ۝भࢧ෦य़ֶقज़ߨԋձ� �福Ԭݝ���� � � � � � � ����� ೥ �݄ �� ೔

������
 ஌Ֆ࣏ݡɺڮԬ׮恵ɺ౻田߳৫ɺ஥ຊ　ರɺ大࿷ۈ子ɺ久৔ກ෉ɺ౻田࣍࿠

������� ౼ݕΔೖӃ঱ྫͷྟচత͚͓ʹऀױҎԼͷए೥ऀഏ݁֩ࡀ

��ʲཁࢫʳର৅は 2011 年̐月から 2014 年３月までの３年間に当院の݁֩病౩΁ೖ院した 30 以Լのࡀ 16 例を
ର৅とした。症ঢ়ग़ݱからॳ診までの期間、ॳ診から診断までの期間、年ྸ、ੑผ、職業、発ݟ動機、ॳ
発症ঢ়、ૅج疾患、診断ࠜڌ、病ܕ、ഉྔە、生化学的所ݟ、治療、෭࡞༻なͲにͭいてݕ౼を行ͬた。
݁Ռɿ患者は 16 例தஉੑが 12 例、ঁੑが 4 例であり、外国ਓは３例であͬた。症ঢ়ग़ݱからॳ診までの
期間は２日から３か月൒（平ۉ 1�3 か月）、ॳ診から診断までの期間は１日から 17 か月（平ۉ 1 か月൒）、
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年ྸは 17 からࡀ 30 年ྸはۉまでで平ࡀ 22�8 動機は症ঢ়を༗するものがݟであͬた。発ࡀ 14 例であり、
少２例、৯ཉ௿ݮ診異ৗであͬた。症ঢ়は発೤５例、֏̕例、݂ᙹ１例、ᄰᙹ１例、、ମॏݕりの２例は࢒
Լ 1 例、リンύઅज大 1 例であり、２例は無症ঢ়であͬた。ૅج疾患を༗する症例は 1 例でてΜかΜであͬ
た。診断ࠜڌはᄰᙹが 14 例、気管ࢧચড়が３例（ॏෳ例あり）であͬた。ݕମでは確定診断がͭかͣ、画像、
2FT-2( がཅੑであͬた症例がͦれͧれ１例であͬた。病ܕは学会分ྨで྆ଆੑが̔例、ࠨଆが１例、ӈ
ଆが̓例、病ܕはᶗは１例、ᶘが̔例、ᶙが̓例、޿がりは１が１例、２が 14 例、３が 1 例であͬた。ഉ
はΨϑΩーྔە 1 ߸が２例、２߸が３例、３߸が１例、̐߸が１例、５߸が３例、̒߸が１例、̓߸が２例、
10 ߸が 1 例、ృຣӄੑഓཆཅੑ例が 1 例であͬた。生化学的所ݟは 2FT-2( か T-SPOT をࢪ行した症例が
֤̔例、̐例あͬたがશ例ཅੑであͬた。治療はશ例 HRE; の治療を行ͬた。෭࡞༻は肝ো֐が 1 例、ൽ
਄が 1 例であり、݁֩ༀのมߋを行ͬた症例はなかͬた。
݁࿦ɿ30 が約ܕ以Լのए年者肺݁֩でも、ۭಎࡀ 50�を઎め、５߸以上の症例も 43�8�と約൒਺をしめた。
症ঢ়を༗する症例も多く、５߸以上の症例はશ例症ঢ়がग़ݱしていた。ए年者でૅج疾患がない৔合でも、
症ঢ়ग़ݱから診断までに࣌間を要するとഉྔەが多く、ۭಎをܗ成し、ӄӨの範ғが޿がるՄೳੑもある。
ए年者でも発೤΍呼吸器症ঢ়なͲがある৔合には早期に診断できることがॏ要ͩとࢥわれた。

�
� �子ɺ久৔ກ෉ɺ౻田࣍࿠ۈɺ౻田߳৫ɺ�஥ຊ　ರɺ大࿷࣏ݡ恵ɺ஌Ֆ׮Ԭڮ

����౰ӃͰͨ͠ݧܦωύʔϧਓཹֶੜͷ݁֩঱ྫݕ౼

  ʲཁࢫʳۙ年、݁֩ຮԆ஍Ҭからのసೖによる݁֩患者の૿Ճが報告͞れている。今ճ、ಉ一ࢪઃにおける
ωύーϧからのཹ学生の݁֩症例をݧܦしたので報告する。症例は 2013 年 12 月から 2014 年３月まで当院
で݁֩治療を行ͬた̒例。発ݟ動機は職৔݈診１例、༗症ঢ়受診２例。98 名に઀৮者ݕ診が行われ、22 名
が 2FT ཅੑとなり、ͦの内３例が݁֩治療を受けた。ޠݴ΍、治療్தで県外にసډする者が多いこと
が໰୊となͬた。

ୈ ��� ճ　೔ຊਆֶܦձ　۝भ஍ํձ　　　　　　���� � � � � � � � � � � � � � � ����　����　　ࢢ࡚ٶ� ೥ � ݄ �� ೔

�����٢田　߶ɺ౻⃻ͳͭΈɺத஍　྄ɺ城ށඒ࿨子ɺਡ๚Ԃलޗɺ຤ݪխਓ

�����&MTCFSH ঱ީ܈ͱ(VJMMBJO�#BSSÉ ঱ީ܈ʢ(#4ʣΛಉ࣌ʹൃ঱ͨ͠一ྫ

��ʲཁࢫʳ症例は 26 Ŋੑঁࡀ ೖ院３ि間લよりഉ೘࣌痛と 39ˆ୆の発೤が਺日間持続した後に྆ଆख଍およ
ͼإ໘の異ৗ感֮、྆Լےࢶ力௿Լ、ᡗ門पғの感֮消ࣦ、᡺ᡦ௚腸ো֐がग़ݱ。ೖ院̐日લからは྆ଆ
のഥ動ੑ಄痛がग़ݱ。診࡯ではܱ部、྆ԼۙࢶҐے༏Ґのے力௿Լ、S ３- ̐のԹ痛֮消ࣦ。਷ӷࠪݕはࡉ
๔਺ 48/ ୯֩球）ݸ３ 100�）、୿ന 108NH/EM。਷ӷ୯७΁ϧペス -P$R はӄੑであͬたが਷ӷ߅ମՁࢦ਺
は著໌に上ঢ。.ZDPQMBTNB QOFVNPOJB-IH. ཅੑであͬたが਷ӷの P$R ӄੑ。ೖ院後の຤ধਆܦ఻ಋݕ
ࠪで୤਷所ݟが໌ྎにग़ࠊ。ݱ௣ .RI はഅඌのܰ度のज大と଄ӨޮՌあり。߅Ψンάリオシド߅ମはӄੑ。
ೖ院ಉ日より଎΍かにアシクロϏϧ、スςロイドύϧス、໔Ӹάロϒリン療๏を௥Ճし、症ঢ়は著໌にվ
ળ。EMTCFSH 症ީ܈と (#S をಉ࣌に発症したという報告はこれまでになく、ۃめてكな症例と考えられるが、
ෳ਺の感છҼࢠがಉ定͞れた事を౿まえ、ͦの病ଶをจݙ的考࡯とڞに報告する。

ԭೄखज़खٕڀݚձ� � � � ���������������������������������ಹ೼ࢢ� � ������ ೥ � ݄ � ೔

����Տ࡚ӳൣɺฏྑঘ޿ɺҏ஍ོ੖ɺ᰸ฏ໊஌࢙ɺ久志一朗ɺੴ઒ਗ਼࢘ɺ઒ാ　ษɿಋೖԽֶྍ๏ޙɺӈதԼ

༿֦大εϦʔϒ੾আज़ޚΛͨͬߦഏ໳ਐߦഏ͕Μͷ̎ྫ

��ʲཁࢫʳத਻ܕਐ行肺がΜにରするज़લಋೖ療๏はہ所ˍԕ੍ִޚを޲上ͤ͞༗༻であるが、पज़期合ซ症
のੑݥةがߴく、ಛに気管ܗࢧ成ज़を要する৔合は৻ॏなରԠが必要である。今ճ、ಋೖ化学療๏に著ޮし、
ӈ肺தԼ༿֦大スリーϒ切আを行ͬたத਻ܕਐ行肺がΜのೋ例を報告する。
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঱ྫ̍ɿ70 ೉感。2012ࠔ୆、உੑ。ओૌは֏ᅉ、呼吸ࡀ 年ՆごΖより֏ᅉ持続。ͦの後、呼吸ࠔ೉感あり
2013 年 3 月ۙ医でڳ部異ৗӨをࢦఠ͞れ当院΁঺հとなͬた。ڳ部 $T では、ӈத間気管ࢧからӈԼ༿に
かけ約 4DN の不੔なजᚅӨを認め、気管ࢧ鏡ではӈத間װ気管ࢧ内ߢはࡥڱ、ด࠹し、ಉ部の生ݕでፏ平
上ൽがΜと診断した。DT3N2.0 SUBHF IIIA と診断し、ಋೖ化学療๏（シスϓϥνン、ドηタΩηϧ）を２コー
スࢪ行し、著໌にॖখ（PR）した。खज़はӈ肺தԼ༿֦大スリーϒ切আ、リンύઅֲਗ਼を行ͬた。जᙾは
心೯内で肺੩຺पғ、ӈ肺動຺のᕶບੑ心ບの૚でまでਁ५しണ཭した。ਝ଎病理で気管ࢧ断୺ӄੑを確
認後、ӈ上༿気管ࢧとӈओ気管ࢧを 3-0 P%S-II で෽合した。病理૊৫ではजᙾの大部分はมੑյࢮし、気
管分ذ部リンύઅにजᙾのҨ࢒を認め、T0N2.0 SUBHFIIIA、૊৫学的治療ޮՌは EF2 であͬた。
঱ྫ �ɿ50 ఠ͞れ当院΁঺հ。ӈ肺Լ༿にࢦ୆、ঁੑ。֏ᅉ持続しۙ医受診。ӈԼ肺野にजᚅӨをࡀ 9DN
のजᚅを認め生ݕでፏ平上ൽ癌と診断した。肺門、ॎִリンύઅज大を認めDT2CN2.0 SUBHFIIIAと診断し、
ಋೖ化学療๏（シスϓϥνン、φϒύクリタΩηϧ）を２コースࢪ行し、著໌にॖখ（PR）した。खज़は
ӈ肺தԼ༿֦大スリーϒ切আ、リンύઅֲਗ਼を行ͬた。病理はፏ平上ൽ癌、QT0N2.0 SUBHFIIIA、૊৫学
的治療ޮՌは EF2 であͬた。上記ೋ症例のܦաと、口ࠩܘの大きい気管ࢧ෽合のखٕにͭいて報告します。

ฏ੒̎̒೥౓ԭೄېݝԎٞڠձ૯ձ� � ��������������������������������ಹ೼ࢢ� � ������ ೥ �݄ ��೔

���ੴ઒ਗ਼࢘

���ഏ͕Μ਍ྍͷݱঢ়ͱ٤Ԏͷ໰୊　

೴ɾਫ਼ਆɾਆܦΧϯϑΝϨϯε　ϛχϨΫνϟ　　　���������� � ੢ݪொ� � ������ ೥ �݄ ��೔

���ਡ๚Ԃलޗ　

৅ؔ࿈ిҐࣄͼ͔͚ʹΑΔݺ��� � ՃྸมԽͱύʔΩϯιϯؔ࿈࣬ױʹ͓͚ΔපతมԽ

ୈ ��ճ೔ຊֶྍ࣏؞ձֶज़ूձ� � �� ���������ਆಸ઒ݝ�� ������ ೥ �݄ ��೔ʙ ��೔

���ҏ஍ོ੖ɺฏྑঘ޿ɺ久志一朗ɺ᰸ฏ໊஌࢙ɺՏ࡚ӳൣɺ઒ാ　ษɺੴ઒ਗ਼࢘

���೴సҠΛ൐͏ൃݪෆ໌ഏ໳ॎִϦϯύઅ؞ͷ �ྫ

ฏ੒ ��೥౓ࡏ୐ྍཆऀࢧԉؔݚऀ܎मձ　� ���������������������������������໊ �ࢢޢ �� � � ����� ೥ � ݄ � ೔

���ਡ๚Ԃलޗ　

���"-4 ΛͲ͏理ղ͠Ͳ͏ࢧԉ͢Δ͔

ୈ ��ճԭೄݝ֎Պձ� ��� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � �ಹ೼ࢢ���� � � � � � � � ����� ೥ � ݄ � ೔

����᰸ฏ໊஌࢙ɺฏྑঘ޿ɺҏ஍ོ੖ɺ久志一朗ɺՏ࡚ӳൣɺੴ઒ਗ਼࢘ɺ઒ാ　ษ

����খܕഏ݁અʹର͢Δ$5ΨΠυڸࢧ؅ؾԼϚʔΩϯάͷݕ౼

��ʲཁࢫʳ͸͡Ίʹɿ৮஌不ೳなスリΨϥスӨをؚΉখܕ肺जᚅにରしてߢڳ鏡Լखज़を行う৔合、ࡏہ部Ґ
をਖ਼確にಉ定するためのज़લϚーΩンάは必要不Մܽである。当院で行ͬたバーνϟϧ気管ࢧ鏡φϏήー
シϣンシスςϜをར༻した $T Ψイド気管ࢧ鏡ԼϚーΩンάにରする༗ޮੑ、合ซ症なͲにͭいて SFUSP-
TQFDUJWF にݕ౼した。
ର৅ɿ2013 年３月から 2014 年２月にϚーΩンάを行ͬた̔例（உ / ঁ �3/5
 平ۉ年ྸ 66�8 जᙾサイ �（ࡀ
ズは 4-25NN（平ۉ 11NN）、ੑঢ়はスリΨϥスӨ̒例、ॆ࣮ੑ２例であͬた。

　　ํ ๏ɿバーνϟϧ気管ࢧ鏡をࢀ考にजᚅۙ๣に分ࢬする気管ࢧをಉ定、シース෇ΩュϨットᭆࢠをૠೖし
$T にて先୺Ґஔを確認後、 ᭆࢠをൈڈしシースよりバリ΢Ϝを 0�2-0�3NM ஫ೖした。

　　݁ ՌɿϚーΩンάࢪ行࣌間は平28ۉ分、̔ 例த２例に気ڳを発症したが、 શ例ߢڳ鏡Լでಉ定Մೳであͬた。
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　 ·ͱΊɿखٕの޻෉、 शख़度の޲上により本ํ๏は༗༻であると考えられた。

ୈ ���ճ　೔ຊਆֶܦձ　۝भ஍ํձ� � ����������������������� 大෼ݝ� � �������೥ �݄��೔

�����౻⃻ͳͭΈɺ٢田　߶ɺத஍　ږɺ城ށඒ࿨子ɺਡ๚Ԃलޗɺ຤ݪխਓ

�����ए೥ੑೝ஌঱Λ߹ซͨ͠�$.5̐)ʢ'(%̐NVUBUJPOʣͷ̍ྫ

ʲཁࢫʳ患者は 59 期から૸る౳のӡ動がۤखŇࣇ内にྨ症なし。༮ܥՈ。ੑঁࡀ 30 からखट・කࠒࡀ
以Լの୤力・ےҤॖをڧく֮ࣗ。47 のର立ӡ動不ೳ、Լਨ଍ঢ়ଶ。49ࢦからはखࠒࡀ での当科ॳ診ࡀ
。ͼ異ৗ感֮を認め、৛า行ٴԼঢ়のશ感֮ಷ麻ۺ・Ҥॖ、खାےԕҐ༏Ґのࢶ࢛、ᡲ൓射消ࣦࢶ࢛、࣌
$.AP
SNAP はߴ度の௿Լʙ༠発不ೳで、ଌ定Մೳな N$7 は著しく஗Ԇ（�M ０N/T）Ň AR Ҩ఻ ŋN$S の
୤਷所ݟから $.T ̐がٙわれ、53 でࡧݕࢠでの໢ཏ的Ҩ఻ࡀ F%(4 Ҩ఻ࢠのϗϞ઀合ମม異（JOUSPO
内、TQMJDF BDDFQUPS TJUF に D。837-M。(�A�FYPO7）をՈܥ内で患者のみに認め、$.T ̐H と診断した。57
ࡼ̢、しݱからは認஌機ೳ௿Լがग़ࠒࡀ SPE$T-F;IS の異ৗはアϧπϋイϚー病ྨࣅύターンであͬた。
$.T4H いͩͤなかͬたが、ੈք的にもݟ報告で認஌機ೳ異ৗはط $.T ̐H ࣗମの報告਺が少なく、ۮ
発的合ซではないՄೳੑも考え報告する。 

ୈ ��ճࡍࠃੜ理৺理ֶձ� � � � ��ݝౡ޿���������������������� �������೥ �݄��೔

�
� )JSPTIJ�"SBP
�4IVHP�4VXB[POP�

�����&31�SFTQPOTFT�UP�VOBUUFOEFE�PXO�OBNFT��&⒎FDUT�PG�FNPUJPO�BOE�FYQFSJNFOUBM�QBSBEJHNT���

�
� 4IVHP�4VXB[POP���

����5PXBSE�B�OFX�DMJOJDBM�BQQMJDBUJPO�PG�BVEJUPSZ�FWFOU�SFMBUFE�QPUFOUJBMT��3FTQPOTFT�UP�POFT��PXO�OBNF�r�

QSFMJNJOBSZ�EBUB�JO�QBUJFOUT�XJUI�1BSLJOTPOJTN���

۝भ大ֶެ։ϫʔΫγϣοϓ� � � ����������������������� 福Ԭݝ� � �������೥ �݄��೔

���ਡ๚Ԃलޗ�

��քݶ৅ؔ࿈ిҐͷޮ༻ͱࣄ��� ྟচՈͷཱ৔͔Β �　ਡ๚Ԃलޗ　

�������������ொݪ੢　�����������������������������������������������������　　　　ٛߨಛผߍফ๷ֶཱݝ ೥ ��݄̕೔

���ੴ઒ਗ਼࢘

���ҩֶ֓࿦

ୈ ��ճ೔ຊֶثٵݺձɾ೔ຊ݁֩පֶձ۝भࢧ෦ळֶقज़ߨԋձ����ࣛࣇౡݝ� ���� ೥ ��݄ ��೔ʙ ��೔

�
� Ҵྮ੝࢙ɺ஌Ֆ࣏ݡɺ౻田߳৫ɺ஥ຊ　ರɺ大࿷ۈ子ɺ久৔ກ෉ɺ౻田࣍࿠

�����ۭಎපมΛఄͨ͠ഏ؞঱ྫͷݕ౼

��ʲཁࢫʳ໨తɿۭಎ病มをఄする肺癌症例ではؑผ疾患として肺化೵症、肺݁֩、WFHFOFS ೑ժज症なͲが
あるがあり診断がࠔ೉なこともある。今ճ、我ʑがۙ࠷のࣗݧ例におけるۭಎ病มをఄし肺癌と診断͞れ
た症例にͭいてݕ౼を行ͬた。
ํ๏ɿ2012 年１月ʙ 2014 年̒月までに当院呼吸器内科΁新نに受診͞れたۭಎ病มをఄする肺癌症例に
ͭいて後ํ視野的に臨床像にͭいてݕ౼した。
݁Ռɿ患者は̓例で、ॳ診࣌の年ྸは 40 ୅が１例、60 ୅が５例、70 ୅が１例で平ۉ 64�9 ผはஉੑੑ。ࡀ
５例、ঁੑ２例。ॳ発症ঢ়・発ݟ動機は֏ 1 例、݂ᙹ 1 例、֏と݂ᙹ 1 例、֏と発೤ 1 例、ڳ痛 1 例、݈診・
定期的なڳ部Ϩントήン２例。肺癌の૊৫ܕはፏ平上ൽ癌が̐例、થ癌が３例。ॳ診から診断確定までの
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期間は 2 ि間ఔ度が 2 例、１ϱ月ఔ度が２例、൒年ఔ度が２例、１例は３年５か月間であͬた。
成は３ʙܗɿ原発ੑ肺癌におけるۭಎޠ݁ 15ˋにみられると͞れているが、ۭಎ病มを認める肺疾患とし
ては肺癌のଞに肺化೵症、肺݁֩、WFHFOFS ೑ժज症なͲがある。診断確定のために気管ࢧ鏡ࠪݕが必要
なことが多いが、ॳճࠪݕでは診断がͭかͣࠪݕ࠶を要し診断まで࣌間がかかる症例も少なくない。

�
� ஌Ֆ࣏ݡɺҴྮ੝࢙ɺ౻田߳৫ɺ஥ຊ　ರɺ久৔ກ෉ɺ大࿷ۈ子ɺ౻田࣍࿠

�����౰ӃͰͷϑϧνΧκϯϓϩϐΦϯࢎΤεςϧ �ϗϧϞςϩʔϧʢ''$ʣॲํ঱ྫͷݕ౼

��ʲཁࢫʳഎܠɿI$S/LA#A ഑合ࡎの種ྨが少しͣͭ૿えてきており、ϑϧνΧκンϓロϐオンࢎΤスςϧ
/ ϗϧϞςローϧ（以Լ FF$）も࢖༻開࢝から΍がて 1 年になる。今ճ、当院で FF$ をॲํした症例のݕ
౼を行ͬた。ํ๏ɿ当院外དྷ௨院தの患者で、FF$ をॲํ͞れたことのある症例は 33 例。ॲํճ਺は１ճɿ
２ճɿ３ճɿ̐ճが 26 例ɿ̐例ɿ２例ɿ１例と΄とΜͲが１ճであͬた。ͦのうち 1 ճのみの外དྷ受診症
例が̕例みられた。疾患では気管ࢧᄶଉが 18 例、֏ᄶଉが 14 例、不໌が１例であり、$OP% 合ซ症例が
２例みられた。２ճ以上外དྷ受診した症例で治療ޮՌを確認したとこΖ 24 例த 19 例（79ˋ）で症ঢ়のܰ
շを認めた。࣍にσータ上でのվળを確認できた症例では PEF の上ঢが̒例、FE71 の上ঢが̔例、呼気
NO の௿Լが̒例、ᄰᙹࢎ޷球のݮ少が２例であͬた（ॏෳあり）。FF$ からଞࡎ΁มߋした症例ではサϧ
メςローϧ / ϑϧνΧκン഑合ࡎΤアκーϧ（以Լ SF$）が 12 例、ϗϧϞςローϧ / ϒσιニド഑合ࡎ（以
Լ F#$）が 1 例、ϞメタκンϑϥンΧϧϘンࢎΤスςϧが̐例、ϒσιニドが１例であͬた。มߋ理༝と
しては΄とΜͲが FF$ が長期ॲํできないためのมߋという理༝が多く、I$S ୯ࡎ΁のมߋ理༝はܰշに
よるスςッϓダ΢ンが多かͬた。

　　݁ $ɿ୹期ॲํ例が΄とΜͲであるため、FFޠ の継続治療ޮՌは不໌である。しかし、気管ࢧᄶଉͩけで
なく、֏ᄶଉに࢖༻し早期にޮՌが期଴できるༀࡎであるとࢥわれた。

ୈ̍ճےδετϩϑΟʔҩྍڀݚձ� � ����������������������� ౦ژ౎� � ������೥��݄��೔

�
 ٢ଜ௚थɺ্田޾඙ɺ๺ౡཽ一ɺٶ城ກ子ɺਡ๚Ԃलޗ　

����ೖӃதͷδετϩϑΟϯҟৗ঱ऀױʹ͓͚Δೝ஌ػೳͱൃୡোٴ޲܏֐ͼ20-ͷؔ࿈　

��ʲঞ࿥ʳ໨తɿジストロϑΟン異ৗ症において、ある一定のׂ合で認஌機ೳো֐΍発ୡো޲܏֐が認められ
ている（上ాら、2012ʀࣲాら、2012 なͲ）。しかし、認஌機ೳো֐と発ୡো޲܏֐の異ಉ΍ؔ࿈は໌ら
かに͞れておらͣ、また 2PL とのؔ࿈も໌らかになͬていない。ͦ こで本研究は、認஌機ೳと発ୡো޲܏֐、
2PL とのؔ࿈にͭいて໌らかにすることを目的とした。ํ๏ɿ2014 年５月から 10 月にかけて、ೖ院தの
%.%・#.% 患者 15 名にௐࠪ協力をґཔし、臨床心理学専߈の学生が .%2PL を࣮ࢪした。また、患者の
師にґཔした。認஌機ೳはޢՄをಘて、SRS-2 AEVMU FPSN（RFMBUJWF / PUIFS RFQPSU）のճ౴を؃ڐ 2012
年に行われたਆܦ心理学的ࠪݕの݁Ռを࢖༻。΢Σクスϥー式成ਓ஌ೳࠪݕ �WAIS- ᶙ � より、ֆ画׬成・
୯ࢉ・ࣅྨ・ޠ਺・行ྻਪ理・஌ࣝ・理ղ・記߸୳し・ޠԻ੔ྻ・਺এ。ඪ४஫ҙࠪݕ๏ �$AT� よりௌ
新・PASAT・ϙジシϣンストϧーϓςスト。΢Σߋग़・シンϘϧσΟジットϞダリςΟςスト・記Աݕੑ֮
クスϥー記Աࠪݕվగ൛ �W.S-R� より、࿦理的記Ա（௚後・஗Ԇ）・視֮ੑର࿈合（௚後・஗Ԇ）・ޠݴ
ੑର࿈合（௚後・஗Ԇ）・ਤܗの記Ա。਱行機ೳো֐症ީ܈の行動ධՁ �#A%S� よりنଇม׵を࢖༻。
݁Ռͱ࡯ߟɿ認஌機ೳと SRS のؔ࿈ɿ༗ҙ޲܏がある૬ؔが２ͭݟられ、༗ҙではないがऑい૬ؔが多
਺ࣔ͞れた。一ํで、先行研究でݴわれているような、ࣗด症にಛ௃的な認஌ϓロϑΟーϧとは一部異
なͬている（ࣗด症は、ྨࣅ・஌ࣝ・୯ޠは良く、਺এ・ࢉ਺・記߸୳し・理ղがѱいʀ.BZFT �$BM-
IPVO
2003）。認஌機ೳと 2PL のؔ࿈ɿA%L と視֮的৘報ॲ理（ֆ画׬成・行ྻਪ理・視֮ੑର࿈合）にෛ
の૬ؔ、ڥ؀ॅډと視֮的৘報ॲ理の଎͞（記߸୳し・シンϘϧσΟジットϞダリςΟςスト・ϙジシϣ
ンストϧーϓ所要࣌間）にؔ࿈がある。また݈߁感と継࣌ॲ理（ޠԻ੔ྻ・シンϘϧσΟジトϞダリςΟ
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ςスト・ௌ֮ੑݕग़・記Աߋ新 4 ܻ）にਖ਼のؔ࿈、呼吸とҺ಄機ೳとਤܗ記Աの間にෛのؔ࿈がݟられた。
SRS と .%2PL のؔ࿈ɿೖ院தのےジストロϑΟー患者で発ୡো޲܏֐のߴいਓはࡏݱの生活ڥ؀にはຬ
଍しているが、কདྷにରするر๬は௿い。このことは、成ਓのࣗด症患者は生活ຬ଍度が௿くকདྷにରす
るر๬も௿い（#BSOFWFME FU BM
2014 ）という݁Ռと一கしない。以上よりೖ院தのࣗด症޲܏のߴいےジ
ストロϑΟー患者の 2PL の͞ߴには、ڥ؀要Ҽが一ҼとなͬているՄೳੑが考えられる。

�
� ๺ౡཽ一ɺখྛᡏ子ɺ҆ཬӫ子ɺౡ田໌子ɺོݪ޾子ɺࢁ田౧子ɺਡ๚Ԃलޗ　

　��ࣾձࢪֶ࣮ݟঢ়گͱޙࠓͷ՝୊ʹ͍ͭͯʕࠓ೥౓ͷ࣮ࢪঢ়ٴگͼ׆ಈதͷނࣄΛड͚ͯʔ

��ʲཁࢫʳॾݴɿ療ཆհޢ病౩における行事の一ͭに社会ݟ学（院外行事）がある。この行事は療ཆհܖޢ約
ೖ院者をର৅に年 1 ճ࣮ࢪしており、目的஍΍࣮࣌ࢪ期なͲ、本ਓたちのر๬にԊͬてௐ੔を行ͬている。
年ʑ、1 ਓ 1 ਓのニーズが多༷化していること、ਓ޻呼吸器࢖༻者、気管切開ࢪ行者のׂ合が૿Ճするな
Ͳ医療的έアの必要度が૿すݱঢ়にあるが、Ո଒ͩけでの外ग़に不安を感͡るέースなͲ外ग़を日ৗ的に
行うことが೉しいೖ所者にとͬて病院ओ࠵の行事としてඇৗにָしみに͞れているものであり、ͦれにԠ
えるために࣮ࢪし、継続する༧定であͬた。しかし、今年度࣮ࢪした社会ݟ学において後続ं྆より௥ಥ
͞れるという事ނにૺうことで今後も࣮ࢪするか൱か、安શ໘（リスクとの݉Ͷ合い）ରԠにͭいてのݕ
౼をഭられることとなͬた。今年度、当院が࣮ࢪした社会ݟ学の報告ٴͼ活動தの事ނを受けてのରࡦに
ͭいてのݕ౼を報告する。
໨తɿ社会ݟ学࣮ݱࢪঢ়のまとめと今ճૺ۰した事ނを受けての՝୊にͭいてݕ౼を行う。
ํ๏ɿᶃܭ画から࣮ࢪまでの社会ݟ学४備（࣮ࢪखॱ）の੔理　ᶄ֤ճ、࣮ 、ݟがͬたҙڍ後に行う൓ল会でࢪ
ࢪௐࠪの࣮ࢪ੔理　ᶆ۝भ管内の院外活動࣮گ学࣌のঢ়ݟを受けた社会ނ՝୊のまとめと分ੳ　ᶅ事౼ݕ
。ܭͼ集ٴ
݁Ռɿᶃܭ画࡞成の第１ஈ֊である社会ݟ学ر๬者΁ر๬஍のฉき取りから医師、ޢ؃部と৘報ަ׵、࣮
༺खॱを੔理した。また目的஍、རࢪ後の൓ল会と࣮ࢪ࣮、ࢪ࣮、成࡞画のܭ年間、౼ݕ画のܭՄೳなࢪ
௚した。ᶄ平成ݟઃとの事લ࿈བྷ΍ௐ੔にͭいてのखॱにͭいてもࢪ 26 年度は 20 ճܭ画し、̕月上०ま
でで 13 ճ࣮ࢪした。ࢀՃ者΍Ո଒からはָしみにしている行事であることを࢕わͤるҙݟが多くฉかれた。
また職員からもखॱを౿Ήதで、より৘報のڞ༗化がਤれたこと、ごՈ଒とのަྲྀの৔となること、今年
度は療ཆհޢ職も引཰する機会が૿えたことにରするϓϥス໘΍ .E からの呼吸器にؔする勉ڧ会を定期
的に行ͬたことにରしてߠ定的なҙݟが多かͬた。ͦの一ํ、部ॺ内での৘報のڞ༗はਤれているが多職
種間の࿈ܞ໘にはまͩまͩ不े分な໘があることがڍげられた。目的஍、ར༻ࢪઃにͭいてはରԠのҧい
が感͡られる໘があり、スϜーズにਐ行、ٯに՝୊をఄしたճがあͬた。ᶅ̕月 29 日、ࢀՃೖ所者３名を
ؚΉ 15 名で病院バスにて社会ݟ学（ࣗӴୂ沖縄ج஍）からのؼ࿏、ߴ଎道࿏ྉۚ所でఀंதに後Ζからདྷ
た大ܕトϥックに௥ಥ͞れる。ࢀՃೖ所者 1 名がֹをࡲりΉくέΨをしたଞはࢀՃೖ所者、Ո଒に外ইなし。
લྻにͬ࠲ていたӡసखをؚΉ職員̐名がᰍ部痛なͲの外ইを受ける事ଶとなる。ᶆ 14 ઃதࢪ 11 ઃよࢪ
りճ౴をಘた。・外ग़行事を行ͬているࢪઃɿ10 タクシーをࢱઃ　෱ࢪઃ。・外ग़の内容ɿバスϋイク̔ࢪ
ճ਺ɿバスϋイクࢪ࣮・　ઃࢪた外ग़２ͬ࢖ 7 ʙ 10 ճ３ࢪઃ 11 ʙ 20 ճ３ࢪઃ　20 ճ以上２ࢪઃ　外ग़
30 ճ２ࢪઃ　・ަ௨खஈɿି切バス３ࢪઃ。病院リϑトバス３ࢪઃ　病院バス、ି切バスซ༻ 1 ઃ　෱ࢪ
タクシーࢱͼ෱ٴઃ。病院ϫΰンंࢪタクシー２ࢱ 1 ̔（ม࣌のରԠٸ）ઃ・外ग़࣌のϚニュアϧ༗ࢪ 。ઃࢪ
ঢ়であるがೖ院者にとͬݱ๬者のニーズの多༷化、医療的έアの必要度が૿すر学にରしてݟɿ社会࡯ߟ
てもニーズのߴい行事であり༨Ջ活動ࢧԉ、生活の෯を޿げるものとして継続していきたい活動の一ͭで
ある。ଞࢪઃのおいてもܗଶ΍࣮ࢪճ਺にࠩ異はあるものの多くのࢪઃで継続࣮ࢪしていることが分かͬ
た。外ग़࣌のϚニュアϧにおいても΄とΜͲのࢪઃにあることが分かͬたが、当院とಉ༷にࢀՃ者のٸม
࣌にಛ化した෺で事ނ΍Ո଒、職員に৮れたものを࡞成しているࢪઃがないことが分かͬた。ࢀՃ者、職員、
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おޓいが安心して社会ݟ学を࣮ࢪするためには事ނ౳のϚニュアϧ࡞成がٸ務であることを感͡た。今後、
શ国のࢪઃにもௐࠪをਐめていきたい。

�δετϩϑΟʔদଜ൝　ΩοΫΦϑϛʔςΟϯάے � � ౦ژ౎� ��� �����೥ ��݄ ��೔

���ਡ๚Ԃलޗ　

���%.�ΛͲ͏ͤΊ͍͔ͯ͘　౰ӃͰͷೝ஌ػೳࡧݕͷࢼΈʔਆܦ৺理ɾ࣮ݧ৺理ɾࣄ৅ؔ࿈ిҐʔ　

ୈ �ճླྀࢧ؅ؾٿᄶଉɾ$01%ϑΥʔϥϜ� ��������������� �����������ಹ೼ࢢ� ���������������� ೥ �� ݄ � ೔

���஌Ֆ࣏ݡɺҴྮ੝࢙ɺ౻田߳৫�ɺ஥ຊ　ರ�ɺ久৔ກ෉ɺ大࿷ۈ子

���౰ӃͰͷ/*09�.*/0�　ʹΑΔ0/ؾݺͷଌఆঢ়گ

�ʲཁࢫʳ呼気一ࢎ化஠ૉೱ度（FFNO）はࢎ޷球ੑԌ症のバイオϚーΧーとして஫目͞れている。NIO9 
.INO� はͦのଌ定器として臨床ݱ৔でۙ࠷かなりීٴしてきている。今ճ、当院でも、 NIO9　.INO�
を 2014 年̐月からಋೖした。̐月から̒月までの３か月に呼吸器外དྷ、ೖ院の症例 172 例に FFNO をଌ
定した。ͦの݁Ռと考࡯をؚめ今ճ報告。まとめとして１ɽ気管ࢧᄶଉのิॿ診断として FFNO のଌ定は
؆қであり、ྸߴ者でもଌ定できるため今後の臨床診断に໾立ͭとࢥわれる。２ɽFFNO ଌ定が、ᄶଉの
治療ܦաをみるうえで、༗༻な症例をݧܦした。３ɽ気管ࢧᄶଉの治療は、 FFNO のଌ定஋ͩけでなく患
者എܠを考ྀしながら行う必要があるとࢥわれる。

ୈ̎ճݹٶౡਆܦՊֶΧϯϑΝϨϯε� � � ��� ��ࢢౡݹٶ��������� ������ ೥ ��݄ �೔

���ਡ๚Ԃलޗɺ֎ؒ޺ਓ

　શੜ݈࢙׆๨ͷ̍ྫʹ͓͚Δࣄ৅ؔ࿈ిҐΛ༻͍ͨهԱػೳͷݕ౼

ୈ̎ճ೔ຊ೉පҩྍωοτϫʔΫֶձ� � � ��������೥��݄��೔　　　�ݝౡࣇࣛ　　��������������

�
� ৽ཬ　恵ɺਡ๚Ԃलޗɺ্田޾඙ɺԞؒΊ͙Έɺ਌઒　३　

ԉऀͷࢧ୐ࡏΔཁҼʹ͍ͭͯ　ʕපӃͱ͡ײ೉Λࠔԉऀ͕ࢧ͍͓ͯʹ୐ྍཆࡏͷऀױԽ঱ߗࡧҤॖੑଆے����

　఺ͷҧ͍ʕࢹ
  ʲཁࢫʳ໨తɿALS 患者ではࡏ୐Ҡ行がスϜーズに行えない症例がみられる。我ʑはࡢ年の本学会でԁ׈な

、げڍ΍Ωーύーιンにؔ࿈する要Ҽを܎し、本ਓの理ղ力不଍とՈ଒ؔ౼ݕする要Ҽを֐୐Ҡ行を્ࡏ
多職種によるサϙートにͮجいて、早期にՈ଒内のバϥンスを೺Ѳしద切なΩーύーιンをઃ定すること
がॏ要であることを報告した（จ１ݙ）。いͬたΜࡏ୐にҠ行した後も、これをҡ持するࡍに医療ఏڙ者が
༷ʑなࠔ೉を感͡ることがある。ͦのようなࡏ୐療ཆを્֐する要ҼがͲこにあり、ࡏ୐療ཆࢧԉ者の視
఺からみた৔合も、病院からࡏ୐Ҡ行するときのࠔ೉とಉ༷なことが໰୊となͬているかをൺֱݕ౼した。
ํ๏ɿࡏ୐ࢧԉ者がࢧԉしていくにあたりࠔ೉と感͡る఺にͭいて、研म会に集まͬたࡏ୐ࢧԉ者にରし
てアンέートௐࠪを࣮ࢪした。લ年度病院からのࡏ୐Ҡ行の৔໘においてࠔ೉と考えたʮ本ਓにىҼする
要Ҽʯ、ʮՈ଒にىҼする要Ҽʯ、ʮ医療ॲஔのೱີ͞ʯ౳にͭいて、લճの݁Ռと今ճのアンέート݁Ռを
ൺֱすることにより、病院からࡏ୐Ҡ行࣌にスタッϑが感͡るࠔ೉఺と、ࡏ୐療ཆでのࢧԉ者が感͡るࠔ
೉఺とをൺֱし、྆者の視఺のҧいにͭいてݕ౼した。ղੳにはΧイೋ৐ݕ定のࠩ࢒分ੳを༻いた。

　 ݁Ռɿ39 名のࢧԉ者からアンέートがճऩでき、Ԇ΂ 28 名の患者にͭいて分ੳができた。ࡏ୐ࢧԉ者がࠔ
೉と感͡ている症例には、本ਓにىҼする要Ҽとして本ਓのこͩわり、医療ڋ൱に໰୊があるととらえるਓ、
気管切開࣮ࢪ患者が多く、Ո଒にىҼする要Ҽの、Ո଒ؔ܎がرബととらえているਓは少ない。アンέー
トに౴えた職種によりҧいがあるのではないかとݕ౼したとこΖ、以Լの༷に職種間で༗ҙに異なͬてい
た。ޢ؃師は本ਓの理ղ力不଍、うͭ޲܏、病名告஌のࡏりํにͭいて໰୊が多いととらえ、本ਓの医療ڋ൱、
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Ωーύーιンのมߋ、໷間հޢ力不଍に໰୊があるととらえたճ౴は少なかͬた。έアϚωは本ਓのこͩ
わり、医療ڋ൱を໰୊とし、本ਓのうͭ޲܏は໰୊ととらえたճ౴は少なかͬた。อ݈師は໷間のհޢ力、
病名告஌のࡏりํを໰୊として、本ਓの理ղ力不଍、Ωーύーιンのؔ༩のബؔ͞わりํに໰୊ととらえ
る要Ҽは少なかͬた。考࡯ɿ病院からࡏ୐΁Ҡ行するスςージでは、本ਓの理ղ力・ܾ定力不଍と、Ո଒
ԉࢧ୐ࡏ、する要Ҽとして考えられたが֐୐Ҡ行を્ࡏ΍Ωーύーιンにؔ࿈する要ҼがスϜーズな܎ؔ
者の感͡るࠔ೉は必ͣしもಉ༷ではなかͬた。ࡏ୐Ҡ行後は、ࡏ୐でաごすという目ඪをطに定めること
ができた患者Ո଒がର৅であり、ࢧԉ者にରし 1 ର 1 のؔ܎で研ぎ੅ま͞れたこͩわりとなͬている症例
において、ࠔ೉を感͡ていることが多く報告͞れていたといえる。このようなࠩ異をはͬきりと認ࣝした
うえで、例え͹外དྷ受診のࡍ΍ϨスύイトのࡍなͲに、Ͳのようなࡏ୐ҡ持ࠔ೉要Ҽがͦの࣌఺で໰୊と
なͬているかを೺Ѳしରॲすることが、より安定なࡏ୐療ཆҡ持のためにॏ要と考えられた。

    ݁࿦ɿ病院とࡏ୐ࢧԉ者ではࡏ୐療ཆのࠔ೉఺にͭいてとらえํにҧいがあり、これを౿まえた病院ଆの
ରԠが、良࣭なࡏ୐療ཆҡ持のためには必要である。

�
� ޗ௨ɺ೾ฏ志௡୅ɺ্ཬ　ྛɺਡ๚Ԃल໊تɺ৽ཬ　恵ɺর޾಺ඒࢁ

�����ԭೄݝʹ͓͚Δ୆෩ආ೉ೖӃͷݱঢ়ʙి֬ݯอۀࣄͷূݕʙ

��ʲཁࢫʳ͸͡Ίʹɿ沖縄県は、ॏ症೉病患者ೖ院ࢪઃ確อ事業にͭいて、೉病医療ڌ఺・協力病院のࢦ定、
೉病医療専門員の഑ஔฒͼにࡏ୐ॏ症೉病患者一࣌ೖ院（以Լ、ʮϨスύイトೖ院ʯという。）事業を、平
成 24 年度に開࢝した。Ϩスύイトೖ院事業は、հޢ者のٳཆのଞ、沖縄県のಛ௃として、Ն৔の୆෩઀ۙ
࣌のఀిճආのためのආ೉ೖ院も事業のର৅とした。ͦれにより、ආ೉ೖ院を行うࡍに、೉病医療専門員
のコーσΟωートの活༻΍、かかりͭけ医以外でのۙྡの医療機ؔでの受けೖれ確อがՄೳとなるなͲ、
患者Ո଒のෛ担ܰݮをਤͬている。また、ಉ年度に、֐ࡂ౳によるఀి࣌の安શ確อのために、ʮ沖縄県೉
病患者ਓ޻呼吸器༻外部バッςリー౳ି༩事業ʯ（以Լ、ʮిݯ確อ事業ʯという。）を開࢝し、H25 年度຤
までにਓ޻呼吸器༻外部バッςリーを 43 ୆、ฒͼにՈఉ༻ࣗՈ発ి機を 33 ୆、合࣮ܭਓ਺ 47 に無ঈି༩
を行ͬた。これらの事業を開࢝して２年ܦա後の今年、ࡏ୐ਓ޻呼吸器૷ண೉病患者にରし、୆෩ආ೉ೖ
院にؔするアンέートを࣮ࢪし、ݱঢ়における事業のޮՌと՝୊をূݕした݁Ռを報告する。

   ໨తɿࡏ୐療ཆਓ޻呼吸器૷ண೉病患者のํにରしての、ిݯ確อ事業のޮՌをূݕし、よりޮ཰的なࡂ
　呼吸器૷ண೉病患者、２）σータのऩ集ํ๏޻୐療ཆਓࡏにͭなげる。ํ๏ɿ１）ௐࠪର৅者ɿࡦର֐
༣送によるアンέートௐࠪ。
݁Ռɿアンέートは、50 名に送෇し、ճ౴は 30 名（ճऩ཰ 58�8ˋ）であͬた。１ɽϨスύイトೖ院のঢ়１ گ）
ճ౴者 30 名のうち、外部バッςリーຢはՈఉ༻発ి機ି༩者は 25 名（83�3ˋ）で、୆෩ආ೉をؚめたϨ
スύイトೖ院ݧܦ者が 19 名、୆෩࣌もආ೉ೖ院は行ͬていない者は̒名であͬた。２）ిݯ確อ後の୆෩
ආ೉ೖ院のൺֱՄೳ症例 16 名をநग़。ି༩後、ආ೉ೖ院がݮ少した患者は̕名（56�3ˋ）、不ม２（12�5�）、
૿Ճ５（31�2�）であͬた。２ɽిݯ確อ事業活༻後の感૝（19 例ෳ਺ճ౴）ʮまͩ࢖༻する機会はないが、
安心感がಘられる。11（57�9�）、ʮٸなఀిにରԠができた。 （̕47�4�）、ʮ୆෩によるආ೉ೖ院がͬݮた。（と
感͡る。）̔（42�1�）、ʮ༧備ిݯは確อできているが、୆෩࣌はできるͩけ、ආ೉ೖ院を考えている。8（42�1�）
となͬている。考࡯ɿి 、少した患者は、ൺֱՄೳ症例のうち̕名であり、またݮ確อにより、ආ೉ೖ院がݯ
ैདྷからආ೉ೖ院ではなく、ࡏ୐でաごす事をબ୒する 6 名も感૝からି༩෺඼を活༻していることが೺
Ѳできるため、ͦのਓ਺を合わͤると、22 名த 15 名（68�2�）で、ిݯ確อ事業のޮՌはあͬたと考࡯で
きる。୆෩はあるఔ度༧期できる֐ࡂであり、લもͬてೖ院することでճආできるが、ిݯ確อで持ちこ
たえられる࣌間਺と୆෩ن໛༧報にͮجく๫෩継続࣌間とのൺֱにؔするシϛュϨーシϣンを行ͬておけ
͹、ೖ院ճආにもͭながると考えられる。ٯに、୆෩の੎力によͬて、ೖ院患者が૿えると૝定͞れた৔合は、
Ϩスύイトೖ院事業においても、೉病医療専門員౳が、೉病医療ڌ఺・協力病院の協力の元、事લにආ೉
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ೖ院先、病床਺を଎΍かに確อ、ௐ੔を行い、患者Ո଒のෛ担ܰݮにͭながることも૝定できる。ۙ年の
大ܕ化する୆෩΍大ӍのӨڹ౳も考ྀしͭͭ、今後、いかに安શରࡦをとりながら、患者Ո଒のෛ担ܰݮ
にͭなげられるよう、本県では、୆෩઀ۙ࣌のରࡦのॆ࣮を今後もݕ౼していく。

     จݙɿਡ๚Ԃलޗɿਆܦ೉病医療における୆෩ආ೉ೖ院にͭいて−༧૝できる֐ࡂ΁のରॲとしての−（第
１ճ日本೉病医療ωットϫーク学会学ज़集会より）

ୈ ��ճཱࠃපӃ૯߹ҩֶձ� � � � ਆಸ઒ݝ� � �������೥��݄��೔ʙ��೔

�
� த઒恵࢚ɺ༝୩　ਔɺਡ๚ԂलޗɺҪଜ　อ

�����0",ʢը૾ॲ理ʹΑΔඇ઀৮ೖྗ૷ஔʣͷ̎঱ྫʹ͓͚Δಋೖݕ౼　

���ʲཁࢫʳ໨తɿҙࢥ఻ୡ૷ஔを༻いたコϛュニέーシϣンࢧԉにؔして、ࡢ年、KJOFDUUN GPS WJOEPXT（以
ԼΩωクト）Χメϥをར༻してର৅者のඍࡉな動きをݕग़し、スイッνૢ࡞をՄೳとしたιϑト΢Σア
OAK が開発͞れ、臨床Ԡ༻がݕ౼͞れ࢝めている。患者２名において OAK がطଘのೖ力૷ஔとಉ༷にಋ
ೖできるՄೳੑがあるかݕ౼した。
ํ๏ɿର৅者はۭ気ѹ式スイッνにてҙࢥ఻ୡ૷ஔを࢖༻しているےҤॖੑଆߗࡧ化症２名の 60 ୅ঁੑࡀ

（以Լ A 氏 # 氏）。A%L はશհॿで、࢒ଘするӈ଍ؔઅఈ۶（..T2）により A 氏は఻の心、# 氏はϋー
ςΟーϥダーをૢ࡞している。࢖༻機器は OAK をインストーϧした P$、Ωωクト、఻の心の৔合はߋに
リϨー #PY とʮなΜでもスイッνϘックスʯをհして઀続した。طଘスイッνと OAK スイッν྆者でಉ
一の୹จೖ力を࣮ࢪし、１）ೖ力にかかる࣌間・２）本ਓの࢖༻感・３）不۩合内容をൺֱした。ঘ、本
研究は当院のྙ理ҕ員会のঝ認およͼจॻにてର৅者のಉҙをಘた。
݁Ռͱ࡯ߟɿA 氏ɿ１）طଘ 214 ඵ、OAK200 ඵ、２）ಉ༷、３）ϐクηϧௐ੔ࠔ೉΍リϨー #PY が൓Ԡ
しない事があͬた。# 氏ɿ１）طଘ 336 ඵ、OAK343 ඵ、２）ಉ༷、３）無し。ಋೖには࢖༻機器の઀続
खॱなͲのशख़が必要な৔合があるが、ೖ力࣌間にはطଘのํ๏と OAK とで著໌なࠩはなく、本ਓの感
૝も大きな໰୊は報告͞れなかͬた。઀続खॱなͲ OAK ಋೖがスϜーズになれ͹࢖༻感が OAK でより
վળするՄೳੑもある。

     ݁࿦ɿ今ճの２症例において、OAK はطଘのۭ気ѹ式スイッνとൺֱしてଝ৭ないೖ力ํ๏をఏڙできた。

�
� ༝୩　ਔɺத઒恵࢚ɺݹլ　ெɺর໊ت௨ɺਡ๚Ԃलޗ　

ઢೖྗ૷ஔࢹ����� 5IF�&ZF�5SJCF�5SBDLFS Λ༻͍ͨҙࢥ఻ୡ૷ஔͷࢼΈ　

��ʲཁࢫʳ໨తɿےҤॖੑଆߗࡧ化症（以Լ ALS）౳のਆܦ೉病において、ਐ行に൐いコϛュニέーシϣン
に໰୊をきたしҙࢥ఻ୡ૷ஔを必要とする症例が少なくない。ࡢ年຤、੺外線র合シスςϜと݁合した
શく新しいߴղ像度ηンサーにより、Ϣーβーの視線をݕ஌し઀続したύιコンのૢ࡞が視線で行える
ようになる૷ஔ TIF EZF TSJCF TSBDLFS（以Լ EZFTSBDLFS）がඇৗに௿Ձ格で開発͞れた。今ճ、この
EZFTSBDLFS を ALS 患者 1 名にࢼ༻し༗༻ੑをݕ౼したので報告する。
ํ๏ɿର৅者は ALS にてҙࢥ఻ୡ૷ஔを࢖༻している 60 ୅ঁੑ１名で、A%Lࡀ શհॿ、ӈ଍ؔઅఈ۶に
てۭ気ѹスイッνをૢ࡞している。࢖༻機器は EZFTSBDLFS（EZF TSJCF 社੡）、σΟッϓスϙンジηンサ、
EZFTSBDLFS ༻専༻ιϑト΢Σアと HFBSUZLBEEFS をインストーϧした P$ である。ํ๏はಉ一の୹จೖ力（17
จࣈ）をطଘのํ๏と EZFTSBDLFS し、１）ೖ力࣌間のൺֱ、２）患者΁のアンέーࢪでのํ๏にて࣮༺࢖
ト、３）໰୊఺をධՁした。ঘ、本研究は当院のྙ理ҕ員会のঝ認およͼର৅者のಉҙをจॻにてಘた。݁
Ռと࡯ߟɿ１）طଘ２分 23 ඵ（NJTT 1 ճ）、EZFTSBDLFS 58 ඵ（NJTT ０ճ）、２）ຬ଍度は 10 ఺த 10 ఺、３） 
P$ と EZF TSBDLFS と目とのҐஔؔ܎が೉しく、ೖ力৔所のズϨが多少あͬた。これらから、ドϥイバーな
Ͳのະ੔備のためもありڥ؀ઃ定に޻෉を要するが、ೖ力࣌間はطଘの൒分以Լで患者のຬ଍度もߴかͬた
ため、臨床࢖༻Մೳで、ҙࢥ఻ୡ૷ஔのબ୒ࢶにՃえられるՄೳੑがある。
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    ݁࿦ɿEZFTSBDLFS は、臨床での࢖༻に༗༻であるՄೳੑがࣔ͞れた。今後症例਺を૿΍しઃ定๏΍࢖༻࣌期
なͲをؚめたదԠのৄࡉをݕ౼していく必要がある。

�
� ᰸ฏ໊஌࢙ɺฏྑঘ޿ɺҏ஍ོ੖ɺ久志一朗ɺՏ࡚ӳൣɺ઒ാ���ษ

�����.34"೵ڳʹରͯ͠ϐΦΫλχϯ࣋ଓચড়͕༗ޮͰ͋ͬͨ一ྫ

��ʲཁࢫʳ͸͡Ίʹɿ肺切আ後のज़後合ซ症として೵ڳがあるが、ىҼەがメνシリン଱ੑԫ৭ϒド΢球　
（NFUIJDJMMJO SFTJTUBOU SUBQIZMPDPDDVT BVSFVT�.RSA）である৔合はߢڳドϨφージにՃえて߅ .RSA ༀを
ซ༻しても治療に೉ौする৔合が多い。一ํ、ϐオクタニン � は、一ൠ的にはクリスタϧバイオϨットと
いう৭ૉで஌られており、ज़野ϚーΩンάなͲで࢖༻͞れる΄か、ەࡴ消ಟༀとして࢖༻͞れることもある。
今ճ、我ʑはज़後 .RSA ೵ڳにରしてϐオクタニンを༻いた持続ߢڳ内ચড়とバンコϚイシンのซ༻౤༩
で良޷な݁Ռをಘた 1 例をݧܦしたのでจݙ的考࡯をؚめて報告する。
঱ྫɿ75 உੑ。2008、ࡀ 年 11 月にߢڳ鏡ԼࠨԼ༿切আज़をࢪ行͞れ（QT2N0.0
 TUBHF I#
 SR）、ज़後は
外དྷにてϑΥローが開࢝͞れた。2009 年̐月の定期ࠪݕにてߴ $EA ݂症がग़ڳ、ݱ部 $T でӈԼ༿ࠪݕ

（S6D）に̕ܘNN の݁અが認められた。ͦの後のϑΥローアッϓ $T でಉ݁અの૿大およͼͦのۙ๣ࠪݕ
に新たな݁અのग़ݱが認められたҝ、ਫ਼ࠪՃ療目的でೖ院となͬた。
਍அɾ࣏ྍɿڳ部 $T 上、ӈࠪݕ S6D に 2�0DN
S6C に 1�4DN の݁અがଘࡏし、PET にてࠪݕ SU7NBY�8�1

（S6D）
3�5（S6C）と F%( 集ੵが認められた。ܦաよりసҠੑ肺जᙾがࣔࠦ͞れたが、ଞଁ器にԕִసҠを
認めͣ、ͦれͧれにରし肺部分切আをࢪ行した。
࣏ྍɾܦաɿज़後よりΤアーリークを認め、4PO% に݂ࣗݾを஫ೖ。Τアーリークのվળ後、12PO% には
ൈ管となͬた。ͦの後、Ԍ症൓Ԡ஋の上ঢ（W#$ 13720 ˢ 
 $RP 14�52 ˢ）、ڳਫஷཹのग़ڳ、ݱਫృຣ
が認められたҝ、 .RSAەにてάϥϜཅੑ球ࠪݕ ೵ڳと診断し 14PO% に߅生ࡎมߋを行ͬた（バンコϚ
イシン 0�5H ʷ２/ 日、νΤφϜ 0�5H ʷ２/ 日）。しかし、発೤のભԆ、 ڳਫஷཹの૿ѱが認められたҝ、
24PO% にߢڳドϨφージをࢪ行、25PO% よりϐオクタニン 0�5NM�N/S 500NM ʷ̐/ 日で持続ચড়を開࢝
した。ચড়開࢝後、発೤、݂ӷࠪݕ஋のվળが認められ、ഓཆࠪݕで .RSA ӄੑとなͬたため 43PO% に
ൈ管となͬた。ൈ管後、૑感છのため߅生ࡎ౤༩、切開ഉ೵を必要としたが、71PO% にܰշୀ院となͬた。

ୈ ��ճ೔ຊഏֶ؞ձֶज़ूձ� � � �౎෎ژ���������������� � �������೥��݄��೔ʙ��೔

�
� Ҵྮ੝࢙ɺ஌Ֆ࣏ݡɺ౻田߳৫ɺ஥ຊ　ರɺ大࿷ۈ子ɺ久৔ກ෉ɺ౻田࣍࿠

�����౰Ӄʹ͓͚Δ๣जᙾੑਆܦ঱ީ܈঱ྫͷݕ౼

��ʲཁࢫʳ໨తɿ肺癌患者において༷ʑなਫ਼ਆ・ਆܦ症ঢ়が認められることがあるが、ͦの原Ҽの一ͭに๣ज
ᙾੑਆܦ症ީ܈がある。今ճ、我ʑはۙ࠷のࣗݧ例における๣जᙾੑਆܦ症ީ܈症例にͭいてݕ౼を行ͬた。
ํ๏ɿ2008 年 1 月 1 日ʙ 2013 年 12 月 31 日に当院呼吸器内科にて新نに๣जᙾੑਆܦ症ީ܈と診断͞れ
た肺癌症例にͭいて後ํ視野的に臨床像にͭいてݕ౼した。

    ݁Ռɿ患者は̐例で、診断࣌の年ྸは57ࡀʙ77ࡀで50୅が１例、60୅が１例、70୅が２例、平ۉ年ྸ68�75ࡀ。
ੑผはஉੑ̐症例。ॳ発症ঢ়・発ݟ動機は;らͭき、า行ࠔ೉が２例、࢛ 力௿Լが２例であͬے、の஌֮௿Լࢶ
た。̐症例શてにおいてਆܦ症ঢ়が先行していた。原発૥はશて肺癌で૊৫ܕはখࡉ๔癌が３例、大ࡉ๔
癌が 1 例であͬた。大ࡉ๔癌の 1 例ではͦの後新たに肺થ癌を発症していた。߅ਆ߅ܦମはখࡉ๔癌の２
例のみで߅ HV ମがཅੑであͬた。治療は̐例શてで原疾患である肺癌にରして化学療๏を行ͬている߅
が໌らかなਆܦ症ঢ়のվળを認めた症例は無かͬた。సؼは２例が不ม、２例はଞ院΁స院となり不໌で
ある。

が合ซするといわれ、原疾患の診܈症ީܦ๔肺癌の３ˋఔ度に๣जᙾੑਆࡉɿ癌શମの１ˋఔ度、খޠ݁    
断までに࣌間がかかることがあるため、原Ҽ不໌のਆܦ症ঢ়にରしてはѱੑजᙾの合ซも考ྀする必要が
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あると考えられる。治療は原疾患にରする治療にՃえスςロイドϗϧϞン、݂ᕶަ׵、໔Ӹάロϒリン੡
例では原疾患の治療のみでは๣जᙾੑਆݧみられているが治療ޮՌは定かではない。今ճのࣗࢼなͲがࡎ
。の症ঢ়վળは認めなかͬた܈症ީܦ

�
� Տ࡚ӳൣɺ大࿷ۈ子ɺฏྑঘ޿ɺҏ஍ོ੖ɺ᰸ฏ໊஌࢙ɺੴ઒ਗ਼࢘ɺ઒ാ　ษ

�����OBC�159�$#%$"ซ༻ྍ๏ޙʹ֎Պ੾আΛͨͬߦഏ؞ͷ �ྫ

��ʲཁࢫʳφϒύクリタΩηϧ（OBC-PT9）はアϧϒϛン݁合ܕのύクリタΩηϧのφϊཻࢠ੡ࡎで、ք໘活
れ、༗ޮੑが報告͞れているが、पज़期౤༩の༗͞ݮͼアϧコーϧの༹ഔを必要とͤͣ、ಟੑがܰٴࡎੑ
ޮੑ、安શੑは໌らかではない。今ճ OBC-PT9�$#%$A 療๏後に外科切আとなͬたਐ行ඇখࡉ๔肺癌 2
症例をݧܦした。臨床およͼ૊৫学的ޮՌ、༗֐事৅をؚめ報告する。症例 1ɿ50 痛あݞࠨ。୆、உੑࡀ
りۙ医受診し、ࠨ上肺野にजᚅӨをࢦఠ͞れ当院΁঺հ。ࠨ肺上༿に̔DN 大のजᙾを認め生ݕでඇখࡉ๔
肺癌と診断した。ॎִリンύઅज大を認め DT3N2.0 SUBHFIIIA と診断し、OBC-PT9�$#%$A 療๏を 2 コー
ス行ͬた。༗֐事৅は޷த球ݮ少 (SBEF	(
3、ѱ心 (2、୤ໟ (2。画像ධՁは S% であͬたがখ೴に 6NN
のసҠを認め P% と൑断したが、ଞଁ器にసҠはなくखज़とΨンϚφイϑ治療のํ਑となͬた。खज़は肺
動຺ܗ成を൐うࠨ肺上༿切আ、リンύઅֲਗ਼を行ͬた。病理は௿分化થ癌、QT3N2.1 SUBHFI7、૊৫学的
治療ޮՌは EF1B であͬた。ज़後খ೴సҠにରしΨンϚφイϑ治療を行い、ज़後 1 年無࠶発生ଘதである。
症例 2ɿ50 ఠ͞れ当院΁঺հ。ӈ肺Լ༿に̕DNࢦ୆、ঁੑ。֏ᅉ持続しۙ医受診。ӈԼ肺野にजᚅӨをࡀ
のजᚅを認め生ݕでፏ平上ൽ癌と診断した。肺門、ॎִリンύઅज大を認めDT2CN2.0 SUBHFIIIAと診断し、
OBC-PT9�$#%$A 療๏を２コース行ͬた。༗֐事৅は޷த球ݮ少 (3、୤ໟ (2、݇ଵ感 (1。画像ධՁは
原発૥、リンύઅとも著໌にॖখ（PR）した。खज़はӈ肺தԼ༿֦大スリーϒ切আ、リンύઅֲਗ਼を行ͬた。
病理はፏ平上ൽ癌、QT0N2.0 SUBHFIIIA、૊৫学的治療ޮՌは EF2 であͬた。

�
� ஌Ֆ࣏ݡɺҴྮ੝࢙ɺ౻田߳৫ɺ஥ຊ　ರɺ久৔ກ෉ɺ大࿷ۈ子ɺ౻田࣍࿠

�����౰Ӄʹ͓͚Δ OBC�QBDMJUBYFM ͷݧܦ༺࢖

���ʲཁࢫʳഎܠͱ໨తɿ2014 年３月まで当院の 11 例にରして౤༩した OBC-QBDMJUBYFM にͭいてݕ౼した。
    ݁Ռɿ年ྸதԝ஋は 61 52-81）ࡀ உੑ、（ࡀ / ঁੑʀ8/3。૊৫ܕはથ / ፏ平上ൽ / খࡉ๔ /ʀ/5/4/2（う

ち 1 例はڳથ癌）。病期はϻ / ϻϻ / ϻϻϻ / ϻ 7ʀ1/0/2/8。PS は 0/1ʀ9/2。٤Ԏྺは DVS/FY�ج。2/9
ૅ疾患は 2 例で間࣭ੑ肺Ԍがあͬた。લ治療Ϩジメン਺ 0/1/2/3ʀ5/5/0/1。౤༩コース਺ 1/2/3/4/6ʀ
2/4/1/1/3。ޮՌ PR/S%/P%/ ൑定不Մʀ5/4/1/1。૗ޮ཰は約 45ˋ。जᙾϚーΧーは̔例の症例で௿Լし
ていた。治療தにྔݮは 11 例த 4 例で必要であͬた。෭࡞༻は HSBEF3 の޷த球ݮ少を̓例、HSBEF3 の݂
খ൘ݮ少を 1 例、HSBEF2 の୤ໟを２例で認めた。しかし、຤ধਆܦ症ঢ়を認めた症例は１例もなかͬた。
ɿ OBC-QBDMJUBYFMޠ݁ は QBDMJUBYFM とൺֱして、఺ణ࣌間も୹いなͲ患者にとͬて࢖༻し΍すいༀࡎである
とࢥわれる。࢖༻症例が少なく、治療தの症例もいるためݱஈ֊でのঢ়گではあるが、຤ধਆܦো֐がܰ
われた。今後͞ࢥであるՄೳੑがあるとࡎできるༀ༺࢖による治療த断をすることがなく༺࡞でき、෭ݮ
らに症例を௥Ճし報告༧定である。

�
� ɺҏ஍ོ੖ɺ᰸ฏ໊஌࢙ɺՏ࡚ӳൣɺ઒ാ　ษ޿෉ɺฏྑঘ޹৴ɺর԰ߴʑ໦ࠤஐଇɺݎݹ

�����ज़લධՁʹ #SFBUIJOH�EZOBNJD�.3* Λ༻͍ɺԼ༿ഏ؞ͷ大ಈ຺ਁ५Λ൱ఆͰ͖ͨ �खज़ྫ

��ʲཁࢫʳは͡めにɿ肺癌大動຺ਁ५のज़લධՁは、これまでのとこΖݶքがあるのがݱঢ়である。われわれ
は、#SFBUIJOH EZOBNJD .RI を༻い、Լ༿肺癌の大動຺ਁ५を൱定できた 1 खज़例をݧܦしたので報告す
る。症例ɿ74 部ڳ。ఠ͞れ、લ医受診となͬたࢦ部異ৗӄӨをڳ診でݕ。ੑঁ、ࡀ $T でࠨ S6 にܘ 4�0 ʷ
3�8 ʷ 3�5DN の݁અӨを認め、ܦ気管ࢧ肺生ݕでથ癌の診断をಘた。जᙾはԼ行大動຺を取りғΉようにଘ



− 81 −

していたため、जᙾの大動຺ਁ५がٙわれた。ͦこでࡏ #SFBUIJOH EZOBNJD .RI を༻いてධՁしたとこΖ、
जᙾとԼ行大動຺がผʑに動くこと（TMJEJOH TJHO）が確認͞れた。このため大動຺ਁ५は൱定的と考え、
DT2BN0.0 と൑断しखज़をࢪ行した。ज़த所ݟではजᙾとԼ行大動຺の༊ணはなく、7ATS Լ༿切আज़ࠨ
ʴ N%2B-2 をࢪ行した。ज़後ܦաはಛに໰୊なく、ࡏݱ外དྷ௨院தである。

ɿLFF࡯ߟ    らの報告では、肺癌のॎִまたはڳนਁ५のධՁに #SFBUIJOH EZOBNJD .RI を༻い、TMJEJOH 
TJHO で൑定するとཅੑ的த཰ 45�、ӄੑ的த཰ 97�、L ஋ 0�74 であͬた。ज़લに肺癌大動຺ਁ५を൱定す
るために、本ࠪݕは༗༻と考える。

ୈ ��ճ೔ຊྟচ֎Պֶձ૯ձ� � � ����������������福ౡݝ� � ���� ೥ �� ݄ �� ೔ʙ �� ೔

����ҏ஍ོ੖ɺ久志一朗ɺՏ࡚ӳൣɺ઒ാ　ษɺੴ઒ਗ਼࢘

౼ݕͷ؞ෆ໌ഏ໳ॎִϦϯύઅൃݪ����

��ʲཁࢫʳ原発不໌肺門ॎִリンύઅ癌は肺門ॎִリンύઅのみに癌を認める病ଶである。今ճ我ʑは当院で
を行ͬた。国立病院機構沖縄病院呼吸器外科にて౼ݕした原発不໌肺門ॎִリンύઅ癌症例にͭいてݧܦ
1995 年１月より 2013 年 12 月までに̓例の原発不໌肺門ॎִリンύઅ癌症例をݧܦした。ੑผはશ員உੑ
で平ۉ年ྸは 51�2 39）ࡀ ʙ 67 部異ৗӄӨのみ（֮ࣗ症ঢ়なし）ڳを༗していた。ओૌはݧܦશ例٤Ԏ、（ࡀ
からࠨ上ࢶ麻ᙺまで多࠼な症ঢ়をఄした。病มは肺門リンύઅのみ２例、ॎִリンύઅのみ̐例、ॎִ・
肺門の྆ํのリンύઅに認める１例であͬた。ڳ部リンύઅ以外にもసҠを認める例は 2 例（ӈܱ部リン
ύઅ１例、೴సҠ１例）であͬた。શ例ߢڳ鏡またはॎִ鏡による生ࠪݕݕがࢪ行͞れ病理૊৫分ྨでは
ፏ平上ൽ癌 3 例（42�8�）、થ癌 2 例（28�6�）、খࡉ๔癌 1 例（14�3�）、分ྨ不ೳ癌１例（14�3�）であͬた。
治療は放射線র射２例、放射線化学療๏２例、化学療๏ 1 例、ܦա࡯؍（切আ生ݕのみ）１例で༧後は௥
੻できた̒例にͭいては平ۉ生ଘ期間は 6�3 年（6 か月ʙ 14 年）であͬた。原発不໌肺門リンύઅ癌はൺ
ֱ的كであり、病ଶ΍治療๏にͭいて当院の治療症例のݕ౼をจݙ的考࡯もؚめて報告する。

ԭೄ੺ेࣈපӃ৬һݚम� � � ������������� ��ಹ೼ࢢ� � ������ ೥ ��݄ �೔

ੴ઒ਗ਼࢘ɿʮ͕Μɾਆܦ೉පͷ͞ऀױΜʹֶͿʯɺ　

ୈ ���ճ　ԭೄݝҩࢣձҩֶձ૯ձ� � ������������ ೆ෩ݪொ� � ������೥��݄��೔
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�����ഏ์ઢە঱ͷ �खज़ྫ

��ʲཁࢫʳ঱ྫɿ40 ఠ͞れࢦ部異ৗӄӨをڳ診にてݕ病ྺɿ市ொଜݱ。୅உੑ、ओૌɿϨントήン異ৗӄӨࡀ
ていたが൒年放ஔしていたとこΖ、֏ᅉग़ݱしたため当院受診。Ϩントήンにてࠨ上肺野にजᚅੑӄӨを
認めਫ਼ࠪ目的にてೖ院となͬた。ڳ部଄Ө $T ではࠨ肺上༿に５DN 大のۭಎを൐うजᚅੑ病มを認めた。
जᙾϚーΧーの上ঢは無く、ᄰᙹࡉ๔診ではӄੑであͬたため $T ΨイドԼ肺生ࠪݕを行ͬたが異ࡉܕ๔
は認められͣ確定診断にはࢸらなかͬた。病มはॳճ発࣌ݟの画像とൺֱして໌らかに૿大޲܏であͬた
ため、ѱੑのՄೳੑをڧくٙう診断となり、ॳ診より 1 ϲ月後にखज़（ࠨ肺上༿切আॎ U� リンύઅֲਗ਼）
を行ͬた。切আඪ本はۭಎ内にփന৭の೪ੑ෺࣭をؚ༗する病มであͬたが、病理所ݟではѱੑࡉ๔は認
められͣ、जᙾ内ߢのյࢮ෺࣭のݕ鏡にて放線ەを確認したため、肺放線ە症の診断となͬた。ज़後はಛ
記す΂き合ซ症のग़ݱなく、患者はज़後 21 日目にܰշୀ院となͬた。肺放線ە症が肺༿内にۭಎܗ成する
。ଶをとる৔合、ѱੑजᙾとのؑผが೉しく、外科खज़による確定診断となͬたܗ

�
� Տ࡚ӳൣɺฏྑঘ޿ɺݎݹஐଇɺҏ஍ོ੖ɺ久志一朗ɺ᰸ฏ໊஌࢙ɺੴ઒ਗ਼࢘ɺ઒ാ��ษɿڳથ؞ͷ࣏ྍ੒੷ 
� �ʲཁࢫʳڳથ癌はൺֱ的まれなڳથ上ൽ༝དྷのѱੑजᙾで、切আՄೳであれ͹良޷な༧後がみこまれるが、



− 82 −

発࣌ݟにはྡ઀ଁ器ਁ५、೻種・ԕִసҠを༗していることが多く༧後不良である。化学療๏、放射線治療
をؚめた集学的治療で良޷な成績が報告͞れている。今ճ、当院での治療成績を報告する。2000 年以߱か
ら当院で治療したڳથ癌は 17 例であͬた。உ 14 例、ঁ ３例、年ྸは 25 からࡀ 67 ۉまで平ࡀ 54�6 。であͬたࡀ
発࣌ݟ、無症ঢ়は 4 例、༗症ঢ়は 13 例で、PS2 以上は 7 例であͬた。病期はᶙ期̕例、ᶚ B 期２例、ᶚ C
期̒例で、૊৫ܕはፏ平上ൽ癌 15 例、થ癌１例、થፏ平上ൽ癌１例であͬた。खज़は 11 例で行われ、׬શ
切আ̓例、ඇ׬શ切আ・ݧࢼ開̐ڳ例であͬた。શମの５年生ଘ཰は 52�5�で、切আ症例は 71�1�、ඇ切আ
症例は０�であͬた。臨床എܠの多มྔղੳでは、治療લの PS、切আՄೳか൱かが༧後Ҽࢠであͬた。ڳ
થ癌は発࣌ݟにはਐ行していることが多いが、PS 良޷で׬શ切আՄೳであれ͹、良޷な༧後が期଴できる。

�
� ਡ๚Ԃलޗɺ༗അٛ߂ɺ઒ാ��ษ　
  ��ਆܦ಺Պ਍ྍ͸ϏδωεϞσϧͱͯ͠੒Γཱ͔ͭʁ � ೴݂؅ো֐ɾΊ·͍ɾ಄௧ΛຆͲ਍ͳ͍̍පӃͷ࣮ଶ

͔Β �　

  ʲཁࢫʳ໨తɿ当院はਆܦ内科診療にも力をೖれている。古くはےジス病౩のあるਆܦ内科として஌られて
きたものと૝像͞れるが、࣮ࡍにはこれにとͲまらͣ、෯޿いਆܦ内科疾患を診療している。ͦの࣮ଶを
ௐࠪすることで今後の沖縄県શମのਆܦ内科診療に໾立てることをࢼみたい。
ํ๏ɿH22 年から H25 年の̐年間の当科のୀ院患者਺と疾患の内༁をௐࠪし、ಉ期間のೖ院診療でのอݥ
੥ٻ఺਺を当院外科ܥとൺֱݕ౼する。
݁Ռɿ上記期間の当院ਆܦ内科の年間平ۉୀ院患者਺は 310 名であり、ͦの内༁は１）ALS・ύーΩンι
ンؔ࿈疾患といͬたਆܦมੑ疾患 113 名、２）຤ধਆܦ疾患 51 名、３）ॏ症ے無力症をؚΉے疾患 38 名、
̐）HTL7-I ؔ࿈੸਷症΍多発ੑߗ化症といͬた໔Ӹؔ࿈ੑਆܦ疾患 33 名であͬた。೴݂管ো֐は合ܭで
37 名で಄痛・めまいはともに０名であͬた。平ࡏۉ院日਺は約 120 日あまりでࡏ੶医師਺は平ۉで約̐名
であͬた。発දでは医師１名あたりのڧ 1 ϲ月平ۉ診療఺਺を当院外科ܥ診療科とൺֱٞ࿦したい。
しೖ院ਫ਼ࠪ治療を必要としている࣮ଶがࣔ͞ࡏ内科疾患がଘܦɿよく஌られた疾患以外にも༷ʑなਆ࡯ߟ
れた。医師１名あたりのೖ院診療における 1 ϲ月の平ۉอݥ੥ٻ఺਺も外科ܥ診療科とൺֱして͞΄Ͳଝ
৭のないことがਪଌ͞れ、ΉしΖ診療報ुվ定により病院ܦӦ上のෛ担となͬている国の੓ࡦ医療（݁֩）
の診療の੺ࣈをิͬているݱঢ়である。リϋϏリ΍ .RI・Τコーといͬた一定ن໛以上のࠪݕઃ備とਆܦ
内科専門医が確อできれ͹、ਆܦ内科診療は病院શମの݈શなܦӦج൫ҡ持にे分に寄༩できる。ͦして、
今後ӹʑの૿Ճが༧૝͞れるਆܦ内科疾患にରԠしていくために、沖縄県શମでの診療内容の一૚のॆ࣮
がٻめられていると考える。݁࿦ɿ沖縄県のਆܦ内科診療の෯と੄野が今後ともӹʑ޿がͬていくことを
期଴したい。

�
� ฏྑঘ޿ɺݎݹஐଇɺҏ஍ོ੖ɺ久志一朗ɺ᰸ฏ໊஌࢙ɺՏ࡚ӳൣɺ઒ാ　ษ

ߴ����� $&"݂঱Λ൐͏ࢧ؅ؾ೯๔

    症例は 64 1995、ੑঁࡀ 年ݕ診でڳ部異ৗӄӨࢦఠ͞れ、当院঺հとなͬた。ڳ部 $T ではӈ肺Լ༿にนが
தの࡯؍աܦ。を行ͬた࡯؍աܦ೯๔の診断でࢧ一な೯๔を認め肺内気管ۉ 2007 年、೯๔内のஷཹӷ૿ྔ
を認め、݂ӷࠪݕで $EA が上ঢした。શ਎ਫ਼ࠪを行いѱੑ疾患の所ݟ๡しくܦա࡯؍を継続した。൒年
後のϨントήンࠪݕでは೯๔ӄӨのಁաੑがվળし、೯๔内ஷཹӷݮ少が考えられた。݂ӷࠪݕでは $EA
の௿Լを認めた。ࡏݱまでのܦա࡯؍த、೯๔ٴܘͼஷཹӷྔがม化するにͭれて݂த $EA の上ঢ௿Լ
が܁りฦ͞れ、೯๔と $EA にؔ࿈があるとࢥわれた。จݙ的考࡯をՃえ報告する。

�
� ᰸ฏ໊஌࢙ɺ�ฏྑঘ޿ɺ�ҏ஍ོ੖ɺ�久志一朗ɺ�Տ࡚ӳൣɺ�઒ാ��ษ

�����.34"೵ڳʹରͯ͠ϐΦΫλχϯ࣋ଓચড়͕༗ޮͰ͋ͬͨ一ྫ
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� �ʲཁࢫʳ͸͡Ίʹɿ肺切আ後のज़後合ซ症として೵ڳがあるが、ىҼەがメνシリン଱ੑԫ৭ϒド΢球　
（NFUIJDJMMJO SFTJTUBOU SUBQIZMPDPDDVT BVSFVT�.RSA）である৔合はߢڳドϨφージにՃえて߅ .RSA ༀを
ซ༻しても治療に೉ौする৔合が多い。一ํ、ϐオクタニン � は、一ൠ的にはクリスタϧバイオϨットと
いう৭ૉで஌られており、ज़野ϚーΩンάなͲで࢖༻͞れる΄か、ەࡴ消ಟༀとして࢖༻͞れることもある。
今ճ、我ʑはज़後 .RSA ೵ڳにରしてϐオクタニンを༻いた持続ߢڳ内ચড়とバンコϚイシンのซ༻౤༩
で良޷な݁Ռをಘた 1 例をݧܦしたのでจݙ的考࡯をؚめて報告する。
঱ྫɿ75 உੑ。 2008、ࡀ 年 11 月にߢڳ鏡ԼࠨԼ༿切আज़をࢪ行͞れ（QT2N0.0
 TUBHF I#
 SR）、ज़後は
外དྷにてϑΥローが開࢝͞れた。2009 年̐月の定期ࠪݕにてߴ $EA ݂症がग़ڳ、ݱ部 $T でӈԼ༿ࠪݕ

（S6D）に̕ܘNN の݁અが認められた。ͦの後のϑΥローアッϓ $T でಉ݁અの૿大およͼͦのۙ๣ࠪݕ
に新たな݁અのग़ݱが認められたҝ、ਫ਼ࠪՃ療目的でೖ院となͬた。
਍அɾ࣏ྍɿڳ部 $T 上、ӈࠪݕ S6D に 2�0DN
S6C に 1�4DN の݁અがଘࡏし、PET にてࠪݕ SU7NBY�8�1

（S6D）
3�5（S6C）と F%( 集ੵが認められた。ܦաよりసҠੑ肺जᙾがࣔࠦ͞れたが、 ଞଁ器にԕִసҠを
認めͣ、ͦれͧれにରし肺部分切আをࢪ行した。
࣏ྍɾܦաɿज़後よりΤアーリークを認め、4PO% に݂ࣗݾを஫ೖ。Τアーリークのվળ後、12PO% には
ൈ管となͬた。ͦの後、Ԍ症൓Ԡ஋の上ঢ（W#$ 13720 ˢ 
 $RP 14�52 ˢ）、ڳਫஷཹのग़ڳ、ݱਫృຣ
が認められたҝ、 .RSAەにてάϥϜཅੑ球ࠪݕ ೵ڳと診断し 14PO% に߅生ࡎมߋを行ͬた（バンコϚ
イシン 0�5H ʷ２/ 日、νΤφϜ 0�5H ʷ２/ 日）。しかし、発೤のભԆ、 ڳਫஷཹの૿ѱが認められたҝ、
24PO% にߢڳドϨφージをࢪ行、25PO% よりϐオクタニン 0�5NM�N/S 500NM ʷ 4/ 日で持続ચড়を開࢝し
た。ચড়開࢝後、発೤、݂ӷࠪݕ஋のվળが認められ、ഓཆࠪݕで .RSA ӄੑとなͬたため 43PO% にൈ
管となͬた。ൈ管後、૑感છのため߅生ࡎ౤༩、切開ഉ೵を必要としたが、71PO% にܰշୀ院となͬた。

ୈ ���ճ　೔ຊਆֶܦձ　۝भ஍ํձ　　　�������������������������������　੢ݪொ　　　　　���� ೥ ��݄ ��೔

�
� ٢田��߶ɺ౻⃻ͳͭΈɺத஍��྄ɺ城ށඒ࿨子ɺਡ๚Ԃलޗɺ຤ݪխਓ

�����ੴփԽΛ൐͏NJMMJBSZ�CSBJO�NFUBTUBTJT Λఄͨ͠ഏથ؞ͷ一ྫ

��ʲཁࢫʳ症例は 67 と後಄部痛に続いて、一ޠஉੑ、肺થ癌にରしてήϑイνニϒ内෰த。緩ঃਐ行ੑのࣦࡀ
աੑのҙࣝのݮଛと異ৗなݴ動を܁りฦし生͡た。ਆܦ学的にはશൠੑ஫ҙোྲྀޠݴ、֐ெੑ௿Լ、ޠש
で྆ଆ大೴ൽ࣭ۙ๣に多発するඍখ石փ化病มを認めたŇࠪݕ೉を認め、಄部画像ࠔ ਷ӷࠪݕでは異ࡉܕ
๔を多਺認めŊ 肺થ癌の NJMJBSZ CSBJO NFUBTUBTJT による症ީੑてΜかΜٴͼࣦޠ症と診断した。߅癌ࡎを
ΤϧロνニϒにมߋしたとこΖ症ঢ়վળを認めた。本症はసҠੑ೴जᙾのكなサϒタイϓであり、ຆͲの
৔合、肺થ癌によͬて生͡る。治療๏は確立͞れていないが、本症例ではΤϧロνニϒ౤༩が༗ޮであͬた。
。をՃえて報告する࡯的考ݙॏな症例と考え、จو

�
� ౻⃻ͳͭΈɺ٢田�߶ɺٶ城఩࠸ɺத஍�྄ɺ城ށඒ࿨子ɺਡ๚Ԃलޗɺ٢田๜޿ɺ຤ݪխਓ　

�����̎̌୅ʹਫ਼ਆ঱ঢ়ɾߦಈҟৗ͕જ4-%(ͨ͠ߦͷ̍ྫ

��ʲཁࢫʳ患者は 34 上Ґであͬたが、ମҭはۤख、ੑ格は大ਓߍߴ内にྨ症なし。成績はී௨ܥஉੑ。Ոࡀ
しく内޲的。ߍߴ卒業後はब職できͣ、新ฉ഑ୡのアϧバイトを࢝めた。20 かくࣥணすࡉから෺事にࠒࡀ
る、ಉ͡動࡞を܁りฦして行うなͲの行動がग़ݱし、࢓事でも要ྖがѱくなり、21 から無職。28ࡀ かࠒࡀ
ら൶΍ྫྷଂݿ・ऄ口の開ด౳、ঃʑにح異な行動。31 。ݱがग़ޠ少、ಥવの大੠、ۭস、ಠݮޠから発ࡀ
ࣗ୐に引きこもり、33 。て、当科స院となͬたܦऴ日թ床のঢ়ଶとなり、ۙ医ਫ਼ਆ科ೖ院を、ݴから無ࡀ
஫視はあるが無ݴ無動、࢛ۂ۶ࢶҐ、PSBM UFOEFODZ あり。಄部 .RI にてલ಄༿༏ҐのҤॖとਂ部ന࣭の
T2/FLAIR にてࠪݕࢠ৴߸と೴ྊの৴߸ม化・ᣴബ化を認め、Ҩ఻ੑ୅謝ੑ疾患をٙͬた。Ҩ఻ߴ $FS1R
Ҩ఻ࢠม異（D�2381T�$�Q�I794T
 が確認͞れ、H%LS の診断となͬた。10 年௒のਫ਼ਆ症ঢ়で໌らかとなͬ
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たए年 H%LS 例であり、จݙ的考࡯をՃえて報告する。

පͱ͖޲߹͏ͨΊͷ৺ͱ਎ମͷؾݩԠԉ࠲ߨ�����������������������������������ຊ෦ொ��������̎̌̍̐೥݄̍̎̎̍೔
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　ੴ઒ਗ਼࢘ɿഏ؞਍ྍͱۙ࠷ͷ࿩୊　　　　　　
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　大࿷ۈ子

　ۤ௧؇࿨ͷͨΊͷ௟੩
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　஥ຊ　ರ

ԋߨ　 ��ɺඇখࡉ๔ഏ؞ʹ͓͚ΔԽֶྍ๏ʹ͍ͭͯ

ୈ̐ճԭೄثٵݺηϛφʔ　　　　　　　� � � 　　　　੢ݪொ　　� ���� ೥ � ݄ �� ೔

஥ຊ　ರ

　��ඇ݁֩ੑەࢎ߅঱ͷ਍அͱ࣏ྍ

ୈ �ճ　ԭೄثٵݺηϛφʔ��� � � � �����������������������੢ݪொ�� ���� ೥ � ݄ �� ೔

����大࿷ۈ子

����ͳΔ΄Ͳೲಘʂ　݁֩ͷ਍அͱ࣏ྍʙٙΘͳ͚Ε͹਍அͰ͖ͳ͍ʙ

؇࿨ҩྍߨԋձ�����������　　　　　　� � � � ������������Ӝఴࢢ�� ���� ೥ � ݄ �� ೔

����大࿷ۈ子

����؇࿨ҩྍ　ʕ਍ྍײࡶʕ
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���大࿷ۈ子

���ಛผߨԋʮ؇࿨ҩྍͷࠓʯ

ԭೄཱݝத෦පӃձٞࣨ� � � � ��������������������͏Δ·ࢢ�� ����� ೥ �� ݄ � ೔

���大࿷ۈ子

�Β͋͘͠Δ͜ͱʔࢲ　Δ͜ͱܴ͑ࢮͯͦ͠　Δʯ　ʵੜ͖Δ͜ͱ͑ߟԋʮ؇࿨έΞΛߨ���

�ձ޷ಉثٵݺ ������ � � � � � ��������������������������������������� ೥ ��݄ �೔

���஌Ֆࢧ؅ؾ　࣏ݡᄶଉͷ਍ྍͱ࣏ྍʹ͍ͭͯ� ʙԭೄපӃͷ঱ྫݕ౼ΛؚΊͯʙ
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؇࿨έΞݚमձ　ࢣߨ大࿷ۈ子��

 ʮίϛϡχέʔγϣϯʯ　� � ������������������������������๛ݟ城தԝපӃ� �� � � ����� ೥ � ݄ � ೔

�ʮࠔٵݺ೉ͷධՁɺ؇࿨έΞʯ�� ������������������������������ϋʔτϥΠϑපӃ�� �������� ೥ �݄ �೔

�ʮίϛϡχέʔγϣϯʯ� � � �������������������Ӝఴ૯߹පӃ� � ������೥��݄��೔

�ʮίϛϡχέʔγϣϯʯ� � � �த෦පӃཱݝ������������������� � ������೥��݄��೔

�ʮࠔٵݺ೉ͷධՁɺ؇࿨έΞʯ�� ������������������������������๛ݟ城தԝපӃ� � ������೥��݄��೔

���� 口ԋ� Պɺ์ࣹઢՊࠪݕՊɺࡎ෦ɺༀޢ؃

ԭೄ஍۠ༀֶڀݚձ� � � � ��ࢢޢ໊���������������������������������� ������ ೥ � ݄̍೔

���஥ଜૣلɺ大ྮ　࠼ɺ٢෌久ಙɺീ໦ल໌

���౰Ӄʹ͓͚Δ/45ͱͷؔΘΓ

ୈ ��ճ೔ຊҩྍϚωδϝϯτֶձֶज़૯ձ� � ���������������� Ԭݝࢁ� ������ ೥ �݄ ��೔ʙ ��೔

�
� ৽ཬ　恵ɺਡ๚Ԃलޗ

͍ͯͭʹ೉ʹ͢ΔཁҼࠔΛߦ୐ҠࡏͷऀױԽ঱ߗࡧҤॖੑଆے�����

��ʲཁࢫʳ໨తɿALS 患者は告஌を受け、早いஈ֊から༷ʑなҙܾࢥ定をഭられるが、このҙܾࢥ定にؔ࿈し
てࡏ୐Ҡ行がࠔ೉となる症例もみられる。ԁ׈にࡏ୐Ҡ行した例とࡏ୐Ҡ行ࠔ೉であͬた例をൺֱするこ
とにより、ࡏ୐Ҡ行を્֐要ҼするԿらかの要Ҽを໌らかにす΂くݕ౼した。
ํ๏ɿͦれͧれの症例にͭいてܦա΍Χϧς記ࡌをௐ΂、Ͳのような事ฑのためにࡏ୐Ҡ行にࠔ೉がىき
たか、ͦ の要Ҽとࢥわれるものにͭいて、Ҡ行が容қであͬた܈とࠔ೉であͬた܈とでࠩがあるかݕ౼した。
݁Ռと考࡯ɿࠔ೉܈ではԁ܈׈にൺֱして、ΧンϑΝϨンスは約２ഒճ਺が࣮͞ࢪれていた。ࡏ୐ௐ੔࣌に、
๚໰ޢ؃・ϔϧύーհೖなͲのར༻は、ࠔ೉܈では࠷খݶのհೖとなͬており、ԁ܈׈より΍΍ബいサー
Ϗスとなͬていた。この原Ҽにはϔϧύーによるհೖを、ڋ൱している症例があることもؔ܎していると
೉要Ҽࠔ、において༗ҙに異なͬており܈೉ࠔと܈׈われる。本ਓの理ղ力・ܾ定力不଍・ґଘ心はԁࢥ
のͻとͭであると考えられた。͞らに、Ո଒間で࿩し合いが持ちにくいなͲといͬたՈ଒ؔ܎の໰୊があ
るか・Ωーύーιンมߋがあるかといͬたことも༗ҙに異なͬていた。
݁࿦ɿ本ਓの理ղ力・ܾ定力不଍と、Ո଒ؔ܎΍Ωーύーιンにؔ࿈する要ҼがスϜーズなࡏ୐Ҡ行を્
いて、早期にՈ଒ͮجする要Ҽとして考えられた。後者はհೖの༨஍があり、多職種によるサϙートに֐
内のバϥンスを೺Ѳしద切なΩーύーιンをઃ定することがॏ要である。

�
� 大城ཬඒɺٶ๺ণಸɺҴ福༝ඒ子ɺ༑ར恵ར子ɺਡ๚Ԃलޗ

ʕͯ͠ࢦΛ໨্޲-ͷ20ऀױಈ΁ͷऔΓ૊Έ　ʕ׆δετϩϑΟʔප౩ͷྍཆ介ॿһʹΑΔ༨Ջے�����

���̡ ཁࢫ ໨rతɿ༨Ջ活動をܭ画し患者のझຯ活動を一ॹに୳しग़すաఔを௨͡て、患者の̡̦̤޲上を目ࢦす。
ର৅ɾํ๏ɿର৅ɿ療ཆհॿ員 13 名　ର৅患者３名。ํ๏ɿ １ɽ༨Ջ活動にͭいてアンέートௐࠪ（療
ཆհॿ員）。２ɽର৅患者のฉき取りௐࠪ（ޢ؃師・療ཆհॿ員）。３ɽਆܦ೉病患者の̡̦̤ධՁई度ද
によるର৅患者の̡̦̤と療ཆ生活のຬ଍度ௐࠪ。̐ɽ一日の活動ௐࠪを༨Ջ活動のհೖલ後でࢪ行。
݁Ռɿ１� ຬ଍度ௐࠪで、̮氏はʮ༨Ջ活動を行ͬてཉしいですかʯの໰いにʮࢥわないʯからʮࢥうʯ΁、
̛氏はʮݽಠな気持ちになるかʯの໰いにʮはいʯからʮないʯ΁、̢氏はʮ職員とのؔわりにຬ଍ʯの
໰いにʮຬ଍していないʯからʮຬ଍しているʯ΁ม化した。　２� ̡̦̤ධՁई度は、༨Ջ活動࣮ࢪલ後
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で̢氏は 61 ఺から 89 ఺、̮氏は 106 ఺から 113 ఺、̛氏は 80 ఺から 83 ఺とվળした。活動ྔௐࠪでは
հೖલ後で̮氏̛氏では活動ྔが૿Ճした。３ɽ療ཆհॿ員΁のアンέートで、ʮ患者のニーズを引きग़す
ことができたʯ౳の੠かฉかれた。

ていた事をର࿩のதから引きग़し一ॹに࣮行するաఔで活動ͬࢥɿ患者が本དྷ΍りたい・行きたいと࡯ߟ    
ྔが૿え̡̦̤ई度もվળした。༨Ջ活動を༗ޮに行うには、࣌間をֻけて࿩をฉくதで患者のر๬を引
きग़すことがॏ要である。

    ݁࿦ɿ࣌間をֻけてਂくؔわるதで患者のझຯをより良く஌る事がग़དྷた。患者の΍りたい事を࣮ݱして
いくதで患者の̡̦̤は޲上し職員のҙཉ޲上にもܨがͬた。

�
� ۚ城　༑子ɿײછ؅理ʹ͓͚Δ *$5 ϦϯΫφʔεͷڭҭ

���ʲཁࢫʳ໨తɿ̖ 病院の院内感છରࡦ部会（以ԼɿI$T）は医師、ༀࡎ師、֤部ॺからબग़͞れたリンクφー
スで構成͞れ、院内の感છରࡦを担うため月に 1 ճ、会ٞを開࠵しࢪઃ内・外の感છ症のྲྀ行ঢ়گ、サー
ϕイϥンスσータのϑΟードバック౳を行ͬている。平成 24 年度より感છ管理におけるڭҭを行うことで
。がద切に࣮ફできると考え活動したことを報告するࡦઃ内の感છରࢪ
ํ๏ɿ平成 24 年̐月ʙ平成 25 年 10 月。ڥ؀ϥ΢ンド、資ྉのఏڙ、コンサϧςーシϣン内容の報告、学
श会の開࠵（Ϗσオ学श、F- ϥーニンά、シϛュϨーターを࢖༻しての݂࠾、ग़લٛߨ）感છରࡦにおけ
る報告会の࣮ࢪ。
݁Ռɿ֤ 部ॺの感છରࡦ΍ڥ؀੔備がద切に࣮ફ͞れているかධՁするためνΣック߲目ද（ϥ΢ンドシー
ト）を࡞成しリンクφースとڞにڥ؀ϥ΢ンドを行ͬた。またධՁがެ平かͭదਖ਼に行えるようධՁج४
とͦのࠜڌを໌確にした。平成 24 年̐月ϥ΢ンド開࢝当ॳは 34 νΣック߲目があͬたが職員ڭҭを継続
して行うことにより感છରࡦ上の՝୊がվળしたため 20 ߲目΁มߋした。࣮ࡍにあͬたコンサϧςーシϣ
ン内容を఻えʮもしࣗ分がこのような૬ஊを受けた࣌ͲうରԠするかʯ౼ٞし࣮例から௚ぐに部ॺででき
る感છରࡦ΍෺の管理を行うことで感છを๷ぐことをڭҭする機会となͬた。I$T リンクφースのڭҭを
行うことでリンクφースࣗ਎が感છରࡦにおける職員ڭҭのํ๏を学Ϳ機会となͬた。ଞࢪઃをটき感છ
ରࡦにؔわる取り૊みを発දする報告会を࣮ࢪ。ଞࢪઃからはʮདྷ年もࢀՃしたいʯʮࣗ分の病院でも行い
たいʯ౳のධՁを受けた。
·ͱΊɿ職員ڭҭを܁りฦし行うこと΍、ڭҭがద切であるのかධՁすることも感છରࡦを継続的に࣮ફ
するためにはॏ要である。

ୈ ��ճ　೔ຊ؇࿨ҩྍֶձֶज़大ձ　������ �����������������������ฌݝݿ�� ����� ೥ � ݄ �� ೔ʙ �� ೔

����஥࠲௚ඒɺ্ؒ༤࣍࿠ɺ࡚ؠཬඒɺൺՅઍՂ子ɺ大࿷ۈ子

ʵͯ͠༺׆ԉϞσϧΛࢧʕ౉ลࣜՈ଒Ξηεϝϯτ　ͯ͠ࢦԉॿΛ໨ޢԊͬͨ؃ʹ͍ࢥՈ଒ͷऀױ����

  ʲཁࢫʳは͡めにɿ緩和έア病౩にೖ院தの患者は癌のऴ຤期というঢ়ଶで、ࢮ期をҙࣝし༷ʑなことをࢥ
い໰い続ける。Ո଒はࢮを目લにした患者をલにʮԿをしていいのか分からないʯというݴ༿がฉかれる。
ͦこで患者Ո଒にରしؔわりを持ͭため、౉ล式Ո଒アηスメントࢧԉϞσϧで、患者΍Ո଒の感৘΍ࢥ
いを੔理する࡞業を௨し、患者の๬みにたͲりணきたいと考えた。このシートを活༻し今後のԉॿにͭな
げていきたいと考えここにまとめ報告する。

。い΍行動にͭいて理ղをਂめるࢥԉϞσϧを活༻しՈ଒のࢧ໨తɿ౉ล式Ո଒アηスメントڀݚ  　
　 。༺ԉϞσϧを活ࢧ๏ɿ１ɽ研究の種ྨɿ事例研究。２ɽ研究内容ɿ౉ล式Ո଒アηスメントํڀݚ
　 ݁Ռ͓Αͼ࡯ߟɿ౉ล式Ո଒アηスメントࢧԉϞσϧのシートを࢖༻し、患者のͻとͭのئいを׎えるた

めに、ԉॿܭ画を૊み立てた。しかし、患者のඳく༧後と、ޢ؃者、Ո଒がඳく༧後༧ଌの૬ҧが生͡て
いた。この૬ҧをमਖ਼していくաఔのதで、患者の病ঢ়は一気にਐ行し、༨໋の告஌が͞れ、࣮ݱがಥき
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ͭけられた。ͦの࣌、Ո଒は患者の࠷後の๬みを׎えようとܾҙした。今ճの患者を௨して、຤期癌とい
うة機的ঢ়گのதでもਓはม容し、֤ʑがͦれͧれの立৔で成長していくことがՄೳであるということを
学Μͩ。

ୈ ��ճཱࠃපӃྟচڠࢣٕࠪݕձ۝भࢧ෦ֶձ۽����������������������ຊݝ� � ��������� ೥ �݄ �೔ʙ �೔

�
� ɺ৽֞࿨໵߂ຊ໌久ɺฏྑঘ؛

�����ഏᖤ๔ੑϦϯύजͷ �ྫ

���̡ ཁࢫ ͸r͡Ί ɿʹ肺リンύजはશ肺जᙾの約 0�3 ˋ で .ALT リンύजが࠷も多いとの報告がある。今ճ我ʑ
は、ज़தೀ印ࡉ๔診にてԌ症ੑِजই（ ࡉ࣭ܗ๔೑ժजܕ）΍ .ALT リンύजなͲの肺リンύ૿৩ੑ疾
患とのؑผが໰୊となͬた、肺ᖤ๔ੑリンύ種をݧܦしたので報告します。

　　঱ྫɿ64 部ڳ。ඇ٤Ԏ者、３Χ月続く֏でۙ医受診、ੑঁ・ࡀ $ T ࠪݕでӈ肺Լ༿およͼ間༿पғのਁ५
Өと݁અੑӨを認め当院঺հとなる。当院 $T にてӈ肺Լ༿部にࠪݕ 18NN 大の不੔݁અを認め、PET で
集ੵを認められたため、肺जইをٙいखज़となͬた。ज़தにਝ଎૊৫診ࠪݕとซͤて、ೀ印ࡉ๔診ࠪݕが
。行͞れたࢪ

みを認め、クロϚࠐଶをࣔしており、֩は切れܗ๔が୯ௐなࡉܕの異ܕɿリンύ球より΍΍大ݟ๔਍ॴࡉ　　
νンがૈᰒཻঢ়でした。ͦれらの所ݟからѱੑリンύजをٙい、.L-NET のࠪݕが௥Ճ͞れた。またͦの
ଞ肺リンύ૊৫૿৩ੑ疾患とのؑผが೉しいため、ࡉ๔診では良ѱੑ不໌として報告した。

　　૊৫਍அɿ೑ׂ؟໘所ݟ上、肺࣮࣭内にڥք໌ྎな݁અ上のփന৭ௐॆ࣮病มが認められた。૊৫学的に
は、ᖤ๔༷構଄がີに૿৩しており、切れࠐみのある֩とૈᰒཻঢ়に分ࢄした֩クロϚνンを༗するখܕ
異ࡉܕ๔と大ܕのᡢத心ժࡉ๔が͞ݟࢄれた。໔Ӹછ৭では異ࡉܕ๔が $%10（�）、$%19（�）、 $%20（�）、 
$%79B（�）でした。以上の所ݟから .BMJHOBOU MZNQIPNB GPMMJDVMBS TNBMM DFMM UZQF （(SBEF2）と診断͞れた。
·ͱΊɿ画像上、肺जইをٙわれखज़がࢪ行͞れたが、ज़தਝ଎૊৫診ࠪݕ・ೀ印ࡉ๔診ࠪݕにて、௿ѱ
ੑ度リンύजがٙわれたため .L-NET が௥Ճ͞れ、໔Ӹ学的・Ҩ఻ࢠ的に診断͞れた肺ړ๔ੑリンύज症
例を報告した。また肺ᖤ๔ੑリンύजはكなजইですが、肺जᙾೀ印ࡉ๔診でも೦಄にೖれておく΂き疾
患とࢥわれました。

�
� தଜᔨଠɺਡ๚Ԃलޗɺ؛ຊ໌久ɺࢁཬ࿨࿠ɺݩ࡞志ึ

�����ԭೄපӃʹ͓͚ΔਆܦɾےΤίʔͷऔΓ૊Έ

��ʲཁࢫʳ͸͡Ίʹɿۙ年、Τコー૷ஔのੑߴೳ化に൐いߴ分ղೳの画像が؆୯にಘられるようになͬてきて
おり、੔ܗ外科ྖҬ΍ਆྖܦҬでの௒Ի೾ࠪݕがٸ଎にීٴしてきている。ਆے・ܦを௚઀࡯؍できるよ
うになりਆܦ疾患ྖҬにおいてはਆܦ生理ࠪݕとΤコーࠪݕを૊み合わͤることによりਫ਼度のߴいࠪݕを
行うことがՄೳである。
໨తɿ当院は沖縄県೉病医療ڌ఺病院にࢦ定͞れており沖縄県のਆܦ೉病΍ਆܦ疾患診療におけるηンター
的໾ׂをՌたしている。ͦれもあり、当院ではよりਫ਼度のߴいݕ ・ࠪ診断を行うためਆܦΤコーをಋೖした。
ਆܦΤίʔɿΤコーでࠪݕՄೳなのはਆࠜܦ・຤ধਆܦである。ਆܦΤコーはਆܦの૸行をみる事、ਆܦ
఻ಋࠪݕの部Ґ確認、ܗঢ়ม化、ੑঢ়ม化の࡯؍、ਆܦϒロックのࡍの部Ґ確認なͲに༗༻である。一例
としてシϟϧコー・Ϛリー・ト΢ース病ではਆࠜܦ・຤ধਆܦのͼまΜੑの著໌なං大を認める。ૢ࡞๏・
症例を報告する。ےΤコーɿےΤコーはےの࣭的ม化、線ҡ૸行の೺Ѳ、ےԌの࣌間的ม化、生ݕのため
のઠࢗ部の確認、線ҡଋੑऩॖ（GBTDJDVMBUJPO）の࡯؍なͲに༗༻である。線ҡଋੑऩॖはےのখ͞な୻ॖ
であり、ಛに ALS でߴස度にग़ݱする。Τコーࠪݕは患者の৵ऻ的ෛ担のܰݮが期଴できる。

　　·ͱΊɿಋೖにࡍして、ܭଌ๏なͲが൥雑でないため、スϜーズにಋೖできた。ਆܦのං大・Ҥॖにより
おおまかなスクリーニンάができ患者の৵ऻ的ෛ担もܰݮできる。ਆے・ܦΤコーはま͞にこれからの分
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野であり、ݕ౼・症例をੵみॏͶていきたい。

۝भ஍ཱ۠ࠃපӃༀࢣࡎձ　ༀֶڀݚձɾ૯ձ� � �������������福Ԭݝ� ��������೥�݄��೔ʙ��೔

����஥ଜૣلɺ大ྮ　࠼ɺീ໦ल໌ɺ٢෌久ಙ

����ԭೄපӃʹ͓͚Δ/45ͷ׆ಈ಺༰　　� ௿ӫཆऀױ΁ͷ介ೖྫ �

��ʲཁࢫʳ͸͡Ίʹɿ沖縄病院（以Լ、当院）では平成 20 年 11 月１日に NST を発଍した。
   当院の NST はӫཆ管理を必要とするશ患者にରし、ద切なӫཆ管理を行うことにより合ซ症のݮ少、2OL

の޲上をୡ成するとともに医療の無ବをলき、治療ޮՌの޲上をਤることを目的としている。今ճは当院
の NST 活動の内容と症例を報告する。活動ɿ・ຖ月第２、̐໦༵日にϛーςΟンάとճ診を行ͬている。・
ຖ月第̐໦༵日のϛーςΟンάऴྃ後、֤部ॺによる勉ڧ会を行ͬている。・必要にԠ͡てӫཆ૬ஊを受け
ている。症例ɿ73 உੑ。਎長ࡀ 162ᶲ、ମॏ 56KH 、#.I21�3ᶵ /ᶷ。ALS（ےҤॖੑଆߗࡧ化症）ਐ行に
൐う球麻ᙺによる胃ᚈ૿ઃ目的のため当院に঺հೖ院͞れた。௿ AL# ஋、௿タンύク࣭、௿݂࣭ࢷ症があͬ
たためӫཆܭ画目的で NST հೖとなͬた。ܦաɿAL# ௿Լを཈える目的で、アイιΧϧバック �（400LDBM）
を௥Ճした事により理૝ମॏ΁ۙͮける事ができた。また、௿݂࣭ࢷ症であͬたがアトϧバスタνン 10NH
がॲํ͞れていたのでதࢭをした所、T-$HO ஋は上ঢしඪ४஋にۙͮいた。݂ѹ、࣭ࢷコントローϧは良
୐医療தである。まとめɿ今ճ、NSTࡏはࡏݱ。となりୀ院となͬた޷ のӫཆ管理により AL# ஋௿Լを๷ぎ、
ମॏを૿Ճすることができた。また、ༀࡎのதࢭのఏҊにより、良޷な࣭ࢷコントローϧを行う事ができた。
ӫཆ管理はす΂ての治療上でڞ௨するج本的医療の一ͭであり、NST の活動はνーϜ医療として患者を多
ํ໘からݟてӫཆ療๏をݟ௚し、患者の 2OL 師として༌ࡎ上に౒める事が大切である。今後は͞らにༀ޲
ӷ΍ༀࡎの勉ڧをਂめ、֤部門のスタッϑと専門஌ࣝをڞ༗して NST の࣭をߴめていきたいと考える。

೔ຊҩྍϚωδϝϯτֶձ　ୈ ��ճ　۝भɾࢁ口࿈߹大ձ� �ݝౡࣇࣛ ������ ೥ �݄ ��೔ʙ ��೔

�
� తᆘঙฏɺᖛ઒஌子ɺ৽֞఩໵ɺ࠭઒੩߳ɺౡାউਉ

����ਆܦ಺Պප౩ʹ͓͚Δస౗ɾసམ༧๷ϑϩʔνϟʔτͷ׆༻　ʕϑϩʔνϟʔτޙ༺׆ͷ෼ੳʕ

  ʲཁࢫʳ໨తɿA 病院のਆܦ内科病౩では、疾患にؔ࿈したӡ動ো֐・感֮ো֐・認஌ো֐なͲによる、స౗・
సམリスクのߴい患者にରし、స౗・సམ༧๷ରࡦとして、平成 24 年 11 月よりʮస౗・సམ༧๷ϑローνϟー
トʯ（以Լϑローνϟート）を活༻し཭床ηンサーをઃஔしている。本研究では、ϑローνϟート活༻લ後
のస౗・సམ݅਺のൺֱ΍、ϑローνϟートの༗༻ੑのධՁ・分ੳを行ͬたので報告する。

   ํ๏ɿ1ɽ期間ɿ平成 24 年 11 月ʙ平成 25 年 8 月　2ɽର৅者ɿਆܦ内科病౩新نೖ院患者、స౗・సམア
ηスメントシート൑定が A または # の患者　3ɽௐࠪํ๏ɿస౗・సམ݅਺のϑローνϟート活༻લ後の
ൺֱௐࠪ、స౗・సམした患者の事例ݕ౼、アンέートௐࠪ（ਆܦ内科病౩ޢ؃師 29 名）。

　　݁ Ռɾ࡯ߟɿアンέートௐࠪ݁Ռ、ϑローνϟート活༻લは཭床ηンサーのઃஔ൑断ج४がなく、ઃஔ൑
断に໎ͬたޢ؃師が 29 名த 19 名、活༻後は 29 名த 7 名とݮ少した。よͬて、ϑローνϟートを活༻する
ことで཭床ηンサーのઃஔ൑断が容қになͬたと考えられる。上記期間でϑローνϟートを活༻した患者
は 113 名、このதで཭床ηンサーをઃஔした患者は 12 名であり、ઃஔ患者のϑローνϟートのྲྀれはʮస
౗リスクありʯˠʮىき上がるೳ力がある（:ES）ʯˠʮ認஌機ೳにো֐がある（:ES）ʯˠʮઃஔするʯ
が 12 名த 12 名となͬた。స౗・సམ݅਺のൺֱは平成 24 年 2 月から平成 25 年 8 月までの 18 ϱ月で 39
݅であり、活༻લの̕ϱ月のస౗・సམ発生݅਺は 20 ݅、活༻後̕ϱ月のస౗・సམ発生݅਺は 19 ݅と
大きなม化はなかͬた。しかし、ϑローνϟートを活༻し、早期に཭床ηンサーをઃஔし患者ରԠを行う
ことで、స౗・సམをະવに๷ぐ事例もあͬたҝ、ϑローνϟートの༗༻ੑはߴかͬたと考えられる。また、
ϑローνϟート活༻後、཭床ηンサーの൓Ԡにରし、ਝ଎にରԠすることが大切であることを࠶認ࣝする
こともできた。
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　　՝୊ɿϑローνϟートは紙໘上でのみの活༻であるҝ、ϑローνϟートのిࢠΧϧς化を行いたい。࠷後に、
స౗・సམ༧๷に継続して取り૊み、スタッϑ間で৘報をڞ༗しޢ؃έアの࣭の޲上΁ܨげたい。

�
� ஥ཬ༿݄ɺ๛ཬ࿨໵ɺ্͔͋͢ݪɺҪ্༝߳ɺᖒ　田௽子

����Խֶྍ๏Λड͚ͨऀױͷपज़ظ口ػߢೳ؅理ʹؔ͢Δҙࣝௐࠪ

��ʲཁࢫʳ໨తɿ̖ 病౩では、化学療๏を受けた患者より、ୀ院後に෭࡞༻症ঢ়にରしての໰い合わͤが多かͬ
たことから、2011 年からʮୀ院後の生活にͭいてʯのύンϑϨットを活༻し、ೖ院தにࢦಋを行ͬている。
がΜ化学療๏を受ける患者の 40�が口内Ԍを発症するとݴわれている事から、口内Ԍ༧๷にͭいての必要
ੑを感͡、ύンϑϨットに口内Ԍの߲目を௥Ճし、ࢦಋを行ͬている。2012 年̒月より、पज़期口ߢ機ೳ
管理の一؀としてࣃ科医師による病౩๚໰が開࢝͞れた。しかし化学療๏を受けた患者 10 名のうち受診者
は３名と受診཰が௿いݱঢ়があり、アンέートௐࠪを行ͬた。ͦの݁Ռ、पज़期口ߢ機ೳ管理におけるࣃ
科受診ڋ൱の理༝΍患者ݸʑの口ߢέアのݱঢ়が໌らかになͬたので報告する。

　　ํ ๏ɿؒظɿ2013 年３月ʙ 11 月　
　　ର৅ɿ̖病౩で化学療๏を受けた患者 19 名。
έߢಋを行ͬた患者に口ࢦ。ࢪಋを࣮ࢦ๏ɿʮୀ院後の生活にͭいてʯのύンϑϨットを༻いて患者ํڀݚ　　

ア΍पज़期口ߢ機ೳ管理ྉにରするҙࣝௐࠪを無記名ࣗ記ೖ式アンέートを࣮ࢪ。
　　݁ Ռٴͼ࡯ߟɿ2012 年化学療๏後に௨ৗのύンϑϨットでࢦಋした患者 19 名のうち、पज़期口ߢ機ೳ管

理Ճࢉにおける口ߢέア診療受診者（以Լ、口ߢέア診療とশす）は３名。2013 年は口内Ԍ߲目を௥Ճし
たύンϑϨットでࢦಋを行ͬた患者 19 名のうち、口ߢέア診療受診者は̕名と૿えたことから、ύンϑϨッ
トࢦಋにより、口ߢέアの必要ੑの認ࣝができҙࣝͮけにܨがͬた。また、口ߢέア診療受診者̕名は化
学療๏後の口内Ԍ発生はなく、化学療๏લに行う口ߢέア診療は༗ޮであͬた。しかし、पज़期口ߢ機ೳ
管理Ճࢉの診療報ु੥ٻ先が医科ではなくࣃ科であり、医科のֹߴ療ཆඅ੍度のద༻外となることが、化
学療๏を受ける患者のࡁܦ的ෛ担となり、受診を断る理༝にܨがͬている事もわかͬた。また、化学療๏
தの患者の΄とΜͲが、日ৗ生活が੍ݶなく行える事΍患者ࣗ਎の治療ݧܦもあり、口内Ԍのトϥϒϧが
生͡ないҝ、口ߢέア診療に݁ͼͭかなかͬた事もわかͬた。

�
� ໊Յխ୅ɺ大城ਅل子ɺ༑ར੖ඒ

�����์ࣹઢ࣏ྍΛड͚Δऀױ΁ͷύϯϑϨοτΛ༻͍ͨޢ؃介ೖ　ʙఆணԽʹΉ͚ͨऔΓ૊Έʙ

��ʲཁࢫʳ͸͡ΊʹɿA 病౩は肺がΜをओとした外科病౩である。ओな治療はखज़療๏であり、ज़લ・ज़後の
ิॿ療๏΍࠶発・సҠにରし、放射線療๏΍化学療๏を行ͬている。しかし、病౩には、放射線治療தの
日ৗ生活における患者આ໌༻のύンϑϨットがないため、౷一した患者ࢦಋが行えていないݱঢ়があͬた。
ͦのため、ࡢ年度放射線治療にରするύンϑϨットの࡞成およͼࢦಋを࣮ࢪしたが、ύンϑϨットがॆ分
に活༻͞れていなかͬたことから、病౩ޢ؃師をର৅にアンέートௐࠪを行い、ݱঢ়೺Ѳを行ͬた。アンέー
ト݁Ռから໰୊఺をநग़し、定ணํ๏のݕ౼・取り૊みを行い、定ண化に݁ͼ෇いたので報告する。

　　໨తɿύンϑϨット活༻の定ண化をਤり౷一した患者ࢦಋを࣮ࢪする。
　　ର৅ɾํ๏ɿ2013 年̐月ʙ 2014 年１月、A 病౩ೖ院தの放射線治療を受けているશ患者 （24 名）をର৅

にύンϑϨットࢦಋを࣮ࢪ。ͦれをもとに、A 病౩ޢ؃師（22 名）をର৅にύンϑϨット活༻લ後にアンέー
トを࣮ࢪし୯७集ܭを行いൺֱした。
݁Ռɿ放射線治療にͭいてのύンϑϨットを活༻しࢦಋを行ͬているޢ؃師が 59ˋであͬた。アンέート
݁Ռより、ύンϑϨットが活༻͞れなかͬた理༝としてᶃύンϑϨットのอ管৔所が不໌確で、ࢦಋの࣌期・
ಋに࣌間を要するᶅ放射線治ࢦ、成したύンϑϨットのページ਺が多く࡞๏がわからないᶄલ年度ํ༺࢖
療のର৅患者が少なく、ύンϑϨット࢖༻にରする職員のҙࣝが௿いなͲがあがͬた。ͦのため、定ண化
の取り૊みとして、ᶃύンϑϨット内容、ύンϑϨット活༻खॱのݟ௚しᶄ放射線治療༧定一ཡදのݟ௚
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しᶅேの申し送り事߲の࡞成を࣮ࢪした。ͦの݁Ռ、89ˋのޢ؃師がύンϑϨットを活༻してࢦಋしたこ
とがあるとのճ౴がಘられた。

　 ̡ ݁࿦ʳ放射線治療࣌、ޢ؃師հೖの۩ମ的な࣌期、ํ๏、内容を໌確化し、ݱঢ়の໰୊఺をݟग़し、ղܾ
することでࢦಋの定ண΁とܨがͬた。ύンϑϨットを活༻することでޢ؃師のݧܦ年਺にؔ܎なく౷一し
た患者ࢦಋが行うことができる。患者ࢦಋにおいては、ޢ؃師の໾ׂは大きく、患者がޮՌ的に日ৗ生活
を管理し、ࣗݾ管理ೳ力をߴめることにܨがる。

ฏ੒ ��೥౓۝भཱࠃපӃྍཆॴ์ࣹઢٕࢣձֶज़大ձ�� ������������௕࡚ݝ�� ���� ೥ �� ݄ � ೔

�
� ଟ࿨田ਅ೭ɺ田த大ࡦɺീ໦ᣈཨɺ久৔ਅ༝ඒɺ੨໦ࠀจɺߒ഼܂一

����1BUMBL�1MPU ๏ʹ͓͚ΔΨϯϚΧϝϥ஠ଉݱ৅ͷӨڹ

��ʲཁࢫʳ໨తɿ೴݂ྲྀをධՁする RBEJP ITPUPQF（以Լ RI）ࠪݕに、99̼ TD − E$% ੡ࡎを࢖༻した೴݂ྲྀシ
ンνάϥϑΟー（以Լ E$% がある。この（ࠪݕ E$% では、PBUMBL　PMPUࠪݕ ๏を༻いて大動຺内と೴の
放射ೳの࣌間ۂ線のൺから೴݂ྲྀྔをࢉग़する。ͦのࡍ、ΨンϚΧメϥの஠ଉݱ৅によるΧ΢ントの਺え
མとしが生͡ると、ࢉग़した೴݂ྲྀྔにࠩޡが生͡る。ͦこで、当院 E$% において、ΨンϚΧメϥのࠪݕ
஠ଉݱ৅のӨڹがないかূݕした。

ɾํثػ༺࢖      ๏ɿ１� 臨床で࢖༻しているΨンϚΧメϥ（౦ࣳ社੡ SZNCJB）のܭ਺཰ಛੑをࢉग़した。２� ೴
ϑΝントϜと大動຺ڃϑΝントϜを࡞成。３� ϑΝントϜで਺えམとしのある線ྔ（800.#R）と਺え࡞ࣗ
མとしのない線ྔ（400.#R）をऩ集。4�PBUMBL PMPU ๏で平ۉ೴݂ྲྀྔをࢉग़しൺֱ。

　　݁ Ռɿ１ɽ஠ଉݱ৅が 700.# ̀で確認͞れた。２ɽ800.#R でղੳした平ۉ೴݂ྲྀྔは 246�1 となͬた。３ɽ
400.#R でղੳした平ۉ೴݂ྲྀྔは 251�7 となͬた。̐ɽ800.#R と 400.#R でのࠩޡは 2�22�となͬた。

ɿPBUMBL PMPU࡯ߟ　　 ๏でのダイφϛックऩ集で生͡る਺えམとしのࠩޡは無視できるఔ度と考えられる。
　　݁ ࿦ɿ400.#R から 800.#R の範ғでは PBUMBL PMPU ๏で஠ଉݱ৅のӨڹはない。

�
� ീ໦ᣈཨɺ田த大ࡦɺଟ࿨田ਅ೭ɺ久৔ਅ༝ඒɺ੨໦ࠀจɺߒ഼܂一

�����౰Ӄʹ͓͚Δ$5ίϩϊάϥϑΟࠪݕͷ্ཱͪ͛

��ʲཁࢫʳ໨తɿ大腸内視鏡ࠪݕは大腸ࠪݕのதでも༏れたࠪݕであるが、ߴ度ࡥڱ౳により大腸Χメϥૠೖ
೉な৔合はશ大腸のධՁはできない。ͦこで、$Tࠔ コロϊάϥϑΟࠪݕの立ち上げを行い、௿৵ऻなલ
ॲஔ๏で５NN 以上のϙリーϓݕग़がՄೳかݕ౼をした。ํ๏ɿᶃコメσΟΧϧによる勉ڧ会の開࠵。ᶄ
୸ࢎΨス஫ೖ૷ஔのબ定。ᶅલॲஔにおける௿࢒ᕓ৯のબ୒。ᶆ $T コロϊάϥϑΟࡱӨϓロトコーϧの
成。ᶇ࡞ 2 社ϫークスςーシϣンによる 3% 画像ॲ理。ᶈࠪݕ後のಡӨϨϙート（ೋॏಡӨ）のӡ༻。　
݁Ռɿᶃࠪݕの༗༻ੑ΍ྲྀれにͭいて勉ڧ会を行うことによりؔ܎職種間でʮνーϜ $T$ʯを立ち上げ
た。ᶄ୸ࢎΨス஫ೖ૷ஔのબ定は、ΤーσΟア社ϓロト $O2L にܾ定した。બ定理༝として、࢖༻࣮績が
するΧςーςϧνューϒがଞ社とൺֱし、ଠくてしͬかりしているため送気தの୤཭のՄ༺࢖い、またߴ
ೳੑが少ないという医師、ޢ؃師のҙݟを取りೖれた。ᶅࠪݕ৯にͭいてݕ౼を行ͬた。F(-UXP はനถ࢖
༻で日ৗ生活に無理がなく、患者アンέートよりධ൑が良い、またࡏݱ大腸内視鏡ࠪݕで࢖༻した৔合で
も、࢒ᕓは΄΅みられͣલॲஔ良޷より管理ӫཆ࢜、医師とともに࠾༻した。࣍に、$T コロϊάϥϑΟ
ಛ༗のલॲஔタΪンά๏にͭいてݕ౼を行ͬた。࢖༻する଄Өࡎのಛ௃で、ΨストロάϥϑΟンはۤくて
ҿみにくく、ޡᅞすると肺ԌのՄೳੑがある、またバリ΢Ϝは࢒ศにۉ౳にࠞ͟らない৔合、腸管นに෇
ணし、画像ॲ理でධՁࠔ೉であることより、当院では、タΪンάなしのΰϥイςリー๏で、腸管ચড়ࡎの
ྔと緩Լࡎをௐ੔しݕ౼している。ᶆ病ม൑ผՄೳな２ମҐ（എթҐ、ෲթҐ）のࡱӨ線ྔは、AVUP ̼̖
ઃ定で当院ෲ部ϧーνンの１/ ３ʙ１/10 ΁ඃ͹く௿ݮՄೳとなͬた。ᶇ当院での画像ॲ理は、２社のϫー
クスςーシϣンでོੑى病มを൑ผする。まͣ、AW サーバー（(E 社）の %$A 機ೳにより５NN 以上の
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ϙリーϓを視֮的にධՁし、LVNFO 像、7R 像、.PR 像で多ํ໘の֯度で࡯؍する。࣍に、7INSENT サー
バー（FUJIFIL. 社）のϙリーϓ࡯؍機ೳにより AW サーバーで確認したϙリーϓの௚ަ断໘を͞らに
7INSENT サーバーでダϒϧνΣックし、࠷ऴ൑ผした。ᶈ画像ॲ理後の所ݟにͭいては、7INSENT サー
バーのϨϙート機ೳによりٕ師が所ݟを記ೖし、一࣍ಡӨを行い、消化器内科医΁所ݟ報告することでೋ
ॏಡӨする。

　 ݁࿦ɿ当院では $T コロϊάϥϑΟをؔ܎職種とともに௿৵ऻなલॲஔを考ྀしながら࠷খݶな患者ෛ担
ਫ਼度なߴ、΁取り૊み、またݮܰ 2 社ϫークスςーシϣンによる画像ॲ理後、医師・ٕ師のೋॏಡӨによ
り早期発ݟ΍ݟམとし๷ࢭ΁౒める。

೔ຊےδετϩϑΟʔֶڀݚޢ؃ձ　ୈ �ճֶज़ूձ　�� ��౦ژ౎� � ���� ೥ �� ݄ �� ೔

�
� খݪஐඒɺߐߴऱඒणʑɺ஥ຊ　ܡɺٶ城ກ子ɺਡ๚Ԃलޗ

ΈࢼΔ͢౼ݕΓํΛࡏԉͷࢧޢʑͷ20-ಛੑʹԠͨ͡؃ݸ����

  ʲཁࢫʳ໨తɿલ年度、患者の .%2OL-60 ߲目࣮ଶௐࠪを行い、࠷も௿い߲目の症例にண目し、ޢ؃հೖ・
ԉを行ͬた事で患者のࢧ 2OL を޲上する事がग़དྷた。今ճ、患者、ޢ؃師間の .%2OL にͲのఔ度ࠩがあ
るのかを分ੳすることで、患者のશମ像をͲのような視఺でアηスメントしているのかをৼりฦる事にした。

๏ɿ１）期間ɿH26ํڀݚ　　 年̐月ʙ̕月。２）ର৅者ɿ̖病౩にೖ院தのےジストロϑΟー患者（20 ୅ʙ
40 ୅、σュシΣンψܕ 14 名・ϕッΧーܕ 1 名・ۓےுੑジストロϑΟー２名・Ո଒ੑ੸਷ੑےҤॖ症３）名）。
師によるର৅者のޢ؃（３ .%2OL-60 ߲目をௐ （ࠪ以Լ 2OL とশす）。̐）患者に 2OL をௐࠪ。５）患者、
師間のޢ؃ 2OL ஋のࠩを分ੳ。ྙ理的഑ྀɿ患者に研究目的・ൿີのอ持・今後のޢ؃に活かͤる事を口
಄にてઆ໌しಉҙをಘた。ಘられたσータは、研究者のみが取ѻい患者ݸਓがಛ定できないように഑ྀした。

　　݁ Ռɿޢ؃師が༧ଌして患者の 2OL をධՁし、ͦの後患者に 2OL の࣮ଶௐࠪを行ͬた。݁Ռからޢ؃師
が༧ଌしてධՁした 2OL と患者の 2OL には大きなࠩがあり、ಛに A%L、呼吸とҺ಄機ೳの߲目で఺਺
に大きなࠩがݟられた。

ɿ#BDI࡯ߟ 　 らはਓ޻呼吸器૷ணのےジストロϑΟー患者にͭいてのௐࠪで、患者が認ࣝしているຬ଍度と
पりの医療ؔ܎者がͦの患者にͭいてਪଌしているຬ଍度はかなり૬ҧがあり、また 2OL は৭ʑな要ૉで
͞ڹ病気にରする構えなͲにもӨ、؍ӈ͞れ、ͦの疾患のॏ症度ͩけではなく、患者の社会生活΍ਓ生ࠨ
れるとड़΂ている。今ճ、患者とޢ؃師ͦれͧれに 2OL ௐࠪを行ͬたことで、患者とޢ؃師の間では஋に
大きなࠩがあることが分かͬた。ͦれはޢ؃師がे分に患者とؔわれており、患者の๬Ήޢ؃έアを行え
ているかͲうかが大きくؔ܎しているのではないかと考える。大きな఺ࠩのある߲目から、ͦの原Ҽがͦ
れͧれのஔかれている生活ڥ؀΍病ঢ়によͬても異なͬていること΍、ޢ؃師がͬࢥている以上にݱঢ়を
受けࢭめている൓໘、不安を๊えながらաごしていることを࠶度認ࣝすることができ、ࣗ分ୡのޢ؃をৼ
りฦる機会となͬた。

�
� ࣰ田ઍ恵ɺ૔ຊ໌ಸɺ੢ᖛΔΈ子ɺ༑ར恵ར子ɺਡ๚Ԃलޗ

ԉࢧߦ୐ҠࡏͷऀױδετϩϑΟʔے����

��ʲཁࢫʳ͸͡Ίʹɿ気管切開ٴͼਓ޻呼吸器૷ணのإ໘ߕݞ上࿹ےܕジストロϑΟー 50 ୅ঁੑ患者̖氏は
に໰୊があるのか໌確ではなかͬݯԉ・患者・社会資ࢧであͬた。ͦの要Ҽとして病౩گ೉なঢ়ࠔ୐Ҡ行ࡏ
た。ͦこで、ࡏ୐Ҡ行΁ؔわるؔ܎者΁ฉき取りௐࠪを行いো֐となるものを໌確にし、今後のࡏ୐ࢧԉ
に活かͤるよう取り૊Μͩ。研究ํ๏ɿ研究ର৅ɿ病౩スタッϑ・̢̨̬・事業所。研究期間ɿ平成 25 年
̒月ʙ 12 月。

   ํ๏ɿ１ɽฉき取りௐࠪɿ̖氏・病౩スタッϑ・̢̨̬・事業所。２ɽฉき取り内容を̠̟๏で分ੳ。３ɽ
患者̖氏΁の࣍ߴ೴機ೳࠪݕ。
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    ݁Ռٴͼ࡯ߟɿ病౩スタッϑからのฉき取りௐࠪによりࡏ୐Ҡ行のো֐はᶃՈ଒の協力不଍ᶄۚમ໘の໰
୊ᶅ本ਓのこͩわりによるੑ格が原Ҽと考えていた。̢̨̬΍事業所にもಉ༷のௐࠪを行ͬた݁Ռ、ࡏ୐
Ҡ行を્֐する要Ҽは多ذに౉ͬた。ͦのதでも̖氏の行動にϜϥがあり࣮ݱをਅ᎜に受けࢭめ໰୊ղܾ
していくೳ力が௿Լしていることが考えられた。ͦこで、ओ治医と患者ΧンϑΝϨンスの݁Ռ、認஌機ೳ
の໰୊をࢦఠ͞れ、࣍ߴ೴機ೳࠪݕを࣮ࢪした。݁ࠪݕՌによりલ಄ଆ಄ܕ認஌症が໌らかとなͬた。こ
れまでࡏ୐Ҡ行΁のো֐と考えていた߲目のࠜ本原Ҽとして認஌機ೳো֐があり、患者が理ղしೲಘでき
るようなࡏ୐Ҡ行ࢧԉが必要であることがわかͬた。

    ݁࿦ɿ１ɽࡏ୐Ҡ行ࢧԉには、患者の病ঢ়΍ಛ௃をଊえた継続的な૬ஊ・ࢧԉが必要である。２ɽՈ଒の
度੍ࢱる必要がある。３ɽ社会෱࡞力なͲをධՁし、協力がಘられるためのサϙートମ੍をޢ力΍հࡁܦ
なͲの専門の分野においては、療ҭࢦಋࣨ΍̢̨̬なͲの多職種でڞ௨理ղと認ࣝを持ちࢧԉしていく。

ୈ ��ճཱࠃපӃ૯߹ҩֶձ� � ������������ ���������ਆಸ઒ݝ�� ���������� ೥ ��݄ ����� ೔

�
� ࣰ田ઍ恵ɺ஥ཬ੓໵ɺ੢ᖛΔΈ子ɺ༑ར恵ར子ɺࢁ田౧子ɺԞؒΊ͙Έɺਡ๚Ԃलޗ

　��ೝ஌ػೳಛ௃Λ౿·͑ͨےδετϩϑΟʔ঱ �ྫͷࡏ୐Ҡࢧߦԉʹ͍ͭͯ

  ʲཁࢫʳڀݚ໨తɿલճ、̖氏のࡏ୐Ҡ行がࠔ೉な理༝にͭいて୳ͬた݁Ռ、લ಄ଆ಄ܕ認஌症にྨࣅした
認஌機ೳのಛ௃があることが໌らかとなり、このような認஌機ೳのಛ௃を౿まえたࡏ୐Ҡ行ࢧԉが必要で
あることがわかͬた。ͦこで今ճ、ࡏ୐Ҡ行にؔわる病౩ޢ؃師、έースϫーΧー、臨床心理࢜、事業所
スタッϑなͲといͬた多職種が認஌機ೳ௿Լ症のಛ௃をڞ௨理ղしたうえでのアϓローνを行うことで、
。げていきたいܨԉにࢧ୐Ҡ行ࡏ
ର৅ɿ50ڀݚ ୅ঁੑ、（إ໘ےܕߕݞジストロϑΟー）。病౩ޢ؃師・̢̨̬・臨床心理࢜・療ҭࢦಋ員・
事業所スタッϑ・έアϚωージϟー。　

おࢫ理的഑ྀɿ患者に研究のझྙ。（のલ後ࠪݕ認஌機ೳ）๏ɿ൒構成的໘઀๏を༻いた࣭的研究ํڀݚ　　
よͼ今ճの研究でಘた目的・৘報は研究以外に࢖༻しないこと、 ಘられたσーターは研究者のみが取りѻ
い患者ݸਓがಛ定できないよう഑ྀしಉҙをಘた。また、ෳ਺の第ࡾ者による૊৫的ྃղをಘた。

    ݁Ռɿ̖氏の認஌機ೳのಛ௃にͭいてࡏ୐Ҡ行ࢧԉにؔわるશての職種にରしてઆ໌し、認஌機ೳに合わ
ͤたઆ໌΍ؔわりํが必要であるということをڞ௨認ࣝした。ͦの݁Ռ、ࢲたちのରԠにม化がݟられた。
。ਐ行தであり、ͦの݁Ռを報告する༧定であるࡏݱにڞಋ員とࢦけて事業所、療ҭ޲୐Ҡ行にࡏ、ࡏݱ
ɿ平成࡯ߟ 24 年の研究では、̖氏のࡏ୐Ҡ行ができない原Ҽは、患者のੑ格の໰୊΍こͩわりが事業所΍
社会資ݯと合わないことͩとଊえられていたが、࣍ߴ೴ࠪݕを行うことにより認஌機ೳのಛ௃が໌らかと
なり、これを౿まえたࡏ୐ࢧԉの必要ੑがわかͬた。これまでのࡏ୐Ҡ行ࢧԉは患者本ਓ΍έースϫーΧー
೚ͤにਐめられてきたため、患者のಛ௃を理ղした上でのサϙートମ੍ができていないঢ়گがあͬた。また、
認஌機ೳ௿Լのఔ度として、日ৗ生活にࢧোをきたすఔ度ではなく、生活上のコϛュニέーシϣンΤϥー΍、
患者の理ղが೉しいようなઆ໌がな͞れると記Աに࢒りにくいঢ়گであͬために、医療者ଆも、A 氏がಠ
力でࡏ୐Ҡ行をਐめていけるであΖうというࠐݟみにとͲまり、ࢧԉが不े分であͬたと考える。今ճは
病౩ޢ؃師がத心となͬてଞ職種ڞಉでࡏ୐Ҡ行ࢧԉνーϜを݁成し、A 氏の理ղ・記Աに͞࢒れている
かͲうかを確認しながらஈ֊を௥ͬてサϙートする事で、ॅډ୳し΍日ৗ生活ϓロάϥϜ࡞成なͲ、少し
ͣͭではあるがࡏ୐Ҡ行に޲けて۩ମ的な࿩し合いがਐ行するようになͬている。患者を理ղし、本ਓを
ؚめपりのશてのメンバーがڞ௨理ղし、৘報をڞ༗しながらνーϜでࢧえる事で、認஌機ೳ௿Լのある
患者でもࡏ୐Ҡ行ができるՄೳੑはあるものと考えている。
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�
� ੨໦暁ඒɺߐ܂య子

����ࣾձਓݧܦͷ͋Δ৽࠾༻ऀ΁ͷࢦಋΛͱ͓ͯ͠

��ʲཁࢫʳ͸͡Ίʹɿ社会ਓݧܦ者がޢ؃学ߍ΁ೖ学૿Ճ޲܏にある。A 病౩に഑属͞れた新卒࠾༻者は 40
୅後൒のঁੑͩͬたが、10 月でࣙ職となり新࠾༻者のҭ成にͭなげる事ができなかͬた。平成 25 年度の
ؔわりをৼりฦり、平成 26 年度の新ਓҭ成ํ๏をมߋしࡏݱ新卒࠾༻者の取り૊みを行ͬている。

঺介ɿ平成ྫࣄ     25 年̐月࠾༻となͬた 46 ม࣌ٸはない。̔月に担当病ࣨ患者のݧܦでのܥ医療。ੑঁࡀ
に気ͮくことができなかͬたことをきͬかけに、࠶度ٕज़ࢦಋを行ͬた。10 月から໷ۈ業務にೖる༧定で
あͬたができͣ、ද৘にসإはなくなり、ମௐ不良のためୀ職となͬた。

　 ݁Ռɿ̕月のٕज़確認では、ࣗݾධՁは 95ˋできる、ࢦಋ者ධՁは 80ˋ以上できるが 11ˋ、80ˋʙ 50ˋ
が 11ˋ、50ˋ以Լが 35ˋ、ධՁなしが（ݧܦなし）45ˋ。઀۰のࣗݾධՁは 96ˋできる、ࢦಋ者ධՁは
80ˋ以上できる 15�Ŋ 80 ʙ 50�が 7�7�Ŋ 50�以Լが 7�7�、ධՁなしが 11�5�。病౩スタッϑにࢦಋํ๏の
アンέートを行ない、16 名த 14 名（ճऩ཰ 87�5�）ճऩした。݁Ռは、ʮϓリηϓターがओになりࢦಋし
た΄うがよいʯʮ࣌間内でのࢦಋが޷ましいʯʮ社会ਓをݧܦしていてもޢ؃師としては 1 年目であるとい
うࢦಋが必要になるʯʮ૬खのঢ়گを確認し、おޓいの心を開いてࢦಋすることが大切ではないかʯʮଞの
スタッϑも協力をして΄しいʯ、ʮ師長 ŋ ෭師長が新ਓのঢ়گを理ղしͲのようにࢦಋしていくかํੑ޲を
ࣔして΄しいʯ౳があͬた。今年度は師長 ŋ ෭師長 ŋ ಋํ๏の૬ஊをしなࢦ、ಋ者と定期的にٕज़確認ࢦ
がら行ͬている。ʻおわりにʼ社会ਓݧܦ者、ࠗط者౳社会的഑ྀをしたࢦಋํ๏のݕ౼が必要である。

�
� ീ໦ल໌ɺখ༅ਅل子ɺখഭথ׮ɺ大ྮ　࠼ɺ஥ଜૣلɺ福田暁子ɺ久志一朗ɺ大࿷ۈ子

�����౰Ӄʹ͓͚Δҩྍ༻ຑༀഇغͷݱঢ়ʹ͍ͭͯ

��ʲཁࢫʳ໨తɿॲํมߋ౳でௐࡁࡎみ麻ༀഇغの਺ྔが໰୊となり、ಛにύッν੡ࡎでは１日ష෇するຕ
਺でॲํするようにして、࠷খݶのॲํオーダー࣮ࢪしている。ॲํ݅਺にରして、医療༻麻ༀ࢖༻਺ྔ
とഇغのม化にͭいて、ͦの内容にͭいてݕ౼してみることにした。ํ๏ɿ平成 24 年度、平成 25 年度ٴ
ͼ本年度の医療༻麻ༀ年間࢖༻਺ྔ、ഇغ਺ྔにͭいてݕ౼をおこなͬた。݁Ռ・考࡯ɿ࢖༻਺ྔとഁغ
਺ྔのみでは、平成 24 年度（平成 23 年 10 月ʙ平成 24 年̕月）の医療༻麻ༀ年間࢖༻਺ྔ 28
494、ͦの
うちഇغ਺ྔは 1
753 であͬた。平成 25 年度（平成 24 年 10 月ʙ平成 25 年̕月） の麻ༀ年間࢖༻਺ྔ
26
161、ͦのうち医療༻麻ༀ年間࢖༻਺ྔ 1
648 であり、ݮ少޲܏にある。ݸʑの੡ࡎでは、オΩϑΝスト
஫の࢖༻ྔの૿Ճ、ߴ༻ྔの੡ࡎでのഇྔغがݮ少している޲܏にある。例え͹、オϓι 10NH ੡ࡎは࢖
༻ྔが平成 24 年度では 1944 แから平成 25 年度では 3475 แに૿Ճしているが、ഇྔغは 225 แから 145
แにݮ少した。また、ϑΣントスςーϓのߴ༻ྔ੡ࡎでも、平成 24 年度はϑΣントスςーϓ̒NH112 ຕ
から 274 ຕ΁૿え、ϑΣントスςーϓ̔NH も 127 ຕから 168 ຕと૿えたが、平成 25 年度では྆੡ࡎとも
ഇغはなかͬた。߅がΜࡎༀ෺療๏をおこなͬた患者は内෰できにくい޲܏になるので、今後はϑΣンタ
ニϧష෇੡ࡎ΍Ϟϧώω࠱ༀのॲํが૿えてくるとࢥわれる。

ୈ̎ճ೉පҩྍωοτϫʔΫֶձ� ������������������������� �ݝౡࣇࣛ����� �������������� ೥ ��݄ ��೔

���త৔ঙฏɺౡାউਉɺ�ਡ๚Ԃलޗɺ�຤ݪխਓ　

ྫࣄҾγεςϜΛಋೖͨ͠一ٵಈࣗʹऀױͷ"-4ޙ؅੾։ؾ���
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ฏ੒ �� ೥౓　ԭೄපӃྙཧҕһձঝೝ߲ࣄ

՝୊ɿ̎̒ʵ̌̍

　　　国立沖縄病院医学雑誌第３̐巻目࣍
੹೚者ɿ຤原　խਓࢪ࣮　　　
者ɿ石川　ਗ਼࢘　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                           　ˑঝ認　ࢪ　࣮　　　

՝୊ɿ̎̒ʵ̌̎

　　　RET ༥合Ҩ఻ࢠ౳の௿ස度のҨ఻ࢠม化ཅੑ肺癌の臨床病理学的、分ࢠ生෺学的ಛ௃を໌らかにする 
         ためのલ޲き࡯؍研究
੹೚者ɿ河崎　英範ࢪ࣮　　　
、޿者ɿ石川　ਗ਼࢘、川畑　勉、河崎　英範、᰸平名　஌࢙、伊஍　ོ੖、平良　ঘ　ࢪ　࣮　　　
治                                             ˑঝ認ݡ　஥本　ರ、஌Ֆ、ࢠۈ　৔　ກ෉、大湾ٱ                           

՝୊ɿ̎̒ʵ̌̏

　　　௿ѹ持続吸引シスςϜによるਆܦ೉病患者のࢧޢ؃ԉにؔするアンέートௐࠪ
ޗ੹೚者ɿਡ๚Ԃ　लࢪ࣮　　　
ˑঝ認              　（研究ࣨޢ౎医学総合研究所೉病έア؃ژ౦）ق༏　ࢁ者ɿ松ా　ઍय़、த　ࢪ　࣮　　　

՝୊ɿ̎̒ʵ̌̐

　　　TIF EZF TSBDLFS を༻いたॏ度ো֐者༻ҙࢤ఻ୡ૷ஔのૢ࡞に܎わるධՁ
ޗ੹೚者ɿਡ๚Ԃ　लࢪ࣮　　　
ˑঝ認                           　　　　　　　　　　　　　　　　　　࢚ܙ　者ɿ༝୩　ਔ、த川　ࢪ　࣮　　　

՝୊ɿ̎̒ʵ̌̑

　　　έタϛンਫの෰༻による疼痛管理
ࢠڿ　੹೚者ɿ෱ాࢪ࣮　　　
一࿕　　　　　　　　　　　　　　　　                           　ˑঝ認　ࢤٱ、ࢠۈ　者ɿ大湾　ࢪ　࣮　　　

՝୊ɿ̎̒ʵ̌̒

　　　3
4- ジアϛϊϐリンのݧܦ༺࢖
੹೚者ɿ຤原　խਓࢪ࣮　　　
ˑঝ認　                           　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　߶　者ɿ٢ా　ࢪ　࣮　　　

՝୊ɿ̎̒ʵ̌̓

　　　Ҩ଒によるϙスϐス・緩和έアの࣭のධՁにؔする研究（̟−̝̤̥̚３）
一࿕　ࢤٱ੹೚者ɿࢪ࣮　　　
Ԟ間　かおり　　　                           ˑঝ認、ࢠൺՅ　ઍՂ、ࢠۈ　大湾、ࢠڿ　者ɿ෱ా　ࢪ　࣮　　　

՝୊ɿ̎̒ʵ̌̔

LO(IK1101）ݧࢼ๔の癌ੑ਷ບԌにରするΤϧロνニϒ第ᶘ૬ࡉ治療ਐ行ඇখط　　　   におけるༀ෺（ݧࢼ
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         ୅謝・༌送なͲにؔするҨ఻ࢠ多ܕղੳの෇ਵ研究（LO(I1101-A）
੹೚者ɿ஥本　ರࢪ࣮　　　
、伊஍　ོ੖、޿৔　ກ෉、Ҵྮ　੝࢙、平良　ঘٱ、治ݡ　஌Ֆ、ࢠۈ　者ɿ大湾　ࢪ　࣮　　　
                           ᰸平名　஌࢙、河崎　英範、川畑　勉　　　　　                                             ˑঝ認

՝୊ɿ̎̒ʵ̌̕

　　　ジストロϑΟン異ৗ症患者の認஌機ೳ・発ୡো޲܏֐・心理的ෛ࠴感と̡̦̤とのؔ࿈
ޗ੹೚者ɿਡ๚Ԃ　लࢪ࣮　　　
（तڭ大学ࡍ沖縄国）඙޾　上ా、（大学大学院ࡍ沖縄国）者ɿ٢ଜ　௚थ　ࢪ　࣮　　　
                           ੢一病౩ޢ؃師　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                           ˑঝ認

՝୊ɿ̎̒ʵ̍̌

　　　当院における医療༻麻ༀഇغのݱঢ়にͭいて
੹೚者ɿീ໦　ल໌ࢪ࣮　　　
者ɿീ໦　ल໌　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                           ˑঝ認　ࢪ　࣮　　　

՝୊ɿ̎̒ʵ̍̍

　　　$OP% 患者の認஌機ೳ、吸ೖखٕ、ͦしてコントローϧの࣮ଶௐࠪ。沖縄県内ଞࢪઃڞಉ研究
ࢠۈ　੹೚者ɿ大湾ࢪ࣮　　　
ˑঝ認                           　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ࢠۈ　者ɿ大湾　ࢪ　࣮　　　

՝୊ɿ̎̒ʵ̍̎

　　　緩和έア病౩の患者とͦのՈ଒のニーズにԊͬたޢ؃
（大学学生ࡩ名）੹೚者ɿۚ৓　理ಸࢪ࣮　　　
ˑঝ認                             　　　　　　　（学科ޢ学部؃߁大学ਓ間݈ࡩ名）ࢬ者ɿ名৓　一　ࢪ　࣮　　　

՝୊ɿ̎̒ʵ̍̏

　　　緩和έア病౩のޢ؃師がターϛφϧέア࣌に๊くࠔ೉感
（大学学生ࡩ名）৫ࢻ　੹೚者ɿ౦ࢪ࣮　　　
ˑঝ認                             　　　　　（तڭ学科ޢ学部؃߁大学ਓ間݈ࡩ名）޾߂　者ɿ伊೾　ࢪ　࣮　　　

՝୊ɿ̎̒ʵ̍̐

　　　病理病期ᶗ期 （T1�2DN
 ඇখࡉ๔肺癌׬શ切আ例にରするज़後化学療๏の臨床第ᶙ૬ݧࢼ（J$O( 
          0707） ϓロトコーϧվగ
੹೚者ɿ河崎　英範ࢪ࣮　　　
河崎　英範　　                           ˑ৚݅෇ঝ認、޿者ɿ川畑　勉、᰸平名　஌࢙、平良　ঘ　ࢪ　࣮　　　

՝୊ɿ̎̒ʵ̍̑ʢܽ൪ʣ

՝୊ɿ̎̒ʵ̍̒

　　　トύーズి動式௿ѹ呼吸器の安શੑと༗ޮੑの࡯؍研究
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みより、河崎　英範　ٱ੹೚者ɿ大݉ࢪ࣮　　　
師　呼吸器外科医師　　　　　　　　　　　　　                           ˑঝ認ޢ者ɿத̐病౩؃　ࢪ　࣮　　　

՝୊ɿ̎̒ʵ̍̓

　　　E(FR Ҩ఻ࢠม異ཅੑのਐ行ඇፏ平上ൽඇখࡉ๔肺がΜにରするॳճ治療としての、ήϑΟνニϒ୯ࡎ 
         療๏とήϑΟνニϒʴϕバシズϚϒซ༻療๏のϥンダϜ化ൺֱ第２૬ݧࢼ
੹೚者ɿ河崎　英範ࢪ࣮　　　
、治、Ҵྮ　੝࢙、᰸平名　஌࢙ݡ　஥本　ರ、౻ా　߳৫、஌Ֆ、ࢠۈ　者ɿ川畑　勉、大湾　ࢪ　࣮　　　
                          伊஍　ོ੖、平良　ঘٱ、޿৔　ກ෉、石川　ਗ਼࢘　　　　　　　　　　　　　　 ˑঝ認

՝୊ɿ̎̒ʵ̍̔

　　　緩和έアにؔするアンέート
ࢠڿ　੹೚者ɿ෱ాࢪ࣮　　　
Ԟ間　かおり　   ˑ৚݅෇きঝ認、ࢠൺՅ　ઍՂ、ࢠۈ　一࿕、大湾　ࢤٱ、ࢠڿ　者ɿ෱ా　ࢪ　࣮　　　

՝୊ɿ̎̒ʵ̍̕

　　　ジストロϑΟン異ৗ症を࢝めとするਆܦ೉病患者の臨床ਆܦ生理学的研究−ௌ֮༠発ిҐのݕ౼
ޗ੹೚者ɿਡ๚Ԃ　लࢪ࣮　　　
ˑঝ認　                                                                                          ޗ者ɿਡ๚Ԃ　ल　ࢪ　࣮　　　

՝୊ɿ̎̒ʵ̎̌

　　　ジストロϑΟン異ৗ症を࢝めとする当院ਆܦ೉病患者の̡̦̤と心理学的ࢦඪにͭいてのݕ౼
ޗ੹೚者ɿਡ๚Ԃ　लࢪ࣮　　　
 ඙（沖縄国޾　٢ଜ　௚थ・上ా、๺ౡ　ཽ一・ࢠ૱　খྛ・ࢠ౧　ాࢁ、者ɿԞ間　めぐみ　ࢪ　࣮　　　
師　　　　　                                                        ˑঝ認ޢ大学）、੢１・２病౩؃ࡍ                           

՝୊ɿ̎̒ʵ̎̍

　　　ਫ਼ਆ的έアを目的とした࣭໰紙ධՁ
　　　ʙ HPTQJUBM ANYJFUZ BOE %FQSFTTJPO SDBMF（HA%S）の活༻ʙ
੹೚者ɿԞ間　めぐみࢪ࣮　　　
　　Ԟ間　かおり、ࢠൺՅ　ઍՂ、ࢠڿ　一࿕、෱ా　ࢤٱ、ࢠۈ　者ɿԞ間　めぐみ、大湾　ࢪ　࣮　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                                                                              ˑঝ認
՝୊ɿ̎̒ʵ̎̎

　　　当院での一ൠ名ॲํにͭいての໰୊఺にͭいて
׮੹೚者ɿখഭ　থࢪ࣮　　　
ീ໦　ल໌                        ˑঝ認、ࢠلখᤵ　ਅ、࠼　大ྮ、ل஥ଜ　早、׮者ɿখഭ　থ　ࢪ　࣮　　　

՝୊ɿ̎̒ʵ̎̏

౼ݕ心理学的ܦ௚症ジストロϑΟー患者の認஌機ೳにͭいてのਆڧے　　　
ޗ੹೚者ɿਡ๚Ԃ　लࢪ࣮　　　
大ࡍ٢ଜ௚थ（沖縄国、๺ౡ　ཽ一、ࢠ૱　খྛ、ࢠ౧　ాࢁ、ܙ　Ԟ間、ޗ者ɿਡ๚Ԃ　ल　ࢪ　࣮　　　
　　　　　　　　　学）、上ా޾඙（沖縄国ࡍ大学ڭत）　　　                      　　　　　　　　　　ˑঝ認
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खज़౷ܭʢ���� ೥ � ݄ � ೔ʙ �� ݄ �� ೔ʣ
ԭೄපӃߏػපӃཱࠃ

ᶗڳ෦֎Պʢ̍̐̏ྫʣ 
１、良ੑ肺जᙾखज़例ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ２例
　　աޡज                                　　　　　２
２、肺癌खज़例ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ̓̕例
　　ፏ平上ൽ癌                          　　　　１̒
　　થ癌　　　　　　　　　　　　　　　  ５̐
　　大ࡉ๔癌　　　　　　　　　　　　　　  ̐
　　খࡉ๔癌                                　　　　２
　　થፏ平上ൽ癌                            　　　 １
　　多ܗ癌                                  　　　　 １
      ѱੑリンύज　　　　　　　　　　　  　１
ʀથ１　　　　　                　 １ڳ開ݧࢼ　　
３、సҠੑ肺जᙾखज़例ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ̒例
　　௚腸　　　　　　　　　　　　　　　　  １
　　݁腸　　　　　　　　　　　　　　　　  １
　　ਛ癌　　　　　　　　　　　　　　　　  １
೑ज　　　　　　　　　　　　　　　  ２ࠎ　　
๱೑ज　　　　　　　　　　　　　　  １ࢷ　　
̐、ѱੑڳບதൽजʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ２例
นजᙾखज़例ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ１例ڳ、５
　　సҠੑ（ཛ૥がΜ１）　　　　　　　       １
ບजᙾʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ１例ڳ、̒
̓、ॎִजᙾखज़例ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ１２例
̐  　　　　　　　　　　　　　　　થजڳ　　
થ癌                                  　　　　 ２ڳ　　
　　リンύઅ癌　　　　　　　　　　　　　  １
થ೯๔                              　　　　  ２ڳ　　
　　気管ੑࢧ೯๔　　　　　　　　　　　　  １
　　ਆܦ原ੑजᙾ　　　　　　　　　　　　  ２
8、 ॏ症ے無力症にରするڳથఠআʜʜʜʜʜʜʜ̐例
9、 Ԍ症ੑ疾患にରするखज़ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ̐例
　   ඇ݁֩ੑەࢎ߅症　　　　　　　　　　  １
　　クリϓトコッΧス　　　　　　　　　　  １
　　肺放線ە症　　　　　　　　　　　　　  １
　　ͦのଞ　　　　　　　　　　　　　　　  １
10、೯๔ੑ肺疾患खज़ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ̔例
　　気ڳにରするखज़　　　　　　　　　　  ̓
　　肺೯๔　　　　　　　　　　　　　　　  １
11、気管֦ࡥڱுज़ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ̒例
　　スςントཹஔ　　　　　　　　　　　　  １
　　スςントൈ１  　　　　　　　　　　　　ڈ
12、気管ࢧ内जᙾ（内視鏡Լ切আ）ʜʜʜʜʜʜʜ̐例
13、̫生ݕʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ̒例
14、೵ڳʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ̐例
15、外ই・݂जআڈʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ２例
16、ज़後肺࣠೧స੔෮ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ１例

17、̫心ບ開૭ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ１例
18、心೯ドϨφージʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ１例
管݁ាज़ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ１例ڳ、19

ᶘফԽثɺ一ൠ֎Պʢ̒̔ྫʣ 
１、৯道ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ０例
２、胃・ेೋࢦ腸ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ２̐例
　　胃癌　　　　　　　　  　　　　　　　　１
　　胃ᚈ଄ઃ開ෲ                        　  　　　３
      内視鏡　　　　　　　　　    　　　　 ２０
３、ेೋࢦ腸ۭௐ෽合ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ１例
̐、胆石症ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ̒例
　　胆ఠ（̫２）　　　　　　　　        　     ̐
　　総胆管切開　　　　　　　　　　　　　  ２
５、খ腸・大腸・௚腸ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ̓例
　　݁腸ӈ൒切আ　　　　　　　　　　　　  ２
　　௚腸जᙾఠग़　Χϧνϊイド　　　　　  １
　　஬ਨԌ　　　　　　　　　　　　　　　  ３
　　ਓ޻ᡗ門ด１  　　　　　　　　　　　　࠯
　　࣒֩切আ　　　　　　　　　　　　　　  １
　　খ腸部分切আ（イϨ΢ス）　　　　　　    １
̒、ͦけいϔϧニアʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ２例
ঢ়થ癌ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ１例ߕ、̓
̔、ᡫᜰリンύઅ֥ਗ਼ज़ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ１例
̕、ӄ೯ਫजʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ１例
10、気管切開ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ̓例
11、த心੩຺ϙートઃஔʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ̒例
12、ͦのଞʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ１２例

ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ２２例ݕ生ܦਆ・ے

麻酔ɿશ਎麻酔ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ１̓̓例
　　　఻ୡ麻酔ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ１０例
௣麻酔ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ３例ࠊ　　　
所麻酔ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ̐５例ہ　　　

ᶙ಺ࠪݕڸࢹʢ̍̎̏̐ྫʣ
気管ࢧ鏡ࠪݕʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ２̔２例
消化管内視鏡ࠪݕʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ̕５２例
      上部                                  　　　　　　５２２例
      Լ部                                  　　　　　　̐１̓例
      ES%                                       　　　　　　̔例
　　ER$P　　　　　　　　　　　　　　　　 　　 ３ 例
     E7%          　　　　　　　　　　　　　　　１例

気管ࢧ動຺࠹ખज़ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ１例
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ਆܦมੑ疾患                                                                                                            141
化症                                                                                                  56ߗࡧҤॖੑଆے　 
 　ύーΩンιン病（認஌症を൐わないもの 
                                                                   23
 　ύーΩンιン病（認஌症を൐うもの 
                                                                      8
 　੸਷খ೴มੑ症                                                                                      14
 　多ܥ౷Ҥॖ症                                                                                         13
 　ਐ行ੑ֩上ੑ麻ᙺ                                                                                          8
         　大೴ൽ࣭جఈ֩มੑ症                                                                                     7
 　不ਵҙӡ動（PK$1
LBOT AEBNT 症ީ܈ 1 をؚΉ）                                                                9
 　ͦのଞ（HVODIJOUPO 病 1
 成ਓܕアϨクサンダー病 2
                                                3
຤ধਆܦ疾患                                                                                                                          74    
              ຫੑԌ症ੑ୤਷ੑ多発ࠜਆܦԌ                                                                       35
 　多૥ੑӡ動ニューロύνー                                                                                 11
 　࿹ਆܦ૓ো6                                                                                             ֐
　　　   沖縄ܕਆܦ原ੑےҤॖ症　　 　                　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6
         ͦのଞのH.SN（$.T4H1
%.;1）                                                       3 
　　　　 ΪϥンバϨー症ީ5                                                                                        ܈
 　ϑΟッシϟー症ީ2                                                                                       ܈
 　ͦのଞ                                                                                                  6
  疾患                                                                                                                                   60ے
ܕジストロϑΟー（σュシΣンψے  　　　　 10
 ௚ੑڧے 8
 ϕッΧーܕ 4
 ෱ࢁ 1 
 　                                   23 
             ਆےܦ઀合部疾患（ॏ症ے無力症 14
LE.S2）                                                                       16
    Ԍ症ੑے疾患（多発ےԌ 5
 P.R2
 GPDBM1）                                                                          18
    ͦのଞ（I#.3
 ϛトコンドリア病 2
 प期ੑ࢛ࢶ麻ᙺ 1
 ϙンペ病 1
                                            13
໔Ӹؔ࿈ੑத਻ਆܦ疾患                                                                               　　　47 
　　　    HTL7-I ؔ࿈੸਷症                                                                                                        20
   多発ੑߗ化症                                                                                        16
   アクアϙリン 4 ମؔ࿈疾患                                                                                 7߅
    ͦ のଞ（SUUJG QFSTPO2

೴੸਷Ԍ1ੑࡏࢄੑٸ I7L1）                                                                 4
内科疾患に൐うਆܦো֐ 
             ᡼原病 9
 Ϗタϛンܽ๡ 2 なͲ                       　　　　　　　　　　                                  28 
認஌症ੑ疾患                                                                                                                          17 
   ͼまΜੑϨϏーখମ病                                                                                    8
   લ಄ଆ಄ܕ認஌症                                                                                          4
   ਖ਼ৗѹਫ಄症                                                                                             4
   .$I                                                                                                                              1
೴݂管ো֐　೴݂管ੑύーΩンιン症ީ܈ 3 をؚΉ　　　　　　　　　　　　                             　　15    
ਆܦ感છ症・೴症　クロイπϑΣϧトϠコϒ病 1
܈ᜰ先୺症ީ؟  1
 ഁই෩ 1 なͲ                               14 
੸਷疾患　੸਷Ԍ 2
A7F2
S.A1 なͲ 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9
機ೳੑ疾患　てΜかΜ 6
 めまい 1 なͲ                                                           　　　　　　　　　   6
जᙾ                                                                                                                             1 
外ই                                                                                                                          1
ͦのଞ 　ᰍ௣症なͲ੔ܗ外科疾患 6 をؚΉ                                                                            10

総423                                                                                                                       ܭ 

ܭ౷ऀױ಺Պ　ୀӃܦԭೄපӃ　ਆߏػපӃཱࠃ
ʢ���� ೥ʣ
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ఔن෦ڀݚԭೄපӃྟচߏػපӃཱࠃ

ʢ໨తʣ

第１৚　臨床研究部は当ࢪઃの臨床研究活動をదਖ਼
　　　　かͭ活発に行うためにઃஔする。ਆے・ܦ
　　　　೉病の原Ҽղ໌、治療๏の確立、療ཆの࣭
　　　　の޲上౳の総合的研究を行うとともに、癌
　　　　のݕ診・診断・治療・緩和医療౳の総合的
　　　　ରԠࡦの研究を目的とする。    　　　
ʢ૊৫ʣ

第２৚　臨床研究部に部長をஔく。部長は院長がࢦ
　　　　名する。
　　２、臨床研究部に࣍ぎの研究ࣨをஔく。
　　　　̡ ਆے・ܦ೉病研究部門ʳ
　　　　ਆے・ܦ病ଶ生理研究ࣨ
　　　　̡ 呼吸器疾患研究部門ʳ
　　　　呼吸器疾患研究ࣨ
　　　　̡ がΜ研究部門ʳ
　　　　がΜ集学的治療研究ࣨ
　　　　画像・内視鏡研究ࣨ
　　３、֤研究ࣨにࣨ長、およͼࣨ員をஔく。
　　̐、ࣨ長はซ೚職員をもͬてॆてる。
　　５、部長は院長の؂شࢦಜのもとに臨床研究部
　　　　の業務を౷ׅする。
　　̒、ࣨ長は部長の؂ಜのもとにࣨ員をࢦಋし、
　　　　研究にͭいてのॿݴとࢦಋを行い、研究業
　　　　務をਪਐする。
　　̓、ࣨ員はࣨ長のࢦಋを受け、当֘研究ࣨの業
　　　　務にै事する。
໰をஔސ΍ԉॿをうけるためにݴ度のॿߴ、̔　　
　　　　くことができる。ސ໰は院長がҕ৤する。
　　̕、臨床研究部は、ͦのӡӦのためにࣨ長会ٞ
　　　　を行う。ࣨ長会ٞには、部長が必要にԠ͡
　　　　てଞの職員のࢀՃを要੥することができる。
　　10、研究のิॿおよͼ事務業務のため、研究ิ
　　　　ॿ員をஔくことができる。
 

ʢӡӦʣ

第３৚　臨床研究部のԁ׈なӡӦをਤるため、国立
　　　　病院機構沖縄病院臨床研究部ӡӦҕ員会
　　　　（以ԼӡӦҕ員会）をஔく。
　　２、ӡӦҕ員会のҕ員長は෭院長とし、෭ҕ員
　　　　長は臨床研究部長とし、ҕ員は診療部長、
　　　　֤研究ࣨ長、事務部長、ޢ؃部長、ༀࡎ科
　　　　長、ا画՝長、管理՝長、（医ہ長）とする。
　　　　たͩし、ҕ員長が必要と認める者はҕ員と
　　　　してࢦ名できる。
　　３、ҕ員長は、ӡӦҕ員会をট集しͦのٞ長と
　　　　なる。ҕ員長に事ނあるときは෭　ҕ員長
　　　　がͦの職務を୅行する。
　　̐、ӡӦҕ員会は、ҕ員長が必要と認めるとき
　　　　に開࠵する。

ʢڀݚ಺༰ʣ

第̐৚　臨床的研究、ૅج的研究、ଞࢪઃとڞಉ研
　　　　究をਪਐする。
　　１、ਆے・ܦ疾患のӸ学・診断と治療๏の確立、
　　　　೉病の 2OL վળをؚめたૅج的・臨床的
　　　　研究
　　２、呼吸器疾患の診断と治療、リϋϏリにؔす
　　　　る総合的研究
　　３、がΜのݕ診・診断・治療・緩和医療をؚめ
　　　　た総合的研究およͼ集学的治療๏の研究、
　　　　画像診断の確立、खज़・診断機器の開発、
者がΜのྸߴ　　　　 2OL を考ྀした治療๏の確
　　　　立౳のૅج的・臨床的研究

ʢؒظڀݚʣ

第５৚　１՝୊の研究期間は、２年をݶ度とする。
　　　　たͩし、部長がద当と認めた৔合は１年を
　　　　ӽえない範ғ内で期間のԆ長をすることが
　　　　できる。
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ʢڀݚͷڐՄʣ

第̒৚　研究ر๬者は、研究申੥ॻを࡞成し、部長
　　　　に申੥する。
　　２、研究のڐՄは、ӡӦҕ員会、ࣨ長会ٞのҙ
　。考にして部長が行うࢀをݟ　　　　

ʢڀݚͷऔΓফ͠ʣ

第̓৚　部長は、研究部の研究業務が著しくো͞֐
　　　　れると認めた৔合には、当֘研究者にରし
　　　　て、研究の取り消しをすることができる。

ʢۀڀݚ੷ʣ

第̔৚　ಘられた成Ռは、研究発ද会、ؔ܎学会に
　　　　発දし、޿く研究者の൷ධを受ける。
　　１、研究内容のৄࡉは、ͦれͧれの専門誌、ग़
　　　　൛෺に発දする。
　　２、発දは、研究部にؔ܎した発දであること
　　　　を໏記する。

ʢۀ੷ूͷ࡞੒ʣ

第̕৚　学会発දの資ྉ、研究࿦จのσータおよͼ
　　　　ผ࡭は、研究部に一ׅอ管する。
　　１、年度ごとに業績集を࡞成する。
　　２、病院医学雑誌を編集し発刊する。

ʢิ　ଇʣ

第 10 ৚ このنఔに定めるものの΄か、臨床研究部
　　　　に必要な事߲は、病院長がผに定める。

ෟ　ଇ

このنఔは、平成１̒年̐月１日からࢪ行する。
このنఔは、平成１̔年̐月１日からࢪ行する。
このنఔは、平成２２年̐月１日からࢪ行する。
このن定は、平成２̒年̐月１日からࢪ行する。
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෦૊৫ਤڀݚԭೄපӃྟচߏػපӃཱࠃ

   院　長　　　　副院長　　　　臨床研究部長　　　　　　研究室長　　　　　　　　　室　員

　　　　　　　　　　　　　

 第 1：神経・筋病態生理研究室

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第 2：呼吸器疾患研究室

 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  第 3：がん集学治療研究室

 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 第 4：画像・内視鏡研究室

   

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   室長会議

 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　治験担当

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 事務担当

　　　　　　　　　　　　　　　　　

                                  運営会議

　　　　　　　　　　　　　　　　　　副院長・研究部長・診療部長、各研究室長・事務部長

                          　　　　　看護部長・薬剤科長・企画課長・管理課長・医局長
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ఆنߘ౤ࢽࡶԭೄපӃҩֶཱࠃ

ᶗɽूืߘݪ
　  ʮ原著ʯ、ʮ症例報告ʯ、ʮ総આʯ、ʮ目でݟるڳ部
　疾患ʯなͲの原稿をื集する。たͩし、Ԡื࿦จ
　はଞの雑誌に発ද͞れていないもの、または౤稿
　தでないものにݶる。
　１）ච಄著者は国立病院機構沖縄病院職員にݶる。
　　ୠし、編集ҕ員会のঝ認をಘて院外の医師もච
　　಄者になりうる。
　２）Ԡื࿦จは、臨床研究においてはϔϧシンΩ
　　એݴのྙ理ྖߝを९कしたものでなけれ͹なら
　　ない。
　３）࿦จの࠾൱は編集ҕ員会がܾ定する。編集ํ
　　਑にैͬてݱ行のमਖ਼、Ճච、࡟আ、なͲをٻ
　　める৔合がある。
　̐）Լ記のࢦ਑を९कすること
　　ᶃʮ症例報告をؚΉ医学࿦จٴͼ学会研究会発
　　　දにおける患者ϓϥイバシーอޢにؔするࢦ
　　　਑ʯ（外科ؔ࿈学会協ٞ会ɿ平成 16 年 4 月 6 日 

　　ᶄʮ患者の病理ݕମ（生ࡉ・ݕ๔診・खज़ඪ本 

　　　の取ѻいࢦ਑ʯ（外科ؔ࿈協ٞ会ɿ平成 17 年
　　　5 月 10 日 


ᶘ ఆຕ਺نߘݪ　�
　原著　　　A4 ൛　400 ԣॻき原稿༻紙ʷࣈ 25 ຕ
　　　　　　（ਤ、ද、ࣸਅ・จݙ・要ࢫ / 英จঞ
　　　　　　録をؚΉ૊み上がり̒ท以内）
　症例報告　A4 ൛　400 ԣॻき原稿༻紙ʷࣈ 15 ຕ
　　　　　 （ਤ、ද、ࣸਅ・จݙ・要ࢫ / 英จঞ
　　　　　　録をؚΉ૊み上がり̐ท以内）
　総આ　　　A4 ൛　400 ԣॻき原稿༻紙ʷࣈ 30 ຕ
　　　　　　（ਤ、ද、ࣸਅ・จݙ・要ࢫ / 英จঞ
　　　　　　録をؚΉ૊み上がり 8 ท以内）
目でݟるڳ部疾患
　　　　　　A4 ൛　400 ԣॻき原稿༻紙ʷࣈ 8 ຕ
　　　　　　（ਤ、ද、ࣸਅ、จݙをؚΉ૊み上が
　　　　　　り３ท以内）

ʦਤ、ද、ࣸਅは 1 ఺を原稿༻紙 1 ຕと਺える。
ਤ、ද、ࣸ ਅをసࡌする৔合は必ͣग़యを໌記するʧ

ᶙ � ࣜܗͷߘݪ
　１）タイトϧページ

　　୊名（和・英จ）、著者名（和・英จ）、所属名
　　（和・英จ）のॱにྻ記する。
　２）要ࢫ、Ωーϫード
　　400 のԼにΩーϫードࢫ以内でॻき、要ࣈ
　　（3 。以内）をॏ要なॱにྻ記するݸ
　３）ACTUSBDU（英จ）、KFZ WPSET
　　250 XPSET でॻき、ACTUSBDU のԼに KFZ 　　
　　WPSET（3 以内ݸ 
 をॏ要なॱにྻ記する。
　̐）本จ
　　　原稿は口ޠମ、ݱ୅かなͮかい、ͻらがなま͡
　　りԣॻきᑵॻとして、۟ ಡ఺、かͬこは１ࣈを要し、
　　վ行のࡍには๯಄１ࣈ分をあける。外国ޠは必要
、としޠり日本ݶにして、ਤ、දはՄೳなݶখ࠷　　
　　日本ޠ化したものはΧタΧφを༻い、ͦれ以外の
　　ਓ名、雑誌なͲはޠݴで記ड़する。
　　　จݙの引༻は、֘当Օ所のӈݞにจݙ൪߸を
。でくくͬてࣔすހׅݞ　　
ݙ考จࢀ（５　
　　ʪ雑誌ʫ著者氏名 � ୊名−෭୊− � 誌名　੢ྐྵ発
　　　行年 � 巻਺ � ทɽ
　　ʪॻ੶ʫ 著者氏名 � ୊名 � ॻ名 � ൛਺ɽ発行஍ � 
　　　発行所名 � ੢ྐྵ発行年 � 巻਺ � 引༻ทɽ
　　　　引༻จݙの著者氏名はɼ4 名以内の৔合は
　　　શ員をॻき、5 名以上の৔合は 3 名࿈記の上、
　　　๜จはʠ΄かʡ、ԤจはʠFU BMʡとする。
　　　　引༻จݙはԼ記の例にならい、引༻ॱに൪߸
　　　を෇し、࿦จの࠷後にまとめて記ࡌする。外国
　　　雑誌のུ名は IOEFY .FEJDVT にैうこと。
例）雑誌
　１）石川ਗ਼࢘ 
 国٢ਅ行 
 川畑　勉 
 ΄か � 肺癌
　　にରするߢڳ鏡Լखज़のదԠとखٕ � 外科治療 
　　2000� 87�463-8� 
　 ２）KBUP H
 IDIJOPTF :
 OIUB .
 FU BM� ASBO　
　　EPNJ[FE USJBM PG BEKVWBOU DIFNPUIFSBQZ 　
　　XJUI VSBDJM-UFHBGVS GPS BEFOPDBSDJOPNB 　　
　　PG UIF MVOH� N EOHM J .FE� 2004� 350� 1713-21�
例）ॻ੶
　３）国٢ਅ行 � 気管࿹಄動຺ᚈ � ਓ࣎ݟथ؂म � 呼吸
　　 器外科のखٕとํ๏ ౎ژ � � ۚ๕ಊ � 1996�  
       235-239�
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ԭೄපӃҩࢣ਍ྍ෼໺Ұཡ
（平成 27 年 4 月 1 日ࡏݱ）

氏　名・職　種 卒業大学 ・ 診療研究分野 所属学会・資格
院長
　 ઒ ാ　 ษ　　
　　　
　　　　　　　
　　　　　　　
　　　　
　 　 　 　                
　　　　　　　
　　　　　　　
　　　

名古԰大学（ত和 59 年卒）
　　　　
呼吸器外科
一ൠ外科
݂管外科
肺 ・ ॎִ病มの診断と治療
຤ধ動຺ݐ࠶後の൩期ด࠹にؔする研究
　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　

日本外科学会・専門医・ࢦಋ医
日本ڳ部外科学会・認定医
日本呼吸器外科学会・専門医・ࢦಋ医・ධٞ員
日本臨床外科学会
日本消化器外科学会・認定医
日本内視鏡外科学会
日本呼吸器内視鏡学会
日本肺癌学会
日本݂管外科学会
日本ମҭ協会スϙーπ医

෭院長
　大࿷　ۈ子　
　　　

琉球大学（ত和 62 年卒）
琉球大院（平成３年卒）

呼吸器内科
緩和医療
呼吸器感છ症
ͼまΜੑ肺疾患の診断と治療
肺癌の化学療๏

日本内科学会・総合内科専門医
日本呼吸器学会・専門医・ࢦಋ医
日本感છ症学会・専門医・ࢦಋ医
日本肺癌学会
日本݁֩病学会・ࢦಋ医
日本緩和医療学会࢑定ࢦಋ医
日本呼吸器内視鏡学会・専門医
日本がΜ治療認定機構・認定医
日本医師会認定産業医

  

֎科  

氏　名・職　種 卒業大学 ・ 診療研究分野 所　属　学　会
臨床研究部長
खज़部長
　Տ࡚　ӳൣ
　　　　
　　　　　　　
　　　　　　　
　　　　　　　
　　　　　　　
　　　　　　　
　　　　　　　
　　　　　　

琉球大学（平成 2 年卒）

呼吸器外科
一ൠ外科
肺癌の診断と治療
発癌とલ癌病ม

日本外科学会・専門医・ࢦಋ医
日本ڳ部外科学会・認定医
日本呼吸器外科学会・専門医・ࢦಋ医
日本呼吸器内視鏡学会・専門医
日本肺癌学会
日本臨床外科学会
日本ڳથ研究会
IOUFSOBUJPOBM ATTPDJBUJPO GPS TIF SUBEZ PG LVOH  
$BODFS （IASL$）

外科医師
　ҏ஍　ོ੖
　　　　
　　　　　　　
　　　　　　　
　　

琉球大学（平成 5 年卒）

呼吸器外科
一ൠ外科　
肺癌の集学的治療
消化器疾患の診断と治療

日本外科学会・専門医
日本ڳ部外科学会
日本消化器病学会
日本消化器外科学会・認定医
日本消化器内視鏡学会
日本臨床外科学会
日本臨床जᙾ学会
日本癌治療学会
日本癌治療認定機構・認定医

外科医長
　᰸ฏ໊　஌࢙
　　　　　　　
　　　　　
　　　　　　　
　　　　　　　
　　　　　　　
　 　 　              
                       
           

琉球大学（平成 7 年卒）
۝भ大院（平成 19 年卒）　
　　　
呼吸器外科
一ൠ外科　
呼吸器外科खज़の安શੑの確立　
٤Ԏと発がΜ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　

日本外科学会・専門医
日本ڳ部外科学会・認定医
日本呼吸器外科学会・専門医・ධٞ員
日本肺癌学会　
日本臨床जᙾ学会
日本臨床जᙾ学会࢑定ࢦಋ医　　　　
日本癌治療学会　　　　　　　　　　
日本がΜ治療認定機構認定医　
琉球医学会
IOUFSOBUJPOBM ATTPDJBUJPO GPS UIF TUVEZ PG 
LVOH $BODFS（IASL$）
日本がΜ治療認定機構࢑定ڭҭ医
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氏　名・職　種 卒業大学 ・ 診療研究分野 所　属　学　会
外科医師　　　
ஐଇ　ݎݹ　

琉球大学（平成 10 年卒）

呼吸器外科
一ൠ外科

日本外科学会・専門医
日本呼吸器外科学会・専門医
日本ڳ部外科学会
日本消化器外科学会
日本肺癌学会
日本呼吸器内視鏡学会
日本がΜ治療認定医

外科医師
　ฏྑ　ঘ޿　
　　　　
　　　　　　　
　　　
　　　　　

ॱఱಊ大学（平成 17 年卒）　
　
一ൠ外科
呼吸器外科
消化器疾患の診断と治療　　　　　　
呼吸器疾患の診断と治療　　　　

日本外科学会・専門医
日本ٸٹ医学会
日本臨床外科学会
日本呼吸器外科学会
日本肺癌学会
日本ڳ部外科学会
日本癌治療認定機構認定医

外科医師
　ੴ઒　ਗ਼࢘
　（ ඇ ৗ ۈ ）　　
　　　　　　　

Ԭࢁ大学（ত和 49 年卒）

呼吸器外科
一ൠ外科
肺癌・ॎִजᙾの診断と治療
肺癌集ݕのਫ਼度管理

日本外科学会・ࢦಋ医
日本ڳ部外科学会・ࢦಋ医
日本呼吸器外科学会・ࢦಋ医
日本臨床外科学会
日本ਓ間ドック学会  
日本呼吸器学会・専門医・ࢦಋ医
日本呼吸器内視鏡学会・専門医・ࢦಋ医
日本肺癌学会
日本̘̩ݕ診学会・認定医
日本医療Ϛωージメント学会・ධٞ員
日本緩和医療学会
日本サイコオンコロジー学会
ਓ間ドック݈診৘報管理ࢦಋ࢜
日本がΜ治療認定機構࢑定ڭҭ医

੔ܗ֎科
氏　名・職　種 卒業大学 ・ 診療研究分野 所属学会・資格
੔ܗ外科医師　
　田த　一޿

琉球大学（平成 12 年卒）

整形外科
骨軟部腫瘍外科

日本੔ܗ外科学会・専門医

ຑਲ科  

氏　名・職　種 卒業大学 ・ 診療研究分野 所属学会・資格
麻酔科医師
子໌　ݪߴ　
　　　　
　　　　　　　
　

෱ౡ県立医大（平成 18 年卒）

麻酔科
麻酔・पज़期管理

日本麻酔学会・専門医
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器内科ٵݺ
氏　名・職　種 卒業大学 ・ 診療研究分野 所属学会・資格
内科部長
　஥ຊ　　ರ
　　　　

琉球大学（平成元年卒）
琉球大院（平成 5 年卒）

呼吸器内科　　　　　　　　　　　　
呼吸器感છ症　　　　　　　　　　
肺癌の集学的治療　　　　　　　　

日本内科学会・認定医
日本呼吸器学会・専門医
日本肺癌学会
日本感છ症学会
日本݁֩病学会・ࢦಋ医
̞̘̙・認定医

呼吸器内科部長
　ൺՅ　　ଠ

琉球大学（ত和 63 年卒）
琉球大院（平成５年卒）

呼吸器内科
呼吸器感છ症
呼吸器疾患の診断と治療
肺癌の化学療๏

日本呼吸器学会・୅ٞ員・専門医・ࢦಋ医・肺Ԍ診療Ψイド
ϥイン࡞成ҕ員
日本内科学会・総合内科専門医
日本感છ症学会・ධٞ員・専門医・ࢦಋ医
日本化学療๏学会・ධٞ員・Ϩジオωϥ症治療ධՁҕ員会
日本呼吸器内視鏡学会・専門医
日本ڥ؀感છ症学会・ධٞ員
日本アϨϧΪー学会
日本臨床ඍ生෺学会
日本臨床ࠪݕ医学会
日本ݏ気ੑە感છ症学会・װ事
ANFSJDBO SPDFJUZ GPS .JDSPCJPMPHZ

内科医長
　౻田　߳৫
　　　　　　　
　　　　　　　
　　　　　　　

琉球大学（平成 11 年卒）
琉球大院（平成 16 年卒）　　

呼吸器内科
呼吸器疾患の診断と治療　　　　　　　

日本内科学会・認定医
日本感છ症学会
日本呼吸器学会・専門医
日本肺癌学会
日本݁֩病学会・専門医・ࢦಋ医　　　　　

呼吸器内科医長
　஌Ֆ　࣏ݡ

琉球大学（平成 12 年卒）

呼吸器内科　　　　　　　　　　　　
呼吸器疾患の診断と治療

日本内科学会・総合専門内科医
日本アϨϧΪー学会・専門医
日本呼吸器学会・専門医
日本肺癌学会
日本呼吸器内視鏡学会
日本がΜ治療認定機構・認定医
日本݁֩病学会・専門医

呼吸器内科医師
　৽֞　च୅

琉球大学（平成 20 年卒）

呼吸器内科
呼吸器疾患の診断と治療

日本内科学会
日本呼吸器学会

内科医師
　久৔　ກ෉
　（ ඇ ৗ ۈ ）　　
　　　　　　　
　　　　　　　
　　　　　　　
　　　　　　　
　　　　　　　
　　　　　　

口大学（ত和ࢁ 46 年卒）

呼吸器内科
呼吸器疾患の診断と治療
肺癌の化学療๏
肺݁֩症のӸ学・病ଶ・治療　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　

日本呼吸器学会・専門医・ࢦಋ医
日本肺癌学会
日本呼吸器内視鏡学会
日本݁֩病学会・ࢦಋ医
日本̘̩ݕ診学会・認定医
日本内科学会・認定医
日本がΜ治療認定機構・認定医
日本医師会認定産業医
WPSME ATTPDJBUJPO GPS #SPODIPMPHZ
IOUFSOBUJPOBM ATTPDJBUJPO GPS UIF TUVEZ PG LVOH $BODFS

（IASL$
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ਆܦ内科  

氏　名・職　種 卒業大学 ・ 診療研究分野 所属学会・資格
リϋϏリςーシϣン科 部長
　ਡ๚Ԃ　लޗ
　　　　

ౡ大学（ত和ࣇࣛ 63 年卒）
　　　౎大院（平成4年୯Ґ取ಘୀ学）ژ

ਆܦ内科　　　　　　　　　　　　　
臨床ਆܦ生理　　　　　　　　　　　
事৅ؔ࿈ిҐ　　　　

日本内科学会
日本ਆܦ学会
SPDJFUZ GPS NFSPTDJFODF
日本 .E 学会
日本臨床ਆܦ生理学会・認定医

ਆܦ内科医師
　த஍　　྄
　

෱Ҫ大学（平成 15 年卒）

ਆܦ内科
ਆے・ܦ疾患の診断と治療

日本内科学会・認定医・総合内科専門医
日本ਆܦ学会・専門医

ਆܦ内科医師　
　田୅　༤一

ౡ大学（平成ࣇࣛ 15 年卒）

神経内科
神経・筋疾患の診断と治療

日本内科学会・認定医
日本ਆܦ学会・専門医

ਆܦ内科医師　  
  ੴݪ　　૱　　
　　　　　

琉球大学（平成 15 年卒）

神経内科
神経・筋疾患の診断と治療

日本内科学会・認定医
日本ਆܦ学会・専門医

ਆܦ内科医師
࠸城　఩ٶ　

琉球大学　（平成 18 年卒）

ਆܦ内科・てΜかΜ科

日本内科学会・認定医
日本೴卒த学会・認定医・専門医
日本ਆܦ学会
日本ਆܦ௒Ի೾学会・認定医
日本集த治療学会
日本てΜかΜ学会
日本೴ਆ݂ܦ管内治療学会

ਆܦ内科医師
　౻⃻ͳͭΈ

琉球大学　（平成 21 年卒）

ਆܦ内科
ਆے・ܦ疾患の診断と治療　

日本内科学会・認定医
日本ਆܦ学会
日本ਆܦ໔Ӹ学会

ਆܦ内科医師
　城ށඒ࿨子
　（非常勤）

Ѫඤ大学（平成 12 年卒）

ਆܦ内科　
ਆے・ܦ疾患の診断と治療

日本内科学会・認定医
日本神経学会・専門医
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緩和医療科
氏　名・職　種 卒業大学 ・ 診療研究分野 所属学会・資格
外科 / 緩和医療科 医長
　久志　一朗
　　　　

佐賀大学（平成 6 年卒）

消化器外科
消化器癌の集学的治療
緩和医療　　　

日本外科学会
日本消化器外科学会
日本消化器内視鏡学会
日本癌治療学会
日本緩和医療学会　　　　　　　　　　　　　　

緩和医療科医師
　福田　暁子
　　　　

琉球大学（平成 14 年卒）

緩和医療科
麻酔科
緩和医療
疼痛管理

日本麻酔科学会・認定医
日本サイコオンコロジー学会
日本緩和医療学会
日本ペインクリニック学会
日本医師会認定産業医

消化器 ・ 一般内科 

氏　名・職　種 卒業大学 ・ 診療研究分野 所属学会・資格
総合診療科部長
　樋口　大介　
　　

琉球大学（平成元年卒）

消化器内科　　　　　　　　　　　　
早期胃癌・大腸癌の内視鏡的治療
肝胆膵疾患の診断と治療

日本内科学会・総合内科専門医
日本消化器内視鏡学会・専門医
日本消化器病学会・専門医

放射線科  

氏　名・職　種 卒業大学 ・ 診療研究分野 所属学会・資格
放射線科医長
　大城　康二
　　　　

琉球大学（平成 6 年卒）

放射線診断学
呼吸器疾患の画像診断　　　　　　

日本放射線学会・専門医
日本肺癌学会

臨床検査科  病理
氏　名・職　種 卒業大学 ・ 診療研究分野 所属学会・資格
病理
　熱海　恵理子
　　　　

浜松医科大学（平成 8 年卒） 日本内科学会・認定医
日本呼吸器学会・専門医
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編 集 後 記
　本年度から沖縄病院醫学雑誌の編集担当を引き継ぐことになりました。うまくできるものかと少し不安な気持ちもあり
ましたが、石川先生のアドバイスと多くの職員のご協力で、無事に発刊できたことを心より感謝申し上げます。原著、症
例報告と多くの寄稿頂きましたが、一年間の業績を取りまとめてみますと例年以上に多くの紙上報告、学会・口演活動が
行われておりました。本誌は職員の業績として、また沖縄病院の記録として今後も継続・発展していきたいと考えており
ます。新年度、異動シーズンです。新たな業務のスタートダッシュには良い引き継ぎが必要です。送る者は業務内容を的
確に要約し、受ける者は柔軟にイメージを展開しこれからの業務に備えることが大切です。気持ちよく引き継ぎ、新たな
道を切り開いて行きましょう。                           　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ２０１５年３月

　　　　　　　　　　　　　　　　　河　崎　英　範
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